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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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〈竜りゆうの掌て〉を意味するデロナト大陸。その東方にある小国ドコト公こう国こく領りよう内では、極きよく東とうの大国サーバスト連れん合ごう王おう国こくの遠えん征せい軍ぐんが三万の軍ぐん勢ぜいをもって進軍中であった。

「我が軍の現在地からして地ち勢せいを活いかせば、この街かい道どう沿ぞいのルートこそが最さい善ぜんであると思われます」

　本ほん陣じん天てん幕まく内ではもう三時間以上に亘わたって軍団長以下将しよう官かん達たちが地形図を前に軍ぐん議ぎを開いていた。しかし未いまだ進しん展てんはなく、誰だれの眼めにも焦あせりの表情が見てとれた。

「それではディグリトのコーレス城じよう砦さいを背にして進むことになる。あそこには既すでに二万五千の駐ちゆう留りゆう軍が配はい備びされているのだぞ」

　濃のう紫しのマントに身を包つつんだ年ねん配ぱいの紫し紺こん軍団長クルハーム伯はく爵しやくが、地図上に記しるされたディグリト王国との国こつ境きようにあるコーレス城砦を指差した。

「無能の国王の統すべるディグリトごとき弱小国に何ができると言うのだ」

「だが実権を握にぎるのは、あのラースター王女だ。しかも王女は魔ま道どうに魅みせられ、レフリームを盲もう信しんしているそうではないか。となれば小国とはいえ我われらに敵てき対たいするは必ひつ定じよう！」

「忌いま々いましいディグリトの毒蛇エキドナめがっ！」

　千せん人にん長ちようの一人が嫌けん悪おの表情を浮うかべると吐はき捨すてるように言った。

「だが今回の遠征目的を考こう慮りよすればディグリトとの戦いくさは必ひつ至しであろう」

「しかし本隊の到とう着ちやくまではできる限り戦せん闘とうは避さけなければ……」

　軍議は否ひ定ていの上に否定が繰くり返され、決して収しゆう拾しゆうがつかなかった。

「もうよいっ！　貴き公こう等らはこの場で何を討とう議ぎしているのかわかっているのか？」

　ずっと寡か黙もくに軍議を見守っていた人物が怒ど気きを圧おし殺したかの声を発した。

「ですから我が軍の採とるべき最善の行こう軍ぐん経けい路ろについて……」

「行軍経路だと？　レフリームの軍から逃にげる道がか。我々は戦たたかわずして既に敗はい兵へいとでも言うのか？」

　そう言って長く伸のばした銀ぎん髪ぱつを手で搔かき上げる。額ひたいに三み日か月づき型がたの烙らく印いんのような火傷やけど痕あとがちらりと覗のぞく。居い並ならぶ将官達よりもずっと若く、貴き公こう子し然ぜんとした貌かおの全すべての造ぞう作さくが繊せん細さいで端たん正せいだった。身体からだも線が細く背も高くはない。だが自信と威い厳げんに満ちたその灰はい褐かつ色しよくの双そう眸ぼうから放はなたれる眼がん光こうは、炯けい々けいとして親子ほど歳としの離はなれた歴れき戦せんの猛も者さ達たちをもいともたやすく圧あつ倒とうして余あまりあった。

「しかしヴィース閣かつ下か。敵勢せい力りよくはおよそガナザート王国に駐ちゆう屯とんする兵力だけで一五万以上。対する我が先せん遣けん隊たいは三万弱。しかも敵はあの無敵を誇ほこった魔ま王おう軍ぐんすら一日足たらずで葬ほうむり去った恐おそるべき魔導を極きわめたレフリームですぞ。ここは一いつ旦たん、魔導兵団を擁ようする本隊の到着を待って、今は退ひくことが肝かん要ようかと……」

　一人がやや臆おくしながらも進言する。

「今こん戦せん役えきは崇すう高こうなる信仰のための聖せい征せい。セクト神のご加か護ごを受けた我われ等ら神軍が悪あしきレフリームごときに敗やぶれるはずがあるまい。それにレフリームの武力介かい入にゆうは予よ測そく済ずみではなかったのか。何をいまさら臆する」

　遠征軍の最高司し令れい官かんを兼けん任にんする聖せい職しよく軍ぐん監かんヴィースは力強く言い放はなった。流石さすがは二四歳の若さにして主しゆ神しん殿でん直ちよく属ぞくの神しん衛えい騎き士し団だんの副団長にまで昇のぼりつめた傑けつ物ぶつではある。

「しかし五倍もの敵に対しての総力戦は……」

　それでも否定的な意見はなくならなかった。

「斥せつ候こう隊たいの報告では、我等の急進にガナザートから急きゆう派はできた軍勢はたかが三さん箇こ騎士団のみ。しかもここより三二キューグ先にて対たい陣じんすれば、ゾーバントの森を右う翼よくにすることができる。これが何を意味するか、わかるな？」

「それでは、やはりあの者共どもをお使いになるので……。しかし信用するに足る輩やからとは到とう底てい思えませんが……」

「既すでに話はついている。問題はない」

「なんとっ……！」

　ヴィースのこの言葉に列席していた一同は驚おどろきによって両りよう眼めを大きく開けたまま、苦く悶もんの表情を浮うかべて唸うなるしかなかった。





　　　　白き昼の後に黒き夜が続く

　　　　いずれ人なる者の時間も刻ときの中にその終しゆう焉えんを迎むかえん

　　　　そして人ならざる者がかつて支配し地を再ふたたび統すべん

　　　　その者、未いまだ水みな底そこの宮きゆう殿でんに永えい劫ごうの歳さい月げつが果はてるまで

　　　　死の夢ゆめを見る眠ねむりにつく定さだめにあり









　第Ⅰ章　遠い国から来たサラリーマン







　赤茶けた屋や根ねの粗そ末まつな石いし造づくりの家いえ並なみが続く。全すべてを覆おおい尽つくす青味がかった透とう明めいの天てん空くうは家々の煙えん突とつから昇のぼる褐かつ色しよくの条じよう煙えんまでも澄すみ渡らせていた。

「とうとう来たんだな……」

　鈴すず木きは携けい帯たい電話の液えき晶しようパネルの〈圏けん外がい〉表ひよう示じを確かく認にんすると、感かん慨がい深ぶかく馬車からの移り行く風景を眺ながめながら、ハンカチで額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　道々のニセホウセンカの小さな白い花。垢あかまみれのやつれた物もの乞ごい。いま鈴木の目にしている風景は子供の頃ころから住み慣なれた住じゆう宅たく街がいでも、満員電車に揺ゆられて通つう勤きんした都と心しんの高こう層そうビル群ぐんでもない。ヨーロッパの古こ都との雰ふん囲い気きと似にてはいるがそれとも違ちがう。紛まぎれもなく異い国こくのしかも現代とは大きくかけ離れた雰囲気を醸かもし出していた。

　鈴木和かず夫おは二二歳。今年、三流大学を卒そつ業ぎようし、なんとか二部上じよう場じようの企き業ぎように潜もぐり込めたが自分でもどちらかといえば平へい凡ぼんよりやや劣おとった社員だと自じ覚かくしている。

　プラスチックの黒くろ縁ぶち眼鏡めがねにつるしの紺こんのスーツ、白のワイシャツ、底のすり減へった革かわ靴ぐつ。よれよれのネクタイもリクルート活動以来の地じ味みなストライプ柄がら。そして手には合ごう皮ひのブリーフケース。至いたって典てん型けい的過ぎるほどの日本的サラリーマンスタイルだった。この場の風景には全まつたく調和しない格かつ好こうだ。

「城しろまでは後どのくらいかかりますか？」

　鈴木はデロナト語で年とし老おいた馬車の御ぎよ者しやに話しかけた。

「すみまセン……ワタシ、言葉わかりまセン」

　振ふり向いた御者は困こまり顔でアクセントのおかしい日本語で返した。

　──通じていない。正しよう直じき、これはショックだった。唯ゆい一いつの自じ慢まんだったデロナト語検けん定てい準一級が通じなかった。

　今のは何が悪かったんだ？　文ぶん法ぽう？……完かん璧ぺきのはず。だったら……発音？　それともやはり明治開国以来の日本の外国語教育の欠けつ陥かんか？

　途と端たんに鈴木はなんだか気が滅め入いってしまった。こうなるともうのんびり風景を眺ながめる余よ裕ゆうもない。しかも異い様ような臭しゆう気きに足元を見れば、自分の靴底に馬ば糞ふんがこびり付いていた。鈴木はつくづく自分の悲ひ観かん主義と不運にやるせなくなった。

　しかしやがて馬車は目的地に到とう着ちやくした。ディグリト王おう国こくの王都グランドルにある王おう城じよう。華か麗れいにして荘そう厳ごんな幾いくつもの高い楼ろう塔とうが聳そびえ立つそのグランドル城は絵はがきで見たことのあるドイツの古こ城じようそのものだった。しかし似にているのも当然。そもそもこの城は五年前、観光客を見込んでヨーロッパの古城をモデルに日本のリゾート開発業者がゼネコンに作らせた建けん築ちく物ぶつなのだ。グランドル城は王おう宮きゆうである以上に高級リゾートホテルでもある。しかしこのご時じ世せい、こんな辺へん境きようくんだりまで来る物もの好ずきは滅めつ多たにいない。だからかどうか、そのリゾート開発業者は経けい営えい難なんの挙あげ句く、先週末に会社更こう生せい法ほうを申しん請せいして事実上倒とう産さんした。

　それはともかく馬車が濠ほりに架かけられた跳はね橋を渡わたり、城門を抜ぬけると、荘麗な庭園が広がっていた。そこはヴェルサイユ宮きゆう殿でんを参考にして造ぞう園えんされており、見み事ごとな大だい理り石せきの彫ちよう像ぞうや噴ふん水すいなどに溢れていた。鈴木はギリシア神しん話わをモチーフにした彫像一体で自分の年収の何年分なんだろうと不ふ毛もうなことを考えてしまった。

「お待ちしておりました。こちらへ。ラースター殿でん下かがお待ちです」

　鈴木が馬車を降おりて庭園に見とれていると、先さき程ほどの御者よりも格段に発音のいい日本語が聞こえて来た。

「あっ、はい……」

　振ふり向けば廷てい臣しん風ふうの緋ひ色いろの見事な長ちよう髪はつの若い長身の男だった。腰こしの装そう飾しよくの美しい細ほそ身みの剣けんを見ると宮きゆう廷てい騎き士しか武ぶ官かんなのだろう。凛り々りしい顔立ちの美び丈じよう夫ふで、着き瘦やせして見えるが体格もかなり立りつ派ぱだ。その大きな碧へき眼がんといい、まさに女性が求めるロマンスの権ごん化げのような男だった。それにしても鈴木もご多分に漏もれず、日本人特有の白人コンプレックスで心のどこかが卑ひ屈くつになってしまう。

　鈴木はこの赤せき髪はつの男に案内されるままに城内をへこへこ進んだ。内ない装そうもまた贅ぜいの極きわみを尽つくし、回かい廊ろうはまるで美術館そのものだった。昼ちゆう白はく色しよくの蛍けい光こう管かんに照てらし出されたメソポタミアからアールデコに至いたるまでの何の脈みやく絡らくもない世界の文化遺い産さん、名めい作さくのレプリカ群ぐんが何の統とう一いつ性せいもなくランダムに陳ちん列れつされていた。

　そんな延々と続く回廊を飽あきるほど鑑かん賞しようしきったところで、ようやく鉾槍ハルバートを手にした派は手でな色しき彩さいの衛えい兵へいの立つ大きな青せい銅どうの扉とびらに突つき当たった。

　赤髪の男が扉の前へさしかかると、青銅の扉のきしむ重じゆう厚こうな音を響ひびかせつつ扉が衛兵によって開け放はなたれた。

　遥はるか彼方かなたには黄おう金ごんに輝かがやく玉ぎよく座ざが置かれていた。ここは謁えつ見けんの間まか何かなのだろう。それにしても大きな広間だった。ミケランジェロ風のフレスコ天てん井じよう画がには多くの天てん使し達が乱らん舞ぶしていた。だがどの天使も自みずからの戯たわむれに夢む中ちゆうになるだけで最後の審しん判ぱんのときになっても人間を救すくう気にはならないような輩やからばかりだった。

　赤髪の男は鈴木に中へ進むように目め配くばせした。だがすっかり雰ふん囲い気きに吞のまれて緊きん張ちようしまくった鈴木は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてから緋色の絨じゆう毯たんの敷しきつめられた室内へとおずおずと進み出た。右手右足と左手左足が同時に動く。王族と直接会うのなど初めてなのだからしかたない。なにせ小しよう心しん者ものなのだ。

「ようこそ私わたくしのディグリトへ。お待ちしておりました」

　突とつ然ぜんの呼よび掛かけに鈴木は慌あわててその場に跪ひざまずいて平へい伏ふくした。

「す……鈴木和夫と申します、陛へい下か。お目にかかれきょうえチ……恭きよう悦えつ至し極ごくにございます」

　焦あせって口がうまく回らない。しかも相手の日本語に、つい日本語で応こたえていた。恐おそる恐る顔を上げて見た。だが玉ぎよく座ざは空くう席せきだった。

「私がディグリト王国第一王女ラースターⅢ世です。卿けいの表ひよう敬けい謁えつ見けんにはこの私が応おうじます」

　玉座の左ひだり脇わきにその声の人物は立っていた。見ればまだ一六、七歳さいくらいだろう。まだ幼おさなさの残る少女だ。

「お……お目にかかれて光こう栄えいであります、陛下……いえ殿でん下か」

　相手はネイティブ並なみの流りゆう暢ちような日本語を話した。鈴木は先さき程ほどのこともあってデロナト語を使うのに自信が持てずやはり日本語で言い直した。

　鈴木はまだあがっていた。事前研けん修しゆうで一通りやったのだが、背せ広びろ姿すがたの指し導どう員いんを前にするのとはわけが違ちがう。

　ラースターは絵に描かいたお姫ひめ様さまのごとく華か麗れいな中ちゆう世せいを思わせるドレスを着て、無数のダイヤが輝かがやくプラチナのティアラを纏まとめた豊ゆたかなダークブロンドの上に戴かせていた。グリム童どう話わのお姫様のようだった。

「そう緊きん張ちようしなくともよい。謁見といってもほんの形式的なものですから」

　ラースターは優やさしく声を投げかけてくれた。

「ハっ、はイ……。ありがとうございます。これは粗そ末まつなものですが御ご挨あい拶さつ代がわりといってはなんですが宜よろしければお納おさめ下さい」

　やおら鈴木は風ふ呂ろ敷しきに包つつんだ物をそっと差し出した。

「どうせまた〈親子まんじゅう〉でしょ？」

　ラースターが怪け訝げんそうに目を細めた。

「は、はい。どうしておわかりに……？」

「あなたの会社の手て土産みやげはいつもマンネリなのですね」

「は、はあ。すいません。一応、我わが社の一番人気商品なもので……」

「そう？　私はあんまり好きではありません。だいたいヒヨコ型のまんじゅうの中に焼き鳥が入っているものを美お味いしいと思うレフリームの味み覚かくを疑うたがいます」
















　優しい口く調ちようとは裏うら腹はらに発言自体は意外に厳きびしい。鈴木はただただ当とう惑わくした顔で平ひら謝あやまりするしかなかった。

「謝らなくともよい。それより今後の用件はこちらから電でん子しメールを送ります。これからのアクセスは卿けいもそのように」

「電子メール……ですか？」

　鈴木はこんな所で電子メールなどという言葉を聞くとは想像もしていなかった。

「そうです。まさかレフリームが知らないとでも？」

「いえ、知ってますが……使い方まではちょっと……」

「それなら覚おぼえなさい。それと親子まんじゅうはいりませんから。箱はこだけ置いてお行きなさい」

「へっ!?　どういう意味でしょう？」

「いいから言われた通りになさい」

「……す、すみません」

　鈴木は言われるままに親子まんじゅうの包ほう装そう紙しを解とき、箱を開けてまんじゅうをどけた。すると箱の下には福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの肖しよう像ぞう画がが束たばで……。

　どうりで柄がらにもなく見送りにまで来てくれた部長が出発直前に手土産を渡すとき、ただの菓か子し折おりに何で肌はだ身みはなすなだの絶対なくすなだのと、しつこく大おお袈げ裟さに言っていたかの意味がようやく納なつ得とくできた。

　こうして謁えつ見けんはつつがなく終しゆう了りようし、再ふたたび重い青せい銅どうの扉とびらは閉とざされた。外で待っていたのは、ここまで案内してくれた赤せき髪はつの男だった。

「これで謁見はつつがなく終了しました。それでは今から貴き公こうの新たな職場までご案内しましょう」

「……サースクゥラ・ム」

　鈴木はデロナト語で礼れいを述のべた。

「お上じよう手ずですな、デロナト語」

　赤髪の男もデロナト語で返した。

「でも御ぎよ者しやの人には通じなかったんですけど……」

　鈴木は残念そうに語った。

「ハハッ、無理もないでしょう。ここは辺へん境きようです。この国でまともなガナザートの標ひよう準じゆんデロナト語を使うのは貴き族ぞくか宮きゆう廷てい騎き士しくらいですから。他ほかはこの土地の強い訛なまりがあるんですよ」

　赤髪の男は今までの無表情を柔にゆう和わな笑顔に変えた。

「えっ!?　そうだったんですか？　いやあ～てっきり自分の発音が下へ手たで……」

「心配しなくても、私が知る中では上手な方です」

「そうですか？　僕ぼくもおかしいなと思ってたんですよ。なんたってデロナト語検準一級なんですから」

　鈴木はちょっと褒ほめられて少し調子に乗っていた。

「それは何ですか？」

「資格の一つです。結けつ構こう難むずかしいんですよ」

「はあ、資格……ですか？　レフリームにはそういうものもあるんですね」

　赤髪の男は半なかば呆あきれ半ば感心したような口く調ちようで言った。

　ところで先ほどからしばしば使われているレフリームとは我われ々われの世界、つまり地球とそこに住む人間のことを指さす言葉だった。由ゆ来らいは古デロナト語でリームが〈神の使し者しや〉、レフは接せつ頭とう辞じで〈不完全な、未み熟じゆくな〉の意味である。どうやら〈翼つばさのない神の使者〉ということらしい。この世界でも天使は翼のある姿すがたで表あらわされる。そして我々は悪を撃うち破やぶった神の使者として扱あつかわれた。少なくともこの名前が付けられた頃ころまでは……。

「そういえば自じ己こ紹しよう介かいがまだでしたね。私はカーミ・シークス子し爵しやく。ディグリト王おう室しつ直ちよく属ぞくの近この衛え連れん隊たい長を務つとめています」

「あっ、僕はタヌキ食品株式会社ディグリト支社総そう務む部特とく務む課か主しゆ任にん補ほ佐さ代だい理りの鈴木です。今後とも宜よろしくお願いします」

　鈴木は懐ふところのケースから名めい刺しを出すとシークス子爵に両手で恭うやうやしく差し出した。シークス子爵は一いつ瞬しゆんためらいを見せたが、名刺を受け取った。

「それにしても王女様といい、子爵といい、日本語がほんとに上じよう手ずなんですね。驚おどろきましたよ」

「いやなに、外がい交こうの関係上、日本とは特に友ゆう好こうを持つという殿でん下かの叡えい慮りよに基もとづくものです」

「そうだったんですか」

　鈴木はすっかり感心した。シークス子爵の話す日本語は鈴木の話すデロナト語とは比ひ較かくにならないレベルだ。こんなことなら別にデロナト語など覚おぼえる必要もなかったのではないかと思うくらい。

「ではそろそろ行きましょう」

　鈴木はシークスに誘さそわれるまま再び馬車へと乗り込み、今度はシークス子爵の騎き馬ばの先せん導どうで城しろを出て未まだ見ぬ職場へと向かった。




　濃のう霧むに霞かすむ黒こく緑りよくの森ゾーバントを左手に望のぞみながら、高地の稜りよう線せんにそって横に長く布ふ陣じんする第二、第三、第四傭よう兵へい騎き士し団だんは総数約五千騎、それと直ちよく属ぞくの散さん兵ぺい、弓きゆう兵へいが合わせて二百、及および現地ドコトの公こう王おうゼクトスⅡ世から強ごう引いんに徴ちよう発はつした軽けい装そう歩ほ兵へい約五百で構成されていた。各隊は三時間前からサーバスト軍と臨りん戦せん態たい勢せいで対たい峙じし、開戦を前にせわしく陣じん立だてを行おこなっていた。

　騎士団の各連隊の掲かかげる青地に地球とそれを囲かこむオリーブの枝えだを白く染そめ抜ぬいた軍ぐん旗きは風に颯さつ爽そうと翻ひるがえり、白く塗ぬられた騎き兵へいの楯たてや胸きよう甲こうには〈ＵＮ〉の二ふた文も字じのアルファベットが大きく描えがかれていた。

　だが個こ別べつに兵を見れば、どの顔ぶれも一ひと癖くせも二癖もあるような輩やからばかり。事実、傭よう兵へいを稼か業ぎようとする様ような奴やつらはたいてい脛すねに傷きずのあるならず者ばかりで、元もと罪ざい人にんや賞しよう金きん首くびくらいならごろごろいる。だから傭兵軍は正せい規き軍に較くらべて統とう帥すいや軍規はあってないに等ひとしい。唯ゆい一いつの救すくいは盗とう賊ぞく団だんよりはまだましだという程度だ。

　だが敵とは既すでに一キューグ足たらずで肉にく薄はくしているにも拘かかわらず、全まつたく動じる気け配はいもなかった。酒まで持ち出して陽気に騒さわぎ、今から報ほう酬しよう金きんのことを冗じよう談だん混まじりに話し合っているのは流石さすがに傭兵ならではの剛ごう胆たんさと言えた。

「こんな統とう率そつのない部隊で機能するのかね？」

　見み晴はらしが利きく高地から双そう眼がん鏡きようでこの軍隊の様よう子すを窺うかがっていたジョンソン曹そう長ちようは白い偵てい察さつ警けい戒かい車しやの車しや長ちよう用ようハッチから上半身を乗り出させて、総数五千七百に及およぶ兵の布ふ陣じんする光こう景けいを眺ながめて呟つぶやいた。眼がん下かの方ほう陣じんは乱みだれに乱れ、まともな長方形を為なした連隊は一つとしてなかった。

「どこも正規軍を出したがらない以上傭兵を使うしかないじゃないですか。国こく連れんはあまりよく思われてませんからね」

　同じく操そう縦じゆう手しゆ側がわのハッチから頭を出している若い黒人青年のビリーが応こたえた。

「よく思われていないんじゃなくて、おもいっきり嫌きらわれてるんだよ。魔ま王おう軍ぐんをやっつけてやった恩おんも忘れやがって！」

「でも嫌われるだけのことはしてますからね」

「国連平和維い持じ軍ぐんも地に堕おちたもんだぜ。こんな烏う合ごうの衆しゆうばかり揃そろえやがって」

　曹長はその褐かつ色しよくの腕うでで頭の青いベレー帽ぼうをむしり取った。

「フランス外人部隊と一いつ緒しよだと思わない方がいいですよ。だいたいこの装そう甲こう車しや一輛で楽にあそこの傭兵騎き士し団だんを丸三年は雇やとえるんですから。そりゃあ建たて前まえじゃ当とう事じ国こく同士が解決すべき問題とか言って、最近はあまり手を出さないようにしてますけどね。本ほん音ねは米ペ国ン防タ総ゴ省ンもこんな戦争に金を使いたくないんですよ」

　ビリーは半なかば諦あきらめている口ぶりだ。

「何もわかっちゃいないんだよ、お偉えら方がたは！　どうせ次の選せん挙きよのことしか考えていないんだ」

　曹長はマルボロを口にくわえた。しかしなかなか火の着つかないジッポーにイライラしながら皮ひ肉にくを吐はいた。

「チッ、任務を果はたさなきゃならないのは軍人稼か業ぎようの辛つらいとこだぜ」

　曹長はやっと火の着いた煙草たばこの煙けむりを左右の肺はいに思いきり吸すい込んで深い溜ため息いきをついた。

　そんな丘おかの上の心配などつゆ知らず、第三傭兵騎士団の頭とう領りようであるアイゾンドは自みずからの兜ヘルムを杯さかずき代がわりにビーネ酒をかっくらっていた。だが元がん来らい、兜かぶとは酒しゆ器きではない。よって口に入る酒より多くの薄うす緑みどり色いろを帯おびた液体が長く伸のびた顎あご髭ひげを伝って鞍くらの上にぼたぼたとこぼれる。

「しかし敵は辺へん境きようの田舎いなか兵へい。今度の戦いくさは楽勝だな！」

　二メートル近い巨きよ軀くのアイゾンドは鞍を揺ゆすりながら大口で下品な高笑いを周しゆう囲いに轟とどろかせた。

「全まつたくレフリームの奴やつらは上じよう得とく意いですぜ。こんなちんけな戦で相そう場ばの倍を払はらいやがって。ボッタクリ放ほう題だいですぜ」

　アイゾンドの傍かたわらにいる傭兵達も酒しゆ気きに煽あおられて騒さわぎ立てた。

「でもカシラ、そろそろ出ねえと丘の上の見張りがうるさいんじゃないですかい？」

　酒の入った皮かわ袋ぶくろから酒を注ついでいた従じゆう者しやが言った。

「あ～ん！　カシラじゃねえ、軍団長閣かつ下かだろうがっ！」

　アイゾンドは血走って飛び出た眼がん球きゆうで睨にらむと、酒の入っている兜でその従者を殴なぐり飛ばした。酔よっているので手て加か減げんできない。従者は顔がん面めんを思いきり鉄てつ兜かぶとで殴おう打だされ、砕くだかれた二本の前歯がこぼれた大量のビーネ酒の水すい滴てきと一いつ緒しよに宙を舞まった。

　そしてアイゾンドは酒に混まじってしまった血を気にすることもなく兜に残った酒を呷あおった。

「まっ、早いとこサーバストの奴らをぶちのめして報ほう酬しゆうの〈天使の翼つばさ〉を貰もらっちまうのも悪くはないな。オイッ、そうと決まったら俺おれの戦斧アツクスを持って来いやっ。それとアレも忘れるなよ。早くしろ！」

　アイゾンドは酒を飲み干ほすと、そのまま禿はげ頭あたまに兜を被かぶった。もつれた足取りで今殴られたばかりの従者が前歯のないしまらない顔に血の混じったよだれを垂たらしニタニタしながら注ちゆう射しや器きを渡す。

　アイゾンドは注射器をひったくると、すぐ腕うでに突つき刺さし目を虚うつろにしながら中の透とう明めいの液体が体内に入って行く様さまを見つめた。針はりを抜く間まもなくアイゾンドの厳きびしい顔が脱だつ力りよく感かんと共に恍こう惚こつの表情へと変へん貌ぼうした。

　見ればあちこちで傭兵達は注射器を手にしアイゾンドと同様にしている。

「ん～～っっ！」

　アイゾンドは快感にうち震ふるえながら獣けもののような声をあげた。

「ヘヘヘッ……レフリームはろくな物をよこさなかったがこれだけは全く凄すごいぜ。こんなに頭が冴さえまくるんだからよ！」

「まったくで」

　従者も同様に恍惚の表情を浮うかべて戦斧アツクスと円楯バツクラーを手渡した。

「我わがアイゾンド騎き士し団だんが先せん陣じんを切るぞ。進軍ラッパを吹ふけや！」

　アイゾンドの大きな口から獣の様ような咆ほう哮こうが轟とどろいた。すぐさま進軍ラッパが高らかに天てん空くうに鳴り響ひびくと、馬ば蹄ていの音が大地に轟き、左さ翼よくに位置していた第三傭兵騎士団が巻き上げる砂さ塵じんの怒ど濤とうとなって先陣を切った。

　しかし突とつ然ぜんの攻こう撃げき開始に驚おどろいたのは敵ではなく、先まず味み方かただった。作戦では定じよう石せき通どおり敵を三さん方ぽうから包ほう囲い攻撃する予定だった。しかしこの作戦は一いつ切さい無む視しされた。

　中央の第四騎士団は慌あわてて第三騎士団の後に辛かろうじて続くことができたが、反対側の右翼に布ふ陣じんしていた第二騎士団においては朝から立ちこめている霧きりのせいで中央の第四騎士団が動きだして初めて突とつ撃げきの開始を知ったという有あり様さまだった。更さらに前方に控ひかえていた散さん兵ぺい線せんは突然後方から迫り来る馬ば群ぐんに驚おどろき、隊列を乱し散りぢりになってしまった。

「畜ちく生しようっ、どうなってんだ！　左翼が急に騎兵突撃しやがったぞ」

　曹そう長ちようは驚きと怒いかりを露あらわにして怒ど鳴なっていた。

「あ～あ、やっぱりドラッグを与あたえ過ぎましたかね」

「糞くそがっ！　所しよ詮せんはただの薬ジ物ヤ中ン毒キ者ーかっ！」

　曹長はニコチンの混まじった唾つばを吐はき捨すてた。

　最初の激げき突とつでアイゾンド率ひきいる第三軍が奇き襲しゆう的に霧の中から突如出しゆつ現げんすると、敵右翼に対して猛もう烈れつな勢いきおいで突撃を敢かん行こう、それに怯ひるんだ敵右翼の騎兵隊をすぐさま蹴け散ちらした。

「よし、背はい後ごに回り込めっ！」

　勢いに乗ったアイゾンドが馬上から戦せん斧ぷを振ふり回しつつ命令を下くだした。既すでにアイゾンドの白しろ金がねに輝かがやいていた板金鎧プレートアーマーは返り血に赤黒く染そまり、戦斧の刃は毀こぼれも酷ひどかった。それでもアイゾンドは屍しかばねを軽く飛び越こえると、立ちはだかる騎兵の首を特大の戦斧で薙なぎ落とし、続いて槍やりを持って突とつ進しんして来る歩ほ兵へいの頭を兜かぶとごと叩たたき割った。

　傭兵騎士達は静じよう脈みやく注射されたメタンフェタミンによって完全にハイだった。疲つかれることはなく鎧よろいの重ささえ感じない。死の恐きよう怖ふは消し飛び夢ゆめ心地ごこちの殺人はこの上ないほどに大だい脳のうを刺し激げきした。

「殺せ、殺せっ、殺しまくりやがれーっっ!!」

　アイゾンドの雄お叫たけびに近い声に、オオーッと兵士達が呼こ応おうした。騎士達は進路を大きく回り込み、ついでに態勢を整ととのえつつ後方を脅おびやかそうと馬の手た綱づなを右に開いた瞬しゆん間かん、悪あく夢むは起きた。

　第三軍が総そう崩くずれとなったのだ。騎士の大半が部隊の旋せん回かいに気を取られていたところに、突如として空から矢の豪ごう雨うが降ふり注そそぎ、人から馬から屍まで、あまねく地上にあるものの全すべてを射い殺ころさんとした。この矢や雨うの災わざわいから辛かろうじて難なんを逃のがれた僅わずかな者も矢が刺ささって暴あばれる馬から落ち、その馬ば蹄ていに踏ふみにじられて生命いのちを失うしなった。

　勇ゆう猛もうなるアイゾンドですら大きな矢や傷きずを二か所も負おって、歴れき戦せんの愛馬も失い断だん末まつ魔まに満ちた戦場で自分に何が起きたのかさえわからずに立ち尽つくしていた。

　一方、他ほかの戦場も修しゆ羅ら場ばと化していた。優ゆう勢せいな傭兵騎士の騎ラ兵ン槍スが突き立つと、歩兵は呆ぼう然ぜんとしたまま血ち反へ吐どを吐いて斃たおれ、騎士は更なる生いけ贄にえを求めて前進していた。

　中央第四軍は果か敢かんに中央突とつ破ぱを何度も試こころみた。だが攻こう撃げきは第三軍に触しよく発はつされてのことで準じゆん備び不足だったことと、敵の重じゆう装そう歩ほ兵へいの壁かべが予想以上に粘ねばり強かったことで、かなりの苦く戦せんを強しいられた。それ程ほどまでにサーバスト重装歩兵密みつ集しゆう方ほう陣じんの作り出す二〇列二五段、五百人を一いつ箇こ戦せん術じゆつ単たん位いとした長槍パイクの攻こう勢せい防ぼう壁へきは堅けん牢ろうであった。にも拘わらず果敢なる傭兵騎士は次々とその密集陣の中に飛び込み、その多くが斃たおれたが、熾し烈れつな突とつ撃げきに密集方陣もついには穴あなが空あきつつあった。第二軍が完全に右う翼よく騎兵隊を駆く逐ちくしてしまったため、戦せん闘とうの機き動どう力りよくと柔じゆう軟なん性せいを欠かくサーバスト重装歩兵は致ち命めい的な弱点である横腹と背中を曝さらけ出してしまい、兵の士し気きも途と端たんに浮うき足あしだった。

　ところがアイゾンド麾き下かの部隊の壊かい滅めつによって、形成が一気に逆ぎやく転てんしてしまった。アイゾンドの強きよう襲しゆうによって逃にげ散っていた右翼のサーバスト残ざん存ぞん騎兵が再さい編へん成せいして第四軍の曝さらけ出された側そく背はい部ぶを攻せめ立てた。襲しゆう歩ほで馬を突とつ撃げきさせながらサーバスト投とう槍そう騎兵は第四軍の騎兵とすれ違ちがい様ざまに威い声せいをあげて的てき確かくに兵の鎧よろいの隙すき間まを狙ねらって投槍ジヤベリンを打ち込んだ。槍は甲かつ冑ちゆうの間かん隙げきを縫ぬって深々と刺さし貫つらぬいた。

　予想していなかったこの攻勢に第四軍は完全に突とつ進しん力りよくを失い、前面の重装歩兵隊に押おし返されてしまった。機動力を削そがれた騎兵は最も早はや、圧あつ倒とう的てきな攻撃力と防ぼう御ぎよ力を誇ほこる重装歩兵の敵ではなくなった。

　重装歩兵隊は大楯ホプロンを構かまえ幾いく重えにも長ちよう槍そうの列を突き出して着実に前進し、騎士を串くし刺ざしにしては次々と血ち祭まつりにあげた。更さらにはその後方に位置する投とう石せき兵へいによって重装歩兵隊の頭ず上じようを越こえて飛ひ来らいする紡ぼう錘すい型けいの鉛えん弾だんが騎士の頭ず蓋がい骨こつを兜かぶとごと打ち砕くだいた。

「閣かつ下か、敵てき左さ翼よくは完全に沈ちん黙もくしました。森の長ちよう耳じ族ぞくの弓きゆう兵へい隊たいはうまくやってくれた様ようです」

　騎き上じようのヴィースの横にまるで少年ほどの若さに見える副官のアスロが軽かろやかに栗くり毛げの駒こまを寄せて来た。

　重装歩兵戦列の後方、高地に置かれた本ほん陣じんからは依い然ぜんとして霧きりのせいで戦局をつぶさに見通すことはできず、伝でん令れいに頼たよるしかなかったのだ。

　だが葦あし毛げの馬上からヴィースは立りつ派ぱな羽プ根ル飾ーりムのある鎧よろい兜かぶとを着用し、じっと馬ば蹄ていと叫きよう喚かんだけが聞こえる戦場を睨にらみ続けていた。

「それとどうやら左翼部隊も交戦を開始した模も様ようですが、戦局は幾いく分ぶん不利かと思われますが」

　アスロは語ごを継ついだ。

「では左翼騎兵と長耳族で敵左翼の後こう背はいを攻せめよ」

　これがこの戦せん闘とうでのヴィースの最初で最後の命令であった。

　既すでに開戦から四時間以上が経けい過かしていた。時じ刻こくは日にち没ぼつ間ま際ぎわの五ご区く刻こく前。偵てい察さつ警けい戒かい車しやは左翼側の戦闘区く域いきへと全速力で走っていた。最も早はや戦闘は下した火びとなり主戦場も右翼側に大きく移動していた。

　ジョンソン曹そう長ちようは潜望窓スリツト越ごしに眼めを血走らせて凝ぎよう視ししたが、視し界かいの狭せまさと霧きりのせいで思う様に外の状じよう況きようを窺うかがい知れなかった。

「一体、どうなってるんだっ！　突とつ然ぜん、左翼が総そう崩くずれだっ！」

「あんまりしゃべらないで下さい。舌した嚙かみますよ！」

　車体は地面の起き伏ふくに敏びん感かんに上下左右に大きく揺ゆれる。時速一〇〇キロで走行する六輪りんのコンバットタイヤのサスペンションは硬かたく、地面からの衝しよう撃げきが直じかに伝わって来る。

「貴き様さまは気にならんのか？　こんなことになっちまって！」

「そりゃあ、少しは……とっ、この辺へんですよ奴やつらがやられたのは」

　ビリーが装そう甲こう車しやを止めるとジョンソンは注意深く、潜望窓スリツトを覗のぞいて安全を確かめると、ハッチを開けた。

　見ると人じん馬ばもろとも累るい々るいたる無む惨ざんな屍し肉にくと血が大地を覆おおう様にして転ころがっていた。

「こりゃあ、ひでえな」

　ビリーは操そう縦じゆう席せきの潜望窓から見える光景に目を背そむけた。

「不ふ意い打うちか奇き襲しゆうってところだな……。殆ほとんどは矢でやられてる。どうせ、森に潜ひそんでいた伏ふく兵へいかなんかで……」

　ドッ。そのとき何やら低い震しん動どうに近い音が聞こえた。

「何です、今の音？　曹長、どうしました？」

「…………」

「そ、曹長!?」

　ビリーは驚おどろいて頭上のハッチを開放して後ろの砲ほう塔とうを振ふり返った。

　曹長はちゃんとそこにいた。ただ虚うつろな眼をして喉のど元もとには一本の矢が突き立てられてはいたが……。

「ううああああーっ!!」

　慌あわててビリーはハッチを閉めようと、把とつ手てに手をかけた。

「な、なっ、やめろっ！　放はなせっ！」

　だがビリーはいつの間にかどこからか迫せまって来ていた誰だれかにその片かた腕うでを摑つかまれてしまった。

　ビリーは必ひつ死しに抵てい抗こうしたが、完全に気が動どう転てんしてしまっていた。それでもどうにか拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

「死ねえっ！」

　パンッ。乾かわいた銃じゆう声せいが一発弾はじけた。

「エ、エルフ……」

　ビリーは低く重くうめいた。それきりだった。

　ビリーは心しん臓ぞうに深く突つき刺さった短たん剣けんの感かん触しよくを朦もう朧ろうとした意い識しきの中で感じながら、確かに耳の長く尖とがった、海の色の瞳ひとみをした美しい顔の女の頰ほおに一ひと筋すじの血が滲にじむのを見た。




　鈴木和かず夫おは自分が情なさけなかった。

　しかし絶ぜつ叫きようしてみてももう後あとの祭まつりだった。子供の頃ころから憧あこがれだった新世界での仕事は予想とは大きくかけ離はなれていた。

　その昔むかしはゴールドラッシュのごとく大だい企き業ぎようはこぞってこの新世界と名付けたこの異い世せ界かいに参さん入にゆうしたものだ。当時の地球は原げん油ゆを中心に地下資し源げんは枯こ渇かつ寸すん前ぜんで、土地も大たい気きも汚お染せんされ尽つくしていた。そこへこの新世界の大発見であった。

　新世界──と言っても通つう天てん閣かくのある所ではない。内戦が果はてしなく続くアフリカ大陸のど真まん中で見つかった異世界へつながる謎なぞの列れつ柱ちゆう石せき群ぐん〈ディメンションゲート〉でつながる彼方かなたの異世界。それは正まさに瀕ひん死しの地球にとって一ひと筋すじの光こう明みようだった。

　この異世界では全まつたく異ことなる生せい態たい系けい、進化過か程ていを持ちながら、なんと人類と酷こく似じした知的生命体が存在し中ちゆう世せいヨーロッパ的な独どく自じの文明を築きずいていたのだ。

　この世紀の大発見後三年目にしてユダヤ系多た国こく籍せき企き業ぎようが石油採さい掘くつに成功。その膨ぼう大だいな化か石せき燃ねん料りようの推すい定てい埋まい蔵ぞう量りようを確かく認にんして以来、地球側レフリームはこぞって新世界から原油、鉄てつ鉱こうからウランまであらゆる地下資源を採掘しまくった。

　また持ち去るだけではなかった。例たとえば東京都を含ふくむ三二の日本の自じ治ち体たいだけで一〇八か所に及およぶ核かく廃はい棄き物ぶつから家か庭ていゴミまでの各種廃棄物処しよ理り施し設せつを新世界各地に完成させている。

　一方で観光としても人気を博はくした。中世の雰ふん囲い気きを思わせる夢ゆめのファンタジー世界への異世界旅行は一いち躍やく、空くう前ぜんの大ブームを起こし、旅行代だい理り店てんのラックは新世界ツアーのパンフレットで溢あふれ返っていた。

　──だがそれも今や昔の話である。

　今現在、観光でこの新世界へ訪おとずれる者は滅めつ多たにいないだろう。少なくとも日本では外がい務む省しようが観光目的の渡と航こう禁きん止し地ち域いきに指し定ていしている。理由は簡かん単たんだ。極きよく度どの政せい情じよう不安、諸国間の相あい次つぐ紛ふん争そう、それに現地人のレフリームに対する排はい斥せき運動の激げつ化かなどなど、数え上げればきりがない。それもこれもほとんど自分達で蒔まいたタネのせいであったのだが……。

　そんな状じよう況きよう下に赴ふ任にんして来た鈴木の部ぶ署しよはディグリト支社総そう務む部特とく務む課かだ。勤きん務む地は城じよう市しとはグランドル城を隔へだてて反対側のゾーバントの森の中。そこは日本企き業ぎようが建けん設せつした長なが崎さきの出で島じま的隔かく離り地区で、敷しき地ち内はコンクリートの塀へいと高圧電流の流れるフェンスで囲かこわれている。この広大な敷地のほとんどは廃はい棄き物ぶつ処しよ理り場じようであり、二週間に一度、大型コンテナ船で運ばれて来る発電用燃料という名目の圧あつ縮しゆくゴミの山が港みなとからこの施し設せつまで引かれた鉄道によって送り込まれて来るのだ。有ゆう害がい廃棄物の国こつ境きようを越こえる移動及びその処分の規き制せいに関するバーゼル条じよう約やくの隙すき間まを突ついたあこぎな経営だ。

　鈴木の仕事というのは、ここで正しく廃棄物が処理されているかを確認すること。どう考えても食品会社に勤つとめる鈴木の仕事とは思えなかったが、これは会社の経営方ほう針しんによるものであり、本業以上に利り益えきを生み出している立りつ派ぱな多た角かく化か事じ業ぎようなのだ。しかもここに来てわかったことだが、リストラ対たい象しよう者しやを自主的に辞やめさせるには絶ぜつ好こうの部署でもあった。

　それでも鈴木には仄ほのかな期き待たいがあった。美女と金には弱いが剣けんか魔ま法ほうは凄すご腕うでの主人公が、ひょんなことから大だい冒ぼう険けんの旅に運命的に誘いざなわれる。そんな胸むねをワクワクさせて読んだファンタジー小説のような大冒険がひょっとしたら自分にもと考えてしまったのだ。海外旅行に出かける女性がついありえないハーレクィン的なラブロマンスを期待してしまうのと同じだ。退たい屈くつな現実からの逃とう避ひと錯さつ覚かく。

　だが現実は甘あまくない。彼かのレイモンド・チャンドラーも言っている。『冒険にふさわしい男の身に起こるのでなければ冒険とは言えない』のだと。

　毎朝、鈴木は社名の刺し繡しゆうが入った作業着に着き替がえてタイムカードをガチャンと押おす。だいたい朝の八時三〇分前後の刻こく印いんがカードに押される。そして自転車で敷地内をぐるぐる周まわり、五時になったら戻もどって、タイムカードを押す。あとは寝ねるだけ。不ぶ精しよう髭ひげだけが伸のびる毎日だ。

　しかも最悪なことに、ここに派は遣けんされている社員は鈴木だけだった。後は経けい費ひ削さく減げんのための無人管理体制。鈴木の常じよう勤きんも単に法律の関係で常じよう駐ちゆう社員を置かなければならなかったに過ぎない。

　はっきり言って貧びん乏ぼうクジ。まさかちょっと食事に誘さそったＯＬの木きの下した真ま由ゆ美みが、部長の愛人だとはちっとも知らなかった。わかっていればただでさえ見込みの薄うすい出しゆつ世せの可能性を完全に棒ぼうに振ふってまでして、手を出したくなるほど魅み力りよく的な女ではなかった。なんせ自分でも口く説どけると思ったくらいのレベルだ。それに鈴木も大学時代に初歩的なネズミ講こうに引っかかったときの借しやつ金きんさえなければ、今すぐにでも辞じ表ひようを出したことだろう。だがおそらく今後十年間の給料の大半は、借金返へん済さいに消えてゆく。貯ちよ金きんも結けつ婚こん資金もへったくれもない。唯ゆい一いつの趣しゆ味みだった一円玉貯金さえ、貯金箱ばこのビンを二回りも小さくしたくらいだ。失しつ業ぎよう率りつの高い今のご時じ世せいに再さい就しゆう職しよくの口もまずない。職業安定所ハローワークに何時間も並ならんで職しよく探さがしをするのはどうしても避さけたかった。

　その日も鈴木は朝から眠ねむい目を擦こすりながら自転車をこいでいた。すがすがしい朝の光を浴あびて火か力りよく発電所兼けん清せい掃そう工場の煙えん突とつは、今日きようも白はく煙えんとともに制限許きよ容よう値ちの三〇〇倍のダイオキシン他各種環かん境きようホルモンのブレンドを元気よく振ふり撒まいている。

　鈴木は煙突を右手に見ながら今日はＡ３地区へ向かっていた。そこは焼しよう却きやく炉ろに送られる可か燃ねんゴミと生なまゴミの一時集しゆう積せき場じようとなっている。

　そこでは鼻はなをひきちぎるような悪あく臭しゆうが襲おそって来る。腐ふ敗はい臭しゆうと化学物質の化学変化時の独特な臭気の混こん合ごうしたとてつもない臭気は、社の支給する安物マスクでは役に立たない。

　それでも鈴木は自転車から降おりて、マスク内に充じゆう満まんする悪臭の息苦しさに喘あえぎながらも行く手に立ち塞ふさがるゴミの山へと挑いどまなければならない。さしずめ高こう山ざん病びように苦しみながらも登とう頂ちようを目め指ざす登と山ざん家かのごとく……とでも思わなければやっていられない！

「あ～、うっとうしい！　一〇メートル先も見えやしないじゃないか」

　大量発生したギンバエの吹雪ふぶきならぬ吹ふ蠅ばえに悩なやまされながらもゴミ山の登頂に成功した。そして注意深く辺あたりを見回しては、ゴミ袋ぶくろを開けて直接手に取って調べにかかる。それから充じゆう分ぶんにチェックしたところで分ぶん別べつ回収の実じつ態たい調査用紙の『優、良、可、不可』のどれかに○を付けるのだ。だが足元でさえプラスチック製品や塩えん化かビニールなどの不ふ燃ねん物ぶつの混こん入にゆうが目立つ。

「ちゃんとゴミは分別しろよな」

　鈴木は頭の取れたキューピー人形とおぼしき得え体たいの知れない物をつまみ上げながら、ゴミを分別しない主しゆ婦ふに憤ふん慨がいして電でん気き釜がまを蹴けり、それ以上に情なさけない自分の存在価か値ちに疑問を抱いだきながらも会社の指し示じ通り「優」に○をつけねばならない。

　ふと腕うで時ど計けいを見ればもう正しよう午ごを回っていた。クレーンゲームで取った安物とはいえこの時計はまだ三分と狂くるったことはない。電池の寿じゆ命みようは短いが時間は正確だ。但ただし、新世界の一日と地球の一日とは誤ご差さがある。でもこの施し設せつでは地球基き準じゆんで時間を決めていた。

「そろそろ昼ひる時どきだな」

　そんな鈴木も食事を前にすると少しは元気が戻もどる。こんな所では食事以外に何の楽しみも見出しようがなかったからだ。

　鈴木が食事するときは敷しき地ちの隅すみに建たてられた二階建てのプレハブに戻る。そのプレハブは一階がオフィスで二階が社員寮りようだった。鈴木は一階の給きゆう湯とう室しつの〈社員食堂〉とラベルが貼はられた戸と棚だなを開けた。

　今日は〈元がん祖そ生なまクリーム入り味み噌そラーメン〉だ。鈴木の勤つとめるタヌキ食品の元祖生クリームシリーズの商品で、濃のう厚こうな味噌味あじに生クリームの濃厚なまろやかさがマッチした格別にマズイ一品だ。

「誰だれがこんなの選んだんだよ、全まつたく……」

　と文もん句くたらたらお湯を注そそぐ。

　出で来きあがるまでの間にテレビデオのスイッチを入れた。再生されるのはクレージーキャッツの『無責任男』シリーズ。テープは前任者の私し物ぶつだ。その男はこの作品の大ファンだったらしい。植うえ木き等ひとし扮ふんする破は天てん荒こうな無責任社員に憧あこがれていたのだ。サラリーマンなら一度は憧れるものだ。そしてある意味、前任者のその男も無責任社員だった。なぜなら勤きん務むを途と中ちゆう放ほう棄きして先月トイレで首をくくったのだから。そのおかげで自分が今こうしてここにいるのだ。

　三分間待って使い回しの割わり箸ばしで麵めんの上に出した生クリームを搔かき混まぜる。だが実際、食べ馴なれてみるとこのまずさがまた癖くせになるから不ふ思し議ぎだ。もし開発者がこれを見み越こして作ったのであれば天才だろうが、どれも賞しよう味み期限がぎりぎりのところを見ると返へん品ぴんの在ざい庫こ処しよ分ぶんでここに充あてられたのだろう。つまり売れていないのだ。確かに鈴木も買ってまでしてこんなカップ麵は食べたくなかった。

「それにしても、やっぱりマズイな～」

　眼鏡めがねのレンズを湯ゆ気げに曇くもらせて、テレビを見ながら改あらためてマズさを実感する。

「そんなにまずいか？」

「そりゃあ、スープの表面に生クリームの油ゆ脂し分ぶんが分ぶん離りしたところなんか美う味まいの美味くないのって…………!?」

　独ひとりきりのはずの自分が会話していることを不ふ審しんに感じたときには遅おそかった。鈴木の首くび筋すじには細ほそ身みの長ちよう剣けんがひんやりと触ふれていた。

　鈴木はとりあえず、ポリウレタンのカップと割り箸を持ったまま両手を挙あげてみた。

「あの～どちら様さまで……？」

　鈴木は我われながらなんてとぼけた口く調ちようだろうと思った。

「名前に何の意味がある？」

　背はい後ごから忍しのびより剣を突つきつけた男は冷やかに言った。

「そ、そうですよね。ス、ス、ススイマセン……お金なら本当にないんですよ……だから命とラーメンだけは……」

　新世界でも最近はこういう手合いにビジネスマンがほんの小こ遣づかい銭せん欲ほしさや逆さか恨うらみされて惨ざん殺さつされるケースは少なくない。ちょっと前ならテレビでも大々的に報道されてもいたが、今ではよほど猟りよう奇き的な殺され方をしない限り、新しん聞ぶんのほんわかした四コママンガの下に小さく死し亡ぼう記事が載るだけの当たり前の事件になっている。

「そ、そ、それでなんのご用でしょうか？」
















　──殺される。そうとしか考えられなくなっていた。統とう計けいでは昨年新世界で二百人以上が殺されている。うち八六人は日本人だった。

「ゾーバントでの戦いくさは知っているな？」

「……はい、一応は……」

　こんなことならあの生せい保ほの勧かん誘ゆうのオバちゃんの言う通り、もっと生命保ほ険けんを高額にしとくんだった。それでも男の言う戦せん闘とうのことはディグリト王おう国こくの公式ホームページで知っていた。ディグリト王ハールムⅥ世が竜りゆう猟りようで一二・八メートルのブルーバックドラゴンをしとめたというトップ記事の下に小さく書かれていただけだったが覚おぼえていた。ＵＮＯＭＩＤアノミツド（国こく連れんデロナト監かん視し団だん）として派は遣けんされていたＰＫＦ（国連平和維い持じ軍ぐん）に所しよ属ぞくする米べい軍ぐんの装そう甲こう車しやに乗っていた乗員四名が行方ゆくえ不ふ明めいになっているそうだ。

　ゾーバントの森はディグリト王国とドコト公こう国こくに跨またがる広大な森しん林りん地帯で、先の戦闘のあった地点はドコト側にある。鈴木にとっても身み近ぢかな所での出来事だったので、それなりに気にしていたが、それで鈴木の生活が少しは変わるかといえば、そんなことはここ二週間に限れば微み塵じんもなかった。今の今までは……の話だが。

「俺おれはそこでＰＫＦ部隊の傭よう兵へい部隊の一軍を率ひきいていたアイゾンドという者だ」

「ではお負まけになった方の……」

　鈴木は言ってから後こう悔かいした。自分の生せい殺さつ与よ奪だつは今は相手の手しゆ中ちゆうにあるのだ。

　アイゾンドと名な乗のる男は暫しばらく黙だまっていたかと思うと、急に鋭するどい剣けん先さきを頸くびに当てたまま、鈴木の背はい後ごから前に回り込んだ。

　見れば二十代半なかばくらいで自みずから語るような傭兵の親おや玉だまらしくなかった。中ちゆう背ぜいで瘦そう軀く、黒こく髪はつ黒こく瞳どうに細ほそ面おもての顔に切れ長の眼と東洋的な風ふう貌ぼうだ。しかしデロナト大陸も広くいろいろな民族がいるから別段おかしいとは感じなかった。

「いまさら国連軍に戻もどるつもりがなくてね。そこで新しい仕事を見つけることにした。どうだ、あんたのボディーガードに雇やとってもらえないか？　あんたもこんな危険な所に左さ遷せんされた挙あげ句く、こうして簡かん単たんに剣を突きつけられているようだと先は長くないぞ。それにつまらない人間ほど長生きをしたがるものだ。そうだろ？」

「そりゃあ、できれば長生きはしたいですけど……でも、そんなお金は……」

「心配するな。報ほう酬しゆうは食と住を提供してくれれば月に一万円ポッキリでいい。職しよく能のう手当ても残業手当ても込こみだ。雇こ用よう保険も要いらない。無理な金額ではないだろ。なんなら白紙の領りよう収しゆう書しよも切ろうか？　それに日本語に堪たん能のうだ。これでも何か不満があるか？」

　鈴木はそういえばさっきから日本語で会話していることにようやく気付いた。

「で、でも僕ぼくには毎月の借しやつ金きんの返へん済さいもありますし……」

「ポローニアスの『金は借かりてもいかんが貸かしてもいかん』と言う言葉を知らなかったのか？」

「誰だれです、そのポローニアスさんて？」

「ハムレットの親友レアティーズの父親だ。それより返事は？　ここで死んでもらっても私は一いつ向こうに構かまわないが」

　剣が心持ち頸に強く食い込む。気分的にはもう血が滲にじんでいそうだ。

「……い、いえ」

　鈴木は首を振ることができずにただ唇くちびるを小こ刻きざみに震ふるわせるだけだった。

「雇用契けい約やく成立だな？」

「え、あっ……ハイ」

　鈴木はアイゾンドの剣の脅きよう迫はくと勢いきおいに押おされて、つい生なま返事をしてしまっていた。誰だって刃は物ものを突きつけられたらそうするだろうとは鈴木の言いわけだ。

「心配するな。仕事を受けた以上はそれなりに守ってやる。と、そうだ、留る守す中に電子メールが着信してたぞ」

「す、すいません。ありがとうございます……」

　つい鈴木はいつもの癖くせで謝あやまってしまう。

「何を謝っているんだ？　それよりとりあえず何か食わせてくれないか？　そのラーメンじゃないやつを」

　その日の昼食は楽しい一ひと時ときかどうかは別として鈴木は久しぶりに二人で食しよく卓たくを囲かこむことができた。




　鈴木はグランドル城じようの主しゆ塔とう最上階にある小さな一室に通された。これにアイゾンドも同席した。

　鈴木が部へ屋やに入るとラースターは微笑ほほえみを浮うかべることなく、陽ひの差さない部屋の奥おくで人形さながらに腰こし掛かけていた。初めて見たときとはまるで別人だった。まるで悪い魔ま法ほう使つかいに塔に閉じ込められたお姫ひめ様さまだった。

「よく来てくれました。そちらの方は？」

　口く調ちようも妙みように優やさしい。細い声が部屋の硬かたい壁かべ石いしに陰いん鬱うつに響ひびく。

「お目にかかれて光こう栄えいです、殿でん下か。ヴァス・アイゾンド准じゆん男だん爵しやくにございます。訳わけあって鈴木卿の身しん辺ぺん警けい護ごをしている者です」

　アイゾンドはラースターを前に極きわめて慇いん懃ぎんに振ふる舞まった。だが気のせいかラースターは怪け訝げんそうな表情を更さらに曇くもらせたようにも見えた。

「なんでも先日のゾーバントの戦いでは国連軍の指し揮き官かんだったそうです、はい」

　鈴木もアイゾンドの経けい歴れきを付け加えた。

「まあ、そうでしたか。それは頼たのもしい限りですね。ところでＥメールでお呼びしたのは他ほかでもありません。城内の慌あわただしさを見れば、だいたい察しがつくとは思われますが……」

　ラースターは穏おだやかな口調で淡たん々たんと語った。

「へっ!?　何かあったんですか？」

　鈴木は間の抜けた声で質問した。アイゾンドは驚おどろく様よう子すもなく沈ちん黙もくを守っている。どうやらわからないのは鈴木だけらしい。

「二日前、ドコト国こつ境きようにあるコーレス城じよう砦さいが陥かん落らくしました。隣りん国ごくのドコトがサーバストと同どう盟めいを組んだのです。更さらにこの先せん鋒ぽう隊たいに続きサーバスト本国から、あの魔ま導どう兵へい団だんを擁ようする主力軍も到とう着ちやくし、この王おう都とへの侵しん攻こう準じゆん備びを整ととのえているとのことです」

「なっ……!?」

　ようやく鈴木はとんでもないことになっていることに気付いた。

「それでハールムⅥ世陛へい下かのご決断は？」

「国王陛下はいらっしゃいません」

　ラースターは沈ちん鬱うつな表情を浮うかべた。

「ご旅行ですか？」

　冷たい視線が鈴木に注がれた。

　しまった。場の雰ふん囲い気きを考えないで軽はずみに口を滑すべらせてしまった。

「昨夜、凶きよう刃じんにかかり母はは上うえ、兄あに上うえと共ともに崩ほう御ぎよなされました……」

　ラースターの声が一段と小さくなり涙なみだぐんでかすれた。肩かたをすくめて鈴木はすっかり恐きよう縮しゆくした。

「御ご愁しゆう傷しよう様さまです。何とお悔くやみを申し上げたらいいのか……」

　こんなとき鈴木は社しや交こう辞じ令れいを述のべる以外、混こん乱らんしてしまって何と言っていいのかわからなかった。いきなりミステリーな展てん開かいだ。なんせ殺人なんてものに出くわしたのは生まれてこの方初めてなのだ。それに鈴木は電車の時じ刻こく表ひようとにらめっこするようなタイプでも酒と煙草たばこの似に合あうハードボイルドでもない。まして賢かしこい猫ねこなど飼かっているはずもない。

「それで暗あん殺さつ者しやは？」

「おそらくはサーバスト側の放はなった刺し客かくです。シークスが追おつ手てを出しましたが今いま頃ごろはどこかに落ち延のびていることでしょう」

　そう言ってラースターはアイゾンドを見返した。

「そうでしょうね」

　アイゾンドも軽く頷うなずいた。

「それよりも今はこの国のことです。一夜にして王おう位い継けい承しよう者しやとなったとはいえ、このような国の大だい事じに王位継承者たる私が肉にく親しんの死を嘆なげく暇いとまなどありません」

　ラースターは気き丈じようそうに振ふる舞まおうとするが、どうにも無理をしているように見えてならなかった。無理もない。王おう女じよと言ってもまだ一六歳の少女に過ぎない。肉親を三人も失うしなったばかりの辛つらさを抑おさえきることはできないだろう。

　だがそれとこれは話が別だ。正しよう直じきな話、鈴木にはこの国がどうなろうと知ったことではない。一秒でも早くこんな物ぶつ騒そうな所からは荷物をまとめておさらばしたかった。一番かわいいのは自分の身だ。

「……それで昨さく日じつＰＫＯとして派は遣けんされた陸上自じ衛えい隊たいがカルム港こうに到とう着ちやくしました。本ほん来らいは平へい和わ維い持じ軍ぐんと行動を共にするはずだったのですが、先の戦せん闘とう以来、国連軍は沈ちん黙もくしたまま。そこで是ぜ非ひこの部隊に何とか協力してもらえないものかと考えたのです」

　とうとうラースターが本題を切り出してきた。確かにさっきまでのようなことを打ち明けるためだけに鈴木を呼ぶはずなどない。

「でしたら自衛隊の方に直接協力を要よう請せいした方が……」

「それが戦争に軍事介かい入にゆうすることは原げん則そく的にできないと断ことわられました」

「平和憲けん法ぽうの第九条がありますからね。だったら僕が言っても無む駄だですよ、多分。すいませんけど」

　鈴木はなんとかかわす。こんなことに巻き込まれてはたまらない。

「しかし現げん地ち邦ほう人じんの生命と財産の安全を守るためなら許きよ容よう範はん囲いなのでは？　それに火か器きの使用は現地指し揮き官かんの判はん断だんによるものとも聞いています。それに卿けいの本国も会社も我わが国内の高レベル核かく廃はい棄き物ぶつ処しよ分ぶん場じようを失うのはどうなのでしょうね」

　痛いところをつかれた。確かに日本の高レベル放射性廃棄物の九三パーセントはこのディグリトで処分している。しかも核廃棄物処分はタヌキ食品の一番の金かね蔓づるだ。左さ遷せん平ひら社員としても見過ごせるものではない。脂あぶら汗あせが額ひたいから滲にじみ出てテカる。鈴木は当とう惑わくしながらも逃にげ道を一いつ生しよう懸けん命めい模も索さくした。

　すると突とつ然ぜん、ラースターが鈴木の足元にすがりついた。

「どうかお願いします。父ふ母ぼに兄をも同時に失い、最も早はやこの国の存そん亡ぼうはか弱い私の双そう肩けんにかかっているのです。鈴木卿はこのまま何の罪つみもない民たみ草くさを死に追いやることを黙だまって見ていられる御ご仁じんではないと信じておりますわ」

　ラースターは左右の色の異ことなる瞳ひとみを上うわ目め使づかいにうるうると涙なみだに潤うるませて懇こん願がんした。

「殿でん下か、そんなことをされても……」

　鈴木はそんな王おう女じよの想像できない態たい度どにすっかり当惑してしまった。何といってもこんな目で女性に見つめられるのは生まれてこの方初めてだった。

　だがそんな一時の感情で自分を窮きゆう地ちに追い込むほど鈴木は愚おろかではなかった。

「その件に関しては後のちほど上じよう司しとよくよく検けん討とうした上で誠せい意いを持って前向きに善ぜん処しよしたいと思います」

　鈴木は官かん僚りよう用語で遠回しに断わった。何とか持ちこたえた。

　ラースターはこの同情をひく手が駄だ目めだとわかるとさっさと鈴木から離はなれ次の手に移った。

「そうでした。忘れておりました。今日はぜひ鈴木卿にお渡わたししたい贈おくり物ものがありました」

　急に思い出したようにラースターが言い出した。

「そんないいですよ。このタイミングだと、どうも賄わい賂ろみたいで……」

　鈴木はちょっと言動にも心情的にも戸と惑まどった。

　そんなことには全まつたく構かまわず、ラースターが手を二回叩たたく。すると部へ屋やの奥おくから年ねん配ぱいの侍じ女じよに付き添そわれて、青いドレスで美しく着き飾かざった金こん色じきの髪かみとサファイアの瞳ひとみの麗うるわしい女性が現われた。腰こしまで伸のびた長い髪で耳を隠かくしていても少しだけ覗のぞく耳の端はしは長く尖とがっていた。

「決して賄賂などではありません。殿との方がただけではいろいろと不自由なこともありましょう。身の回りのお世せ話わ役にお使い下さい」

　このエルフはこれまで鈴木が雑ざつ誌しのグラビアで見たどの巨きよ乳にゆうアイドルを全部よりも一番きれいでかわいかった。

「お初はつにお目にかかります。これからどうぞ宜よろしくお願いします、ご主人様」

　深々と会え釈しやくする。その声すらも透すき通とおる美しさだった。鈴木は上じよう気きして頭がボーッとしてしまっていた。ラースターの言葉も耳に入らず、只ただ々ただ、溜ため息いきを漏もらすばかり。

　ラースターはうっすらと微笑ほほえんだ。

「それでは、哀あわれな私と私を頼たよるしかない民たみ草くさをお救すくい願えますね？」

「……は、はあ」

　鈴木はつい生なま返事をしてしまった。アイゾンドはさっきからずっと沈ちん黙もくしていた。

「では早さつ速そくこの誓せい約やく書しよにサインと捺なつ印いんを！」

　ラースターは侍女に用意させていた誓約書とボールペンをすぐさま鈴木の前にすっと差し出した。

　鈴木はあれよあれよという間まにエルフに目も心も奪うばわれたまま、わけもわからぬうちにサインをしていた。しかも拇印まで。契けい約やくが完かん了りようすると用よう済ずみの鈴木達は体ていよく部屋からさっさと追い出された。

　そして鈴木とアイゾンドが部屋から出て行くのと入れ替かわりにシークスが入って来た。

「いま出て行った男は……」

　シークスは驚おどろきを露あらわにしていた。

「まんまとレフリームに取り入りましたね。狡こう猾かつな男。わざわざ私の目の前に現あらわれるとは」

「いかがいたします。消しますか？」

「放っておきなさい。それより何かわかったのですか？」

　ラースターはシークスが扉とびらを閉めるのを確かめてからおもむろに尋たずねた。

「やはりサーバストの狙ねらいは例の禁きん書しよ、『ウェウス断だん章しよう』ではないかと」

「そうですか。古ふる本ほんごときに大たい軍ぐんを動かすとは狂きよう信しん者じや共どもの考えそうなこと。となれば狙ねらいはＮ１遺い跡せきということになりますね」

「まず間ま違ちがいなく」

「それでＮ１遺跡の状じよう況きようはどうなっていますか？」

「はい。現時点で全体の四五パーセントの発はつ掘くつを完了し解かい析せきを続ぞつ行こう中ですが、十日前の水すい没ぼつ事故で発掘は中断したままです。ところで殿でん下かのご首しゆ尾びはいかがでしたか？」

「ええ、レフリームと言っても愚おろかなもの。性せい奴ど隷れい一匹ぴきで済すみました。安いものです。それよりシークス、コーレス城じよう砦さい守しゆ備び隊たいは確実に全ぜん滅めつしたんでしょうね」

「はい。それは間違いなく確実に。殿下に批ひ判はん的なラットロッタ大たい公こう以下の貴き族ぞく達はここに」

　シークスは恭うやうやしく赤い布ぬの包づつみを取り出すと中から硝子ガラス壜びんをラースターに差し出した。

　これを受け取ったラースターは壜をきらきらと光にかざした。陽ひに照てらされたホルマリン溶よう液えきの中を十数の眼がん球きゆうが漂ただよう。壜を傾かたむけると眼球がゆっくりと転ころがった。ラースターはそれを左眼の茶ちや褐かつ色しよくの瞳ひとみで眺ながめると、満まん面めんの笑えみを薄うすい唇くちびるの端はしに浮うかべる。

「しかしコーレスに派は遣けんした二万四千の兵の損そん失しつは痛いた手ででした」

「必要な消しよう耗もうです。あのくらいの軍ぐん勢ぜいを与あたえなければ、あの臆おく病びよう者もののラットロッタ叔お父じ上うえは私を信用しなかったでしょう。これであとは亡なき父王に群がっていた寄き生せい虫ちゆうと後こう宮きゆうの牝めす豚ぶたどもの処しよ分ぶんね。かつてレフリームの王の陵りよう墓ぼには、冥めい府ふでも生前の暮くらしを続けられるように側そつ近きんや妾めかけを一いつ緒しよに埋まい葬そうしたそうです。ならば人一倍淋さびしがり屋だった父王にはなおのこと。一人残らず冥府へお送りしなくてはなりませんね。これが亡き父王へのせめてもの手た向むけです」

「しかしホーストワーズ伯はく爵しやく夫ふ人じんは御ご懐かい胎たい中の身。その御み子こは殿下の御ご弟てい妹まいとなられるのでは……」

「王あっての寵ちよう姫き。胎たい児じもろとも仲なか睦むつまじく冥府で父王と暮すがいいわ。この機会に反対勢せい力りよくの芽めは女子供とて容よう赦しやなく一族ごと粛しゆく清せいしなさい。そして墓場の蛆うじの餌えさにするのです」

　ラースターの左眼がサファイアの輝かがやきを放はなった。シークスはあまりにも冷れい酷こくな命令に寒さむ気けを覚おぼえた。ラースターがなぜここまで身内に残ざん酷こくになれるのかわからなかった。

「……御ぎよ意いのままに。これで殿下の王おう位い継けい承しようを邪じや魔まする者はことごとく消えることになりますな」

　目の前のベルメールの関かん節せつ人形のような幼おさない顔立ちの少女にシークスははっきりと畏い怖ふし戦せん慄りつした。

「本当にサーバストもよいときに……ふふっ、存分に利用させてもらいますよ」

　ラースターはシークスを前に満まん面めんの笑みを浮かべた。だがそれは悪あく魔まが愚おろか者ものから魂たましいを奪うばう契けい約やくに成功したときの微笑ほほえみだった。




　コーレス城じよう砦さいの石いし造づくりの櫓ろ塔とうには北サーバスト王国、ギル・サーバスト王国、南サーバスト王国の三王国を象しよう徴ちようする三さん頭とう竜りゆう旗きが風に翻ひるがえっていた。竜の三つ頭がしらの上には北ほつ冠かん、教きよう王おう冠、南なん冠を戴いただいていた。

　城砦は先を焼いて尖とがらせた丸太の杭くいを隙すき間まなく並べて城じよう壁へきとし、その外周を近くのレズドレー川から水を引き入れた濠ほり、土ど塁るい、逆さか茂も木ぎなどの障しよう害がい物ぶつで囲かこませた城はデロナト大陸東方本ほん来らいの建けん築ちく様式の城じよう郭かくだ。城の中には兵へい舎しやや馬ば房ぼうなどの小屋が建たち並ならんでいたが、一三万もの軍ぐん勢ぜいが収おさまるにはこの城は狭せま過すぎて、大半の兵は城外に天てん幕まくを張って野や営えいしていた。

　ヴィースの副官であるアスロは兵へい站たんの調ちよう達たつに関する報告のためヴィースの元もとを訪おとずれた。

「閣かつ下か、よろしいでしょうか？」

「アスロか？　入れ」

　アスロは手にした書類を見ながら木の扉とびらを開けた。遠えん征せい軍ぐんの神しん聖せい軍ぐん監かんとして軍の全権を掌しよう握あくするヴィースは城内の元コーレス城砦守しゆ備び総そう監かんの執しつ務む室しつをそのまま使用していた。

「失礼します。ドコト側から徴ちよう発はつする物資についてご報告いたしたく……」

　アスロは違い和わ感かんを感じ、途と中ちゆうで目め線せんを上げ部へ屋やの中を見た。だが執務机づくえにヴィースの姿すがたはなかった。

　アスロは不ふ思し議ぎに思って机の前まで進み出ると、部屋の隅すみの奥おくにある布ぬの張ばりの衝つい立たての奥で目が止まった。そこには白い背中があった。

　肌はだは透すけるように白く、微かすかに青味を帯おびた大だい理り石せきのようでもあり、これが戦せん陣じんを駆かけ抜ぬけてきた人の身体からだとはとても思えなかった。アスロはその背中に暫しばらく魅み入いってしまった。

「待ってくれ。今着き替がえてしまう」

　そう言って振ふり向いたヴィースの身体のラインがくっきりと見えた。腕うではしなやかに細く長く伸のび、微び妙みようなカーブを描えがきながら創つくられた胸むねの膨ふくらみは女性の美そのものだった。アスロはヴィースを上官としてではなく、女性として意い識しきしていた。

「失礼しましたっ！」

　アスロは頰ほおを赤らめて踵かかとを鳴らしてくるりとヴィースに背中を向けた。

　そこへヴィースは上着チユニツク一枚だけで出て来た。上うわ着ぎは薄うす物ものなので身体の線がくっきり浮うかび上がっている。

「時間をとらせたな。それで……」

「すいませんでしたっ！　お着替え中だとは知らず……そのお……」

「気にすることはない。見るに堪たえる代しろ物ものではないからな」

「いえっ、そんなことはありません！　心から美しいと……本当です。つい見とれてしまったくらいです！」

　アスロは熱っぽく否ひ定ていした。

「女の裸はだかを見て、その本人を前にそんなことを一いつ生しよう懸けん命めいに言う奴やつはなかなかいないぞ」

　ヴィースは笑えみを漏もらした。

「失礼しました。しかし自分は本心を……」

「そんなことより、貴き様さまもその兜かぶとを取ったらどうだ。今は必要あるまい」

「しかし……」

　アスロはためらった。

「ここで気にすることはないだろう。いいから取れ！」

　ヴィースの命令にアスロは渋しぶ々しぶ、兜へルムを脱ぬいだ。中からは艶つややかな栗くり色いろの巻き毛と、そして尖とがった耳が顔を出した。

　アスロには半分長ちよう耳じ族ぞくの血が混まじっていた。レフリームの言うところの〈ハーフエルフ〉。母が長耳族だった。父はわからない。確実なのは性せい奴ど隷れいであった母を犯おかしたデロナト人の一人であることだけだった。

「やはりその方がいいな」

　ヴィースの言葉にアスロはうつむいたまま黙だまってしまった。

「恥はずかしがるようなものでもあるまい」

「……卑いやしい奴隷の民たみの証あかしです」

　アスロは語気を強めた。

「ならば貴様は奴隷なのか？」

「違います。ですが自分は……」

「確かに長耳族はこの三百年の間、文も字じを持たず部族単位以上でのまとまりがなかったため、国家を組そ織しきし大軍を率ひきいた人間の蛮ばん族ぞくの奴隷として狩かられ、謂いわれもなく虐しいたげられた。未いまだ陣じん中ちゆうにも貴様のことを悪く言う輩やからが少なくないのも事実だ。だがだからと言って己おのれ自身が己を恥はじと思うことはない。その卑ひ屈くつさの方こそ、よほど恥だと知れ」

　ヴィースはアスロの肩かたに手をかけた。

「自分はずっと自分の中に流れる異い民族の血を憎にくんできました。そして母を犯した名も知らぬ人間の父の血さえも。子供の頃ころから耳の形や成長が周まわりの子供よりも遅おそいことをからかわれる度たびに自分の境きよう遇ぐうを呪のろっていました。それ以上に同情されるのも辛つらかったです。同情されるほどに自分は惨みじめな存在だと認みとめさせられるようで……」

　アスロはうつむいたまま眼めに涙なみだをためて必ひつ死しに堪たえていた。ヴィースはそんなアスロを胸に抱だきとめた。

「どうあろうと自分を嫌きらいになるな。自分を否定すれば何も始まらない。それに遠からず我われ々われは人種差別の愚おろかさに気付くことになるのだ。人間はレフリームに隷れい属ぞくして初めて奴隷の立場を知り、今まで自分達が長耳族に対して行おこなって来た仕打ちの酷むごさと自分達の傲ごう慢まんさを悟さとることになるのだ。しかし、我々もこのまま黙だまってレフリームの軍門に降くだるわけにはいかない。それが人間のエゴなのはわかっている。貴様には矛む盾じゆんに見えるだろうがな」

「そんなことは……」

　アスロは口ごもった。

「いや、そうなのだ。それが人間の業ごうなのだ。私も人である限りいかに醜みにくくともこの宿しゆく命めいからは逃のがれられない。だから私は力を、強大な力を手に入れたい。レフリームに勝ちたいのだ。それがたとえ私の理念に反する結果となってもな。それにはアスロ、貴様の力が必要なのだ。それだけはわかってほしい」

　アスロはヴィースを直ちよく視しした。そこには信じるに足たる人物の顔があった。アスロはゆっくり眼を閉じて力強く頷うなずいた。

「……ありがとう」

　ヴィースはそう言うと、銀色の前まえ髪がみをさらりと細くしなやかな指で搔かき上あげる──

　──アスロの唇くちびるにヴィースの柔やわらかな唇が触ふれる。

　そのまま床ゆかに崩くずれ落ちる二人。ヴィースの美しい銀ぎん髪ぱつは埃ほこりと汗あせに乱みだれ、じっとりと汗ばんだ二つの身体は冷たい床の上で本能のままに律りつ動どうした。アスロは開ききった瞳どう孔こうの瞳ひとみでずっとヴィースの額ひたいの傷きずばかり見つめていた。

　……アスロはしばらく茫ぼう然ぜんとしていた。

　そんなアスロを横目にヴィースは素す早ばやく身なりを整ととのえると、そのまま無む言ごんで足早に扉とびらの方に歩き、何事もなかったかのようにいつもの銀色の髪をなびかせて立ち去った。







　第Ⅱ章　ＰＫＯがタンクでやって来る！







「揚よう陸りく完かん了りようしましたっ！」

　ブルーのベレーを被かぶった隊員が敬けい礼れいした。

「じゃあ、あとは適当に各自、装そう備びの点てん検けんをやってて」

　上じよう官かんは木べラを咥くわえながら適当に命令した。

「はっ！」

　兵士はまた敬礼をすると元の所へと走って行った。

　ＰＫＯ派は遣けん混こん成せい連れん隊たいの中なか田た三さん等とう陸りく尉いは輸ゆ送そう船せんから陸りく揚あげされたばかりの装そう備びを眺ながめた。

　ここカムル港こうはディグリトの主要港の一つである。港内には小こ型がた帆はん船せんや漁ぎよ船せんも多く停てい泊はくしている。その中で大半を占しめる施し設せつはゴミ用の大型コンテナ船を接せつ岸がんさせるための本格的なドックだった。

　今そのコンテナターミナルには、六一式戦車六輛に六〇式自じ走そう無む反はん動どう砲ほう二輛、その他ほかにもコンテナと弾だん薬やく車しや、燃ねん料りよう車しや、兵員輸送車などのトラックがところ狭せましと並ならべられ、その合あい間まで多数の陸りく曹そうや陸りく士しがせわしく働いている。

　それを横目に中田は〈ヨーグル〉の小さな容器から木ベラでクリームを搔かき出して口に入れた。甘あま酸ずっぱい味とザラっとした舌した触ざわりが口の中に広がる。

　中田三さん尉いはショートボブの髪かみにブルーベレー、一六二センチと身長こそ高くないが細ほそ身みの体型とＷＡＣ（婦人自じ衛えい官かん）特有の姿し勢せいのよさで五センチは高く見えた。

「全まつたくどうしろって言うのよ、こんな骨こつ董とう品ひんっ！　ハイテク兵器は使えないっていっても程度ってものがあるわよ」

　食べ終わったヨーグルの小さな木ベラを小さな口に咥えながら不平を漏もらさずにはいられなかった。

　事実そうだった。只ただでさえ装そう備びの古ふる臭くさい陸りく自じの中で更に二世代も三世代も前の廃はい棄き処しよ分ぶん寸前の装備のオンパレードときている。これを実戦で使用する気なのだから質たちが悪い。確かに新世界では成せい層そう圏けんに原因不明の平へい均きん八ベクレルという強い電でん磁じ波は障しよう害がいがあった。そのため電でん子し機器を装備したハイテク兵器は誤ご作さ動どうを起こす危険性が高く、米べい軍ぐんも出で来きるだけローテク兵器を使用しようという風ふう潮ちようがあった。しかし中田の目の前にあるのはローテクというよりむしろスクラップだった。

「だいたいカキフライなんて食べるからよ！　よくあんなゲテモノを……」

　ガナザートに待たい機き中の先週の夕ゆう飯はんに出たカキフライは最悪だった。何が最悪だったかと言えば味もさることながら一番問題だったのは鮮せん度どだった。よって運悪くカキフライを食べた者は殆ほとんど食しよく中ちゆう毒どくで本国送そう還かんとなっていた。

　加えてこれまた運悪く中田三尉はカキのぐちゃっとしたあの食しよつ感かんが大だい嫌きらいで食べなかった。そして気が付けば中田三尉より階級の高い元気な幹かん部ぶがいない有あり様さま。とうとう彼女が臨りん時じとはいえ本国から代かわりの者が来るまで、まがりなりにもＰＫＯ部隊の最高責任者になってしまった。本当に運が悪かったのだ。

「三尉！　装備の点てん検けん後ごはどのようになさいますか？」

　事実上、現在この部隊の一いつ切さいを取り仕切っている木村一いつ曹そうがやって来た。彼もカキの災さい難なんから逃のがれた一人だ。食中毒を逃れた隊員は三タイプいる。一つは中田三尉の様ようなカキが嫌いな隊員。二つめは食事が遅おくれてカキを食べ損そこねた隊員。そして最後に腐くさったカキだろうと平気な隊員だ。もちろん木村一曹は最後のタイプだ。なにしろ年季が違ちがう。焼しよう酎ちゆうさえ飲めば身体からだ中の細さい菌きんもウィルスも消しよう毒どくできると本気で信じている輩やからだ。

「そうね。予定通り全部の車両を白ペンキで塗ぬっておいて。あと国こく連れんのＵＮマークも忘れないでね」

「了りよう解かいしました！」

　声を張り上げ、びしっと敬礼。木村一曹は中田が適当な敬礼を返すときびきびした動作で元の作業に戻もどって行った。

「もういいわよ。あなたがその唯ゆい一いつの日本人？　あなたも大変ねえ」

　中田はさっきから後ろで待っていた鈴すず木きに皮ひ肉にくっぽく微笑ほほえみかけた。

「ええまあ、いろいろありまして……」

　鈴木は少し頰ほおを紅あからめつつも、まさかエルフの色いろ香かに迷まよいましてとは口が裂さけても言えなかった。しかもあの直後、事務所に戻るとＦＡＸが届とどいていた。

『昨さつ今こん、近きん隣りん諸国に不安定な情じよう勢せいが見受けられるが、何事があろうと万ばん難なんを排はいし当社とディグリト王国との友ゆう好こう関係を維い持じすると共に当社の施し設せつと利り益えきを死し守しゆせよ。タヌキ食品株式会社　ディグリト支社長』

　感かん熱ねつ紙しにはそんなようなことが書かれていた。無機質なワープロ文も字じの羅ら列れつに過ぎなくても社命だ。社命には絶対逆さからえない。鈴木の代かわりならいくらでもいる。逆らえば確実に即そくクビ。なんとも悲しきサラリーマンの性さがだ。

　とはいえ、鈴木は自衛隊の指し揮き官かんがこんな若い女性、それもこんな美人だとは思ってもみなかった。なんせイメージでは不ぶ精しよう髭ひげの濃こい無ぶ骨こつでガタイのいい中年オヤジだったのだから。軍隊でさえ若い有能な女性が職場に進出しているのだから、鈴木のような無能で甲か斐い性しようなしの男に仕事がないのは当たり前だとは思わずにはいられない。

　中田は鈴木がアイゾンドを御ぎよ者しやにして馬車を待たせてあるにも拘かかわらず、車の方が速いと言って、さっさとジープの用意をさせた。鈴木も内心ちょっと嬉うれしかった。今までこんな美人とドライブしたことなどなかったのだ。陸自の制服とは言え、看かん護ご婦ふやスッチーと同じ制服姿すがたといえないこともない。鈴木は制服フェチではないがちょっとオイシイ。だからということもないが、御者のアイゾンドは別に帰らせることにして、鈴木はジープに同乗することにした。

　天気もいい。渋じゆう滞たいもないし景色けしきもいい。ジープなので直接顔に当たる風も心地ここちよく最高のドライブだった。

　だが一つだけ七三式小型トラックの助手席から見る中田三尉の端たん正せいな横顔がどこか気になっていた。意い志しの強そうな眉まゆ、ややきつそうな感じのする大きな瞳ひとみ、細い顎あご、どこか見み覚おぼえがあるのだ。そこで鈴木はそれを確かめることにした。

「あのぉ、中田さんは下の名前は何て言うんですか？」

「そんなこと聞いてどうすんの？　まあいいけど。京子よ。それが？」

「やっぱり！　栄さかえ第三小学校の中田京子さんですよね？」

　鈴木の勘かんは間ま違ちがっていなかった。

「えっ!?　まあ、そうだけど……何で知ってるの？」

「だって、ほら鈴木！　鈴木和かず夫おですよ。五年のとき同じクラスだった」

　鈴木は揚よう々ようとして話し出した。

「ちょっと待って…………え～、ごめん。ちょっと思い出せないんだけど」

　京子の返答はあまりにも残ざん酷こくだった。

「やだなあ。一学期からずっと生きもの係がかりでミドリガメの世せ話わをしていたス・ズ・キですって！」

「そういえば、やたらに臭くさいカメがいた記き憶おくはあるんだけど……ん～っ、悪いけど全っ然っ、記憶にないわ！　ごめんね」

「そおですか……ハハハ、そうですよね。鈴木和夫なんてありふれた名前ですからね…………」

「そおかしら？」

　きっぱり。

「あはははは…………」

　その後、車内では二人とも無む言ごんだった。

　どんより重たい空気が流れたまま王おう都との市し街がいに入った。街まち行ゆく人々は自動車に物もの珍めずらしそうな視し線せんを浴あびせる。中には驚おどろいて逃にげ出す者さえいた。それもそのはず自動車はＮＥＣＴ（新世界輸ゆ出しゆつ規き制せい条約）の高度文明化抑よく制せい条じよう項こうと二酸化炭たん素そ排はい出しゆつ規き制せい条項などに抵てい触しよくするので、新世界のほとんどの人にとっては初めて見る乗り物なのだろう。こうして条約で規制しておかないと今いま頃ごろはロシアみたいにコンテナ船で山積みにされてやって来る日本の中古車で溢あふれかえっていただろう。

　ジープがグランドル城に着ついても二人はこれといった会話もなく、鈴木は京子の案内を城内で待っていたシークスに託たくした。十年以上も前のこととはいえ、自分が全まつたく覚おぼえられていなかったという精神的ショックでゴミ山の中の会社に戻もどる気力もなく、城内の使われていないホテルの一室を借かりて休むことにした。単に同級生の女子に忘れられているのだったら、ここまで落ち込まなかっただろうが、それが初はつ恋こいの人となれば話は別だ。もちろん小学生のときだから片かた想おもいではあったのだが。

　途と中ちゆう、あまりの喉のどの乾かわきに大だい浴よく場じよう脇わきの自じ販はん機きでドクターペッパーを買って半分だけ飲んだ。どうにかベッドまで辿たどり着くと、いつの間まにか寝ね込こんでしまっていた……。

「おやすみのところ申し訳わけありません」

　どこからか鈴木を呼ぶ声がした。ソプラノの美しいデロナト語だ。

「んんん～っっ」

　鈴木は寝ねぼけ眼まなこで眼めを覚さました。ぼんやりと瞼まぶたを開ける。先まず眼に入ったのは豊ゆたかな胸の谷間だった。

「わわわわわっっ！」

　目の前にいるのが誰だれなのか気付くと、鈴木は素すつ頓とん狂きような声を張り上げてのけぞり身体からだを枕まくらに乗り上げ様ようとベッドの上でもがいた。

「どうかなさいましたか？」

　あのときの青いドレスのエルフが、きょとんとした青い眼で不ふ思し議ぎそうにしている。

「どうしてここに？　い、いや……その……会ってすぐというのは……やはりまだお互たがいを知らないことだし……」

　鈴木はすっかり気が動どう転てんしていた。日本語で話してもエルフには通じないことも忘れていた。

「こんなに汗あせを」

　エルフはドレスの袖そでで鈴木の額ひたいに浮ういた寝ね汗あせを拭ぬぐった。途と端たんに鈴木の顔がみるみる紅こう潮ちようする。

「あ、ありがと……え、え～と……。ところで君きみ、名前は？　まだ聞いてなかったよね」

「ご主人様がお好きな名でお呼び下さい。それが私の名前です」

「そう言われても困こまるなあ。だったら今まではなんて呼ばれてたの？　名前はあったでしょ？」

「……♀メス二四九号です」

「えっ!?　それが君の名前？」

「四三年前にこの国に連れて来られてからはずっとそうですが」

　彼女は言い難にくそうに小さな声で応こたえた。鈴木は訊きいてはいけないことをきいてしまった気がした。

「えっ、四三年前!?　じゃあ、いったい今いくつなの？」

「はい。今年で一六三歳になります」

　一六三年前といったらまだ江え戸ど時代の真まっ只ただ中なか……しかも黒くろ船ふねペリーだって下しも田だに来ていないような……。

「は、ははははは…………。そ、そうなんだ。年のわりにはずいぶんと童どう顔がんなんだね。で、その前はなんて呼ばれてたのかな？」

　顔をひきつらせながらも鈴木は飲み残していたドクターペッパーを口に流し込んだ。生なまぬるく炭たん酸さんの抜ぬけたその甘あまさは異常に不ま味ずかった。

「シファー。私の生まれ育った部族ではそう呼ばれていました」

「シファーか。いい名前だね。じゃあシファーって呼ぶよ。それでいいかい？」

「はいっ、喜よろこんで。ご主人様！」

　何かにおびえたような硬かたい表情に少しだけ笑えみがこぼれた。鈴木もその笑顔につられて顔をほころばせた。

「それより、僕に用じゃなかったっけ？」

「すみませんっ。忘れてました！　シークス子し爵しやく様がお呼びです」

「子爵が？　何の用で？」

「存じませんが、至し急きゆうとのことです」

　鈴木はすぐ行くと子爵に伝えてくれとシファーに頼たのんで行かせた。

　一五分後には鈴木はシークス子爵の前に現あらわれた。いつもの安やす物もののよれよれスーツで。

　シークス子爵は城のホテル部分のバーで京子と一いつ緒しよに革かわ張ばりのソファーに座すわっていた。京子の顔を見ると鈴木は気分がどっと重くなった。しかもシークス子爵は下した着ぎのパンツ一枚、侍じ女じよの四人も何だか昔むかしの下着の様ような目の粗あらい服を着て京子の後ろに立って酒を給きゆう仕じしているではないか。

「キャハハハッ。あら、あなたも来たの！　でもこの国の酒しゆ宴えんてのはほんと変わってんのね！」
















　さっきのことを鈴木が気にするまでもなかった。京子は既すでに出で来き上あがっていた。かなり上じよう機き嫌げんだ。しかも一見して酒さけ癖ぐせが悪そうだ。

「鈴木卿、来てくれましたか。実は少しお話が。中田閣かつ下か、少し失礼します」

　シークス子爵が立ちあがった。

「え～、でも早く戻もどって来てねん」

　酒のせいか恥はずかしさのせいか顔を火ほ照てらせたシークスはそうそうに席をはずすと鈴木を隣となりの従業員休きゆう憩けい室しつへと連れて行った。

「ずっとお待ちしていたんですよ。随ずい分ぶんと遅おそかったですね」

　やきもきしながらシークス子爵は後ろ手にドアを閉めて、溜ため息いき混まじりに言った。

「すみません。でもいったい何のマネですか？　そのカッコは？」

「いやなに、資料を元に再さい現げんしてみたのですが、どうも細こまかい部分がわからなくて」

　シークス子爵はテーブルに置かれた本を手に取ると鈴木に手て渡わたした。

『三日で出で来きる接せつ待たい（上級）～対公こう務む員いん編～』

　本の表ひよう紙しにはデカデカと書名が書かれていた。

「はあ……。『これぞＭＯＦモフ担たん（大おお蔵くら官かん僚りよう接待担たん当とう）も御ご用よう達たしの決定版ばん！』ですか」

　鈴木は呆あきれながら表紙の帯おびを読むとパラパラとページをめくった。

「それでこの本にあったランパブという接待方法を再現してみたのですが、どうもしっくりいかないんですよ」

　パンツ一枚のマヌケな姿すがたのシークスが言った。

「そりゃ、そうでしょうね。そりゃあ自じ衛えい官かんは特とく殊しゆ国家公務員ですけどね。その格かつ好こうじゃあね……」

　鈴木は呆れ顔でシークスを爪つま先さきから頭までじっくりと見上げた。

「ですがここに下着のみ着ちやく用ようした服ふく装そうにて明るく振ふる舞まい、酒を注ついだり云うん々ぬんと書いてあるではないですか！」

　シークスが真ま顔がおで言い返した。

「それでですか……。だったら子爵までそんな下着姿にならなくても……女の子だけでいいんですよ。それにやるんだったら女の子もあんな昔むかし風ふうの下着じゃなくて、もっとこうブ、ブラジャーとか……パ、パンティとかの露ろ出しゆつ度どの高い物じゃないと……」

「ブラジャー？　パンティ？　露出度？」

「だからランパブってのはランジェリー・パブの略りやくなんです。女の子が裸はだかに近いカッコでお酒を注いでくれるのが、いいところって言うのか、そのなんというか……」

「なっ！　なんと破は廉れん恥ちな！　私はてっきり武器を隠かくし持っていないことを示しめすためにと。やはりこちらの〈ノーパンしゃぶしゃぶ〉の方がよかったでしょうか？」

「いやそっちの方がマズイんじゃないですかね。それに根こん本ぽん的てきにこれは男性向けの接待ですしね。でもどこでこれを？」

「殿でん下かが王おう立りつ図書館の蔵ぞう書しよとして購こう入にゆうされた物だが。それが？」

「別にいいんですけどね。いや、まさかこんなマニュアル本まで出回っていたんだなと思って……」

「オーイッ、いつまでそっちでヒソヒソやってるんだあ！　隠し事はよくないぞ～っ」

　扉とびらの向こうから京子の酒に少々掠かすれた声が響ひびいてきた。ここであまり長く話しているわけにはいかない。

「では、どうしたらよいでしょうか？　こんな勘かん違ちがいをしてしまっていては……」

「もうこうなったらこのまま押おし通すしかないですね。幸さいわい相手はそれなりに満足している様ようですし。まあある意味ホストクラブと言えないこともないですから……」

「ホストクラブとは？」

「いや、なんでも……。さっ、先さき様さまもお呼びですから行きましょう！」

　シークスは着き替がえをするために休憩室に残って、気が進まなかったが鈴木だけが先に京子の隣となりに座すわった。

「いやいや、いい飲みっぷりですな、三さん尉い。お見み事ごとっ！」

　鈴木はソファーに座すわるなり表情から物もの腰ごしまですっかり豹ひよう変へんした。先さき程ほどのことなどは忘れビジネスに徹てつし接待モードに入ったのだ。日ひ頃ごろの習しゆう慣かんとは恐おそろしいものだ。

「そお～？　ハハハ、まあ企き業ぎよう戦せん士しもひとつ飲んで飲んで、ホラ！」

「はっ、有あり難がたく頂ちよう戴だい致いたします」

　高そうなビンテージワインを銀の酒しゆ杯はいに注がれ、一気に飲み干ほす。味はいかにも高そうな味だった。それ以上の感想は下げ戸この鈴木にはわかるはずもなかった。

「いいぞお～。流石さすがは天下の企業戦士サラリーマンっ！　ヨッ！　接待のベテラン、憎にくいねえ～って、ところでほんとに同級生だったの？」

　せっかくそのことには触ふれまいと接待に徹しようとしていたところだったのに、急に傷きず口ぐちに塩を塗ぬられた思いだった。

「えっ!?　本当ですよ……いやだなあ～全然覚おぼえてないんですか？」

　少しは余よ裕ゆうがあるところを見せて鈴木もちょっとおどけてみせた。そしてもう一杯の赤ワインを味わうことなく呷あおった。

「いやあ、ずっと思い出そうとしてるんだけどさ。すっかり全まつたく皆かい無むに覚えてないのよね、これがさ。それで思ったんだけど、もしかしてさ、え～っと、山田君だっけ、物もの凄すご～く影かげ薄うすかった？」

「やっぱり影薄かったですかね、ははは…………それに鈴木なんですけどね」

　鈴木の固まった笑顔は口の端はしがぴくぴくひきつる。これはかなりこたえた。実際自分でも名前の平へい凡ぼんさといい、これといった特とく徴ちようも特とく技ぎもない自分の存在感を気にしてたのだ。

「あはは、もしかして今のショックだった？　ねえねえ」

　無反応の鈴木の肩かたを揺ゆする。

「聞いてる？　そんなこともあるって。気にしない気にしない。人の記き憶おくなんて頼たよりにならないものよ。それにさ、忘れられたのが初恋の人だったなんて言うんならまだしもさ」

「…………」

　ガクン。鈴木は一層沈ちん鬱うつにうなだれた。

「えっ、まさか……？」

「そのまさかですっ！」

　鈴木は酔よいも手て伝つだって、もうこうなるとやけくそになっていた。

「きゃはははは。またまたまた～ぁ。冗じよう談だんうまいんだから」

　京子がけらけらと笑い転ころげた。

「冗談でこんなこと言うと思います？」

　詰つめ寄る鈴木。

「ゲッ！　本当に？」

　鈴木はコクっと頷うなずいた。もうこの時点で出来あがっていた。

「まあでも昔むかしのことだし。そう言われると、そんな人がいたような気がしてきたわ。うん、確かにいた！」

「ウソだ……」

　ぽつりと鈴木が呟つぶやく。

「何が噓うそよ。本当よ。保ほ健けん係がかりの鈴木君でしょ。やあねぇ覚えてないわけないじゃないの」

「……生きもの係です」

「そ、そうね。生きもの係よね。仕事が似にてるからちょっと間ま違ちがっただけよ」

「いいえ。中田さんは僕のことなんか覚えていないんだ。成せい績せき優ゆう秀しゆうでスポーツ万ばん能のう、しかもかわいかったし。それに引き換かえ僕なんかは何をやっても可もなく不可もなく、いたって普ふ通つうの見み本ほん市いち。背の順だっていつだってきっちりど真まん中なか。顔だって典てん型けい的な日本人顔で特とく徴ちようもないし、目立たないし、内うち気きだったし。いいんですよ。中田さんとは住む世界が違ちがったんです。どうせ僕なんか……」

「まあまあ、そうふてくされないでさ。こうなったら今日きようは飲もうっ！　飲んで辛つらいことなんか吹ふき飛ばして忘れちまえ！　あたしもおいおい思い出すかもしれないしさ」

「もお思い出さなくてもいいから自衛隊を出して下さい！」

　自分の存在価か値ちの希き薄はくさを痛つう感かんしたとき、もう何もかもふっきれていた。こうなれば接せつ待たいを成功させるしかない。接待の鬼おにになるのだ。それによって自分の存在価値を見み出いだすしかない。

「それとこれとは別よ」

「いいえ、別じゃないです！　これには僕の人生観がかかっているんです！」

「でもねぇ～、この前のゾーバントでの負まけ戦いくさで急にフランス、中国、ロシアが反対しだしてさ。予定の空くう爆ばくも延えん期きになってんのよね。それでもアメリカさんとイギリスはいつもの通り強気なんだけど、どうにもねぇ～。うちもＰＫＯ派は遣けんでしょ？　行動は制限されんのよね。それにうちの政府も今度こそ国連の常じよう任にん理り事じ国こく入りしなきゃと焦あせってるんで国連の意い向こうを無む視しするのもねぇ～」

　どうも京子は全く乗り気ではないようだった。

「どうですか？　明日あした、接待ゴルフでも行きませんか？」

　そこへ突とつ然ぜん、こんなことを言いながらシークス子し爵しやくが着き替がえてやって来た。どこで覚えたのか時じ代だい劇げきの悪あく徳とく商人のように背せを丸めて揉もみ手でをしているではないか。だいたい接待ゴルフと言うのもどうせまたあのマニュアル本の受け売りなのだろう。

「接待ゴルフ？　そうはっきり言われちゃってもねぇ。公務員倫りん理り規き定ていもあることだし。それにあたし、ゴルフやらないから」

「そうですか……」

　シークス子爵は途と端たんにしゅんとしてしまった。

「それだったら、ここって野や生せいのドラゴンが有名じゃなかったっけ？　一度やってみたかったのよね、竜りゆう退たい治じってやつ。子供の頃ころファミコンにはまってさ。ドラゴン……何て言ったっけ？　まあいいけどさ」

「竜りゆう猟りようですか？　いいですねえ。なんせディグリトはスイカならぬドラゴンの名めい産さん地ちですからね。もう今は産さん卵らんしに森に帰って来ているので旬しゆんなんですよ」

　気が付くと鈴木はシークス子爵の立場を取り繕つくうのに口からでまかせを言った。

「なんか鮭さけみたいね」

「ええ。その名もサーモンピンクドラゴンって言いまして……きっと」

「きっと？」

「いえいえ、それはこっちのことでして。では早さつ速そくですが明日にでもどうでしょう？」

「そうね。じゃあ明日ね」

「はい。それと例の件もお忘れなく」

「例の件？　ああ、あれね。いいよ、いいよ。どうせあたしのお金じゃなくて税ぜい金きんなんだから。うんと奮ふん発ぱつしちゃう！」

「──それでは!?」

「まぁ～かせて！」

　京子は薄うすい胸むねを大きく叩たたいて見せた。




　翌よく早そう朝ちよう、朝あさ靄もやに霞かすむゾーバントの森では竜りゆう狩がりが催もよおされることになっていた。そのために昨夜遅く竜を狩りたてる役の勢せ子ことして急きゆう遽きよ召しよう集しゆうされた兵へい卒そつ達たちは間ま近ぢかに迫せまっているサーバストとの戦せん闘とう準じゆん備びもそっちのけで森の中で朝あさ露つゆにじっとりと濡ぬれていた。

「それにしてもサーバストが今にも攻せめてこようかってこのときに竜狩りも何もねえだろうに」

「そうだよな。戦いくさを前にしてこんなことやってるようじゃ、うちの勝ち目もなかろうに」

「だな。こんな戦で死にたかねえな。適当にやってやばくなったら逃にげちまった方がよさそうだ」

「でも家族はどうするんだ？」

「心配いらねえ。とっくに親類を頼たよって隣となりの国へ行かせてるわ」

「そりゃあいいな。俺おれもそうするかな。どうせ戦で死ぬのは俺達のような下したっ端ぱなんだか……」

　シッ！　兵士の一人が相手の兵士の口を手で塞ふさいで黙だまらせた。

「これはこれはシークス閣かつ下か。お早いお着つきで」

　兵士が今までとはうって変わった態たい度どで話しかける。

　騎き馬ばのシークスとママチャリ自転車に乗った鈴木が枯かれ枝えだを踏ふみ鳴らしながらやって来たのだ。

「そっちこそ夜遅くからご苦労だったな」

「いえ、任務とあらば喜よろこんで。ではこれから最後の準備に取りかかりますんで」

「ああ、そうしてくれ」

　革かわの粗そ末まつな胸きよう甲こうだけを着けた二名の兵卒は小走りで去って行った。

「ところで昨日きのう言ってた竜はどんな種族なんでしょう？　私は産卵しに帰って来る竜など聞いたこともないのだが……」

　シークス子爵は下げ馬ばしながら鈴木に訊たずねた。

「デマカセですよ。あのときは、ああでも言わないとね。なんせ接せつ待たいなんですから」

「そういうものなのですか？」

「当然です！　接待とはハッタリかましてなんぼの世界なんです！」

　鈴木が『接待』と言う単語を発する度たびに眼鏡めがねの奥おくにある何かがキラリと輝かがやいた。

　ついシークスはそんな不ふ思し議ぎな自信に満ちた鈴木に圧あつ倒とうされてしまう。

　普ふ段だんは情なさけなさそうな鈴木だがこと接待となるとどうしてこうも積せつ極きよく的てきになるのかシークス子爵にはどうもよくわからず、自転車から降おり、誰だれからの盗とう難なんを防止するのか車輪にチェーン・ロックをかけている鈴木の姿すがたをじっと見守っていた。

「ところで鈴木卿の護ご衛えいとやらは今日はどちらに？　今日はお姿が見えませんな」

「ああ、有ゆう給きゆう休きゆう暇かだそうです。どうにもダメだとは言いづらくて……」

「……そうでしたか」

　シークスは笑うわけにもいかず応こたえに詰つまったような顔をした。

「それはそうと、あの洞ほら穴あながその竜の巣すというわけですか……」

　話題を変えて鈴木は五〇メートル位前方に見える洞穴を指差した。

「ええ、おそらく穴の大きさから言ってタイガードラゴンでしょう。竜族の中では小型の部類ですね」

　それは直径三メートルといった大きさの穴で、巧こう妙みように周まわりを繁しげった藪やぶや枯かれ枝えだで隠かくしてあり、近くには既すでに何人もの兵へい卒そつが長なが槍やりを手にして穴の周りを取り囲かこんでいて、数名の兵卒などは穴の前で煙けむりで燻いぶし出すための準備を進めていた。

　そこへいつもの戦せん闘とう服ふく姿の京子がやって来るのが見えた。迷めい彩さい効果よりも服ふく装そう自体が目立っていた。鈴木はこれで役に立つのだろうかと思うほどだった。しかし中学時代からのジャージ姿の鈴木も同様に異い彩さいを放はなってはいるのだが。

「おはようございます。もう三尉をお待ちするばかりになっておりましたところで」

　即そく座ざに鈴木が明るく元気に挨あい拶さつした。昨日きのう思いがけず告こく白はくしてしまったことに照てれもあって少々過か剰じよう気ぎ味みだった。

「あぁ……おはようございます。あのぉ、ところで何の用なんですか？　こんなに朝早くに。……もしかしてあたし、昨夜ゆうべ何か言いましたか？」

「やだなあ、もう中田さんったら。そんなご冗じよう談だんを。今日は中田さんの希望で竜狩りをすることになったじゃないですか」

「えっ、本当!?　全然覚おぼえてないわよ。あたしお酒弱くて酔ようと何も覚えてないのよね」

「そんな殺せつ生しような。そりゃないですよ～」

「だって覚えてないものはしょうがないでしょ！　それに接せつ待たいを受けて便べん宜ぎをはかったら汚お職しよくじゃない。汚職はよくないよ。一応あたしも国家公務員だしさ」

「それでしたらもう一度ご検けん討とうを！」

「しつこいわねっ！　ダメだったらダメなのっ！　もお、あたし低てい血けつ圧あつなんだからつらいのよ。帰ってもう一ひと眠ねむりするわ」

　眠いという割りにはしっかりメイクした京子は半はん長ちよう靴かの踵きびすを返して、もと来た方へ帰ろうとした。

「──出たぞっ！」

　そのとき猟りよう場ばに出ていた勢せ子こが金かな切きり声で叫さけんだ。

「うわああああっっ!!」

　続く悲ひ鳴めいの中、竜の穴から突とつ然ぜん飛び出して来たのは箒ほうき星ぼしのごとく血と腸はらわたの尾を曵ひく人間の上半身だった。

　血ち塗まみれの腕うでが鈴木の目の前に転ころがり落ちた。一いつ瞬しゆん、鈴木は何が起こったのか理解できなかった。しかし顔に手に当て違い和わ感かんを感じて掌てのひらを開くと、そこに血液が付ふ着ちやくしているのを見て声もなく鈴木はへたりこんでしまった。

　不ふ意い打うちだった。勢子が巣すから追い出すはずの竜が、むこうから襲おそって来たのだ。地じ響ひびきに続いて暗がりの中から不ぶ気き味みに赤い二つの眼めが光った。咆ほう哮こうが大地を揺ゆるがすと、ついに竜はその異い形ぎようの姿を現あらわした。

「槍やりを、槍を打ち込めーっ！」

　シークスが指さし図ずした。動どう揺ようしていた兵士達もこれに反応して次々に槍を投げ込んだ。

　再ふたたび咆哮が周しゆう囲いの空気をびりびり震ふるわせると、鞭むちのごとく竜は尾をしならせて風を斬きり裂さき兵卒を薙なぎ払った。体長はおよそ一五メートル。ティラノサウルス・レックスに似にた黒こつ褐かつ色しよくの巨きよ大だいな頭と長い尾の竜はユネスコ村の恐きよう竜りゆうロボット以上だった。

「レッドアイズドラゴンだとっ！」

　シークスが背せ筋すじに汗あせが伝わるのを感じながら驚きよう愕がくの声を漏もらした。

「これよ、これ！　こんなのを待ってたのよ。やっぱ帰るの止やめよ止めっ！」

　既すでに自衛隊の制せい式しき拳けん銃じゆうを抜ぬき放はなって弾だん倉そうをチェックしながら京子が興こう奮ふん気ぎ味みに言った。彼女自身もなぜ気が変わったのかわからなかった。だが竜の凶きよう悪あくな姿を見るなり、今まで感じたことのない程ほどのアドレナリンの分ぶん泌ぴつを感じたのだ。

「まずいことになりました。今日の猟りようは中止に！」

「馬ば鹿か言わないでよ。それにもう何人も殺やられてるのよ。立りつ派ぱな専せん守しゆ防ぼう衛えいよ！　やられたらやり返すのよ。あんな奴やつ、剝はく製せいにしてやるわ！」

　京子は穴あなから這はい出した大きく裂さけた赤い口と赤い眼を見た。口からは少し前まで人間であった物体の一部がぶらぶらしていた。

　既に穴の周まわりに配はい置ちしていた兵卒達は半数が木こ立だちごと薙なぎ倒され、半数は逃げ散っていて、僅わずかに死にきれずにうめく兵の声だけが聞こえていた。

「し、しかし……この竜は……」

　京子の耳にはもうシークスの言葉など届とどいていなかった。

「これでも喰くらえっ！」

　京子は銃じゆうの照しよう準じゆんを竜に合わせた。距きよ離りにして三〇メートル。拳けん銃じゆうで狙ねらうにしては少し長すぎる距離だ。

　パン、パン、パンッ。生おい茂しげる森の樹き々ぎに単調な銃じゆう声せいが反はん響きようした。

　悲ひ鳴めいとなった竜の鳴き声が森に響ひびく。三発のＮＡＴＯ標ひよう準じゆん九ミリ・パラベラム弾だんは正確に竜の喉のど元もとに撃うち込まれた。

　竜は苦く悶もんの奇き声せいをあげると地じ響ひびきと共についにその巨きよ軀くが倒たおれた。

「会かい心しんの一いち撃げきーっ！　ドラゴンに二八三ポイントのダメージっ！」

　京子は感かん激げきの絶ぜつ頂ちようだった。

「やったか？」

　騎き乗じようしたシークス子し爵しやくは安あん堵どの表情を浮うかべ、暴あばれる馬を御ぎよしつつ固かた唾ずを吞のんで見守った。そして兵士の間にも安堵の溜ため息いきと歓かん喜きの声が囁ささやかれ始めた。

　鈴木はようやく平へい静せいを取り戻もどした。恐こわいもの見たさに竜に近寄って行った。そしてざくろのように赤々と獰どう猛もうに自分を睨にらむ鋭するどい眼を見た。

「──そんなっ！」

　衝しよう撃げき。鈴木の目の前でトドメを刺さそうと近付いて来た兵へい卒そつを竜はその鋭い牙きばで容よう易いにただの血の滴したたる肉にく塊かいに変えた。再び竜はその巨きよ大だいな爪つめを持つ四本の足を大地を踏ふみしめると、頭と尾を狂くるったかの様ように振ふり回したのだ。

　鈴木はそのまま繰くり広げられている惨さん劇げきをじっと見つめていた。腰こしが抜ぬけてへなへなと地面に座すわり込む。

　そして鈴木は竜と目め線せんが合ってしまった。次の獲え物ものが自分になったということは容よう易いに理解できた。

「そんなとこで何やってんのよ、立って！　死ぬわよ！」

　向かって来る竜を警けい戒かいして後こう退たいした京子が背はい後ごから鈴木に叫さけんだ。

「…………」

　自分の自転車の前でへたりこんだ鈴木は無む言ごんで振ふり返ると涙なみだとよだれと鼻はな水みずに汚よごれた顔を京子に見せた。

「──もおっ、世せ話わが焼けるんだからっ！」

　見ていられなくなった京子は自動拳銃オートマチツクを連れん射しやしながら、鈴木の元に駆かけ寄って来た。最も早はや銃じゆう弾だんも外はずれるような距きよ離りではない。竜は迫せまっている。

　た、たすけて～。鈴木は声にならない叫びを発していた。自分ではどうすることもできない。京子は鈴木のワイシャツの襟えり首くびを摑つかんで後ろに引きずりながらも、片手では竜の生なま臭ぐさい口の中にあらん限りの弾たまをぶちこんだ。

　だが九ミリ弾はあまりにも無力に等ひとしかった。最早鈴木達と竜の間を遮さえぎるものは何一つなかった。人じん血けつと竜のよだれに濡ぬれた巨大な牙きばの二重の歯し列れつが眼がん前ぜんに迫せまる。

「──これまでねっ！」

　今まで鈴木を引きずっていた京子の手がさっと離はなされた。

　──見み捨すてられた。これまでだ。喰くわれる……。そう思った瞬しゆん間かんには鈴木は自分の骨の砕くだける音を想像していた。

　鈴木は耳鳴りに似にた激げき痛つうだけを鼓こ膜まくに受けた。それはまたピンク色の花火の様ような幻げん想そう的な光景として視し神しん経けいを刺し激げきした……。

　だが二メートルと離れていない距離で竜の頭は大だい輪りんの華はなとなって炸さく裂れつした。至し近きん爆ばく発はつで生じた爆ばく風ふうも並なみ大たい抵ていではなく、熱ねつ風ぷうと肉にく片へんが京子と鈴木を巻き込んだ。

　何が起こったのか──迫り来る生臭い竜の口を見た直後にはこうなっていた。

　僕は死んだのか？　これは天国の光景か？　お母さん、先立つ不ふ孝こうをお許し下さい。

　鈴木は朦もう朧ろうとした意い識しきの中で甘あまい香かおりと気持ちいい感かん触しよくに包つつまれまるで宙を漂ただよっている気分だった…………。

「……いじょうぶ？　しっかりして！」

　急に鈴木は頰ほおに痛みを覚おぼえ、あまりの痛みに眼を開けたときには京子の顔が視し界かい一いつ杯ぱいに広がっていた。

「やっと気が付いたわね！」

　キョトンとしている鈴木に京子が話しかけた。

「ろ、労ろう災さいは……」

「なに言ってんのよ？」

「だから竜に嚙かまれても労災は適用され……」

　鈴木はまだ頭の中が混こん乱らんしていた。

「竜？　そんなのはとっくに退たい治じしちゃったわよ。コレでね！」

　京子は手にしている物を見せた。鈴木にはすぐに何かはわからなかったが後で説明を受けたところによると、それはピストル型の対戦車兵器──対戦車兵器といっても単なる信しん号ごう弾だん発はつ射しや器きに対戦車弾だん頭とうを取り付けただけのベトナム戦争時代の無む茶ちや苦く茶ちやな代しろ物ものだったそうだ。

「せっかくガナザートに駐ちゆう留りゆうしてたシリア兵から腕うで時ど計けいと交こう換かんしたやつだったのに」

　京子はそれでも少し物もの惜おしげだった。

「な、なんと流石さすがはレフリームの将しよう軍ぐん！　あの様ような強力魔ま導どうをいとも簡かん単たんに……これなら今度の戦いくさも……」

　こんなざわめきが起こり、近くにいた兵士達はその威い力りよくを目まの当たりにして、その小さな鉄の塊かたまりを持つ京子を見る目に畏い怖ふと期き待たいの色が明らかに読み取れた。

「あ～あ、それにせっかく剝はく製せいにして部へ屋やに飾かざろうと思ってたのに～。肝かん心じんの頭が完全に木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛んじゃってパーよ」

　京子は大おお真ま面じ目めな顔で惜しんでいた。

「そんな趣しゆ味みがあったんですか？」

　鈴木はまたもつい口を滑すべらせた。

「なにっ、悪い？　誰だれのためにこうなったと思ってんのよ！　しかも撃げき発はつのときの反動で肩かたガタガタよ！　それにあたしの……」

　京子はどこまでもとぼけている鈴木につっかかった。

「あたしの何です？」

　京子の顔が耳まで真まっ赤かになった。

「あなたには関係ないことよ！　それより剝製よ。どうしてくれんのよ、まったく！」

　京子はこれで完全にキレた。

「そのことなんですが──」

　間まの悪いシークスが横から口を挟はさんだ。

「──レッドアイズドラゴンは近年、漢かん方ぽう薬やくの原料として乱らん獲かくされてしまいまして、現在は、その……ワシントン条約の保ほ護ご動物なので、剝製にしても税ぜい関かんを通るのは無理かと」

「なにそれっ！　ひど～い。そうならそうと先に言ってよね！」

　怒いかりの鉾ほこ先さきはシークスになった。とんだとばっちりだ。

「だからあのとき止やめましょうと言ったではないですか」

　しかしシークスの弁明も虚むなしく、この後、この二枚目の貴き公こう子しをさんざん小こ突づき回した後、激げき怒どした京子はＰＫＯ部隊に帰ってしまったのはいうまでもなかった。

　結局その日、死し傷しよう者しや一四人が出た。収しゆう穫かくといえば夕食に名めい物ぶつ料理の竜りゆう鍋なべをご馳ち走そうになったくらいだった。そして鈴木は『名物にうまいものなし』の言葉を硬かたく筋すじ張ばった竜肉と一いつ緒しよに嚙かみしめることになった。




　一方、王おう都とグランドルから南に一二〇キューグの位置にある小さな街まちソゾフでは暮くれゆく天には立ち籠こめる煙けむりがどす黒く垂たれ込み、地上では無数の紅ぐ蓮れんに燃もえる舌したがその煙を嘗なめていた。

　燃もえ行く街を前にしてヴィースは茜あかね色いろの空を訝いぶかしげに仰あおいだ。

「やけに化け鳥ちようの数が多いな」

　煙けむりに追われて乱みだれ飛ぶ無数の鳥ちよう群ぐんが空を斑まだらに染そめている。その翼つばさから嘴くちばしの先まで闇やみのような漆しつ黒こくに覆おおわれ、人すら欺あざむくほどの狡こう智ちに長たけ、人の屍し肉にくすらついばむ貪どん欲よくさが故ゆえ、ときにレフリームそのものにも例たとえられる外がい来らい種しゆの妖よう鳥ちよう。レフリームは鴉からすと呼んでいた。

「化鳥が多いということは大気の毒どつ気けも強いということだな」

「はい、既すでに将しよう兵へいの中にもこの瘴しよう気きの濃こさに身体からだの異常を訴うつたえる者が続ぞく出しゆつしておりますが対たい処しよの方法すらなく困こまっております。まさかレフリームの吐はき出す瘴気がこれほどまで強力とは予想しておりませんでした」

　横に控ひかえているアスロが口を開いた。

　アスロはあの夜以来ヴィースに対して以前のように振ふる舞まおうとしても、どこかぎこちなかった。初めての経験だった。しかしヴィースはあれから少なくとも表面上は一いつ向こうに態たい度どは変わらなかったし、あの日のことを話すこともなかった。ヴィースは何の感かん慨がいもないのだろうか。それならなぜあんなことに……どうにもアスロはそれが心にわだかまっていた。

「だが一番心配なのはこの気の乱れだ。この付近でこれほど〈風〉の気が強いとはな」

「それは自分も薄うす々うす感じておりました。本ほん来らい、ディグリトは地ち勢せい的に四し大だい元げん素その〈水〉が支配する地。それがここまでゾーバントから流れて来る〈風〉の精せい霊れいが強力だとは」

「いや、これは自然の精霊の力などではないな。敢あえて言うなら造つくられた力りき場ばとでも言うべき不自然なものだ」

「では聖せいなる禁きん域いきは造られしものだと……？」

　アスロはヴィースの言葉が信じられない思いだった。

　そのとき唐とう突とつに伝でん令れい兵へいが声こわ高だかに伝令を伝えた。

「ソゾフの制せい圧あつを完かん了りようしました！」

「──そうか」

　ヴィースはこの地まで流りゆう入にゆうして来る気の異常さと街にあがった火の手が早いことに不ふ審しんを抱いだきながらも、表面上は何の感慨も込こめずにただ静かに返事をしただけだった。

「流石さすがは我わがサーバスト魔ま導どう兵へい団だん。わずか一千で街一つを軽々と陥かん落らくさせるとは。この分ではレフリームの軍ぐん勢ぜいも物の数ではないですな」

　燃もえるソゾフ市し街がいを丘きゆう陵りよう地ちより傍ぼう観かんしていた碧へき緑りよく軍ぐん団だん長ちようオースバッヒス伯はくが豪ごう胆たんに笑いながらヴィースに話しかけた。

「軍団長はそうお思いか？」

　ヴィースが冷れい淡たんに言った。

「ああ、もちろんだ！　これだけの魔導士を用もちいられる軍はデロナト大陸広しと言えど我がサーバストのみ。魔導兵団さえおればレフリームなど恐おそるるに足たりぬ。聖せい職しよく軍ぐん監かん殿どのはちと臆おく病びようすぎますな。まあ女ならいたしかたありませぬか、ふははははっ！」

　オースバッヒス伯はヴィースを見み下くだす様ようにせせら笑った。

「閣かつ下かに対して失しつ礼れいですぞ！」

　オースバッヒスに好き勝かつ手てにさせているヴィースにたまりかねてアスロが割って入った。

「おや、坊ぼう主ずどもの手先の軍監殿に腰こし巾ぎん着ちやくのアイノコとはよくお似に合あいだ」

「クッ……」

　返す言葉がなかった。アスロは自分のことでヴィースが蔑さげすまれることが堪たえ難がたく、眼めを潤うるませつつ悔くやしさに唇くちびるを血が滲にじむまで嚙かみしめた。

「少しは立場をわきまえたらどうです。オースバッヒス伯」

　なおもヴィースは冷れい静せいに努つとめた。

「それは聖職軍監こそ。本ほん来らいは軍の宗しゆう教きよう性せいを保たもつだけの役職。いくら聖せい征せいだろうと作戦にしゃしゃり出るのはお控ひかえ願いたいものですな」

「そのことに関しては一いつ切さいの権けん限げんを三国王陛へい下かよりのお許しを得てのこと」

「俺おれは認みとめておらん。女が栄えい光こうあるサーバスト軍を率ひきいるなど聞いたことがない！」

「では伯は私より実力があると？」

「ああ、この南サーバスト伯はく爵しやくダイン・ク・オースバッヒス。女子供ごときに負ける道理がどこにあるっ！　一つ試ためしてみますかな？」

　オースバッヒス伯が剛ごう剣けんを鞘さやから滑すべらせ、白はく刃じんに日の光を反射させて見せつけた。

「およしなさい」

　紫し紺こん軍団長のクルハーム伯が止めに入った。

「うるさいっ！　貴き公こうには関係ないことだ！」

　オースバッヒスはクルハーム伯を丸まる太たのごとく太い赤しやく銅どうの腕うででむげに押おし退のけた。それに呼こ応おうして周しゆう囲いにいた騎き士し達たちに殺さつ気きが漲みなぎり一いつ斉せいに剣の柄つかに手がかかる。

「他の者は手を出すな！　仕し方かたあるまい」

　ヴィースは身み構がまえるでもなく平然として言った。

「先にだと！　舐なめられたものだな。後こう悔かいするなよっ！」

　言うが早いか分ぶ厚あつい鋼はがねの剣が頭上に振ふりかざされ振り下ろされる。

　ビュッッ。剣が風を斬きる音が鳴る。

「ウッ……」

　短い嗚お咽えつが漏もれる。オースバッヒス伯の剛剣が剣けん風ぷうになびくヴィースのマントを斬きり裂さいた。だがそこにヴィースの姿すがたはなかった。そして細ほそ身みの長剣ロングソードがオースバッヒスの顎あごの下を軽く突つき上げていた。

　ヴィースは長剣を抜きつつ相手の剣が振り下ろされるのと同時に隙すきの生じたオースバッヒスの懐ふところに潜もぐり込んでいたのだった。

「勝しよう負ぶありましたな」

　クルハーム伯に肩かたを叩たたかれると、屈くつ辱じよくに顔を紅あかくさせながらもオースバッヒスは無む言ごんで何事もなかったように振ふる舞まって剣を鞘に収おさめた。

　ヴィースも剣を収めるとアスロに兵を撤てつ収しゆうさせるように命令するために背を向けた。

「閣かつ下か、危ない──」

　アスロが最初に気付き声を発したときには、再ふたたびオースバッヒスの剣が抜き放はなたれた後だった。

「こけにしおってーっ！」

　オースバッヒスの怒ど声せいが轟とどろいた。周囲に緊きん張ちようが雷らい撃げきのごとく走った。

　ヴィースが振り返ったときには、既すでに剣は太陽に輝かがやきながら正まさに振り下ろされる瞬しゆん間かんだった。

「愚ぐ鈍どんな……」

　ヴィースの小さな呟つぶやきを打ち消して轟とどろく破は裂れつ音おんにオースバッヒス伯の胸から血ち潮しおが噴ふき出した。

　ヴィースの右手に握にぎられたベレッタの銃じゆう身しんからは硝しよう煙えんが漂ただよう。

　周囲に居い合あわせた人々は何が起こったのかわからず混こん乱らんしたが、余あまりに唐とう突とつなことで皆みな口を半なかば開けて啞あ然ぜんとしていた。

「これがレフリームの力なのか……」

　ヴィース自身その手にした鉄の塊かたまりの威い力りよくに脅きよう威いを感じない訳わけにはいかなかったが、それ以上に周まわりの将しよう兵へいの動どう揺ようの方が気がかりになった。

「オースバッヒス伯は名めい誉よの戦死を遂とげた。今より一いつ切さい、この件に関し口こう外がいすることを堅かたく禁きんじる。よいなっ！」

　いち早く冷静さを取り戻もどしたクルハーム伯のこの咄とつ嗟さの機き転てんによってオースバッヒス伯は敵の流れ矢による名めい誉よの戦死を遂げたということで片かた付づけられた。

　だがいくら箝かん口こう令れいを敷しいても兵士達の間でオースバッヒス伯が乱らん心しんによって成せい敗ばいされたことは、その日のうちに誰だれもが知ることになった。




　その日の夜、二つの月、サリアムとアキスの綺き麗れいな夜のことだった。ヴィースの元に一人の男が訪たずねて来た。男は鴉からすのように全身黒こく衣いを纏まとっていた。

「珍めずらしいこともあるものだ。貴き様さまが私を訪ねて来るとはな。前に会ってからどのくらいになる？」

　ヴィースはランプを灯ともし執しつ務む机づくえで書き物をしながら現あらわれたその男に声をかけた。

「ちょうど三年。ギル・サーバストの主しゆ神しん殿でん以来だよ」

　男は勝かつ手てに近くの椅い子すに腰こし掛かけた。クジラサンショウウオの油を燃もやすランプからは独特の匂においが漂ただよっていた。天てん幕まくの奥おくにはセクト神の彫ちよう像ぞうが仄ほのかな灯とう火かに照らされていた。

「そうか。もうそんなになるのか」

　ヴィースは依い然ぜんとして男に背を向けた格かつ好こうで書き物を続けた。

「相あい変かわらずそっけないな。三年前から少しも変わっていない」

「貴様こそ私の前に現れるなど、何を企たくらんでいる？」

「信用されてないな。久しぶりに会った親友に言う言葉ではないな」

「レフリームに友など持った覚おぼえはない」

　ペンを静かに置くとヴィースが振り返った。

「今はデロナト人だ」

　薄うす暗ぐらい明かりの中でヴィースは髪かみも眼めも着ちやく衣いも黒の男を見た。男はテーブルの上に置かれた拳けん銃じゆうを見付け、手に取った。微かすかに硝しよう煙えんの臭においがする。つい最近撃うたれた物だということがすぐわかった。

「冗じよう談だんにしては質たちが悪いな」

「そんなに毛け嫌ぎらいすることはないだろう。おまえの乗る馬も元はレフリーム世界の動物だ」

「確かに馬は戦術を根こん底ていから変えた。しかしレフリームが馬を持ち込まなければそれで済すんだこと。それに馬がなければ、ここまで戦いくさは悲ひ劇げき的にはならなかった」

「確かにな。馬のせいで生せい態たい系けいが崩くずれて数種の在ざい来らい種しゆの動物が絶ぜつ滅めつしたことも認みとめるよ。だが失うしなったもの以上に得るものは多かったはず。そう麦むぎや米こめもだ。農のう民みんの苦く悩のうは減へり、飢き餓がからも解放されたではないか」

「私には害虫にも病気にもかからぬ植物をとても〈神の恵めぐみ〉とは思えない。あれこそは〈悪あく魔まの業わざ〉だ」

「遺い伝でん子し組み換かえ技術だよ。まあいいさ、どう思おうと自由だからな。それよりこの銃は？　反レフリームの盟めい主しゆともあろう御お方かたがこんな物を携けい帯たいしているとはな」

「ゾーバントでの戦せん利り品ひんだ。今日きようはそれで命いのち拾びろいをしたがな。だからといって私はこんな物に頼たよっているわけではない。私が信じるのは剣けんと魔ま導どうの力だけだ」

「だが銃なら面めん倒どうな呪じゆ文もん詠えい唱しようも必要ない。ただ指一本で銃爪トリガーを引くだけ。それで人を簡かん単たんに殺せる。持っていて損そんはあるまい」

「私の趣しゆ味みではないな。それよりそんな講こう釈しやくをするために来たのではなかろう。……今の名前は何と呼べばいい？」

「ヴァス・アイゾンド」

　男は拳銃のスライドをもてあそびながら応こたえた。

「アイゾンド。確か傭よう兵へい騎き士し団だんの頭とう領りようだったか？　生死不明のはずだが……？」

「森の中に小さくなって隠かくれてたよ。ちょうどいいから名前と生命いのちをもらい受けた」

「貴様らしいな。それでそのアイゾンドが何の用だ？　まだ魔ま王おう軍ぐんのことを探さぐっているのか？」

「ああ、あれは本当に奥おくが深いよ。推すい定てい六万六千の異い形ぎようの兵。そのどれもが恐おそろしく奇き怪かいな姿すがただったと言う。死し骸がいを全すべて焼しよう却きやくされてしまったのが残念だったがな。しかしボツリヌス菌きんの毒どく素そ遺い伝でん子しを組み込んだ天てん然ねん痘とうウィルスの旧きゆうソ連製細さい菌きん兵へい器きに汚お染せんされてしまった以上やむをえないことだったがな」
















「結果的にそれで我われ々われの世界は救すくわれたことになった。これだけはレフリームに感かん謝しやしている」

「魔王軍もディメンションゲートを開放して地球に来たはいいが、直後にアフリカの内戦に巻き込まれて全ぜん滅めつなんてマヌケな話さ」

「それでそろそろ話してもいいのではないか？　今回の目的をな」

「まだ疑うたがっているのか。旧友が懐なつかしんで会いに来た、それだけのことだ」

「そんな噓うそを信じると思っているのか？」

「君きみの方こそいつまで味み方かたの将兵にディグリト遠えん征せいの真の目的を隠しているつもりだ」

「何のことだ！　この聖せい征せいは全将兵に通つう達たつしてある通り信しん仰こうに関かかわる重要な教きよう義ぎに則のつとってのこと」

「別に私には神への信仰だろうと己おのれの野や望ぼうのためだろうと関係はないがな」

「私の信仰心を侮ぶ辱じよくする気かっ！」

　ヴィースは勢いきおいよく立ち上がると傍かたわらに立て掛けてあった剣けんの柄つかを取っていた。

「そんなつもりはない。何人もの坊ぼう主ず達たちにその肉体を委ゆだねてやっと得た地位だ。否ひ定ていはしないさ」

「ぐくっ……これ以上の愚ぐ弄ろうっ、貴き様さまとて許さんっ！」

　ヴィースは怒いかりと恥はずかしさを顔に露あらわにして剣を抜ぬき放はなった。そしてアイゾンドの眼がん前ぜんに剣の切きっ先さきを突つきつけた。

　薄はく氷ひようのごとき緊きん張ちよう感かんと殺さつ気きが走る。アイゾンドもベレッタの安あん全ぜん装そう置ちを静かに外はずした。弾だん倉そうに弾たまが装そう塡てんされているのは確かく認にん済ずみだ。一いつ触しよく即そく発はつだった。

　不意にアイゾンドが視し線せんを逸そらした。

　ヴィースもアイゾンドの視線の先に目を移す。

「あっ……閣かつ下か。すみません、お取り込み中でしたか？」

　視線の先にはアスロが立ちすくんでいた。

「いや、構かまわぬ。何だ？」

「ですが……」

　アスロは言い難にくそうにもう一人の男を見た。するとアイゾンドはアスロの態たい度どを察して、ヴィースの剣先を指でずらすと席を立った。

「今こ宵よいはこれで失礼するよ。近いうちに会うことになるだろうしな」

　そう言うとアイゾンドは出口に歩いて行った。すれ違ちがい様ざまにアスロは鋭するどい視し線せんを浴あびせた。

「いい眼めをしている。だが心の眼は塵ちり一つでも悩なやまされるものだ。注意することだな」

　アイゾンドは外の闇やみに消えた。

「これでよかろう」

　ヴィースはアスロを促うながした。

「はい。実はたった今、ディグリトに放はなった間かん者じやの知らせで数日ほど前に国王をはじめ王おう妃ひ、王おう太たい子しが何者かにことごとく暗あん殺さつされ、現在は第一王女が国王代だい行こうとなって我々との戦争準じゆん備びを進めているとのことです」

　アスロは憤いきどおりを感じさせながら報告を行おこなった。

「それで誰だれが国王殺しを？」

「それが国王等らの死去は一応秘密となっておりますが、これは公然の秘密となっている模も様ようでして。犯行は我がサーバストの刺客と流布されています」

「明らかな情報操そう作さだな。戦意高こう揚ように利用したか。それで暗殺者についての情報はないのか？」

「今のところはまだ……」

「ディグリト王といえば無能者。そして王妃も浪ろう費ひ家か、王太子は生せい来らいの不ふ具ぐだとも聞く。死のうと生きようと毒どくにも薬くすりにもならぬような者をわざわざ暗殺するとは。それで得とくする者と言えばやはり……」

　ヴィースは深しん長ちような面おも持もちで言った。

「閣下にはお心当たりが？」

「確かく証しようはないがおそらく殺害を実行したのはあの男かも知れんな」

「あの男と申しますと？」

　ヴィースは視し線せんをテントの出入口に向けた。アスロはすぐにヴィースの言うあの男とは今出て行った黒こく衣いの男のことだと悟さとった。

「ではすぐにでも捕とらえまして我が軍の身の潔けつ白ぱくを表ひよう明めいすべきです！」

　アスロは毅き然ぜんたる態度でヴィースに進言した。

「その必要はあるまい」

　ヴィースはあっさり否ひ定ていした。

「どうしてですか？　崇すう高こうなるサーバストの聖せい征せいに謂いわれなき屈くつ辱じよくを与えられて黙だまっていられません」

　アスロはヴィースに食い下がった。

「無理だな。そうやすやすと捕らえられる男ではない。それより一いつ刻こくも早く我われ等らに課かせられた目的を達たつ成せいし、大だい神しん官かん猊げい下かに報告することだけを考えよ」

「……は、はい」

　アスロは釈しやく然ぜんとしないながらも渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「それより敵の会かい戦せん予想地点は判明したのか？」

「はい、現状の報告からですと恐おそらく王おう都とより一三キューグ前方の高地に陣じん地ち構こう築ちくの動きがあり、そこが敵の最終防ぼう衛えい線せんと推すい測そくされます」

「そうか。予想通りだな」

「ですがあの周辺は余あまりにも禁きん域いきに近過ぎます。戦場で魔ま導どうを使いますとどんな影えい響きようがあるか」

「それは仕し方かたあるまい。魔導兵団は極きよく力りよく制限するしかあるまい。だがわかっているとは思うが、今回の遠えん征せいはディグリトの攻こう略りやくではなく、あくまでもウェウス断だん章しよう詩し篇へん第八八六番の検けん証しようのみ。求められるのは唯ゆい一いつゾーバントのどこかにある遺い跡せきを探さがし出し、秘ひ蹟せきを発見するまで邪じや魔まをされぬよう、ディグリト軍の兵力を足止めすることにある。よって無む駄だな王都制せい圧あつの必要性はない。そこのところくれぐれも忘れるなよ」

「充じゆう分ぶん承しよう知ちしております」

「私が言いたいのはそれだけだ。もう下がって休め」

「……わかりました。それではこれにて失礼いたします」

　アスロは黒衣の男のことが気がかりだったが、何も訊きけないままに天てん幕まくを後にした。

　独ひとり残ったヴィースはじっと抜ぬき身の剣けんを持って立ち尽つくしたまま微び動どうだにしなかった。天幕の中を照てらすランプの炎ほのおとそれが作り出す淡あわい影かげだけが揺ゆらぐ。ヴィースの鼓こ膜まくには先さき程ほどのアイゾンドの言葉が繰くり返されていた。

　鮮あざやかに彩さい色しきを施ほどこされたセクト神が厳おごそかに台に置かれていた。左の掌てのひらに正せい義ぎの眼めを持つセクト神は、十じゆう字じ架かに架けられたキリスト像にも似にた慈じ愛あいと憂うれいを帯おびた表情でヴィースを黙だまって見つめていた。それは次の瞬しゆん間かんヴィースの剣に両断されて転ころがり落ち、その顔が土に汚よごれようともヴィースを哀あわれむ瞳ひとみはいつまでも変わることはなかった……。

　翌朝、太陽の昇のぼるそのときから雲一つない快かい晴せいとなった。

「全軍進めーっ！」

　朝日に輝かがやくきらびやかな甲かつ冑ちゆうの列。騎き乗じよう姿すがたのヴィースの透すき通った号令に人じん馬ばの長い長い縦じゆう列れつがゆっくりと進み出した。ついにディグリト王国王都へ向けての侵しん攻こうが開始された。前日に軍団長の一人を失うしないはしたが、これといった混こん乱らんは見られず軍団は再さい編へん制せいされていた。

　先の戦たたかいによる戦死者六千人と連日の強きよう行こう軍ぐんとレフリームの瘴しよう気きによる傷しよう病びようの落らく伍ご兵へいは四万数千人。加えてコーレス城砦守しゆ備び隊八千人と兵へい站たん線せん維い持じに少なからずの兵を残したといえど未いまだ総数十万を越える大兵力を前に最も早はや行く手を阻はばむ障害は何もなく、王都への街かい道どうはサーバスト兵によって埋うめ尽つくされた。

　聖せい職しよく軍ぐん監かんヴィースも神聖軍団直ちよく属ぞくの神しん衛えい騎き士しに囲かこまれて馬を進ませていた。やや遅おくれて後方には副官であるアスロも控ひかえている。

　そこへ一人、列の後方から馬をせかせてヴィースに近付いて来る者があった。耳が長く突き出ている。エルフだ。男は威い風ふう堂どう々どうたる壮そう年ねんでカイゼル髭ひげを蓄たくわえていた。容よう貌ぼうはどことなくアスロに似にた雰ふん囲い気きもあり、アスロにはまだ備そなわっていない精せい悍かんさを兼かね備えていた。鎧よろい兜かぶとは着用せず、青地に刺し繡しゆうを施ほどこしたスペインの闘とう牛ぎゆう士しのような独特の厚あつ手での服を着ていた。それはエルフ族の族ぞく長ちようだった。

「軍監殿はどういう了りよう見けんですかな。我われ等らの兵を列に加えなさるなど正しよう気きの沙さ汰たとは思えませんぞ！」

　エルフの族長はヴィースに向かって藪やぶから棒ぼうに半なかば怒ど鳴なり込むような口く調ちようで言った。

「それはドコト公こう国こくと等ひとしくサーバストの同どう胞ほうとして当然の待たい遇ぐうをしたまでのこと」

「そのお気持ちは有あり難がたいが、それはかえって迷めい惑わく千せん万ばん。人間の兵に睨にらまれ疎うとまれ肩かた身みの狭せまい思いを強しいられるよりも、わしらだけで勝手に行動した方が気楽と言うもの」

「それは承知の上でのこと。我が将兵にも貴き公こう等が対たい等とうであることを知らしめるためにも必要なことなのだ。貴公等に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせるが我が慢まんして欲ほしい」

「わしらはデロナト人との対等など求めておらん。必要以上に人間との接せつ触しよくは我々に滅ほろびをもたらす。これが古いにしえからの伝でん承しよう。今回、我が一族がサーバストに協力したのは単にわしらの神への信しん仰こう上の目的が一いつ致ちしたというだけのこと。こんなことではやっておられん。だからわしらは別行動を取ることにした。ディグリトとの決戦のときに再ふたたび合ごう流りゆうすることにする。それだけを伝えに来た。では神と精せい霊れいの加か護ごのあらんことを」

　族長のライアルは一方的に戦せん線せん離り脱だつを告つげると馴なれない手つきで馬を返し去って行ってしまった。

「自分が説せつ得とくして来ます！」

　アスロがそう叫さけぶが早いか馬の手た綱づなを引いてライアルを追おうとした。

「待て！　無む駄だだ。放っておけ」

　ヴィースは馬を返しかけたアスロを制止した。

「しかし、それでは全体の軍ぐん規きの乱みだれにつながりますっ！」

「よいと言うのだ！」

　ヴィースが語気を荒あららげると、アスロは恐きよう縮しゆくしてしまいおずおずと馬を元に戻もどした。

「それでは何も進しん展てんしないというのがわからないとは……」

　ヴィースは兜かぶとのバイザーを気にしながら悔くやしそうに独ひとり言ごとをこぼした。

　アスロも昨日きのうの黒こく衣いの男と会ってから妙みような焦あせりを感じさせるヴィースをただただ見守るしかなかった。

　あの男は誰だれなのか？　ヴィースとはどんな関係で、過か去こに二人に何があったというのか？　全すべては謎なぞだった。そしてあの男は自分の知らない昔むかしのヴィースを知っている。アスロは馬の背に揺ゆられながら嫉しつ妬とに近い感情を抱いだいている自分に対して自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっていた。







　第Ⅲ章　変化の胎たい動どう







　夢ゆめ……夢を見ていた。

　白い虚きよ無むの中にいつものように朦もう朧ろうと漂ただよっていると、いつの間まにか無数の腕うでが取り囲かこむ。手はいつものごとく身体をまさぐる。いつものように切り刻きざむ。

　しかし夢なのだから痛みはない。

「心配ない」

　どこからか聞こえる声。よけいに不安が増ます。

　じっと見られている。心しん臓ぞう、腎じん臓ぞう、肝かん臓ぞう……色いろ鮮あざやかな臓ぞう物もつが取り上げられ、身体はからっぽになってゆく……気が付くといつしか胎たい児じになっていた。眼めも開いていないのに虚うつろに開いた体たい腔こうを覗のぞいている。よく見えない。覗き込む。自分の中を見る顔がみるみる恐きよう怖ふに支配されてゆく。そこに私が見たのは……

　ラースターははっと目を覚さました。

「またあの夢……」

　朝日を浴あびたラースターの顔は疲つかれ果はてた表情を隠かくせなかった。ときおり見る悪あく夢む。ものごころがつき始めた頃ころから続いている夢。

　ラースターは酷ひどく寝ね汗あせをかいていた。額ひたいにも汗の大おお粒つぶの珠たまが浮うかんでいる。あの夢を見たときはいつもそうだった。そんなときはいつも湯ゆ浴あみすることにしていた。

　侍じ女じよに言いつけると、すぐに浴よく場じようへと向かった。浴場へと着つくとラースターはすぐに寝しん衣いを解といた。若い蕾つぼみの肢し体たいが露あらわになり浴よく槽そうへと歩いてゆく。少女から女性へと向かう未み成せい熟じゆくな曲線に汗の雫しずくが伝い落ちる。しかしその雫は外科手術によるものなのか、醜みにくく全身に走る縫ほう合ごう痕こんに沿そって集まり流れ落ちるのだった。

　そのまま白い大理石の浴よく槽そうに身を沈しずめた。そしてラースターは左手の人差指の先を唇くちびるにそっとあてると嚙かんだ。小さな傷きず口ぐちから血が滲にじみ流れた。

「忌いま々いましき肉……呪のろわれた血……生まれたときから私の身体は私の物ではなかった。そして今も身体の半分は私のものではない。だから私は自みずからの半身を殺すしかなかった。心と身体の汚よごれを浄じよう化かするために……」

　両手で湯をすくう。血の混まじった湯が繊せん細さいな指の間からこぼれ流れ落ちる。ラースターは憂うれいを湛たたえた瞳ひとみで血が湯に溶とけてゆくさまをいつまでも左眼で見ていた。




　カーテンを開けるとプレハブの二階の窓まどに不ふ釣つり合あいに清すが々すがしい朝日が差し込んだ。

　窓から差し込む日の光を全身に受けながらシファーはきらきら輝かがやいて微笑ほほえむ。

「もおっ、いつまで寝てるんですか！　とっくに朝ですよ。起きて下さい。今け朝さはとってもいいお天気ですよ」

「んっ、んんん～」

　鈴すず木きは急に明るくなった部へ屋やの眩まぶしさに無む意い識しきのうちに布ふ団とんの中に逃にげ込んだ。

「さあ朝食が冷さめないうちに召めし上がって下さい」

　シファーも負けずに布団を剝はぎ取った。

　鈴木はパイプベッドの上でサナギのようにうずくまったままの格かつ好こうで、眩しさに眼を細めながらシファーの顔を見た。

　シファーはいたずらっぽい瞳ひとみを輝かせ、それでいて駄だ々だっ子こを叱しかる母の様ような雰ふん囲い気きで鈴木を見つめていた。

「もう毎朝、毎朝同じことをさせないで下さいっ！」

　シファーはまんざらでもない様よう子すで笑顔のまま鈴木を窘たしなめた。

　ここ数日でシファーはめっきり目に見えて明るくなった。最初のうちは何か陰いん鬱うつな表情をすることも多かったが、鈴木の所で食事の世せ話わや掃そう除じをしたりと手て伝つだいをするようになって、ときに鈴木をからかったり冗じよう談だんを言えるまでになっていた。

　鈴木も電気カミソリながら毎朝、髭ひげを剃そるようになったし、三食カップラーメンの生活から脱していた。シファーはこの土地で収しゆう穫かくされるちょっと変わった食材で色々な料理を作ってくれた。だいたいはエルフ族の家か庭てい料理がメインだったが、幾いくつかの料理を除のぞいてほとんどの料理はとても美お味いしかった。

　他ほかにも洗せん濯たく機きや掃そう除じ機きの扱あつかいに戸と惑まどいを見せたりもした。シファーには結局、馴な染じめないまま昔むかしながらの洗濯だらいや箒ほうきを使っていた。

　その朝の朝食はご飯はんに玉たま子ご料理、それと根こん菜さいの野や菜さいスープだった。白はく米まい飯めしはレトルトだが他は新しん鮮せんな土地の食材だ。

「美味しいですか？」

　シファーは心配そうに鈴木に訊きいた。

「あは、おいひいよ！」

　鈴木は口の中いっぱいに頰ほお張ばりながら返事をした。

「よかった！」

　シファーはニコッと満まん面めんの笑えみを浮うかべた。それがまた鈴木には格別に心地ここちよかった。

「今日きようのお帰りは遅おそくなります？　お夕飯はこちらでお食べになりますか？」
















「ああ、そうするつもりだけど。もしかしたら遅くなるかもしれないから時間までに帰ってこなかったら先に食べてて」

「毎日、お忙いそがしいんですね」

「まあね。いろいろと戦せん闘とうの準じゆん備びも始まってるし」

「今度の戦いくさはどうしても避さけられそうもないのですか？」

　シファーは食べ終わった食器を片かた付づけながら訊いた。

「シファーが心配することはないよ」

　鈴木はぼそっと言うと、そっと箸はしを置いた。

「そうやって最近はいつもお話ししてくれませんのね」

　シファーは少し瞳ひとみを潤うるませてた。

「そんなことはないよ。何でも応こたえるよ。何が聞きたいんだ？」

　鈴木は少し刺とげのある言い方をした。

「そんな風におっしゃらなくても……私はただご主人様のいたレフリームの世界のこととか、そんな些さ細さいなことを聞いてみたかっただけなんです……」

　シファーは表情を曇くもらすとシュンとしてしまった。

「悪かったよ。ここのところ仕事が上う手まくいってなくて気が立っているんだ」

「わたしこそすみませんでした。私はただ本当にご主人様とお話ししたくて。レフリームの世界がどんな所なのか知りたくて。きっと素す敵てきなところなんだろうなって。みんな平和で楽しくて」

「ああ、確かに僕ぼくの国には戦争はなかったよ。大たい抵ていの病気は治なおったし、生活は便べん利りだし」

「やっぱり！」

　シファーは憧あこがれを瞳に輝かせた。

「だけど世の中はいつも競きよう争そうさ。楽をするには競争に勝たなきゃいけないんだ。受験戦争とかね」

「……受験戦争？　戦争があるのですか？」

「人が死なない紙の上の戦争さ。民主主義だから誰だれでもチャンスは平びよう等どうだって。偏へん差さ値ちが高ければ貴き族ぞくみたいな生活もできる。その代かわり落ちこぼれには容よう赦しやない。僕も人ひと並なみには頑がん張ばったさ。偏差値も五〇をキープした。でも親の学がく歴れきと年収を知ったとき自分の限界を知ったよ。結局は中ちゆう途と半はん端ぱな敗はい者しやだったしね」

「そんなことないです。ご主人様は立りつ派ぱな方です！」

「立派な方ならこんなゴミ係がかりなんてしてないよ。今いま頃ごろ、綺き麗れいな奥おくさんをもらって都内の一いつ戸こ建だてで優ゆう雅がな生活さ。世せ間けんでは学歴社会は崩ほう壊かいしたとか言ってるけど、それは大学に行かなくてもいいという意味じゃなくて、一流大学を卒そつ業ぎようしても幸しあわせな人生が約やく束そくされなくなったほど社会がシビアになったってこと。当然、僕みたいな三流大学卒には余よ計けいに厳きびしい世の中さ」

「わたしは偉えらい人だからといって決して立派な人だとは思いません！　だから、その……」

「シファーがそう思ってくれるだけで嬉うれしいよ。じゃあ、そろそろ行かないと……」

　鈴木がそう言って席を立つと後ろに回ったシファーがジャケットの袖そでを通してくれた。こころなしかシファーの肩かたが落ちていた。

「いってらっしゃいませ！」

　シファーは精せい一いつ杯ぱいの元気と笑顔で鈴木を送り出してくれた。

　だが鈴木が施し設せつの外に出るのはいつも大変だった。それは出入口のゲートにはいつもの輩やからが待ち構かまえているのだ。手に手に看かん板ばんを持っている近きん隣りんの農のう民みん達たちだ。

　看板には『レフリームは帰れ！』、『魔ま女じよの窯かまの煙けむりで森を殺すな』、『呪のろわれた土地を元に戻もどせ！』などと下へ手たな文も字じ、ときに誤あやまった文ぶん法ぽうの抗こう議ぎ文ぶんがデロナト語で書かれている。

そして「カラスは出て行け！」と声をそろえて訴うつたえかけてくるのだ。

　この場合、カラスとはレフリームの蔑べつ称しようだ。彼かれ等らは悪あく魔まに呪われていると思っているらしいが、魔女の煙とは焼しよう却きやく煙えん突とつから出ているダイオキシンを多量に含ふくむ煙であり、呪われたとは水や食物の汚お染せんによる人や家か畜ちくの奇き形けい児じ出産、流りゆう産ざん、死産の多発のことらしい。他にも得え体たいの知れない奇病やアレルギー性皮ひ膚ふ炎えんなどが周しゆう辺へん地ち域いきで蔓まん延えんしているとも聞いている。

　確かに環かん境きようホルモンや産業廃はい棄き物ぶつなどの有ゆう害がい物質の制限に甘あまく垂たれ流し状態のこの施設では、当然考えられる結果ではあった。とりわけ新世界のデロナト人は地球人のように長年有ゆう毒どくな化学物質に囲かこまれて生きてきたわけではないので、微び量りようの化学物質にも過か敏びんになってしまうらしい。

　鈴木だってかわいそうだとは思う。しかしだからといって鈴木自身にはどうしようもないことであり、企き業ぎようにとってはどうでもいいことなのだ。こんな調子だったから鈴木は極きよく力りよく外には出たくなかった。そのうえ大たい抵ていこの手の輩は暇ひま人じんなのか、いつ何時でも宮みや沢ざわ賢けん治じも憧れるくらいに雨にも風にも負けず待ち構えているのだ。

　この日はしかたなく鈴木は隙すきをついて全速力で有う無むを言わさず自転車でゲートを突とつ破ぱした。デモ隊の罵ば声せいとシュプレヒコールも遠くに聞こえなくなると、胸むねを撫なで下ろして安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　それから一息ついて、鈴木は京きよう子こに会いに行くために朝も早くから唯ゆい一いつの移動手しゆ段だんであるママチャリを駆かって一路、自じ衛えい隊たいの駐ちゆう留りゆう地ちを目め指ざした。初しよ夏かに向かう季き節せつ、気温は陽ひが昇のぼるにつれて上じよう昇しようするため、自転車をこいで汗あせだくになった鈴木のワイシャツは濡ぬれてぺっとり肌はだに張り付き不ふ快かい感かんが募つのった。

「全まつたくせっかくの新世界なのに何で日本と同じ温おん暖だん湿しつ潤じゆん気き候こうで夏が蒸むし暑あついんだよ。それに交通費も出ないんだから、せめてマウンテンバイクがほしいよな……」

　鈴木は額ひたいに浮かぶ珠たまの汗あせをよれよれのネクタイで拭ぬぐった。

　ようやく到とう着ちやくしたのは二時間後だった。駐留地は王おう都とグランドルから七キューグ離はなれたディグリト王国成立以前の古い城じよう砦さい遺い跡せきが選ばれていた。そこが地形的になだらかな高低差の続く地域一帯で最もつとも見通しの利きく戦せん略りやく価か値ちの高い高地であることは歴史的に見てもかつて城砦が築きずかれたことで充じゆう分ぶんに窺うかがえることだが、鈴木には知る由よしもなかった。

　鈴木は自転車を止めるとモスグリーンの大型天てん幕まくへ向かって自転車を押おしながら歩き出した。

「どうも毎度お世せ話わになってます！」

　鈴木は元気に明るく愛あい想そ笑わらいをしながら野や戦せん天幕をくぐった。ちょうど京子は派は手でな原色の試し験けん管かんゼリーを食べているところだった。鈴木はなぜあんな合成添てん加か物ぶつの塊かたまりを平気で食べられるのか不ふ思し議ぎだった。

「また来たの？　ほっんと、しつこいわね！　いくら来ても無む駄だよ」

　とたんに京子が表情を曇くもらせた。いくら昔むかしのこととはいえ、初はつ恋こいの相手にこう露ろ骨こつにイヤな顔をされるのは辛つらいものがある。

　この日も京子はつれなかった。今日で三日。接せつ待たい竜りゆう猟りようが失敗してからというもの交こう渉しようは困こん難なんを極きわめていた。

「そこを何とか！」

「イヤです！　だいたいあたしだって毎日あなたの相手をしてるほど暇ひまじゃないの。それに日本人はあなただけなんだから安全なガナザート王国に護ご送そうすれば済すむのよ」

「そんなこと言われても僕だって困こまってるんですよ～」

「それはそっちの事情でしょ。あたしは知らないわ。あ～あ、こんな所に来るぐらいだったらゴラン高原の方がよっぽどましだったわ。もうこんなおかしな世界なんてうんざり」

「それは少し魔ま法ほうとか使えて地球とは違ちがいますけど、それはそれで暮くらしてみればいい所だし……」

「そんなこと言ってるんじゃないわよ。ここの生せい態たい系けいのことよ。ドラゴンなんて恐きよう竜りゆう型がた爬は虫ちゆう類るいがいるのはまだいいとして、海には未いまだカンブリア紀きに絶ぜつ滅めつしたような不ぶ気き味みな生物がうようよ。クジラ並なみの巨きよ大だいなサンショウウオまで泳いでいるのよ。進化論の無む視しもいいとこ。一番おかしいのは陸上には肉食も草そう食しよくもダチョウみたいな鳥ばっかり。哺ほ乳にゆう類るいは七種しかいないのよ。そのうち四種はネズミの親しん戚せきのような原げん始し哺乳類の段階よ。おかしいと思わない？」

「そう言われればそうかも知れませんけど……でも別にそれほど変でも……」

「何言ってんのよ！　いいっ、哺乳類は全七種のうち四種はネズミもどきで残りの三種はデロナト人とエルフとドワーフなのよ。ネズミが突とつ然ぜんにヒトに進化できると本気で思ってんの？　それともあなたって進化論反対者で、聖書に書いてある通り世界は七日間で創そう造ぞうされたとでも思ってんの？」

「そおじゃないですけど……そうだ、他ほかの動物はみんな絶滅しちゃったとか」

「お莫ば迦かっ！　化か石せきだって見つかってないの。それにそんな都つ合ごうのいい話が通ると思ってんの？　だいたいそんなの常じよう識しきでしょ！　だからあたしは莫迦と新世界は嫌きらいなのよ。絶対にこの世界には何か秘密が隠かくされているのよ。だけどそれを知ったときには手て遅おくれになってしまいそうで嫌いやなの」

　京子は一気にまくし立てた。鈴木はちょっとしょげてしまった。言われてみれば常識の範はん囲いだ。でも今までそんなことを考えてもみなかった。竜のことなんかは多少興きよう味みがあったが生態系や進化論なんて思いもよらなかった。

「そういえばあなた、エルフと同どう棲せいしてるそうじゃない。熱心なのはその娘むすめと別れたくないからとか言うんじゃないでしょうね！」

　京子は悪意に満ちた眼めで鈴木を睨にらんだ。

「ま、まさか……」

　ギクッ。完全に見み透すかされてしまっている。

「だいたいあんなののどこがいいのよ？　美人なんて言ったってどうせ若作りの百歳過ぎの大おお年どし増まなんでしょ」

「それは寿じゆ命みようが人間と違ちがうからで年増というわけじゃないです！」

　これには鈴木も言い返した。シファーのことだったからだ。

「いい、エルフは霊れい長ちよう類るいナガミミヒトモドキザル科の動物。猿さるなのよサル。遺い伝でん子し的にはチンパンジーよりもヒトと離はなれたウキキッのおサルさん。新世界人デロナトイドと地球人ホモ・サピエンスは白人コーカソイドと黄色人モンゴロイドと同じような民族的なＤＮＡ差しかないからヒトと認みとめられるけど、エルフは単に人間に似にているだけのサルなんだから。それにそんなにエルフが好きなら、夜の歌か舞ぶ伎き町ちようのホテル街がいにでも行けば、いくらでも立ってるじゃない。不ふ法ほう入にゆう国こくがばれないように耳は整せい形けいしてるけど」

　京子に一言、言い返すと十倍になって返って来た。鈴木はもう言い返すだけの気力もなくなってしまった。

　しかし鈴木はシファーを、エルフを一度も猿だとは考えたことはなかった。対たい等とうな一人の人間として見ていたし、接していた。しかし多くの地球人にとってはデロナト人ですら下か等とうな人間モドキ、二等人類扱あつかいだ。エルフと言えば更さらに扱いは酷ひどい。完全な動物扱いで上野動物園にエルフの檻おりがないのが不ふ思し議ぎなくらい。そう思うと鈴木はなんとも胸が苦しかった。

　そんな鈴木をよそに勝ち誇ほこった京子は嬉き々きとして優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていた。そして追おい討うちをかける。

「それにさ、ディグリト国王一家が暗あん殺さつされたことも隠かくしてたわよね。本当に都つ合ごうがいいのね。それでいて自衛隊に協力してくれだなんて。自衛隊は日本国民の血けつ税ぜいで賄まかなわれているの。それをあんた一人のためにこんなヘンピな国で働かなきゃいけないのよ。だいたいあんたの納のう税ぜい額がくじゃ防衛費分の割り当てなんて鉄てつ砲ぽう弾だま一発にもなんないわ。わかってんの？」

　こうなると京子は言いたい放ほう題だいだった。

「別にその件は隠していたわけではないですし、僕の給料が安いのも重々承しよう知ちしています。ですがそこをあえて何とかお願いしますと……」

「ほんとに図ずう々ずうしいったらないわね。だいたいあたしはあなたの恩おん人じんよ！　誰だれが竜りゆうに食べられそうになって情なさけない顔をしてたあなたを助けて上げたと思ってるの！」

「そのことに関しても何と言っていいかわからないほど感かん謝しやしています。でもそれとこれとは……」

　鈴木はさっきのシファーのことが後を引いていて、しどろもどろになっていた。

「何よ、その言い草は！　竜に襲おそわれそうになっただけでショック状態になって息もできなくなってたくせに。誰が人工呼……じゃなくて助けたのよ」

　鈴木の耳に思いがけない言葉が飛び込んだ。

「もおっ、何でもないわよ、莫ば迦かっ！」

　京子は耳たぶまで真まっ赤かにして必ひつ死しに抗こう弁べんした。

「だって確かに言いましたよ。人工呼吸って……まさか僕と、キ、キスを……？」

　鈴木の頭の中に凄すごい妄もう想そうが膨ふくらむ。鈴木まで顔中真っ赤になっていた。

「言わないでっ！　それ以上、あたしに悪あく夢むを思い出させないで。あれは違ちがうのよ。だからそういうんじゃなくて、あのときは仕し方かたなくて……そ、そうよ人じん命めい救助よ。自衛官としては当然の義ぎ務むだったんだわ。そ、それにあれが初めてじゃあるまいし……」

　京子は懸けん命めいに弁解するがかえって動どう揺ようしてドツボにはまっている。話し方もいつもの見み下くだしたような口く調ちようではなくて、ちょっぴり女の子っぽい。

　どうやら形けい勢せいは逆ぎやく転てんしたようだ。こうして見ると京子も昔むかしの面おも影かげもあるし、やっぱりかわいいななんて思えてしまう。でもこれだけ焦あせっているということは本当にキスは初めてだったのかもしれない。

「わかりました。わかりましたから。そのことは忘れますから」

　そう言って宥なだめる鈴木の口元はゆるみきっていた。

「なによその顔は！　思い出し笑いみたいにいやらしくニマニマしちゃって。どうせ気絶してて覚おぼえてないくせに」

「だからそのことはなかったことにしますから」

「そうよ。当然よ。あれはなかったことなのよ。そもそも存在しなかったんだわ。なかったことにするのよ」

　不意に京子が不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。そしておもむろに腰こしのホルスターからシグ拳銃ピストルを抜ぬくと鈴木に突つきつけた。

「な、な、なにを。ま、まさか……しょ、証しよう拠こを消すとか言わないですよね……」

　驚おどろきのまま鈴木が数歩後あとずさった。

「ええ、そうよ。あってはならなかったのよ。あたしが人工呼吸をしたからあなたは助かったのよ。あたしが助けた命なんだから、あたしがどうしようと自由でしょ？　それに初はつ恋こいの相手に殺されるんなら本ほん望もうじゃない」

「そ、そんな～。無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　初恋相手だろうと親の仇かたきだろうと殺されることに変かわりはない。死ぬのは絶対イヤだ！

「恐こわいの？」

「き、決まっているでしょ。それに僕を撃うったら殺さつ人じん罪ざいだ。刑けい務む所しよ行きですよ」

「こんな治ち安あんの悪い新世界で誰が死のうとバレやしないわ」

「そ、それはそうかもしれないけど……やっぱり殺人は倫りん理り的によくないと」

「だったらあたしの手を煩わずらわせないことね。あのことは忘れなさい。一いつ切さいの他た言ごんも無用。もし約やく束そくを破ればどうなるか……わかっているわね」

　京子は一歩だけ前に足を踏ふみ出すと鈴木のおでこを銃じゆう口こうで軽く小こ突づいた。鈴木はよろめいて転ころびそうになった。

「は、はい……」

　鈴木は心しん底そこから震ふるえる声で応こたえた。

「いいっ、絶対だからね！」

　拳銃を振ふりかざして京子が駄だ目めを押おした。

「いったい何が絶対なのかしら？」

　不意に鈴木の背はい後ごで声がした。鈴木は驚おどろいて後ろを振り向いた。

「殿でん下か……」

　その声の主ぬしはナポレオン時代のような白い軍ぐん服ぷく姿すがたのラースターだった。その脇わきには同様の軍ぐん装そうをしたシークス子し爵しやくの姿もあった。

「誰あなた？」

「無ぶ礼れいな。この御お方かたこそディグリト帝てい国こく皇こう帝ていラースターⅢ世陛へい下かにあらせられるぞ」

「皇帝!?」

　鈴木は思わず口走っていた。

「ディグリトは現行の王制を廃はいして帝てい政せいになります。戴たい冠かんは今度の戦いくさに勝ってドコトを併へい合ごうしてからの話ですけど」

「それはまたお勇いさましい話ね。これなら自衛隊の協力なんていらないんじゃありません？」

　王族であるラースターを前にしても全まつたく臆おくさない京子が皮ひ肉にくっぽく言った。

「これはまたご謙けん遜そんを。日本あってのディグリト。陸上自衛隊の協力なしに勝利はありません」

「残念ですが無線で以前ご説明した通り日本では新世界だろうと武力介かい入にゆうは憲けん法ぽう第九条で禁じられてるの」

　京子は毅き然ぜんとラースターに刃は向むかう気のようだ。しかし鈴木はそれを黙だまって見ていた。触さわらぬ神に祟たたりなし。鈴木は日和ひより見み主義に徹てつした。

「ですが邦ほう人じん救出などの目的であれば、アレクサンドリア合ごう意いの解かい釈しやくでも可能なのでは？」

「一応はね。でもそれならたった一人しかいないそこの日本人を安全な所まで送り届とどければ済すむこと。あなた達の戦争に巻き込まれるなんてのは御ご免めんだわ。それに自衛隊の火か力りよくに頼たよらなくても魔ま法ほうがあるじゃない。ちょちょいっと呪じゆ文もんでどうにかすれば？」

「生あい憎にくですが我わがディグリトには魔ま導どう士しはありません。魔導を操あやつるには気の安定した場所でなければなりません。しかし我が国土は特とく異い的に太たい古こより聖せい地ちゾーバントに接した地であるがゆえ、気が不安定で魔導の技術は振しん興こうしませんでしたの」

「それは残念ね。でもね、こっちもあまり頼られてもね。戦車だって六輛きりしかありませんから。聞けば敵軍は十万を超こえるとか。焼け石に水ね。期き待たいされても困こまります」

「それはご心配なく。こちらとしても頼り切るつもりではありません。既すでにソゾフ陥かん落らくと同時に、街まちと王おう都とまでの街かい道どう沿ぞいの家々は焼き払い、食物は全すべて運び去りました。これでモスクワ遠えん征せい時じのナポレオン軍同様、敵は兵ひよう糧りようの現地調ちよう達たつは不可能となり、長大な兵へい站たん戦せんを維い持じするのに少なからず兵を割さかなければならず、行こう軍ぐん速度も停てい滞たいして、慢まん性せい的な食糧不足は士し気きを低下させているはず。それにこちらにも他ほかに備そなえはあります」

　ラースターは軍服の胸のボタンをはずすと無む造ぞう作さに懐ふところに手を入れた。そして手を抜ぬいたときには黒くろ光びかりする拳けん銃じゆうがあった。新宿のチャイニーズマフィアも御ご用よう達たしの五四式拳銃〈黒星〉とも呼ばれるＴＴ‐33トカレフに瓜うり二つだった。

「何で？　ＮＥＣＴで輸ゆ入にゆうは規き制せいされているはずよ！」

「ディグリト国内で開発した独自の兵器ですからＮＥＣＴは関係ありません」

　ラースターはしれっとした顔で言ってのけた。

　京子もディグリトの工業力がガナザートに次ついで新世界第二位の高こう水すい準じゆんにあることは知っていた。しかし火ひ縄なわ銃じゆうならともかく、いくら機き構こうの単純な旧ソ連の銃とはいえ技術的に難むずかしいオートマチックピストルを生産できるほどの技術などあるはずがないのだ。絶対に噓うそだと京子は確信していた。

「ありえないわっ！」

　京子は机つくえを叩たたいて激げつ昂こうした。

「事実ですから仕方ありませんわね。それともこれが密みつ輸ゆ品ひんという証しよう拠こでも？」

　京子は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をして黙だまってしまった。これ以上何の証拠もなく辺へん境きようの小国であっても王族にたてつけば国際問題となるのは必ひつ至しだ。

「それでは自衛隊は協力してもらえますね、少しよう尉い」

「三さん等とう陸りく尉いです、殿でん下かそれとも陛へい下かとお呼びしますか？　それとあたしの話をお聞きになっていらっしゃいました？　あたしは協力する意い志しはないと申し上げたつもりでしたが」

　これ以上ないくらいに慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに京子は言った。

「まあ、そうでしたの？　でもよろしいのかしら。我が国がこのまま戦いくさに負けるようなことになれば、一番お困こまりになるのは三さん尉いのお父ちち上うえではないのですか？　反レフリームの急きゆう先せん鋒ぽうであるサーバストがこの地を支配することにでもなれば、痛くもない腹を探さぐられていろいろなことが露ろ見けんしまいかと、私は心配しておりますのに。なにせ私どもは格別のご融ゆう通ずうを取り計はからっておりましたから」

「なぜ父のことを……？」

　急に京子の顔色が変わった。

「別に不ふ思し議ぎなことではありません。お父上は我が国担たん当とうの外がい務む官かん僚りようなのですから。それに学がく閥ばつもないノンキャリアに過ぎないお父上がなぜ今のような地位に就ついているのかを、頭のおよろしい三尉が不ふ審しんに思わないわけがありませんわよね。それにお父上はなかなか有能な方ですのよ。お父上の便べん宜ぎがなければこれは実現しませんでしたから」

　そう言うとラースターはさっきのトカレフを京子の前にちらつかせた。

「卑ひ怯きようなっ！」

「それならその卑怯者にへつらう売ばい国こく奴どのご令れい嬢じようは何とお呼びしたらいいのかしら？」

「うっ……」

　京子は悔くやしさに口を歪ゆがめはしたが、もうこれ以上ラースターに逆さからうことはできなかった。

「では快こころよく陸上自衛隊のＰＫＯ部隊は協力を申し出て頂いただけますね？」

　京子は不ふ承しよう不ぶ承しよう、こくりと頷うなずいた。

「そうそう、対たい人じん地じ雷らい全面禁止条約に調ちよう印いんしてしまって、処しよ分ぶんに困って持ち込まれた陸りく自じの対人地雷が、二万個ばかり処しよ理りを依い頼らいされてこちらに届とどいております。いい機会ですから、この際サーバストのみなさんにもこの憎にくむべき悪あく魔まの無む差さ別べつ殺さつ傷しよう兵へい器きの処分を手て伝つだってもらいましょう。この意味、わかりますわね。ちなみに我が国はそんな自みずからの首を締しめるようなあんな条約やＮＰＴ（核かく拡かく散さん防止条約）などには、一いつ切さい批ひ准じゆんしておりませんからご心配なきよう。それとお父上もかわいい愛まな娘むすめに苦労はさせまいと八はち三さん式しき地雷敷ふ設せつ装そう置ちも用意して下さいましたから、ご自由にお使い下さい」

　京子は終しゆう始し、ラースターを激はげしい憎ぞう悪おの形ぎよう相そうで睨にらみつけていた。だがラースターは全まつたく意に介かいさないどころか、京子の憎悪と敵てき意いが募つのれば募るほど微び笑しようを浮うかべた。鈴木にはラースターの無む邪じや気きなままの美少女の微笑が残ざん酷こくに見えていた。

　そしてラースターは言うだけ言うと、ダークブロンドの髪かみをなびかせて颯さつ爽そうと愛馬に跨またがって、グランドル城へと帰って行った。

　鈴木はそのまま残っていた。太陽が南なん中ちゆうに昇のぼりきると黒っぽい天てん幕まくの中は通気性も悪いので、蒸むし風ぶ呂ろ状態だった。鈴木はこの熱気と京子のどんよりとした雰ふん囲い気きに嫌いや気けがさしていた。しかし鈴木は帰る機を逃のがしてしまって、帰るに帰れなくなってしまっていたのだった。

「そんなに気を落とさないで下さいよ……」

　無む言ごんの重じゆう圧あつから抜ぬけ出したくて鈴木は適当な言葉を見み繕つくろったのだ。

「誰だれのせいでこうなったと思ってんの？」

　静かな怒いかりを込こめて京子が声を発した。

「すみません。僕の責任です」

　鈴木はぺこぺこ頭を下げた。ここであんたの親父おやじのせいだろうなんてことは、口が裂さけても言えるわけがない。サラリーマンたる者、たとえ自分が悪くなくっても土ど下げ座ざの一つや二つするぐらいの卑ひ屈くつさ……いや、心の寛かん容ようさが必要なのだ。

「なんで謝あやまるのよっ！　あなたは悪くないじゃない！　なんで平気で、すぐ頭を下げるのよ？　そういうところが嫌きらいなのっ！」

　京子が激はげしくまくし立てた。声がかすれて少し涙なみだ声ごえになっていることは、鈍にぶさに定てい評ひようのある鈴木でさえわかった。

「すみませ……あっ！　すみません」

　鈴木は墓ぼ穴けつに墓穴を掘ほった。

「もおっ、いいわっ！　帰ってよ」

　京子は鈴木に背中を向けると天てん幕まくの隅すみに行ってうずくまってしまった。しまった。やってしまった。こと女性の扱あつかいに関しては鈴木は苦にが手てだ。こうなるともうお手上げだ。

「あの……その、もう謝りませんから……」

　何を言って声をかければいいかわからないから、もう支し離り滅めつ裂れつだ。

「こおなったら見てなさいよ。小こ娘むすめが……」

　ガサゴソと音を立てながら京子がぶつぶつ呟つぶやいていると思ったら、突とつ然ぜんすっくと立ちあがった。鈴木は驚おどろいてマヌケにものけぞってしまった。

「な、中なか田たさん……？」

「いいわっ！　そっちがその気ならやってやろうじゃないのよ。こっちだって親の前ぜん科かで薔ば薇ら色いろの出しゆつ世せ街かい道どうをオシャカにされてたまるもんですか！　今に見てなさいよ。絶対っ、あの小娘をギャフンと言わせてやるんだからっ！」

　うって変わって意い気き込ごむ京子は凄すさまじい剣けん幕まくで、手にした〈ふ菓が子し〉をまるで親の仇かたきのごとくかじった。







　第Ⅳ章　邪じや神しん達たちの輪りん舞ぶ曲きよく







　その日のサーバスト連れん合ごう王おう国こく軍ぐんの陣じん容ようは荘そう厳ごんたるものだった。

　聖せい職しよく軍ぐん監かんヴィースはディグリト軍を前にして夜明け前に予あらかじめ決めていた通り、郊こう外がいの田でん園えんと平へい野や部に跨またがる一大地ち域いきにおいて主隊を三隊に分けていた。

　正しよう面めんに布ふ陣じんしたのは精せい強きような紫し紺こん軍団と碧へき緑りよく軍団の正せい規き重じゆう装そう歩ほ兵へい三万五千人、騎き兵へい三千騎。加えて一度は敵てきだったドコト軽けい装そう歩兵一万と元もと国こく連れん傭よう兵へい騎き士し団だん六千をもって正面隊を成なした。

　次ついで左さ翼よく軍ぐんには真しん紅く軍団の重装歩兵一万五千、騎兵二千が、そして名めい誉よある右翼軍には貴き族ぞくの子し弟ていを多く抱かかえる純じゆん白ぱく軍団の重装歩兵一万五千、騎兵三千が布陣した。

　そしてこの三隊には散さん兵ぺいとして各一千人の小しよう楯じゆん兵へい、弩ど兵へい、投とう石せき兵へいの混こん成せい部隊が随ずい伴はんし、敵を三さん方ぽうから包ほう囲いする態勢を整ととのえていた。

　またヴィース自身は後方の予よ備び軍と共にあり、ヴィース直ちよつ轄かつの神しん聖せい軍団と魔ま導どう兵団の計二万と共に決戦投とう入にゆうに備そなえて待たい機きしていた。

　その数まさに十一万二千は新世界にとって歴史上始まって以来の未み曾ぞ有うの大兵力であった。随伴して来た従じゆう軍ぐん商隊でさえ、荷に馬ば車しやは三千輛を優ゆうに越こえ、その中の移動娼しよう館かんの娼しよう婦ふは千人とも二千人とも言われていた。しかし、それでも数が足たりずに行こう軍ぐん途と中ちゆうの兵士による強ごう姦かんは避さけられず、同どう盟めい軍ぐんのドコト公こう国こく領りよう内ないにいたときでさえ日常的に行おこなわれていたくらいだった。

　あの西の最強国ガナザート王国ですら、過か去この最大動員数は六年前の第三次東とう征せい戦争に同盟諸国軍を含ふくめても六万弱だったことを考えれば、いかに今こん次じのサーバスト大聖せい征せい軍が大兵力かがわかるであろう。しかもサーバスト兵は今回の遠えん征せいにあたって圧あつ倒とう的な連勝続きで、連日の強きよう行こう軍ぐんの疲ひ労ろうや食しよく糧りよう不足にも音ねをあげず、将兵の士し気きは最さい高こう潮ちように達していた。

　一方、対するディグリト軍は国王代だい行こうラースターⅢ世を最高司し令れい官かんに自衛隊が駐ちゆう留りゆうしていた城じよう址しの見晴らしのよい高地を策さく源げんとして、その麓ふもとに兵を横おう隊たいに展てん開かいし、サーバスト軍を迎むかえ撃うった。その数、一いつ箇こ師し団だんの二箇歩兵旅りよ団だん七千と四箇騎き兵へい連れん隊たい四千騎だ。それに陸りく自じＰＫＯ部隊の約二百人を含めてもわずか一万二千足らず。これはサーバストの最もつとも手て薄うすな左さ翼よくの真しん紅く軍団にすら及およばない数であった。

　このため動員数にして約十倍以上の大兵力を誇ほこるサーバスト陣じん営えいでは、当然楽勝気分の余よ裕ゆうが漂ただよっていた。

「ディグリト兵ごときは我われらの槍やりの穂ほ先さきを見ただけで城に逃にげ出しちまう」

　彼らにはそう言えるだけの実じつ績せきと自信があり、そして何よりも必ず勝利へと導いて来た信しん頼らいしえる指し揮き官かんヴィースがいた。

　これとは逆にディグリトの兵士達は視し界かいの果はてまでも続く敵の横隊を前に恐きよう慌こう状態寸すん前ぜんだった。鳥の羽はばたく音を聞いただけでも、持ち場を捨すてて潰かい走そうしてしまいかねない状じよう況きよう下かにあって、混こん乱らんを食い止め得たのは、何よりも下か士し官かんの統とう率そつ力りよくと地じ道みちな努力の賜たまものであったのは否いなめなかった。

　何よりディグリトの兵士達は一番に自分自身が信用しきれなかった。敵はあの極きよく東とう最強と謳うたわれたサーバスト軍であり、最強無む比ひの魔ま導どう兵団と神しん聖せい軍団の名はデロナト大陸で最も恐おそれられていた。

「俺おれ達たちはみんなサーバストの奴やつ等らの槍やりで串くし刺ざしにされて殺されちまう」

「いや魔導兵団の魔法で俺らは灰はいも残らず消し飛んで終わりだ」

　そんな囁ささやきがどこからともなく漏もれ出し、波は紋もんのごとく広がるのも無理からぬことではあったのだ。勝しよう負ぶは戦う前に決したも同然だった。

　こんな相そう互ごの憶おく測そくが交こう錯さくする中、天てん球きゆうの東半分が暗くら闇やみからうっすらと明るくなり出した頃ころ、サーバスト本ほん陣じんのヴィースは待ちに待った全軍戦せん闘とう準じゆん備び完かん了りようの伝でん令れいをやっと聞いた。

「アスロっ！」

「はっ、ここに」

　居い並ならぶ神しん衛えい騎き士し達たちの間からアスロが鎧よろいを鳴らして一歩出た。アスロはオオサギモドキの羽はね飾かざりのある兜かぶとに他の神衛騎士と同じく鎧の上から全身をすっぽりと覆おおう神聖軍団の白地に水色のストライプのローブマントを纏まとった出で立ちで、ヴィースの前に控ひかえた。

「命令を下か達たつする。両りよう翼よくの純じゆん白ぱく、真しん紅く両軍団は敵を包ほう囲いすべく機き動どう。払ふつ暁ぎようと同時に両翼隊の騎兵に突とつ撃げきを敢かん行こうさせよ」

「御ぎよ意いにっ！」

　装そう飾しよく性せいのない実戦的な剣けんの柄つかに手をやると、剣をチャッと鳴らすサーバスト式の敬けい礼れいをし、そのまま踵きびすを返して颯さつ爽そうとマントを翻ひるがえすと本陣を下がった。

　命令を各軍団長に副官自みずから通つう達たつするために、まだ足元も暗い馬うま控ひかえまで走り来るとアスロは馬ば丁ていに呼びかけた。しかし馬丁達も迫せまり来る開戦を前にして本陣脇わきでさえ何百頭もの連れん絡らく用よう軍馬の支し度たくにおおわらわでアスロの呼び声に気付かないようだった。

「アスロ様、自分にやらせて下さい！」

　そう言って飛び出して来たのはまだ幼おさなさの残る少年だった。騎ス士ク見ワ習イいアだろう。白いマントは純白騎士団のものだった。少年はアスロの了りよう解かいを得る前にアスロの馬に手て際ぎわよく轡くつわを嚙かませ、鞍くらを載のせると腹はら帯おびをきつく締しめてアスロの前まで馬を引いて来た。

「鐙あぶみの長さは調ちよう節せつしていませんが」

「ありがとう。あとは自分でやるよ」

　アスロは颯さつ爽そうと鞍に跨またがると馬上から少年に礼を言った。

「いいえ、憧あこがれていたアスロ様の馬の支し度たくをさせてもらえただけで光こう栄えいです」

　眼めを輝かがやかせながら少年は興こう奮ふん気ぎ味みに頰ほおを紅こう潮ちようさせた。アスロはハーフエルフだがその優ゆう秀しゆうさゆえに若くしてヴィースに引き立てられて副官にまでなった男であり、また部下思いの性格から若い兵からは慕したわれることも多かった。

「君きみはこれが初うい陣じんか。歳としはいくつなんだ？」

　アスロは鐙あぶみ革がわの長さを片手で素す早ばやく調節した。

「はい、今年で一六になります。母の反対を押し切ってようやく従じゆう軍ぐんできました」

「そうか。頑がん張ばれよ」

「ハイッ！」

　少年の元気な返事を聞きながらアスロは伝でん令れいを伝えるべく馬ば腹ふくに拍はく車しやを入れた。




　とうとう運命の時は来た。

　ヴィースの命令通り、東の彼方かなたの山から朝日が差し込むと同時に左右から先頭の馬の嘶いななきと共に五千頭の馬ば蹄ていが大地に轟とどろいた。

　まだ暗く視し界かいもはっきりしないまま轟ごう々ごうたる地じ響ひびきだけが、ディグリト兵士の耳を襲おそった。それを聞くや、ざわめきが罵ば声せいに、罵声が叫きよう声せいになるや展てん開かいされた歩ほ兵へいの横おう隊たいが隊列を乱みだし、それは正まさにもがき苦しむ芋いも虫むしのごとき醜みにくい蠢うごめきだった。必ひつ死しに十人長ちよう、兵へい曹そう長ちようの下か士し官かん達があらん限りの怒ど声せいを張り上げ剣けんを振ふり回して抑おさえ込んだ。

　だが直後、兵士の誰だれしもがその眼を疑うたがい呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

　一面青あお々あおとした麦むぎ畑ばたけの中から現あらわれた完全武ぶ装そうの敵てき騎き兵へいのシルエットが肉にく眼がんではっきりとわかり、振りかざす槍やりの穂ほ先さきが朝日に眩まぶしくギラギラ反射しているのを恐きよう怖ふの眼まな差ざしで捉とらえたとき、最初のそれは起こった──。

　このとき攻こう撃げき側がわの純じゆん白ぱく騎き士し団だんの一員、ヘイドリッド若わか伯はく爵しやく一六歳は、前方に波立って動どう揺ようする歩兵線を兜かぶとの面頰ヴアイザーのスリットから睨にらみつつ、愛馬にしきりに拍車を入れ、憧あこがれの初陣の騎兵突とつ撃げきに胸むね躍おどらせていた。新しん生せい代だい初期（六千万～五千万年クレスト）に地球に棲せい息そくしていた走行猛もう禽きんディアトリマによく似にた、草原の王グリフォン鳥の紋章を描えがいた楯たても鮮あざやかだった。ヘイドリッド達新しん兵ぺいは騎兵中ちゆう旗き隊たいの中心に配はい置ちされ、古こ参さんの騎兵達に守られるような形で紡ぼう錘すい形けいの突とつ撃げき陣じん形けいで一いつ糸し乱れず敵との間ま合あいを詰つめ、馬の脚を速はや歩あしから襲しゆう歩ほへと移行させた。

　──その直後、麦畑を搔かき分け先さき駆がけしていた前方の騎士が突とつ如じよとして朝の空気を裂さく爆ばく音おんと共に空中にまるで現実味を感じさせずに馬もろとも四し散さんしたのだ。

　ヘイドリッドには何が何だか全まつたくわからなかった。だが彼には当とう惑わくする暇ひまさえなかった。

　また一つ。今度は後方で爆発が起こった。緑みどりの麦が海面のようにうねり、純白のローブマントが激はげしい爆ばく風ふうを孕はらむ。

　──近い！　ヘイドリッドは瞬しゆん間かん的にそう感じた。

　だが次の瞬間には先ほど爆死した騎士と馬の亡なき骸がらが自分の行く手を塞ふさいだのだ。とっさにヘイドリッドは強く手た綱づなを引いて馬を後ろ立ちにさせると辛かろうじて避さけた。だがこれは悪あく夢むの始まりに過ぎなかった。

　次々と火ひ柱ばしらが上がり、その度たびに戦友が吹ふき飛ばされた。併へい走そうしていた幼おさな馴な染じみのサイムが爆発に巻き込まれたときは衝しよう撃げき波はで危あやうく落らく馬ばするところだった。もうそのときには親したしい友人の死を悼いたむ余よ裕ゆうなどヘイドリッドに残ってはいなかった。命令に従したがい果か敢かんにひたすら敵てき陣じんめがけて邁まい進しんする。もうそうすることしかできなかった。

　気が付けば三千を誇ほこる栄えい光こうの純じゆん白ぱく騎士団は見る影かげもなく、わずか一いつ箇こ大だい旗き隊たいにすら満たない数百騎が残るのみだった。

　勇ゆう敢かんなる戦士達が己おのれの勇気と武ぶ勲くんを互たがいに競きそい合う輝かがやかしき栄光の戦場の姿すがたはそこになかった。伝でん説せつや神しん話わの中の勇ゆう者しやなど幻げん影えいに過ぎなかった。あるのは血と屍しかばねと死し臭しゆうに彩いろどられた悲ひ惨さんな死の醜みにくい本ほん性しようだけだった。

　いったい何が自分の身に起こったのだろうか。これが戦場なのか。死とはこのように唐とう突とつに訪おとずれるものなのか。死とはこんなにも惨みじめに悲惨でなければならないのか。こんなふうにして死ぬために戦場へと来たのか。こんなふうに人を殺すために自分は生まれたのか。死しに神がみアフルの黒こく翼よくは自分の視し界かいを覆おおい隠かくし、その銀の鱗うろこの光る盲もう目もくの蛇へびの鎌かま首くびをもたげて炎ほのおの舌したを鳴らしていた。

　死にたくない……死にたくない……死にたくない……死にたくない……

　生への執しゆう着ちやくだけがヘイドリッドの精神を異常と狂きよう気きの奈な落らくへのぎりぎりのところで保たもたせていた……。

　このとき初めてヘイドリッドは誇ほこり高き純白騎士団の純白のマントが血と泥どろに赤黒く斑まだらに汚よごれていることに気付いた。痛みが走る腹ふく部ぶから流れる粘ねん質しつの赤い液体と体外に押おし出された自分の腑はらわたを見た。

「うわあああああああっっ!!」

　今まで抑おさえていた恐きよう怖ふが一気に噴ふき出した。それは未知なる死への恐怖以外の何物でもなかった。

　ヘイドリッドは無む意い識しきに馬に拍はく車しやを入れていた。だが彼はこの場から少しでも早く逃にげ出したかっただけだったのかも知れなかった。そしてヘイドリッドは崩ほう壊かいしていく精神を感じながら馬ば蹄ていの泥を蹴ける音の中にカチッと言う微かすかな音を聞いた…………。




　騎き兵へい突とつ撃げきは失敗に終わった。ヴィース以下側そつ近きんの神しん衛えい騎士達たちは戦場に繰くり広げられた地じ獄ごく絵え図ずに驚きよう愕がくした。今やあの青々と広がっていた田でん園えん風ふう景けいは跡あと形かたもなく消えていた。圧あつ倒とう的な破は壊かいと混こん沌とん、そして渦うず巻まく死。惨さん劇げきの広大な劇場では爆ばく発はつに掘ほり起こされた泥でい土どが辺あたりを黒く染そめ、縦じゆう横おうに走る用水路はどこもドス黒い血と泥に澱よどむ水が流れた。見み渡わたす限り一面はどれ一つとして五体満足な物のないほど凄せい惨さんな死に方をした屍し肉にくと血まみれの肉にく片へんによって埋うめ尽つくされた。ある者は脚あしを、ある者は腕うでを、またある者はその両方や頭までも引き千ち切ぎられ、内ない臓ぞうをぶちまけた黒い屍し体たいだ。

　こんなことがありえるのか？　両りよう翼よくの騎兵突撃は今までの常じよう識しきの範はん囲い内ないでは完かん璧ぺきであった。何よりも彼かれ等らは優ゆう秀しゆうであり勇ゆう猛もう果か敢かんだった。圧倒的な大勝利、それはサーバストの誰だれもが確信していたことだった。それが交戦はおろか敵てき陣じんに達する前に共に脆もろくも大だい崩ほう壊かいしてしまったのだ。しかもディグリト側は矢の一本も放はなたずにだ。

「どうなっているんだ！」

　アスロは畏い怖ふと焦しよう燥そう感かんに煽あおられながら伝でん令れい兵へいに事情を求めた。

「未いまだ報告は……」

　伝令兵もただ口ごもるだけであった。

「何をぐずぐずしているっ！　早く純じゆん白ぱく、真しん紅くの両軍団に状じよう況きようを説明させよっ！」

「ハッ！　申し訳わけありません。只ただ今いまっ！」

　いつもらしからぬアスロの険けわしい口く調ちように伝令兵はすぐ様さまつまずきながらも走り去って行った。

「馬ば鹿かな……いくらレフリームといえど手を下くださずに十じつ箇こ騎兵大だい旗き隊たいに及およぶ五千もの騎兵を抑おさえられると言うのか。神は我われ等らを見み捨すて給たまうのか。だがこんな所しよ業ぎようはそれこそ神でなければ……ま、まさかレフリームは神だとでも言うのか……」

　そんなことがとりとめなく脳のう裏りを流れた。そしてそんな愚おろかな考えをアスロは否ひ定ていしようと必ひつ死しにもがいた。

　アスロは未だ土つち煙けむりの舞まう戦場を見た。一帯には点となって人じん馬ばの軀からだが無数に転ころがっていた。被ひ害がいとしては右う翼よくの純白軍団の方が甚じん大だいであった。真紅軍団の騎兵はすぐに算さんを乱して退たい却きやくしたが、貴き族ぞく出身者が多く名めい誉よ心しんと責任感の強い純白軍団は甚大な被害にも前進を止やめなかったからだ。

　そしてアスロは惨さん憺たんたる戦場から視し線せんを手前に移して先さき程ほどから一言も言葉を発しないヴィースの横顔を見た。ヴィースは眼めを背そむけることなく惨さん状じようを見つめていた。

「何だ？」

　視線に気付いたヴィースが振ふり向いた。

「その、何と言ってよいのか……」

　アスロは慰なぐさめの言葉をかけられなかった。

「……耳ある者よ聞け。槍やりは投げる者を知らず、楯たては守る者を知らず。如い何かなる者も剣けんを交まじえることすら叶かなわず。人ならざる御み使つかいの放つ雷らい霆ていは七しち天てんに轟とどろき九きゆう地ちを抉えぐり八はち億おくの黒い死を与あたえん」

　ヴィースはその長い睫まつ毛げに憂ゆう慮りよを湛たたえていた。

「それは？」

「ウェウス断だん章しようの一いつ節せつだ。まるでこの戦いの光こう景けいそのものではないか……」

「では閣かつ下かはレフリームこそが神自身だと？」

　アスロは不用意に生じていた考えを口にしてしまった。

「そうなのかも知れんな……」

　ヴィースはそう静かに言うとアスロの瞳ひとみの奥おくを見た。

「…………」

　アスロは何も言うことができなかった。

「すまない。つまらない感かん傷しようだったな。それより命令を伝える。直ただちに両翼の純白、真紅軍団を正しよう面めんに呼び戻もどせ。兵力を集中させよ。それと傭よう兵へい騎き士し団だん長ちようナッヘルタイナを召めし出せ」

「しかし今やレフリームの与あたえていた〈天てん使しの翼つばさ〉などと言う薬くすりがなくなって荒あれている傭兵どもをお使いになるのは得とく策さくではないと……」

「構かまわん。ライアルの長ちよう耳じ族ぞくの兵がこの期ごに及およんで姿すがたを見せない今、敵てき陣じん本ほん営えいの後こう背はいを奇き襲しゆうさせるのは奴やつらしかいまい」

　ヴィースはちらっと見せた憂うれいが噓うそだったかのごとく一いつ転てんして炯けい々けいと眼めを光らせた。




「流石さすがは六七式に八〇式、八七式対たい人じん地じ雷らい。どれもレフリームの近代兵器は絶ぜつ大だいね。今いま頃ごろはサーバストの狂きよう信しん者じや共どももさぞかし驚おどろいてることでしょう」

　ラースターは彫ちよう金きんされた無数の軍隊蟻ありの模も様ようをあしらったどこか日本の南なん蛮ばん胴どうに似にた趣おもむきの華か麗れいな甲かつ冑ちゆうを身に纏まとい、戦場となった緑の稲いねや麦むぎの田畑に残るいくつもの黒く焦こげた斑はん紋もんと、その周しゆう囲いに死し屍し累るい々るいと斃たおれた敵兵を双そう眼がん鏡きようで眺ながめては、侮ぶ蔑べつ的に嗤わらった。

「先まずは緒ちよ戦せん勝利、おめでとうございます、陛へい下か。両翼に敷ふ設せつした地雷原げんにより敵騎兵はほぼ壊かい滅めつ状態です」

　側そばにいたシークスが改あらたまってラースターに祝しゆく辞じを述のべた。

「最初にしてはこんなところでしょう。それにしても明らかに劣れつ勢せいな我わが軍が何ら策さくもなくこんな開けた不利な会戦場を選んだと思っているのでしょうか。数を揃そろえても所しよ詮せんは発はつ展てん途と上じよう国こく。近代国家として生まれ変わった我が帝てい国こくの前にはボウフラ同然です。地雷原を馬で越こえようなど無む謀ぼうな。まあ蛮ばん族ぞくには地雷さえ理解できないのでしょうね」

　下ろしたダークブロンドの髪かみを風に吹ふかれるにまかせ、一ひと筋すじを指に絡からめて弄もてあそびながらラースターは蔑さげすんだ口ぶりで話した。

「全まつたく御ぎよ意いにございます」

「今度は我が帝国軍の番です。子し爵しやくに歩ほ兵へい二に箇こ歩兵旅りよ団だん七千を与あたえます。一いつ兵ぺいたりとも余あまさず皆みな殺ごろしにしなさい。それにしても今からサーバスト兵の慌あわてふためく顔が見えるようですね、ふふっ」

　ラースターはシークスに命令を下くだすと点々と黒い芥け子し粒つぶのような敵兵の亡なき骸がらを見てせせら笑った。

「身に余あまる光こう栄えい。陛へい下かの御おん為ためにもこの身に代かえましても必かならずや陛下のご期き待たいにお応こたえしてみせます」

　そしてシークスが指し揮きの元、七千の第一、第二装そう甲こう歩兵旅団が一歩一歩陣じん地ちを堅かためるかのごとく確かな足取りで前進が開始された。

「臆おくするな！　勝利は我われ等らにあるぞ！　進め、進めーっ！」

　旅団長を示しめす紺こんと白のチェックの鎧服サーコートを甲かつ冑ちゆうの上に着込んだシークスは馬に跨またがり歩兵隊を先せん導どうするため盛さかんに檄げきをとばした。シークスの後にディグリトの国章である殲せん滅めつ蟻ありと呼ばれる軍隊蟻の紋もん章しようの軍ぐん旗きを掲かかげた華か麗れいな軍ぐん装そうの旗き手しゆが続く。しかしその後ろは重い足取りの歩兵五千が渋しぶ々しぶと進むのだった。

　このディグリト歩兵は、統とう一いつされた灰かい緑りよく色しよくの軍服に黒くろ革かわの半はん長ちよう靴かと言った現代的な戦せん闘とう服ふくに、古代ローマ風胸甲ロリカ・セグメンタータと兜ポツトを着つけ、片手剣グラデイウスと楯たてを装そう備びしていた。しかし未だ自軍に自信が持てないでいる兵士達にとって、犬いぬ死じに同然の進軍に士し気きはことのほか低かった。対するゾーバント重じゆう装そう歩兵密みつ集しゆう陣じんも呼こ応おうして両軍のきらびやかな軍装を装よそおった隊列が白はく刃じんと白刃の壮大な激げき突とつを前に厳おごそかに前進する。

　敵との相そう対たい距きよ離りが三〇〇メートルを切った。サーバスト陣じん営えいからの弩弓クロスボウの矢が降ふり注そそぎ負ふ傷しよう兵へいが続ぞく出しゆつし出すと兵が浮うき足あし立った。この状じよう況きよう下かでシークスは気き負おう馬を制して歩兵隊列の後方に下がると十倍の敵を正せい視しした。

「全列、攻こう撃げき用意っ！」

　全歩兵は慌あわただしく各小隊士し官かんの指し示じで楯の裏うらにくくり付けてあった物を取り出すと各自点てん検けんを行おこない直ただちに戦せん闘とうの予よ令れいに備そなえた。

　全兵士は二列横おう隊たいを為なし、固かた唾ずを飲んで攻こう撃げき命令を待ち、部隊指揮官は誰だれもがシークスの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見守った。

　シークスは葦あし毛げの馬上から堂々とサーベルを抜ぬき放はなち、勇いさましく切きっ先さきを前方の巨大な敵へと向けた。

「目標っ、各かつ個こ正しよう面めんっ！　距きよ離り二五〇。撃うてーっ！」

　シークスの号令。大地に這はう幾いく万まんもの雷らい鳴めいとなって五千丁ちようの銃じゆう声せいが轟とどろき、集しゆう結けつしつつあった敵サーバストの四個軍団に疫えき病びようのごとく一いつ斉せいに襲おそいかかった。

　サーバストの誰だれもが何が起こったのか理解できなかった。突とつ然ぜん、前列の兵士が断だん末まつ魔まの声をあげながら次々と斃たおれていった。これを見た兵士達は為なすすべもなく、立ち尽つくすかうろたえて逃にげ惑まどうしかなかった。

「見えざる矢だっ！　早く楯を、楯を構かまえろ！」

　それでも十人長ちようや百人長が必ひつ死しになってまとめ、兵士達も小集団ずつに分かれて大楯ホプロンの防ぼう壁へきを作った。だがそんな彼かれ等らにも結果は非ひ情じようだった。銃弾は楯といわず鎧よろいといわずあらゆるものを貫かん通つうし、肉も臓ぞう物もつも全すべてを抉えぐり、生せい者じやを血の滴したたるただの肉にく塊かいへと変えた。

　一人の装そう甲こう銃歩兵がバナナ型弾倉マガジンの三〇発を空からにするのに一分とかからなかった。それは余あまりにも多くの生命いのちを奪うばい過ぎた。

　大だい虐ぎやく殺さつ──後こう世せいの歴史家は、きっと戦争とは呼ばず、こう表現するであろうこの第一撃で、サーバストは全兵力の二割を消しよう耗もうした。

　しかしディグリトの猛もう攻こうは留とどまることを知らず、嵐あらしのごとく銃弾は降ふり注そそいだ。

　サーバストの前ぜん衛えいでは、斃れた兵士の遺い体たいだけが、唯ゆい一いつ生者を守る防壁だった。そのためまだ息いき絶たえていない瀕ひん死しの者も構わず、仲間の手によって土ど塁るい代がわりに積つみ上げられていた。

　そんなとき、アスロは後方予よ備び兵力の重じゆう装そう歩兵二に箇こ大だい旗き隊たい千人を率ひきいて、事じ態たいを収しゆう拾しゆうすべく急きゆう遽きよ前線に派は遣けんされていた。アスロも兵の態勢を必死に整ととのえようとしたが、奮ふん闘とう虚むなしく激はげしい銃じゆう撃げき戦せんに抗あらがうこともできず、身体からだを隠かくすべく軀むくろの防ぼう塁るいに釘くぎ付づけになってしまった。そんなときアスロは眼めの前に、弾たま避よけとして積まれた戦死者の中に少年兵を見つけた。見たところ一四、五歳──今け朝さ会ったあの元気な少年兵だ。それが今や蒼あお白じろい顔を朱あけに染そめて微かすかに息があるだけだった。その眼には死し相そうが見えていた。

「おい、しっかりしろっ！　待ってろよ。いま助けてやるからな！」

　アスロは弾だん雨うの中にも抱わらず、少年の手を取って泥どろまみれの屍しかばねの山から引きずり出そうとした。

「副官殿どの、お止やめ下さい。その者はもう無理です。助かりません」

「うるさいっ！　黙だまれっ！」

　アスロは止めさせ様ようとした兵の腕うでを振ふり払はらった。

「アア・ウッ……」

　そのとき微かだが少年は何かを呟つぶやいた。

「何だ？　何が言いたい？」

「か・あ・さ……ん」

　それから少年兵はもう二度と口を開くことはなかった。それでもアスロは茫ぼう然ぜんとその手をいつまでも握にぎりしめていた。

「この戦いくさは神意による聖せいなる戦いのはずじゃなかったのか。神よ、なのになぜ、我わが神はこうも惨むごい試し練れんをお与あたえになるのですか？　神は我われ等らをお見み捨すてになったのですか。これが自分が信じて来た神の為なす運命だとでも言うのですか。自分はまだあなたのような神を信じて部下に死ねと言わなければならないのですか……」

　セクト神への呪じゆ詛その言葉と共にアスロの眼から自然と熱いものが込こみ上げていた。その潤うるんだ眼で見たその悲しいまでの少年の瞳ひとみがいつまでも脳のう裏りから離はなれなかった。




　対たい照しよう的に一キロと離れていないディグリト陣じん営えいは、歓かん喜きの声に盈みち溢あふれていた。これは実質的な戦果よりも、彼ひ我が双そう方ほうの心理的な効果が強く出た結果だった。この数分間の新世界初はつの近代戦の経けい験けんによって、ディグリトの戦意は最さい高こう潮ちように達し、サーバストは完全に戦意を喪そう失しつしたのだ。

「行けぇいーっ！　サーバストの狂きよう信しん者じやどもを蹴け散ちらせ。勝利は貴き様さまらの銃じゆう口こうの先だっ！　一いち番ばん槍やりには恩おん賞しようも思いのままぞ！」

　何よりも喜よろこび勇いさんだのは陣じん頭とう指し揮きに立っていたシークスだった。彼はこの成功によってより大きな成功を望み更さらなる前進を命令していた。また勝利に酔よった兵士達もこうなると、シークスの命令にもよく従したがった。装そう甲こう銃じゆう歩ほ兵へいは散さん発ぱつ的な発はつ砲ぽうを繰くり返しながら、更に敵てき陣じん深くへと前進して行った。

　だがここで歩兵隊を指揮していたシークスは、一つの過あやまちを犯おかしてしまっていた。彼は目先の戦果に目を奪うばわれて、騎き兵へいとの連れん携けいを無む視しして深入りし過ぎた。無理もないことだった。なにしろ味み方かたの銃の命めい中ちゆう率りつは恐おそろしく低い。第一撃が成功したのも、敵の数が多かったからこそだ。殆ほとんどの兵士は射しや撃げき訓くん練れんもなしに、いきなり実戦で初めて銃を撃うたされたのだから当然だった。

　シークスとしては限られた弾たま数かずで、可能な限り戦果を拡かく大だいさせるためにも、できるだけ近くから射撃させなければならなかった。だが、それが裏うら目めに出た。

　シークス率ひきいる装甲銃歩兵隊は彼我の距きよ離りを狭せばめ過ぎてしまったために、アスロが陣頭指揮した弩いしゆみ、弓、投とう石せき部隊の猛もう威いに曝さらされて前進もままならず、また退たい却きやくすることもできずに無む為いな消しよう耗もう戦せんに突とつ入にゆうしてしまった。しかもサーバスト側がわは、使い馴なれた投とう擲てき兵へい器きでの命中精度は頗すこぶる高く、屍しかばねの壁かべもよい遮しや蔽へい物ぶつとなった。ディグリトはここでまた絶対的な兵数差に圧あつ倒とうされ始めた。

「無能なっ！　レフリームの兵器まで使ってこのざまなのか！」

　今まで嬉き々きとして戦せん況きようを見守っていたラースターも、このシークスの失しつ策さくには眉まゆ根ねを歪ゆがめ唇くちびるを嚙かんだ。

「至し急きゆう、地じ雷らい原げんを迂う回かいして竜りゆう騎き兵へいを敵左さ翼よくに突とつ撃げきさせなさいっ！　それと中なか田た三さん尉いに砲ほう撃げきによる支し援えんも要よう請せいして。それから私も出ます。馬の用意を！」

　ラースターはおもむろに鍬くわ型がた飾かざりのある兜かぶとを被かぶると、苛いら立だった口く調ちようで命令を下した。

「陛へい下か、お待ちをっ！　ここは陛下が出るには及およびませぬ。このまま本ほん陣じんにて指揮をご采さい配はい下さい」

「ここでは機き微びな指揮ができぬ。私が直接陣頭に立って直じかに近衛このえを率ひきいます！」

「ですが陛下の玉ぎよく体たいに万が一のことがあった場合を考えますと……」

「では何、たかがＧＤＰが我が国の百分の一にも満たない未開国を相手に、このディグリト皇こう帝ていたる私が無ぶ様ざまに死に果はてるとでもっ！」

「いえ、決してそのようなことでは……」

「私ともあろう者が下げ賤せんの槍やりで死ぬなどありえないことです。あるのは衝しよう撃げき、重じゆう鎮ちん、制圧あるのみ。よく覚おぼえておきなさい」

　そう言って制止する臣しん下かを振ふり払はらうと、さっさと馬うま控ひかえの方へと足早に歩き出した。

　そしてラースターが出しゆつ陣じん準じゆん備びを整ととのえている間にも、先ほどの砲撃要請を京子は既すでに受じゆ領りようしていた。

「なんで歩兵まであんな銃を持ってるのよ！　絶対っ、どっかの国が闇やみで流したんじゃないの！」

　双そう眼がん鏡きようを片手に京子は口にくわえた〈よっちゃんいか〉を嚙かみ潰つぶしながら一人で憤いきどおっていた。

「へぇ～、ありゃ[image: А][image: К]アーカー‐47、それも中国製ですね」

　肥ひ満まん体質の山口一いつ士しが横から口を挟はさんできた。

「何でわかんのよ？」

「僕ぼくが射撃ツアーで中国で撃うって来たのと、音が一いつ緒しよですからね。基本的にロシア製はもっといいリズムを刻きざみますし。あれはかなりの粗そ雑ざつ品ひんですね」

「よくそんなつまんないことまでわかるわね。そんな暇ひまがあったら一つでも多くの免めん許きよを取りなさいよ。任期が満まん了りようしてもろくな再さい就しゆう職しよく口ぐちがないわよ」

「いえ、自分は曹そう候こう補ほ士しに進むつもりですから」

「だったらあたしのところだけにはもう来ないでね。あたしってミリタリーでもアニメでもオタクって生理的に受け付けないのよね」

「え～っ、そんな～ヒドイですよ～、三尉」

「うっさいわね！　出るわよっ！　あのクソ生なま意い気きなお姫ひめ様さまに借かり作っておかなきゃいけないんだから！」

　京子は酢す漬づけイカを袋ふくろごと山口の口に無理矢理ねじ込んで、軽けい快かいに六一式戦車に搭とう乗じようするとキューポラから上半身を出してマイクで叫さけんだ。

「いいっ！　陸りく自じのポリシーは一いつ発ぱつ必ひつ中ちゆうよ！　わかってるわね！」
















　マイクを通った京子の声は京子の乗る戦車の砲ほう塔とうの両りよう脇わきに取り付けられた大型スピーカーによって最大音量で拡かく声せいされた。

「オ──ッ！」

　隊員は威い勢せいよく声を張り上げた。現代戦ではオンボロの鉄の棺かん桶おけ以下の代しろ物ものでも、六一式戦車新世界では最強無む敵てきの機き動どう兵器なのだ。戦車に乗っている限り絶対に死なないとわかっている隊員達は、何の不安もなく活気に満ちていた。

「出発ーっ！」

　京子の号令に六輛の国こく連れん仕し様ようの白い六一式戦車のエンジンを始動し、履帯キヤタピラがキュラキュラと音を立てる。

　とうとう車体総重量三五トン、五七〇馬ば力りきの巨きよ体たいがキャタピラを地面に食い込ませ土つち煙けむりを巻き上げ、いま最前線のシークスの窮きゆう地ちを救すくうべく出しゆつ撃げきしたのだ。

　先頭を切って走る中田車からは、ワーグナーの管かん弦げん楽がく曲きよく〈ワルキューレの騎き行こう〉が堂々と高らかに鳴り響ひびく。これは京子の個人的な趣しゆ味みで、単に往おう年ねんの映画の〈地じ獄ごくの黙もく示し録ろく〉をマネただけだった。

　と、いかにも颯さつ爽そうと走っているみたいだが、この六一式は、紙の上の数値でも最高時速が四五キロしか出ない。しかも普ふ通つう、戦車はその通りに走ると必ず壊こわれるというのが、旧きゆう大日本帝国陸軍からの格かく言げんだ。よってこのときの戦車小隊も車輛の老ろう朽きゆう化かもあって、時速二〇キロでとろとろと敵てき陣じんへと突つき進んだに過ぎなかった。

　だがそれでも突とつ如じよとして大だい音おん響きようと共に出現した、馬よりも数倍巨大な鉄の塊かたまりの侵しん攻こうを初めて見たサーバスト兵は、第一次大戦でイギリス軍のタンクを見たドイツ兵以上に驚きよう愕がくしないわけはなかった。一いち目もく散さんに逃げ出す兵もいたが、それ以上に過か剰じような恐きよう怖ふに駆かられて全すべての矢が六輛の戦車に集中した。

　スッと矢がキューポラで上半身を晒さらけ出していた京子の頰ほおを掠かすめる。うっすら赤い血が滲にじむ。

　しかし京子は動じなかった。そのまま放はなたれた数百の矢や雨うの只ただ中なかで戦車を停止させた。

「射しや撃げき準じゆん備び！　目もく標ひよう正しよう面めん敵てき密みつ集しゆう陣じん。落ち着ついてよーく狙ねらえ。せっかくイヤミな大おお蔵くら官かん僚りように頭下げてぶんどった防衛費だ。一円も無む駄だにしないで景けい気きよくねーっ！」

　ワルキューレの管弦楽がつ器きの勇ゆう壮そうな音ね色いろに混まざって京子の声が、一ひと際きわ大きく響く。六人の砲ほう手しゆ達たちは唸うなるエンジン音と装そう甲こうに跳はね返される矢のカン、カンっと言う微び音おんを感じつつも、富士総合火か力りよく展てん示じ演えん習しゆうのときのような緊きん張ちよう感かんを抱いだきながら砲ほう弾だんを手早く装そう塡てんした。

「装塡よしっ！」

「照しよう準じゆんよしっ！」

　照準は、新世界の重力は地球の約九三パーセントしかないために、照準修正早はや見み表ひようを見て仰ぎよう角かくを修正すると、砲手がレシーバー越ごしに威い勢せいよく叫さけんだ。

「ぅてーっ！」

　京子の予よ令れいに六門の九〇ミリ戦車砲が一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　ほとんど直接照準での近きん距きよ離り射撃。車体が砲の反動で揺ゆすられるのと同時に、京子は敵陣への弾だん着ちやくを確かく認にん。続いて内ない臓ぞうにずしっと響く重い衝しよう撃げき波はを体感した。

　発射された六発の七〇式九〇ミリＴＫＧ曳えい光こう対たい戦せん車しや榴りゆう弾だんが綺き麗れいなオレンジの光の尾おを描えがいて、敵陣のド真まん中なかを貫つらぬき密集陣の中で大だい爆ばく発はつを起こした。大量の土ど砂しやに混じって人ひと型がたの黒い影かげも爆風に巻き上げられる。

「よーしっ！　前進開始！　突とつ撃げきーっ！」

　結果に満足した京子はサーバスト将兵を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれることになる更さらなる前進を下か命めいしたのだった。

　戦車隊は済なし崩くずしの快かい進しん撃げきを続けた。向かうところに敵はなく、無人の地を行くがごとくであった。

　京子は車長席でお気楽そのものにコーンスナック〈キャベツ太郎〉をつまんでいたが、その頭の中ではある事こと柄がらを思い巡めぐらしていた。ラースターのことだ。鈴木の会社のインターネットで取り寄せた資料を見て、その疑念は益ます々ます大きくなった。

　ラースターⅢ世に関する資料は極きわめて少なかった。わずかながらにわかったのは以下のことだった。ラースターの名は本ほん来らい男性名で、ラースターⅡ世は王国の中ちゆう興こうの祖そにして美び貌ぼうの王であったとされる。だがなぜに彼女にこの名が付けられたのかは、兄あに王おう太たい子しが病弱のためとも言われるが詳しよう細さいは不明。兄きよう弟だいは三歳年上の兄王太子、故こグレミスが一人だけ。しかし彼女は能のない王族にあって幼おさない頃ころから異常な才能と手しゆ腕わんを見せ、一三にして政務に携たずさわり、大だい臣じん達の傀かい儡らい政せい権けんを血の粛しゆく清せいすると共に長年に亘わたる近きん隣りん諸国との領りよう土ど問題の数々を武力行こう使しで平定。以来周辺諸国では〈ディグリトの毒蛇エキドナ〉の異い名みようを取るようにまでなった。

　また彼女はたかが国土一〇万平方キロ、人口一二〇万人の中央から隔かく離りされた辺へん境きようの小国でありながら、ディグリトを百余よある新世界諸国に先さき駆がけて、いち早く地球諸国との積せつ極きよく的な交こう易えきを推すい進しんして近代化を図はかった。領りよう事じ館かんもガナザートに次ついで多く日米中露の四か国に置き、近年はＧＤＰ（国内総生産）が年平へい均きん実質二〇パーセント以上と、驚きよう異いの成長を続けている。

　それ故ゆえに表面的な産業は日本との産さん廃ぱい関係に重点を置いているが、国家規き模ぼでのエルフ奴ど隷れいの人じん身しん売ばい買ばいや麻ま薬やく密みつ売ばい等とうの黒い噂うわさも絶えず、実質的にこれらの取り引きを行おこなっていると思われるディグリト資本のダミー企き業ぎようの存在も幾いくつか存在しているらしい。

　しかし事実はどうあれ、火のないところに何とやらであるからして、ラースターが人形のようなおとなしい虫も殺さないような外見とは、全まつたくかけ離はなれた別人であることだけは確かのようだ。京子が初対面で抱いだいた不信感は、少なくとも全く見けん当とうはずれではなかったのだ。

　それともう一つ。この時期に国王等の暗あん殺さつもひっかかるものを感じていた。そもそもサーバストが狙ねらうとしたら、政治的な影えい響きようが皆かい無むの国王を暗殺するよりは実権を握にぎるラースターを殺した方が賢けん明めいであることは明らかなはずなのに、暗殺者はラースターを殺そうとはしなかった。それがどうしても京子には不ふ審しんに思えてならなかったのだ。謎なぞは彼女の頭の中で一層深まりを見せていた。

　そしてそんなことはお構かまいなしに、刻こつ々こくと戦せん況きようが無線によって傍ぼう受じゆされていた。大たい気き中の電でん磁じ波は障しよう害がいでハイテク兵器は使用が困こん難なんだが十数キロ程度の無線交こう信しんには差し支つかえなかった。

　しかし京子は我わが耳を疑うたがった。突とつ如じよ入って来たこの情報に京子は指でつまみ上げていたスナック菓が子しを思わず落としていた。

「もお三さん尉い、こぼさないで下さいよ。車内に虫がわきますって」

　京子は文もん句くを言う操そう縦じゆう手しゆを無む視しした。

「──こちら吉よし田だ三さん曹そう。北上する未み確かく認にんの騎き兵へい部隊を発見っ！　確認願います、どうぞ」

　単独でディグリト軍の部隊後方を警けい戒かいしていた吉田三曹だった。

「符ふ牒ちようを言え、どうぞ」

「緊きん急きゆうなんだ。早くしてくれ！」

「いいから、合あい言こと葉ばだ」

　焦あせる吉田を相手にせず京子はあくまで手続きにこだわった。

「なくすな、壊こわすな、怪け我がするな！　これで文句ないだろ！」

　吉田はいつもの演えん習しゆう時の符牒を怒ど鳴なった。

「よし、それで？　こちらは中田三尉だ。規き模ぼはどのくらい？」

「数にして五千から六千。いずれも騎兵であります。ここからでは遠過ぎて識しき別べつ不能です。ディグリト軍でこの地ち域いきを移動している部隊はありますか？　どうぞ」

「こちらでは確認していない。敵の可能性が高い。至し急きゆう、所しよ属ぞくを確認せよ、どうぞ」

「了りよう解かいっ！　これより所属不明部隊の偵てい察さつを行おこないます」




　吉田三曹は携けい帯たい無線での交信を終えると、Ｍ３Ａ１短たん機き関かん銃じゆうのマガジンを確認しコックを引き、安全装置セーフテイを外はずす。そしてゴーグルを装そう着ちやくするとバイクのエンジンを始し動どうさせた。エンジンを噴ふかして急発進する。バイクは起き伏ふくの多いうねりのあるオフロード地形をアクセル全開で、颯さつ爽そうとバンクでジャンプを繰くり返しながら疾しつ走そうした。

　みるみる距きよ離りは縮ちぢまった。既すでに肉にく眼がんでも甲かつ冑ちゆうと馬ば蹄ていのあげる土つち埃ぼこりが確認できる距離だ。吉田はこの距離になるとスピードを抑おさえて気付かれないように併へい走そうした。しかしこの部隊が味み方かたならいざしらず、敵であれば不用意に近付くのは危険だった。

　吉田は注意深く観かん察さつした。すると一つのことに気が付いた。馬ば群ぐんの中に翻ひるがえる軍ぐん旗きだ。吉田はそれを確かめるべく、危険を覚かく悟ごの上で近付き双そう眼がん鏡きようを覗のぞいた。それは紛まぎれもなく国こく連れん旗きだった。

「なんだ国連軍かよ」

　吉田は今までの緊きん張ちようが一気に解とけた。何せ今まで訓くん練れんだけで生死に関かかわる任務などしたことはなかったのだ。急に吉田の胸むねを圧あつ迫ぱくしていた何かがすっと解かい消しようし、今度は安あん堵どの気持ちが広がった。

　吉田はこの騎き兵へい隊たいと連れん絡らくを取るべく更さらに接近した。

「おーいっ！　こっちだ、コッチ！」

　吉田はデロナト語を話せないことも忘れて大声で叫さけぶと、疾しつ駆くする騎兵の何人かが吉田を認みとめた。

　吉田がそれを見て笑顔を作って見せると、騎兵はそれを見て、五騎程ほどが駆かけ寄って来た。

　だがその騎兵達は突とつ如じよ、投槍ジヤベリンを放った。次々と射いかけられた槍が、吉田のすぐ目の前をよぎる。吉田はそれを避さけるべくバイクを蛇だ行こうさせた。

「やめろっ！　俺おれは味方だぞっ！」

　吉田は更に大声で必ひつ死しに叫んだ。だが騎兵は一いつ向こうに投槍ジヤベリンを放つのを止やめず、逆にその数は増ふえる一方だった。これで吉田もやっとこの目の前の集団が敵であることに気付いた。迂う闊かつだった。

「糞くそがっ！　そっちがその気だってんならやってやるぜっ！」

　吉田は器き用ようにバイクを操そう作さして槍を躱かわしながらも、短たん機き関かん銃じゆうを構かまえ即そく座ざに発はつ砲ぽうした。小こ気き味みいいリズムの連れん射しや音おん。吉田が薙なぐようにして銃身バレルを左右に振ふると、面おも白しろい様ようにばたばたと人じん馬ばの隊列が崩くずれた。

「ざまあみさらせやっ！」

　弾倉マガジンの三〇発はあっという間に毎分四五〇発の速さで馬群に吸すい込まれ空からになった。吉田はすかさずマガジンを抜ぬくと、すぐさま腰こしの予備弾倉リザーブマガジンをまさぐった。そして次の弾倉マガジンを弾囊ポーチから引き抜くと、空の弾倉マガジンを弾囊ポーチへ入れた。

　このとき多少もたついてしまった。空のマガジンなんぞ捨すててしまえばよかったのだが、日ひ頃ごろの訓練で空から薬やつ莢きようの一発でさえも回収する自衛隊のみみっちい貧びん乏ぼう癖ぐせが身に付いてしまっていて、ついやってしまっていたのだ。

　これが命取りとなった。一いつ瞬しゆんの反はん撃げきの遅おくれで、前ぜん輪りんのスポークの間に狙ねらいすまされた槍やりが突つき刺ささった。

　途と端たん、一気に前輪が急制せい動どうするショックが襲おそう。吉田はバイクから放ほうり出された。バイクは何回も回かい転てんしながら地面にバウンドして、最後には激げき突とつすると爆ばく発はつ炎えん上じようした。

「……つー痛たたたっ」

　数十メートル転ころがった所で、吉田は痛みの走る首と背中に手を当ててみた。怪け我がはないようだった。柔じゆう道どうの受け身はこんなときに役に立った。次に無む意い識しきに銃じゆうを探さがしていた。だが見える範はん囲いに銃はなかった。それで吉田は銃を見つけるためやおら起き上がろうと目め線せんを上げた。そこには馬上の鎧よろい姿すがたの騎兵が──

「わあああああっ！」

　立ち上がろうとした吉田は尻しり餅もちをつくと、そのまま尻を擦こすって後あとずさった。だがその左胸には無む情じようにも騎兵の短たん槍そうが打ち込まれていた。




　十分後、無線は未まだ沈ちん黙もくしたままだった。

「遅おそいわね。まだ出ないの？」

　京子は無線連れん絡らくがないことに焦あせっていた。

「はい、こちらの呼びかけにも一いつ切さい応答がありません。この距きよ離りなら電でん磁じ波は障しよう害がいの影えい響きようは少ないはずですから、無線機の故こ障しようか吉田三さん曹そうに何かあったとしか……」

「それで最後の交信地点はどこだったの？」

「三曹の報告では、ここから南、七時方向、約三キロの森しん林りん地帯沿ぞいです」

「となると、森の中のタヌ食の廃はい棄き処しよ分ぶん場の近くよね」

「はい、元々、三曹はそこを監かん視しする目的で配はい置ちしていましたから」

「どうも気に入らないわね。これから待たい機き中の六〇式を出して見に行ってみるわ」

「しかしそれではこちらの戦車隊の指し揮き系けい統とうが……」

「適当に弾たま撃うってればいいのよ！　ここの指揮権は二号車の木き村むら一いつ曹そうに委ゆだねます。いいわねっ！」

「し、しかし……」

「ぐだぐだ言ってんじゃないわよっ！　あとは任まかせたからね。それじゃっ」

　京子は一方的に言うだけ言って、車しや載さい機き関かん銃じゆうで一連れん射しやをお見み舞まいして威い嚇かくした。そして、素す早ばやくキューポラからその細い二本の脚あしを抜ぬいて戦車から飛び降りると、拳けん銃じゆうを片手に全速力で、とりあえず六〇式自じ走そう無む反はん動どう砲ほうが待機している後方の防ぼう御ぎよ拠きよ点てんに向かって走り去った。




　砲ほう声せい飛び交かう戦場の中にあって、ヴィースは浮うき足あし立つ将しよう兵へいを後しり目めに拠きよ所しよを変えることなく不動であった。

　たった六輛の六一式戦車は完全に十万の味み方かたの抵てい抗こう線せんを瓦が解かいさせた。

　一二・七ミリ重機関銃Ｍ２を乱らん射しやする戦車を先せん導どうに装そう甲こう銃じゆう歩ほ兵へいがその陰かげに隠かくれるようにして追つい従じゆうし、ハイエナのごとく残ざん敵てきを掃そう討とうしていた。

　戦車は濛もう々もうと黒こつ褐かつ色しよくの排はいガスをあげながら、屍し体たいで築きずかれたサーバストの防ぼう塁るいを履帯キヤタピラで骨をも粉こな々ごなに潰つぶし、肉と臓ぞう物もつをミンチにして乗り越こえ、敵てき陣じんを中央突とつ破ぱした。

　崩ほう壊かいしてしまった前線から戻もどったアスロは、レフリームの威い力りよくをまざまざと見せつけられたので再さい三さん、撤てつ退たいを進言したがヴィースが聞き入れなかった。爆ばく音おんと機関銃の不ぶ気き味みな音はもうすぐ近くから聞こえていた。

「もう無理です。このままでは長くないうちに敵はここまで達します。レフリームの魔ま導どうには打つ手がありません。ここは退たい却きやくして全軍の態勢を整ととのえなければ」

「時間がないな。魔導兵団を投とう入にゆうする」

　ヴィースは毅き然ぜんとして言い放はなった。

「ですがここは禁きん域いきに近過ぎます。この異常なまでの〈風〉の気の支配する中では、魔導を用もちいてはどんな影えい響きようがあるか……」

　アスロは怯おびえるように声をうわずらせた。

「そうだ。ここは禁域に余あまりにも近過ぎる。だが逆に言えばここは禁域ではない」

「確かにそうですが、魔導兵団を投入したところで、我われ等らに勝しよう機きはもう……」

「早くしろ！　全責任はこの私が負おう。それにこれは教きよう王おう陛へい下かの勅ちよく令れいだ。逆さからうことは許されん」

「ですが本当にこの戦いくさは我が主しゆ神しんセクトの意い志しによる正せい義ぎなのでしょうか？　我等が真まことに正義ならば神のご加か護ごを得るはずでは。ですがいまや……」

　アスロはとうとうこの戦いと信しん仰こうへの不信感をヴィースにぶつけた。

「命令が聞こえなかったのか、アスロ。魔導兵団を出せと言っているのだ」

　ヴィースが鋭するどい目付きで睨にらみつけた。その眼めは何かに憑つかれたような本気の眼だった。

「わ……わかりました」

　アスロはその眼を見たらもう黙だまって従したがうしかなかった。

　この時点で未いまだ無む傷きずなのは予よ備び兵力で残していた神しん聖せい軍団と魔導兵団のみだった。他ほかはかなりの損そん害がいを被こうむっていた。特に中央の紫し紺こん軍団、碧へき緑りよく軍団は戦車隊によって完かん膚ぷなきまで打ち崩くずされて全ぜん滅めつしていた。

　すぐに後方に待たい機きしていた魔導兵団が召しよう集しゆうされた。その数、一千余よ。

　魔導兵は全員がフードのある漆しつ黒こくの外がい套とうに全身を覆おおい絶たえず寡か黙もくであり、周しゆう囲いには独特の異い様ような雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　魔導兵──それは魔導を用いるサーバスト独自の兵へい種しゆだ。元がん来らいは神しん殿でん守しゆ護ごの魔導士であったが、いつしか戦場にも投入され出した。彼らは強力な攻こう撃げき魔ま法ほうに長たけたエリート集団であり、その数は全サーバストでも三千とはいない。だが彼らは誰だれしも一いつ騎き当とう千せんの強つわ者ものであり、数こそ少なくともその強さは絶ぜつ大だいなるものがあった。

　そしてついにこの魔導兵が戦場の表おもて舞ぶ台たいに立つことになったのだ。魔導兵団の投入に合わせて、ヴィースは歩兵の消しよう耗もうが比ひ較かく的少ない両りよう翼よくの純じゆん白ぱく軍団、真しん紅く軍団を前線から更さらに後こう退たいさせ、後方の神聖軍団と合ごう流りゆうするように命じた。これは兵力の温おん存ぞんと集中を兼かねた命令であった。

　これとは逆に、魔導兵団を壊かい滅めつ寸すん前ぜんの正しよう面めん部隊の直後に進出させ、中央突とつ破ぱを試こころみる敵軍を待ち構かまえる態勢に出た。

「よいかっ！　我等の槍やりも矢も敵の不ふ可か視しなる雷いかずちの矢の前には通用せぬ。だがこれ以上、奴やつ等らの思い通りにさせてはならぬ。誇ほこりある卿きよう等らの力をもって敵の前進を阻そ止しせよ！」

　馬上のヴィースは隊列に沿そって馬を進めて閲えつ兵ぺいしながら展てん開かいを終しゆう了りようした魔導兵団に向かって激げき励れいを送った。

　ザッ。一いつ斉せいに不動だった魔導兵の一千の長ちよう剣けんが頭上に掲かかげられる。屹きつ立りつする剣けん刃じんの群むれに照てりつける太陽が眩まぶしく反射した。

「全隊前進っ！」

　ヴィースの直接の号令に合わせて魔導兵は、一いつ切さい無む言ごんのまま軍ぐん靴かの音だけを響ひびかせながら一いつ糸し乱みだれぬ行こう軍ぐんを開始した。唯ゆい一いつ、あの無敵だった魔王軍と互ご角かく以上に闘たたかった恐きよう怖ふの軍団が一歩一歩着実に目もく前ぜんに迫せまる虐ぎやく殺さつの死地へと赴おもむくのであった。

　ヴィースは魔導兵団の進軍から目を離はなさないまま、横に控ひかえているアスロに小声で話しかけた。

「アスロ、貴き様さまを含ふくめ選えりすぐりの精せい鋭えいの神しん衛えい騎き士しを二〇騎用意せよ」

「はっ！　しかし何のために？」

「私は指し揮き権けんを純白軍団のジーストラット伯はくに委い譲じようする。我々は本隊を離れ、これより教きよう王おう陛へい下かの聖せい勅ちよくの実行に移る」

　そこまで聞いただけで、アスロはヴィースが何をしようとしているのか全すべてを了りよう解かいした。




　シークスの二に箇こ装そう甲こう歩ほ兵へい旅りよ団だんは、かなりの被ひ害がいを被こうむりながらも敵てき陣じん深く食い込んでいた。また急進した第二機き動どう竜りゆう騎き兵へい連れん隊たいもサーバストの両翼部隊が後こう退たいしてしまったために、肩かた透すかしを食ってしまい、そのまま実みのりの少ない正面部隊の包ほう囲い殲せん滅めつ戦せんを展てん開かいしていた。

　既すでに当初四万八千を数えたサーバスト正面部隊は見る影かげもなかった。前線を最さい期ごまで死し守しゆした重じゆう装そう歩兵は疾とうの昔むかしに壊かい滅めつし、時折ゲリラ的に騎兵突とつ撃げきを敢かん行こうするサーバスト投とう槍そう騎兵の小集団があるばかりであった。

　それでもこの騎兵突撃は、装甲銃歩兵にとっては充じゆう分ぶん脅きよう威いだった。ディグリト側でも消しよう耗もうは激はげしく、隊列も乱れて散開してしまっていて数時間に及およぶ戦せん闘とうの結果、兵士達の多くは既に弾たまを使い果はたしてしまっていた。

「くそっ、弾切れだっ！　ゴース、弾をくれ」

「こっちも、あと十発もないんだぜ」

　装甲銃歩兵のジョスパとゴースは窪くぼ地ちを待たい避ひ壕ごうにして交戦中だった。

「なんてこった！　こんなとこで、いつまでもまごまごしてたら、すぐに騎兵の奴やつ等らに囲かこまれちまうぞ」

　ジョスパは[image: А][image: К]アーカー銃じゆうを抱かかえながら砂すな混まじりの唾つばを吐はき捨すてた。

「もうこの辺へんじゃ、弾だん倉そうを残して死んでる奴なんていそうもないしな」

　ゴースはぼやきながらそれでも辺あたりを見回してみた。

「いたって、とっくに弾だけ抜ぬかれてるよ。だいたいレフリームの武器も弾がなけりゃ、棍こん棒ぼうにもならねえ。ここは後こう退たいするしかないな！」

　ジョスパは頭だけを窪地の縁へりから出すと辺りを窺うかがった。運よく今は敵兵の姿すがたはなかった。

「だけどそれじゃあ命令違い反はんだぜ」

　ゴースはためらいがちに口ごもった。敵てき前ぜん逃とう亡ぼう罪ざいは死罪だ。

「死んだ奴の銃だけはしっかり回収しても、俺おれ達たちには弾の補ほ給きゆうもなしってんじゃ、どうやって闘たたかえってんだ！　このままここにへばりついてても殺されるのを待つだけだぜ！」

「そ、それもそうだけどよ……」

「俺はいやだね、そんなのは。俺は一人だけでも下がるぜ！　そんなに残りたきゃ残りな。それじゃあな、ゴース！」

　そう言うとジョスパは、窪地から飛び出すと騎兵に見つからないように腰こしを屈かがめて、一いち目もく散さんに走り出した。

「あ……ま、待ってくれよ」

　それを見てゴースも急に恐こわくなって慌あわてて逃にげ出していた。

　このように進軍は思う様ようにはかどらず、累るい々るいと屍しかばねの散さん乱らんする戦場では騎兵隊同士の突とつ発ぱつ的な遭そう遇ぐう戦せんが主流となっていた。

　ラースターも古こ城じようの防ぼう衛えい拠きよ点てんを後にし、かつてサーバスト重装歩兵の第一線があった地ち域いきにまで馬を駆かって、近この衛え胸きよう甲こう騎兵隊と共に進出していた。

「思ったよりも我が方の戦死者が多いわね。どういうことです？」

　ラースターは無数に転ころがる無む惨ざんな死体も平然と観かん察さつしていた。

「何ぶんにもここは敵の抵てい抗こうも激はげしく戦せん闘とうも熾し烈れつを極きわめましたので……」

「……うっぅ……たすけ……」

　蚊かの鳴くような声が聞こえた。ラースターの馬の脚あし元もとの地面に倒たおれた泥どろ塗まみれの兵士が、呻うめき声を漏もらして手を伸のばしてきたのだ。見ればディグリト兵だった。

「目め障ざわりだな」

　ラースターは、その兵士に眼めを止めるや否いなや、トカレフで後こう頭とう部ぶをスイカのように撃うち抜ぬいていた。金色の空から薬やつ莢きようが音もなく、軍ぐん靴かと馬ば蹄ていに踏ふみ躙にじられた地面に転がった。

「それで、現在の最前線の最深進出地点は？」

　ラースターは返り血さえも気に留とめることなく、幕ばく僚りように問い質ただした。

「はい、ここから北に一・二キロ程ほどの地点です」

「まだそんなところなのですか。シークスは何をぐずぐずしているのですっ！」

　馬上の華か麗れいな装よそおいのラースターは不ふ甲が斐いないシークスに苛いら立だちを募つのらせた。

「ですが殆ほとんどの歩兵には、もう残ざん弾だんがなく、これ以上の進出は……」

「なら騎兵を突とつ撃げきさせなさい！　命令は既すでに出したはずですが」

「はい、ですが騎兵は現在歩兵の援えん護ごのため……それに未いまだ敵の後方には精せい鋭えいの神しん聖せい軍ぐん団だんと魔ま導どう兵へい団だんが手つかずのまま。単独での用兵は危険が多過ぎるかと……」

「何のために華か僑きようの闇やみルートを通して、人じん民みん解かい放ほう軍ぐんから銃じゆうを購こう入にゆうしたのです。一いつ丁ちようにつき千二百ＵＳドルも出したのですよ。火か力りよく集中で掃そう討とう殲せん滅めつなさい！　それが無理なら〈神の息吹いぶき〉を使います。こちらは風かざ上かみです。準じゆん備びだけはしておくように」

「そ、それだけは……〈神の息吹〉だけはお許しを。ここはディグリトの領内です。どんな恐おそろしい影えい響きようが出るやも知れません」

　将しよう官かんである騎き士しが血けつ相そうを変えて懇こん願がんした。

「なら結果を出すことです。私が歩くのはサーバスト人の骸むくろの絨じゆう毯たんと知りなさ……」

　突とつ然ぜん、ラースターが胸を押おさえてうずくまった。がたがたと小こ刻きざみに震ふるえている。そのうつむいた表情には眉み間けんに深く皺しわを寄せて、必ひつ死しに苦痛から堪たえていた。

「殿でん下か！」

　近きん習じゆうの騎き士しが駆かけ寄った。しかしラースターは片手を突つき出して彼を遮さえぎった。

「……案ずるな……いつもの発ほつ作さだ。早くアンプルを」

　ラースターの言葉にすぐに後ろに控ひかえていた女によ官かんが銀色の小さなケースを差し出した。ラースターは奪うばい取るようにしてステンレス製の蓋ふたを開けると、中から注ちゆう射しや器きと小さな小こ壜びんの薬やく品ひんアンプルを取り出した。震える手で注射器をアンプルに刺さして薬品を注射器に移すと、そのまま首くび筋すじに針はりを突つき立てた。薬品を体内に注ちゆう入にゆうしてゆく。苦く悶もんに歪ゆがんだ表情がすうっと和やわらいでいった。それでもまだ少し辛つらそうにラースターは注射器を抜き取った後も動かなかった。静かに深しん呼こ吸きゆうをして呼吸を整ととのえていた。

　数分後、心配そうに見守られる中、ふらふらと魂たましいが抜ぬけたかのように立ち上がった。顔色は青あお褪ざめていた。

「よろしいのですか。少し休みを取られては？」

　居い並ならぶ武官の中で階級の最もつとも高い将官が寄り添そうようにして声をかけた。

「もう大だい丈じよう夫ぶです。それより卿けい等らは卿等の責せき務むを果はたせ」

「はっ！　御ぎよ意いのまま」

　側そつ近きんの騎士は主しゆ君くんながらその狂きよう気きじみたラースターの言動に恐きよう怖ふを感じていた。







　第Ⅴ章　闘とう争そうと逃とう走そうの果はてに







　ところで鈴すず木きはというと、この気けだるい午後をシファーと一いつ緒しよに過ごしていた。数キロ先では、熾し烈れつな闘たたかいの真まっ最中ただなかである。しかし湾わん岸がん戦争から始まってコソボ空くう爆ばくなど、ニュースで流れる海の向こうの紛ふん争そうはあまりにも現実感が欠けつ如じよしていて、実際の戦争と戦争シミュレーションゲームの違ちがいさえ、何となく曖あい昧まいで漠ばく然ぜんとしていた。それに鈴木の育った家か庭てい環かん境きようが核かく家族で、祖そ父ふ母ぼの身み近ぢかな死に遭そう遇ぐうすることもなかったので、〈死〉に関する意い識しきも低いのが原因かもしれなかった。

　しかしシファーも気が気ではないのか、昼ちゆう食しよくの食器や茶ちや碗わんを給きゆう湯とう室しつへと持って行くだけの仕し草ぐさもどこか違ちがって見えた。広大な敷しき地ち、と言っても居きよ住じゆう区くは猫ねこの額ひたいよりも狭せまい。そんなところで一日中ずっとシファーと一緒にいるわけだから、こうして流し台に立つ後ろ姿すがたなどを見ると何だか新しん婚こんさんみたいな錯さつ覚かくを抱いだいてしまう。

　このところシファーはどこにしまってあったのか、三年前にタヌキ食品が応おう募ぼ者しやプレゼント用に作ったタヌキのエプロンをしていることが多かった。これがまた妙みように似に合あっていて新にい妻づまっぽいのだ。鈴木だって、つい後ろから抱だきしめたいと思うこともある。

「わたしの背中に何か？」

　鈴木の熱っぽい視し線せんを感じてシファーが振ふり向く。

「え……いやなんでもないよ」

　慌あわてて鈴木は顔を紅あからめてごまかした。

「それならいいんですけど……。やはり気になりますか？」

「そ、そうだな……」

　何かシファーにやましい心を見み透すかされているようで、自分が恥はずかしかった。

「やはり気になりますよね。すぐ近くで戦争をしてるんですから」

「え……ああ、戦争のことね。いやぁ、気にならないと言えば噓うそになるけど……」

　どっと鈴木の背せ筋すじに冷ひや汗あせが流れた。

「そうですよね。やっぱりたくさんの人が死ぬんですよね」

「……だろうね」

「でもなんで争あらそい合うんでしょう？　争いは憎にくしみと悲しみ以外何も生まないのに。憎しみと悲しみを塗ぬり重ねてゆくだけなのに。御主人様はどう思いますか？」

「そうだね。うん、戦争はいけないことだね」

「どうしていけないと？」

「さあ、それは……みんなそう言ってるし。それに僕ぼくは社会は地理選せん択たくだったから」

「地理選択ですか……？」

　鈴木にはそれ以上のことは応こたえられなかった。なにしろ今までの人生の中で、戦争について考えたことなど皆かい無むだ。学校で習ならったのも、応おう仁にんの乱らんとか関せきヶが原はらの戦いとかの年号くらいだ。

　それに日本では「戦争＝悪い」と言う安あん直ちよくな図式しかないわけで、鈴木がこれ以上、戦争の本質について語ることができないのも無理もないことだった。鈴木もご多た分ぶんに漏もれず完全な日本原産の平和ボケなのだ。

「……それにさ、ここのセキュリティ・システムは最新だからね。ここにいる限りはどこよりも安心だよ。それに万が一の場合にも警けい報ほうがこうやって鳴るし…………ん!?」

　ビーッ・ビーッ・ビーッ……。

「あの～、なにか鳴ってますけど？」

　きょとんとした顔でシファーが鈴木の放ほう心しんしたマヌケ面づらを覗のぞき込む。

　言ってるそばから警報の電でん子し音おんを天てん井じようのスピーカーががなりたてているではないか。室内の照しよう明めいも暗くなり、赤せき色しよく灯とうが点てん滅めつしている。はははは……異い常じよう事じ態たいだ。

「なっななな何で鳴ってんだっ！」

　落ち着ついた様よう子すのシファーに対して鈴木は動どう揺ようしまくっていた。

「さあ、どうしてでしょう？」

　事態の重大さを把は握あくしていないシファーには緊きん張ちよう感かんのかけらもない。

　鈴木は急いで、事務所内唯ゆい一いつのコンピューターの前に駆かけ寄った。マウスで素す早ばやくガードマンの形をしたアイコンをダブルクリックする。次々にウインドウが開いて行く。最後にモニターに映うつし出されたのは、施し設せつ内の立りつ体たい見み取とり図ずだ。そして画面には、赤く点滅するマーカーが点々と……。

「──しっ、し、し、し、侵しん入にゆう者しや!?　しかもこんなに！」

　思わず声に出していた。しかしエラーの可能性もある。わずかな期き待たいを胸むねに鈴木はモニターに一六分ぶん割かつで監かん視しカメラの画像を呼び出した。

　悪あく夢むだ。そこには各所に映し出される兵士の姿があった。

　最悪だ。赤く点滅するマーカーはもうここのプレハブ小屋と目の鼻の先にまで迫せまって来ていた。

「逃にげようっ！」

　鈴木はシファーの手を取って眼めを見つめた。

「どうしたんですか急に？　それに逃げるってどこにですか？」

　相あい変かわらずシファーはおっとりしている。

「わからないよ。でも、どこでもいいから。とにかくここは危険なんだ！」

　鈴木はぼーっとしているシファーを急せかして手首を摑つかんで無理に引ひっ張ぱった。

「痛いッ！」

　シファーが小さく悲ひ鳴めいを上げる。

「アッ、ごめんっ！」

　シファーの悲鳴に驚おどろいて手を離はなした。

「本当にどうしたんですか？　そんなに焦あせって」

「──いいから早くっ！　訳わけはあとで話すから」

「は、はい……」

　有う無むを言わせず鈴木はシファーと手と手を取りあってプレハブを出た。

　ドッ！　その途と端たん、鈴木の鼻先をすり抜ぬけて、合ごう板はん製せいのドアに太矢ボルトが突つき刺ささった。

「ヒャ～ッ！」

　余あまりの出で来き事ごとにワンテンポ遅おくれて、素すっ頓とん狂きような声をあげて尻しり餅もちをつく鈴木。あまりのことに混こん乱らんしまくって、頭の中のヒューズが切れた。鈴木はすっかりもぬけの殻から状態だった。

　シファーは瞬しゆん間かん的に身を伏ふせていた。太矢ボルトの飛んで来た方を確かく認にんすれば、弩クロスボウを持った兵士四人が向かって来るではないか。

「早く立って下さい。立って！」

　呆ほうけている鈴木とは対たい照しよう的に、シファーの態たい度どは一いつ変ぺんした。さっきまでのおっとりとした話し方ではなく声からして凛り々りしかった。

「…………ああ」

　シファーの豹ひよう変へんぶりに圧あつ倒とうされて鈴木は促うながされるままに頷うなずいた。

「自転車はどこです？」

「裏うらに止めて……」

　鈴木が震ふるえる手で指差しながら言い終わる間もなく、今度はシファーが鈴木の手を取ってプレハブの裏へと回った。すぐに鈴木が自転車のチェーンロックのダイアルを回した。だが気ばかり焦って微び妙みようなところでロックが開かない。

「焦らないで下さい」

　シファーが心配そうに声をかけた。だが緊きん張ちようと恐きよう怖ふで手が震える。番号は確かに一一九二……でも開かない。

　その間にも先さき程ほどの四人の兵士は着実に迫せまって来ている。

「捜さがせ、近くにいるぞ！」

　兵士の声が間ま近ぢかに鼓こ膜まくに響ひびいた。素す手でながらシファーが身み構がまえた。だが戦たたかって勝てる相手ではない。相手は完全武ぶ装そうの兵士、しかも四人。こっちは女一人と運動音おん痴ちの男が一人。もちろんサラリーマンの武器といえば名めい刺しくらいだ。勝てる道理がない。逃にげるしかなかった。

　憔しよう悴すいしきって気ばかりが焦ってしまう。チェーンロックが脂あぶら汗あせでねっとり濡ぬれている。

「いたぞっ！」

　鈴木が振ふり向くと、口の周まわりに黒々と髭ひげを生はやしたがたいの大きな兵と眼が合った。そして兵は自転車の前に屈かがみ込んだ鈴木を睨ねめつけるや否いなや、弩いしゆみを投げ出し分ぶ厚あつい剣けんを抜ぬいた。剣が銀色に光る。

　と同時にチェーンロックが外はずれた。

「──はずれたっ！」

　だがそのときには兵士が躍おどり掛かり、剣が鈴木に向かって袈け裟さ切ぎりに斬きりかけられた。

　もう駄だ目めだ。斬られる──そう感じたときには身体からだがすくんで動けなかった。

　ガッシャーンッ。剣けん刃じんが鈴木の鎖さ骨こつを砕くだき割る寸前に兵士の剣が止まった。

　崩くずれ落ちる兵士の後ろにはシファーの姿があった。

「さあ早く出してっ！」

　シファーはさっさと自転車の荷に台だいに乗ったのだった。鈴木はペダルに力を込こめて踏ふみ出した。後には倒たおされた兵士の頭の上に割れた植うえ木き鉢ばちと、シファーが日ひ頃ごろ世せ話わしていたパンジーの花が見み事ごとに咲さいていた。




　陽ひ射ざしは暖かく、シファーの長く美しい黄おう金ごんの髪かみをなびかせる涼りよう風ふうが心地ここちよい。しかもシファーの豊ゆたかな胸が鈴木の背中に密みつ着ちやくして温あたたかく柔やわらかな感かん触しよくが直じかに伝わって……これがサイクリングだったらどんなによかったか。

　しかし鈴木は逃とう亡ぼう中だ。この至し福ふくの余よ韻いんに浸ひたる余よ裕ゆうもないままに、ひたすら自転車をこぐしかなかった。こんなことならアスファルトとエアコンの室外機に加速された炎えん天てん下かのオフィス街がいをおとなしく営業していればよかったと後こう悔かいしている。唯ゆい一いつの救すくいと言えば、シファーの胸の感触だけ。でもそれだけでも満足と思ってしまうところが小市民なのだろう。

「どこへ向かっているんですか？」

　シファーは風に乱みだされて顔にかかる髪を片手で抑おさえながら話しかける。

「わかんないよ。取り敢あえず奴やつらがいないところにと思って……」

　二人乗りはかなり体力を消しよう耗もうする。ずっと全力でこいでいる鈴木の脚あしはもうパンパンに張っていた。

「どこか安全な場所はないんですか？　兵隊が入ってこられないような所は？」

「そう言われても……あっ、もしかしてＮ１区く画かくなら！」

「えぬわんくかく？」

「この施し設せつの中央部にある放ほう射しや性せい廃はい棄き物ぶつ専用の処しよ分ぶん施設なんだ。場所は逆方向だけど、あそこならＩＤカードがないと入れないんだ」

「なら、そこへ行ってみましょう」

「そうだね。放射能の危険性はあるけど、殺されるよりはマシだ。そうしよう」

　鈴木達は一路、Ｎ１区画を目め指ざした。しかし自転車でもここから一五分はかかる。その途と中ちゆう、いつ敵てきと遭そう遇ぐうするかわからなかった。

　危険な賭かけだった。そして不ふ幸こうの星の真下に生まれてきたような鈴木が、こんな賭けに勝てる道理がなかった……。

「まだ追って来ます！」

　シファーが悲ひ鳴めいに似にた声で叫さけんだ。

　後ろを見れば、六ろつ騎きの傭よう兵へい騎き士しが馬ば蹄ていをアスファルトに響ひびかせて、しつこく追いすがって来ている。見つかった途と端たんに建たて物ものと建物の狭せまい路ろ地じに入り込んではみたものの、騎兵はこの狭さをものともせずに、ぐいぐい差を縮ちぢめている。汗あせで眼鏡めがねがずり落ちるも、そんなことに構かまってはいられない。路地の幅はばは馬一頭がぎりぎり通り抜けるのが限界で、時折、鐙あぶみ金がねがコンクリートの壁へき面めんに擦こすれて火花を散らしたりもする。

「殺すなよ！　生いけ捕どれ。薬くすりの在処ありかを吐はかせるんだ！」

　隊長格の男が先さき駆がけする二騎に執しつ拗ように命令していた。

　差は更さらに詰つまる。最も早はや、先頭馬の荒あら々あらしい鼻はな息いきにシファーの髪かみ房ふさが揺ゆれ乱みだれんばかり。それでも鈴木は逃にげるしかない。絶体絶命だ。

「逃がすかよっ！」

　騎兵は手甲ガントレツトを着つけた腕うでをぐいっと伸のばす。指先が黄おう金ごんの髪に微かすかに触ふれる。迫せまり来る魔ま手しゆにシファーの顔が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。

　だが通路は狭過ぎた。これ以上手を伸ばそうとすると、肩甲バウンドロンが壁かべに接せつ触しよくしてバランスを崩くずして落らく馬ばしかねない。

「畜ちく生しようっ、届とどかねえっ！」

　苛いら立だちと焦あせりが傭兵を圧あつ迫ぱくした。ただでさえ覚かく醒せい剤ざいが切れていて、いつまたフラッシュバックの発ほつ作さが起きるかもわからない精神的不安定を抱かかえているので、憤いきどおりは尋じん常じようではなかった。
















　ついに騎士は、なりふり構わず大おお振ぶりな段平剣ブロードソードを鞘さやから走らせた。

「この耳ちよう長じ族ぞくが、ぶち殺してやるわ！」

　このとき傭兵は生いけ捕どりにしろと言われていた命令など、頭の中に毛もう頭とうなかった。鈴木も顔がん面めんを真まっ赤かにして踏ふん張ばって精せい一いつ杯ぱい自転車をこぎ続けるが限界は目に見えていた。これ以上の速さを出して振り切ることなど、到とう底てい無理だ。

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ……南な無む妙みよう法ほう蓮れん華げ経きよう……」

　日ひ頃ごろの無む信しん心じんさも忘れて、無む意い識しきのうちに念ねん仏ぶつを唱となえていた。困こまったときの神かみ頼だのみ。しかし宗しゆう派はに統一性はなかった。

　傭兵は馬をそのままの速さで疾しつ駆くさせつつ、鐙あぶみの上に立って、馬の首くび筋すじに覆おおい被かぶさるように前のめりの姿し勢せいで剣をシファーに突きつける。ヒューッと凶きよう刃じんが風を断たつ不ぶ気き味みな笛ふえのような音が微かすかに鳴った。

「キィエェーッ！」

　──剣が風を斬きって一気に振ふり下ろされた。シファーが鈴木に必ひつ死しにしがみつく。剣先がシファーの腕を掠かすった。

「……ッ！」

　シファーがびくっと反応した。鈴木に回したシファーの腕がきつくしまる。

　傭兵がニッと不ふ敵てきな笑みをこぼした刹せつ那な──

　──ドゴーンッ。破は裂れつ音おんが轟とどろき、次々にコンクリートの建たて物ものに反はん響きようして木こ霊だました。鈴木は最初何なのかわからなかった。それがわかったのは、わずかに視し線せんを横切って銃じゆうを構かまえて現あらわれたアイゾンドの姿を見たときだった。

　銃声は立て続けに四回轟いた。追って来た馬の背に人の姿はどこにもなかった。今まで感じたことのない解放感と歓かん喜きが鈴木の心の底から湧わき上がった。

「やったよ、シファー！」

　疲つかれきったペダルを踏ふむ足も心なしか軽けい快かいだった。

「……そうですね」

　苦しそうに嗚お咽えつまじりに喘あえぐ声に、鈴木はシファーの異い変へんに気付いて、ブレーキレバーを握にぎった。

「どうしたんだ？」

「ちょっと……かすり傷きずですから」

　そうは言っても左手で押おさえた右の二の腕からは、赤いものがとめどなく流れていた。服の袖そでがみるみる真まっ赤かに染そまってゆく。

「大変だ！」

「大だい丈じよう夫ぶですから……」

「何が大丈夫だよ。すごい血じゃないか。早く手当てをしないと」

「そんなことをしている暇ひまは……早くＮ１区く画かくに行かないと……」

「何を言ってるんだ。シファーの怪け我がの方が大たい切せつだよ。どれ、見せて」

　鈴木はシファーを自転車の荷に台だいから降おろして、見つからないように建物の奥おくまった所の陰かげに座すわらせた。

「え～と応急手当ては……」

　鈴木は救急法はおろか応急手当ての仕し方かたも知らなかった。一一九番に電話して救急車を呼ぶわけにもいかない。オロオロすることしかできなかった。

「治ち療りよう魔ま法ほうが少し使えますから平気です」

　鈴木を安心させようとシファーは掌てのひらを傷口に翳かざした。

「大地に根を張る森の精せい霊れい達たちよ。汝なんじの聖せいなる力を我われに分わかち給たまえ。我わが負おいし傷を癒いやし……」

　呪じゆ文もんを詠えい唱しようするシファーは無理して、苦痛に堪たえているのがわかった。

「これで大丈夫です」

　そう言って鈴木の心配そうな顔を見ると、平気なことをアピールするのに軽く右手を動かした。

「痛っ……！」

　傷口に激げき痛つうが走った。魔法とはいえ完全に治ち癒ゆするものではないらしい。

「ほら、平気じゃないよ」

　鈴木はシファーに優やさしく寄り添そった。

「すみません。私のためにこんなことになってしまって……」

「謝あやまることなんかないよ。僕がもう少し速く自転車をこいでいれば、こんなことには……」

　鈴木は目に涙なみだを浮うかべて自分の非ひを責せめた。

　そこへ近付いて来たのがアイゾンドだった。手にはあの騎き士し達を葬ほうむり去ったレミントンの散弾銃シヨツトガンが握にぎられていた。装そう備びはまるでＳＡＳかＳＷＡＴのような特とく殊しゆ部隊のようだ。

「アイゾンド……今までどこに行ってたんだよ。危あやうく殺されるところだったんだぞ！」

　だがこれほど、この胡う散さん臭くさい男が頼たのもしく見えたことはなかったのも事実だった。鈴木はどこかで安あん堵どしていた。

「ちょっと豚ぶたを殺しにね。こっちにもいろいろと調べたいことがあってね。おかげでこんな手て土産みやげまでもらって来たよ」

　アイゾンドは、手に持ったり肩かたにかけたりしている銃じゆう火か器き類るいを鈴木に見せた。

「それよりこんなところで二人仲良くサイクリングとはね」

　アイゾンドはほくそえんだ。

「冗じよう談だんなんか言ってるときじゃないだろ。侵しん入にゆう者しやだ。かなりの数がここに侵入しているんだ。だから今からＮ１区画へ避ひ難なんしようとしてたんじゃないか！」

「しかしあそこは立入禁止区く域いきのはずだろ。放射線レベルは辺へん縁えんエリアでも約二・五マイクロシーベルト／時、通常値の五〇倍は高いんだぞ。知っていて言ってるのか？」

「多少のリスクは承しよう知ちの上だ」

「それなら建たて物ものの中を進んだ方が安全だろうな。なんなら案内しようか？」

「頼むよ。こっちは武器もなくて心細かったんだ」

「コルト・ガバメントもどき。フィリピン製のコピー製品だが、ないよりはマシだろ」

　アイゾンドが銃身スライド部を握って表面処しよ理りの粗そ悪あくな自動拳銃オートピストルを差し出した。

「遠えん慮りよしとくよ。小学生のときに空気銃で撃うたれたのを思い出すんだ。初心者の僕の腕うでで当たるとは思えないし」

「トラウマってやつか。なら仕方ないな」

　アイゾンドは拳銃を引っ込めた。

「アッ、やっぱり一応もらっとくよ。何かの役に立つかもしれないしさ」

　鈴木は丸まる腰ごしの心細さに前言を撤てつ回かいしてガバメントもどきを受け取った。まがい物とはいえ、オモチャとは違ちがって、冷たくてずっしりとした重じゆう厚こう感かんが伝わってきた。

　こうして鈴木とシファーはアイゾンドの先せん導どうで、非常口の鉄てつ扉とびらから建物の入り組んだ狭せまい廊ろう下かを進んで行った。

　暫しばらくして鈴木もようやく身の危険から逃のがれ、落ち着きを取り戻もどした頃ころだった。シファーが話しかけてきた。

「それにしてもご主人様の魔ま法ほうは凄すごいんですね」

「えっ、魔法!?」

　鈴木には何のことやらさっぱりわからなかった。

「あんな短い呪じゆ文もん詠えい唱しようで六人もの兵士を一いつ瞬しゆんにして雷らい撃げきで倒たおしてしまうなんて凄いです」

「呪文？」

「だってナンマイダブとかって」

　シファーはどうやら鈴木のお題だい目もくを呪文、そしてアイゾンドが撃うった銃を鈴木が放はなった雷撃魔法と誤ご解かいしているらしかった。鈴木はちらっと横目でアイゾンドを見たが、彼はそ知らぬふりをしていた。

「あ……あれね。そんなにたいしたことじゃないよ」

　鈴木は敢あえて否定しなかった。ちょっとはシファーに格かつ好こういいところを見せたかったのだ。

　だが行く手には何が待ち受けているかと考えると、一歩一歩踏ふみ出す脚あしの筋きん肉にくも緊きん張ちようしてしまって微び妙みように震ふるえていた。

　こんなときに頭の中ではとりとめもなく、新世界はヘスペリアとＮＡＳＡが名付けた惑わく星せいの上にあって、このヘスペリアは地球からは遠く離はなれた別の銀ぎん河が系けいにあるらしいこと。その大きさは地球より一回り小さく金星との中間ぐらいの大きさで、サリアムとアキスと言う小さく歪いびつな月があること。自じ転てん周しゆう期きは二六・三二時間、公こう転てん周期は三六〇・四七惑星日であること。いったい地球との一年の格差はどのくらいなんだろうなどと、漠ばく然ぜんと考えながら歩いていた。

　こんなことは今までなかったことだった。剣けんと魔法の支配する新世界で、そんなことを考えるなんて無ぶ粋すいなことだと頭のどこかで思っていた。それは鈴木自身にとって新世界は夢ゆめの国だったから。言いい換かえれば、何もかもが退たい屈くつな灰はい色いろの日常からはかけ離れた現実感のある世界ではなかった。しかし今は違う。死の恐きよう怖ふはまざまざと鋭えい利りに現実という刃やいばを付きつけていた。




「偉い大だいなるコス神の御み名なと我われの求めに従したがい、汝なんじの力を示しめせ。我は汝の召しよう喚かん者しやにして汝を律りつする者。汝、火か精せいクトゥグァの眷けん属ぞくよ、我の腕うでに宿やどりて我と汝の敵を焰ほのおの滅ほろびの儘ままに全すべてを焼き尽つくせ」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようによって、両手を天てん空くうに掲かかげた魔ま導どう兵へい達たちの頭上に、数百の焰のごとく揺ゆらめき輝かがやく頭ほどの大きさの光こう球きゆうが出現する。魔導兵が両手を振ふり下ろしながら光球を解とき放はなつと、高速で地を低く飛んだ。さながら天空を駆かける彗すい星せいのごとく、長い白い光の尾おを曳ひいて、その尾の先が軽く舐なめただけでも大地は黒い焦こげ痕あとを残して草木を焼き払った。

　京子に代かわって木村一いつ曹そうが率ひきいるＰＫＯ戦車隊が魔導兵団との交戦を開始してから五分、戦せん況きようは戦車砲ほうの強大な威い力りよくにまだまだディグリト側がわが優ゆう勢せいだった。しかし悪路でエンジンを吹ふかし過ぎて履帯キヤタピラが外はずれたり、初歩的にして致ち命めい的な機械故こ障しようで、既すでに六輛中三輛が自じ滅めつして擱かく座ざしていた。

「うっとうしい。たかがガーゴイル級魔導のくせに。これじゃあ、歩ほ兵へいが前に出られんじゃないか。オイ、なんとかしろ！」

　木村一曹は潜望鏡窓ペリスコープをちらちらと通り過ぎる光を見ながら、砲ほう手しゆを小こ突づいた。味み方かたの腑ふ甲が斐いなさにも憤いきどおりを感じていた木村は、酷ひどく不ふ機き嫌げんだった。木村の言う通り一千を数える魔導兵団から次々放はなたれる輝き光こう弾だんは、戦車のような分ぶ厚あつい装そう甲こうによって身を守られていない歩兵や騎き兵へいにとって恐ろしいまでの脅きよう威いだった。

　ガーゴイル級魔導──攻こう撃げき魔ま法ほうは便べん宜ぎ上じよう、その火か力りよくの指し標ひようを示すために米べい軍ぐんの基き準じゆんにより、悪あく魔まの名前で等級が七段階で付けられていた。ライフルなどの小しよう火か器き以下の威力のグレムリン級から、戦せん略りやく核かく兵へい器き相当のベルゼブル級までだ。ガーゴイル級魔導は下から二番目のランクで軽けい砲ほう・迫はく撃げき砲ほう相当だから、生なま身みの人間を殺さつ傷しようするには充じゆう分ぶんだった。

　ほんの半日前までは緑みどり豊ゆたかな樹き々ぎが生おい茂しげり、麦むぎや稲いね、メイが青々と一面に広がるのどかな田でん園えん風ふう景けいも今や見る影かげもなかった。あるのは軍ぐん靴かに踏ふみ躙にじられ、砲ほう火かに抉えぐられ、魔法に焼かれた荒こう涼りようたる土地と、そこに埋うめ尽つくされた屍し肉にくの山と赤黒い腐ふ血けつの海だった。しかも夏の陽炎かげろうの立ち昇のぼる熱気に早くも屍し臭しゆうが漂ただよい始めていた。

　この時点で、ラースターは近この衛え胸きよう甲こう騎兵隊を率ひきいて前線まで進出していた。その相そう対たい距きよ離りは魔導兵団の放つ輝光弾の最大到とう達たつ距離ぎりぎりの二〇〇メートル。この距離なら輝光弾の不ぶ気き味みな燐りん光こうの一つ一つさえ肉にく眼がんでもはっきり視し認にんできた。前方で魔導兵団に肉にく薄はくしている装そう甲こう銃じゆう歩ほ兵へい旅りよ団だんの残ざん党とうは、組そ織しき的な抵てい抗こうを見せないまま魔導兵団の餌え食じきになっていた。第一、第三機き動どう竜りゆう騎き兵へい連れん隊たいも騎兵突とつ撃げきを仕し掛かけるのに躊ちゆう躇ちよせざるを得えない状じよう況きようだった。

「敗はい色しよくが濃こいようですね」

「陛へい下かにそのような弱気なお言葉は似に合あいません」

　麾き下かの部隊を見み捨すてて引き返していたシークス子し爵しやくだった。

「これも誰だれのせいだと思って？」

「申しわけございません。全すべては私の非ひ。不ふ徳とくの致いたすところであります」

「もうよい。そんな詫わび言ごとを言う暇いとまがあらば、自みずからの雪せつ辱じよくを果たしなさい」

「はっ、はい。この次は必ずやこの名めい誉よ挽ばん回かいを」

　シークスは畏かしこまって萎い縮しゆくしてしまった。

　ラースターはそれだけを言うと面めん頰ぽうを下げ、近衛胸甲騎兵連隊の最前列に進み出た。

「これより敵に突とつ貫かん攻撃を敢かん行こうする。全隊、進めーっ！」

　ラースターが日に本ほん刀とうの切きっ先さきを魔導兵団に突きつけた。王おう家けの軍隊蟻ありの紋もん章しようの入った軍ぐん旗きも高らかに掲かかげられ、近衛胸甲騎兵連隊が前進を開始した。装甲銃じゆう騎き兵へいよりも壮そう麗れいに輝かがやく甲かつ冑ちゆうは、各家の紋章をあしらった袖そで印しるしは彩いろどりも鮮あざやかな集団となって馬を速歩で走らせた。

「戦車を楯たてにして進め！」

　三輛きりの戦車も木村の機き敏びんな判断で車間を詰めて、輝光弾から騎兵を庇かばうように全速力で走行した。

「いいから撃うて！　照しよう準じゆんは無む視しだ。いちいち重じゆう力りよく補ほ正せいなんてやってるな。何でもいい、勘かんでブチ込め！」

　中学卒そつ業ぎようと同時に自じ衛えい隊たい学校に三さん等とう陸りく士しとして入校した筋すじ金がね入いりの木村一いつ曹そうは、鼻はな息いきも荒々しかった。しかもとかく精神論に偏かたより気ぎ味みだった。その甲か斐いあってか戦車の機動は京子の指し揮きするときとはキレが違っていた。何事もビシッと決まるのだ。

　それでも近衛胸甲騎兵連隊からは輝光弾の猛もう威いを前に焰ほのおに包つつまれて落らく伍ごする者が後を絶たたなかった。しかし無数に飛び交かう輝光弾の中を颯さつ爽そうと人じん馬ば一体で駆かけ抜ぬける騎兵も、運悪く輝光弾が直ちよく撃げきすればパッと太陽のように眩まぶしい光に全身を包まれるのだ。そして次の瞬しゆん間かんには炎えん熱ねつと劫ごう火かに灼やかれながら断だん末まつ魔まの叫さけびをあげるのだ。

　敵との距きよ離りが一〇〇メートルを切った。

「着ちやつ剣けん、突撃ーっ！」

　馬に跨またがったラースターが声こわ高だかに命令を下くだした。

「オオッー！」

　鬨ときの声をあげつつ近衛胸甲騎兵連隊は[image: А][image: К]アーカー突撃銃に銃剣バヨネツトを装そう着ちやくし、馬の歩あゆみを駈かけ足あしから襲しゆう歩ほに移行した。

　ラースターが最初に日に本ほん刀とうを振ふり上げながら、左手でトカレフを発はつ砲ぽうした。これに続いて怒ど濤とうの轟とどろきとなってフルオートで発射された[image: А][image: К]アーカーの弾だん丸がんは、魔ま導どう兵団に撃うち込まれた。精せい鋭えいの近衛胸甲騎兵連隊一千の総攻撃。魔導兵団の正しよう面めんに斜ななめに角度を付けて突っ込む格かつ好こうだ。距離は六〇……五〇……四〇メートルを切っている。この近距離射しや撃げきで数秒間に何万発もの銃弾が馬上から的てき確かくに射撃された。

　魔導兵団の前列から中段にかけては、全身に数多あまたの銃じゆう創そうを穿うがたれて、末まつ期ごの言葉さえ残すことなく血の海の中に沈しずんだ。

　だがそれでも魔導兵は死力を尽つくして、銃弾の嵐あらしの中で輝光弾を射いかけた。

「切り崩くずせ！　蹂じゆう躙りんせよ！」

　距離が肉にく薄はくすると、戦せん闘とうはより原げん始し的に魔導兵団の戦列に殺さつ到とうして、銃じゆう剣けんで刺さし貫つらぬく白はく兵へい戦せんに突とつ入にゆうした。近衛騎兵は銃剣で魔導兵の無防備な喉のど元もとを貫く。銃爪トリガーを引いて射出する銃弾の反動で、魔導兵の身体からだを突き飛ばして虚うつろな眼めをした魔導兵の肉体から銃剣を引き抜いた。レフリーム化によって実用主義プラグマテイズムに洗せん練れんされたディグリト近衛騎兵の古典的甲かつ冑ちゆうと近代兵器とが融ゆう合ごうした軍ぐん装そうと、宗しゆう教きよう色しよくの濃こい首輪や腕うで輪わなどの巫咒術シヤーマニズム的な装そう飾しよくを身に付けたサーバスト魔導兵との衝しよう突とつは血ち生なま臭ぐさい軍事的衝突と同時に対たい照しよう的な異い文ぶん化か間の衝突でもあった。しかしいくら美しい鎧よろい兜かぶとを纏まとっていても殺し合いの本質である醜みにくさは変わることがなかった。




「これが最後の一発です」

　ドンッ。横おう隔かく膜まくを圧あつ迫ぱくする刺し激げきが身体の中で響ひびいた。これで戦車隊の九〇ミリ砲ほう弾だんは底をついた。

「どうしますか、一いつ曹そう？　もう燃ねん料りようも残りわずかです」

「どうもこうもないだろ。根こん性じようと気合いで動かせ！　弾たまがないなら自分が弾になれ。肉にく弾だん戦せんだ」

「そんな上海事変の肉弾三さん勇ゆう士しじゃあるまいし。それに六四式小銃なんて、すぐに弾詰ジまヤりムするから使い物にならないですよ。だいたい自分達は普ふ通つう科かではないですし」

「馬ば鹿かモンがっ！　兵隊の基本は第一次大戦の昔むかしから、匍ほ匐ふく前ぜん進しん、アーンド銃じゆう剣けん突とつ撃げきだ。武器に頼たよるんじゃない。与あたえられた物で最さい善ぜんを尽つくすんだよ。オンナの指し揮き下で腑ふ抜ぬけて教育隊でやったことも忘れたか！」

　額ひたいに青あお筋すじをくっきり浮うかべた木村は車内の三人を一いつ喝かつした。

　鞍あん上じようのラースターも、自みずから敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかへと切り込んでいた。耐たい四四マグナム弾だん用ようの防弾ベストさえ貫かん通つうさせるトカレフの七・六二ミリスチールジャケット弾で、並なみ居いる魔ま導どう兵へいを圧あつ倒とうしつつ、陣じん頭とう指揮を揮ふるっていた。魔導兵団の壊かい滅めつも時間の問題だった。

　そんなときラースターは、今まで地上の凄せい惨さんさとは裏うら腹はらに、澄すみきっていた夏の蒼そう穹きゆうがみるみるうちに灰かい白はく色しよくの乱らん雲うんを呼び込み、じっとりと湿しめった重たい空気が戦場に流れ込み垂たれ込めるのを見た。

　ラースターは我わが耳を疑うたがわずにはいられなかった。それは紛まぎれもなく、脳のうに直接響ひびいて来る呪じゆ文もんの詠えい唱しようだった。思し念ねんが他た人にんの思し考こうにまで干かん渉しようしている。これはよほど強い思念だった。

『──カラ＝シェールの玉ぎよく座ざに座す我われ等らが主しゆ神しんセクトの名に於おいて命ず。神しん闇あんの坩堝るつぼに生じし粘ねん質しつの風に乗りて歩あゆみ来きたれ、風の精せい霊れい神しんイタクァ。その無数の凶きよう星せいの如ごとき円えん眼がんの血の紅あかき輝かがやきにて遍あまねく我と暗黒の汝なんじを見み据すえ──』

「──イタクァ!?　まさかここで禁きん断だん呪文を使うつもりなの！』

　だが大たい気きの不自然な震しん動どうは、はっきりとそれがイタクァと呼ばれる〈風〉系のメフィスト級中級魔導であることを伝えていた。この魔法自体はさして怖おそれるほどの魔法ではなかった。だが今は違ちがうのだ。

『──万ばん天てんから伸のびし巨きよ大だいなる腕うでにて、虚きよ無むによりて鍛きたえられし忌いまわしき剣けん刃じんを振ふるい、全すべての生いきとし生ける者を薙なぎ払はらい、死者たりとも余あまさず陵りよう辱じよくせしめよ』

　長い呪文詠唱は終わった。途と端たんに空気の流れが静止し、疾しつ風ぷうはこれから起こることの静かな序じよ曲きよくとして素す早ばやく戦場を吹ふき抜ぬけた。

「撤てつ収しゆうせよ！　急げ、退たい避ひだ！」

　ラースターは退たい却きやく命令を声の限り叫さけんだ。そして自みずからは馬を返して無防備な背中を敵に曝さらすことも厭いとわず、あらん限りの力で星型の鋭するどい拍はく車しやを馬ば腹ふくに入れて、駆かけ出していた。

　風系のイタクァを詠唱した愚おろか者のいた中心に、生暖かい風の渦うずが生じ始めていた。魔法は発はつ動どうした。あろうことか〈風〉の元げん素そが高こう濃のう度どに歪いびつに支配する禁きん域いきの隣りん接せつ地域で〈風〉の魔法を使用したのだ。この結果が何を意味するかは魔導に精せい通つうしていなくとも、禁域の近くでずっと暮くらして来たラースターにはわかりきっていた。

　絶望。ラースターは馬を飛ばしながら振り返った。追つい随ずいして来るのはシークス子し爵しやくとラースター直ちよく衛えいの近この衛え騎き士しが六、七騎ばかり。残りは殺さつ戮りくに夢む中ちゆうでラースターの命令に気付いていなかった。

　後方から巻き起こる風の渦は竜たつ巻まきのごとく円えん錐すい状じようになって、いつしか空の三分の一を支配し、蠍さそりのごとき旋せん風ぷうの尾おを地上に垂たらしていた。だがそれだけではなかった。魔風の渦はわずかな雲間から差し込んだ光こう条じようさえも螺ら旋せんに巻き込んだ。

「空間も捻ねじ曲げている……」

　あれではもうこの呪文を唱となえた術じゆつ者しやは、魔法の制せい御ぎよはおろか完全に精神崩ほう壊かいを起こしている。直径一キロ内の消しよう滅めつは確実だろう。

「これでは下へ手たをすればあれまでも……」

　ラースターは後方に準じゆん備びさせた〈神の息吹いぶき〉のことが気がかりだった。例たとえこの暴ぼう走そうした魔法の一いち撃げきを躱かわせたとしても、〈神の息吹〉を積せき載さいした馬車が破は壊かいされれば、この乱らん流りゆうに乗って、ディグリトはおろか広大な周辺地域までが撒まき散らされるであろう窒ちつ息そく性せいガス兵器のホスゲンに汚お染せんされてしまうことになる。化学兵器による死者の実に八割を殺したといわれる猛もう毒どくガスだ。只ただでさえデロナト人は化学物質に対する抵てい抗こう力りよくや免めん疫えき力は低い。こうなってはＣ兵器による被ひ害がいが、新世界中で深しん刻こくになるのは必ひつ定じようだった。

　そうこう考えているうちに空間ごと渦を巻く巨大な螺旋の塔とうは、激はげしい空間歪わい曲きよくによる奇き妙みような七色のプリズム反射と磁じ気き及および電でん離り層そう等とうの乱みだれで、雷かみなりよりも凄すさまじく荒あら々あらしい放ほう電でん現げん象しようを起こしている。制御を失うしない場ばのエネルギーを巻き込んで肥ひ大だい化かする竜巻は、いつ限界を越こえて大だい破は局きよくを迎むかえてもおかしくなかった。

「最も早はやこれまでかっ」

　ラースターは兜かぶとを脱ぬぎ捨すてた。ブロンドの纏まとめていた髪かみがほどけて風に乱れた。背はい囊のうから素す早ばやくイスラエル製の防毒マスクを取り出して、装そう着ちやくした。

　とうとう空間歪曲の許きよ容よう限界値を越えた時じ空くうの竜巻は、揺ゆり返しで反はん重じゆう力りよく場ばを伴ともなって二重螺旋の奔ほん流りゆうとなった。交こう響きよう楽がくのごとく奏かなでられる大だい音おん響きようと眩まばゆく天空を彩いろどる光が、幻げん想そう的にそして絶ぜつ大だいな力をもって交こう錯さくした。ラースターは、これほどまでに神こう々ごうしい光こう景けいを見たことはなかった。レフリームの旧ト約ー聖ラ書ーとかいう神しん話わに書かれた、かつてソドムとゴモラを滅ほろぼした神の火とはこのようなものなのかと思った。

　正まさに魔法発はつ動どう直ちよつ下かでは、ソドムとゴモラの街まちでのように死の狂きよう乱らんが繰くり広げられていた。不安定にひしゃげた空間が逃にげ惑まどう双そう方ほうの陣じん営えいの兵士達を吞のみ込む。逆さか巻まく電でん磁じ波はに水分子が微び振しん動どうさせられ、血液から細さい胞ぼう中の全水分が瞬しゆん時じに煮にえたぎった。眼がん球きゆうが突とつ出しゆつして吹ふき飛び、鼻はなから口から毛け穴あなまでありとあらゆる穴から、沸ふつ騰とうした血液が噴ふき出した。蒸じよう発はつした血によって膨ぼう張ちようした血管が破れて、全身の肉を引き裂さいて人間の生なま皮かわを剝はいで裏うら返がえしたかのような血ち塗まみれの肉にく塊かいへと変えた。

　爆ばく心しん地ちから相当に離はなれていたラースターにさえ、その空間の歪ゆがみの猛もう威いは襲おそった。視し界かいがすっかり白い闇やみに閉とざされ、耳は酷ひどい痛みを伴ともなった耳鳴りに苛さいなまされて視し覚かくと聴ちよう覚かくを奪うばわれた。遠のく意い識しきの中で全身のあらゆる感覚が喪そう失しつしてゆくのを感じていた。




　暗い空に背はい後ごから鮮せん烈れつな閃せん光こうが走った。馬を進めるヴィースが背後を振ふり向くと、続いて一ひと呼こ吸きゆう遅れて伝わって来た衝しよう撃げき波はに襲おそわれた。

　馬が前まえ脚あしを上げて嘶いなないた。

「うわああああーっ！」

　衝撃波の直ちよく撃げきで同行していた神しん衛えい騎き士し達たちは馬を御ぎよすのがやっとで、中では体勢を崩くずして落らく馬ばするものさえいた。

「落ち着つけ！　下げ馬ばしてやり過ごせ」

　轟ごう々ごうと音を立てる強風に孕はらむローブマントに悪あく戦せん苦く闘とうしながらも、騎士達は鞍くらから降おりると暴あばれる馬の手た綱づなを強く引き付けて、風の通り過ぎるのを待った。

　時を経へずして風は止やんだ。空は風に舞まい上げられた砂さ塵じんで黄おう褐かつ色しよくに染そまって傾かたむきつつあった黄色い太陽を覆おおった。地表近くにも同様に砂塵の埃ほこりっぽい霧きりとなって行く手を遮さえぎった。

「何だったんだ、今の大風は？　本隊の方からだったぞ」

　騎士達が遥はるか後ろに見えなくなった本隊の方を眺ながめながらざわめいた。

「あの風はただ事ごとだとは思えません。本隊に何かあったのでは？」

「落ち着け。本隊のことは構かまうな。我われ等らは任務を遂すい行こうするのみだ」

「ですが……」

　騎士達は異常な事じ態たいにうろたえる者が多かった。

「閣かつ下か、あれを！」

　アスロが指差した先には、明らかに太陽とは異ことなる異様な光があった。星のようではあるが星よりもずっと明るかった。それ以前にまだ星の出る時間ではなかった。そして奇き異いな光は前方に広がるゾーバントの森の中から顔を出すように耀かがやいていた。

「あの輝き光こうこそウェウス断だん章しようの中に記しるされし〈導みちびきの光〉では？　これこそ神しん意い。先を急ぐぞ」

　ヴィースと二〇騎の神衛騎士は馬を急せかしつつ、どうにかゾーバントの森の中へと分け入った。森の中は砂塵の影えい響きようは少なかったが、鬱うつ蒼そうとした針しん葉よう樹じゆ林りんにより陽光は殆ほとんど遮さえぎられ、この森が誕たん生じようして以来ずっと永えい劫ごうの闇やみの中にあるような気がするほどだった。

　ヴィース達はこの暗き森の奥おくに向かって神しん光こうの示しめす方角へと進むと、やがて目の前に突とつ然ぜん開けた土地が広がった。

　誰だれかが驚きよう嘆たんの溜ため息いきを漏もらした。全員が目をみはった。前方には遥かに続く明めい灰かい色しよくの継つぎ目さえない石の高い塀へいが聳そびえていた。どうやら光はこの奥から発しているように見えた。

　入り口はすぐに見つかった。だがそれは本ほん来らいの入り口ではなく、魔法か何かの強力な力で抉こじ開けたような穴あなだった。穴は馬がようやく通れるほどの小さ目の穴だった。しかもこの周まわりの泥でい土どは無数の馬ば蹄ていや軍ぐん靴かに踏ふみしだかれた痕こん跡せきがあった。

「どうやら先客はここから中へ侵しん入にゆうしたようだな。よし、我われ等らも続くぞ。遅おくれを取るな。心して進め！」

　最初にアスロが穴を潜くぐり抜ぬけた。穴の先に見たのは、全すべてが幾き何か学がく的に構成された灰はい色いろの宮きゆう殿でんだった。灰色の直ちよく方ほう体たいの建けん築ちく物ぶつからは、禍まが々まがしいまでの整ととのった直線や曲線の不自然な人工物が、まるで蛇へびか蔦つたのように不ぶ気き味みに伸のびていた。

「ここは本当に我等に約やく束そくされた聖せい地ちなのか……」

　アスロはどうしても懐かい疑ぎ的にならざるを得なかった。それだけここの奇き景けいは想像していた聖地と言うよりも邪じや教きよう徒との巣そう窟くつたる神しん殿でんそのものだった。鼻はなの曲がるような悪あく臭しゆうが漂ただよい気分が悪くなった。馬達もこのただならぬ雰ふん囲い気きを察して鼻息も荒あらく落ち着かなかった。そうしてこの異い様ような世界の様よう子すを窺うかがっている最さい中ちゆうにも戦せん闘とうをしている喧けん騒そうがどこからか聞こえて来たのだった。

「円形防ぼう御ぎよ陣じん形けいを組め！　閣かつ下かをお護まもりしろ」

　アスロの命令一下、ヴィースを護るようにして、神衛騎士が自みずからの身体を楯たてとして取り囲かこんだ。

「これより先、起こる事は全まつたく予想できない。各自細さい心しんの注意を怠おこたるな。我等の目的は唯ただ一ひとつ。ウェウス断章の詩し篇へん最終章の確かく認にんと実証にある。よいかっ！　これを妨さまたげる者は何なん人ぴとたりともコス神の御み名なにおいて討うち果はたせ！」

「ハッ！」

　一同が声を揃そろえた。こうして先さき駆がけと殿しんがりに三騎ずつ配置して、残りはヴィースを護ご衛えいしながら、建築物に遮さえぎられて入り組んだ道を通らざるを得ず迂う回かいしつつも、先を急いだ。

　戦いくさの喧騒も深部に進むほど大きくなる。今や剣けん戟けきの切り結ぶ金きん属ぞく音おんや弩いしゆみの弓ゆみ弦づるの野の太ぶとい唸うなりまで届とどいていた。戦闘はすぐ近くまで迫せまっていた。その証しよう拠こに矢で眼がん球きゆうを深々と射い抜ぬかれた者、頭部に衝しよう撃げきを喰くらって脳のう漿しようまでぶちまけている者、斃たおれた軍馬など無む惨ざんな最さい期ごを遂とげた屍しかばねが道々に転ころがり出した。

　先せん導どうの騎士の一人が槍やりの石突フエラルで死体を調べるべく突つついた。

「傭よう兵へいと長ちよう耳じ族ぞくではないか」

「どうりで戦場に姿すがたを見せなかったと思えば裏うら切ぎり者めらが」

「しかしなぜこやつらがいるのだ？　ここは我等とて光の導みちびきがなければ辿たどり着けたかわからぬというのに」

「しかしこのものども以外の骸むくろのないところを見れば、おそらくはお互たがいに殺し合ったと見るべきだな」

「しかし惨むごいものだな。長耳族は女子供まで戦場に駆かり出すとは」

　そこには戦士以外に惨たらしく腸はらわたをぶちまけた年とし端はもいかぬ子供や老女の首が転がっていた。

「奴やつらはどんなときも部族全体で移動し行動する慣かん習しゆうだから仕し方かたあるまい……ん？」

　突とつ然ぜん、騎き士しの一人が何かに気付くと槍の穂ほ先さきで転がしてうつ伏ぶせの死体を表おもてに返した。

「これは──！」

　傭兵騎士だった。だが脱ぬげた兜かぶとからは異い様ようなまでに脹ふくれ上がった眼球が二つ。その顔は蛙かえるそっくりだった。単にそれが一人であればさほど不ふ思し議ぎはなかった。この世に蛙面づらの男がいてもおかしくはない。しかし騎士が感じた違い和わ感かんとはそうではなかった。一人ではないということだった。ボラのように口をぽっかりと開けて死に顔を晒さらす傭兵どもは、どれもこれものっぺりとした皮ひ膚ふ感かんの蛙面だった。それも生理的に嫌けん悪お感を与あたえる不ぶ気き味みなデスマスク。

「どういうことだ、この顔は？　これも禁きん域いきの影えい響きようとでも？　それともレフリームの薬くすりのせいなのか？」

　ヴィースはあまりの嫌悪感に傭兵の顔を凝ぎよう視しするのを躊躇ためらった。

「閣かつ下か。これは尋じん常じようなことではありません」

「わかっている。こうなれば早急に事じ態たいを解明せねばならぬな。ややもすればこれは我等の目的に関係することかも知れぬからな。アスロ、先を急ぐぞ！」

「はっ！」

　ヴィース達一いつ行こうは戦場へと馬を進めた。




　メスを入れられ無む造ぞう作さに取り出される臨りん月げつの胎たい児じは、矮わい小しようながら人の形を為なしている。その身体からだは血に塗まみれ、母ぼ胎たいへと続く白はく桃とう色しよくの臍さい帯たいに透すけて見える動脈と静じよう脈みやくが健けな気げにも生命いのちを刻きざむ。

　だが産うぶ声ごえはありえない。そのまま頸けい椎ついを捻ひねって処しよ分ぶんし、手て際ぎわよく肉、脳のう、脊せき椎つい、内ない臓ぞうと解体されて部位ごとにケースへと収おさめられる。

　じっと見ていた。別に恐おそろしくも哀かなしくもなかった。おそらく何の感かん慨がいもなかった。少なくとも自分ではそう思っていた。

　しかし臓ぞう腑ふを抜ぬかれている眼めも開いていない胎児が、確かにこっちを向いて自分の本当の気持ちを見み透すかして、にやりと笑ったことだけははっきり覚おぼえている。そしてそれ以来、生き物を殺すことに何ら抵てい抗こうを感じることはなくなった。

　ラースターが初めて見た長ちよう耳じ族ぞくの胎児の屠と場じようの記き憶おく。九歳のときの記憶。そしてラースターが意い識しきを取り戻もどす寸すん前ぜんに見た夢。
















　五感の感かん覚かくはない。紫むらさきの靄もやが徐じよ々じよに晴れるように朦もう朧ろうとした意識だけが、回復するにつれて、どうしてこんな昔むかしのことを思い出したのか考えていた。

　当時も当然のこととして見ていたのに──そのときすうっとあの胎児の不完全な微び笑しようがニューロンを刺し激げきした。

「涼すずしい……風……？」

　不意に頰ほおを吹ふき抜ぬける微び風ふうを感じた。このとき初めて防ぼう毒どくマスクとチタン・セラミック複ふく合ごう装そう甲こうの甲かつ冑ちゆうまで身に着つけていないことに気付いた。軽量とは言え二〇キロを超こえる重量があるのとないのでは拘こう束そく感かんがまるで違ちがう。

　だがそれとは異ことなる重圧を感じた。のしかかる何か。ようやく回復した視し覚かくが最初に捉とらえたのは鼻はな息いきの荒あらい興こう奮ふんしきった男の顔だった。やけに血走った眼がん球きゆうが突とつ出しゆつしていた。

「おとなしくしてなっ！　じっとしていればいい夢を見させてやるからよ」

　ケプラーの胴どう衣いを乱暴に剝はぎ取ると、ラースターの未み成せい熟じゆくな乳ち房ぶさが曝さらけ出される。

「ヤメローッ！　そこから離はなれろ！　指一本でも触ふれてみろ。おまえを殺してやるっ！」

「チッ、ギャーギャーうるさいんだよ。見けん物ぶつ客きやくはおとなしく黙だまって見てな」

　男は後ろを振ふり向くと後ろ手に縛しばられて転ころがっている狂きよう乱らんの体ていのシークスを怒ど鳴なりつけた。

「殿でん下かーっ！」

　シークスはそれでもなお悲ひ痛つうな叫さけびをやめなかった。

「この身体からだを犯おかすつもり？」

　身じろぎ一つせず、ラースターは鋭するどい視し線せんを向けると冷れい静せいに言った。

「そうさ。こんなときでもなければお姫ひめ様さまを味わう機会なんてねえからな」

「そうか。ならば存分に味わうがいい」

「ヘヘッ、いい心がけじゃねえかよ。しかし王おう族ぞくの玉ぎよく体たいの割りには何だいこの傷きず痕あとは？　ひょっとすると王族や貴き族ぞくなんて変な趣しゆ味みがあるって言うが、あんたもその口かい？」

　男はいやらしくラースターの白い首くび筋すじにねっとりとした赤い舌したを這はわせた。

「…………」

　ラースターは口をつぐんだ。男は一気に体をのしかからせる。

「……ウッ！」

　小さな呻うめき声。口から血の混まじった小さな泡あわが湧わく。口から流れる赤い血けつ滴てきがラースターの顔の上にこぼれた。身体の上で木で偶くとなった男を気けだるそうに払はらいのけるとラースターはロンデル短たん剣けんを手にゆっくりと起き上がった。

　男は服ふく装そうからして元ＰＫＦの傭よう兵へい騎き士しだった。彼は右みぎ脇わき腹ばらを緋ひに染そめて二度三度と肝かん臓ぞうを貫つらぬかれていた。最初の一いち撃げきで即そく死しだった。

「殿下、よくぞ御ご無ぶ事じで」

　緊きん縛ばくを解とかれたシークスが泥どろと涙なみだに滲にじむ顔をほころばせた。

「他ほかの者はどうしました？」

「はい、それが私が確かく認にんした限りでは五人だけでしたが、そのうちで息があったのは殿下だけでした。それと殿下の愛馬も他の者と同様でした。ひとまずは安全な所へと殿下を背せ負おってここまでお運びしていたところをあの不ふ埒らちな男に不ふ覚かくにも襲おそわれ……。度たび重かさなる失しつ態たい、何と申し開きいたせばよいか……」

「シンボリルドルフの血けつ統とうのクォーターホースといえど、ただの馬ね。それよりここはレフリームの施し設せつではないのですか？　どうしてこんな所に？」

「私も気付いたときにはこの近くにおりました。考えられるのはあのときの制せい御ぎよ不能になった魔法に巻き込まれたせいではないかと」

「おそらくあの暴ぼう走そうで周しゆ囲い一キロ圏けん内は完全に壊かい滅めつ。我わが軍も含ふくめて双そう方ほうの損そん失しつは九〇パーセントを超こえるでしょう。最も早はやサーバストに侵しん攻こうを続ぞつ行こうするのは不可能です。あちらも同様でしょうが。しかしここまで敵兵が侵しん入にゆうしているとなると、遺い跡せきのことが気がかりですね」

　ラースターはトカレフの弾倉を引き抜いて残ざん弾だんをチェックした。予備弾倉はない。シークスは既すでに撃うち尽つくしていた。残りは四発。

「行きますよ！」

「はっ、先せん導どうつかまつります」

　シークスは率そつ先せんして前を歩いた。建たて物ものに周囲を囲かこまれた薄うす暗ぐらい路ろ地じは不ぶ気き味みだった。そこかしこで叫さけび声が聞こえる。油ゆ断だんは許されなかった。

「誰だれだ！」

　前を歩いていたシークスが路地の曲がり角かどに消えた。そのシークスの鋭するどい声が響ひびいた。

「どうした？」

　ラースターがその場で壁かべに背を付けて拳けん銃じゆうを構かまえた。

「ははっ、なんだ驚おどろかせるなよ」

　シークスが角から半身だけ出して、ラースターに白い歯を見せて顔をほころばせた。

「大だい丈じよう夫ぶです、子供ですよ」

　ラースターに向かって言った。

「でも、おまえ、何でこんな所にいるんだ？　ホラ、怖こわがるなよ。何もしやしない……」

　と、その途と端たん半分隠かくれていたシークスの体ががくっと傾かたむくと、ゆっくり腹を抱かかえ込むようにして崩くずれ落ちた。両手は赤く赤く血に染そまってゆく。腹に刺ささった短剣を握にぎりしめて。

「あはははは……は。殿でん……下か……」

　シークスは悲ひ痛つうに満ちた表情を浮うかべながら、ラースターに笑いかけるだけだった。あっけない最さい期ごだった。

　ラースターが駆かけ寄ると、そこには己おのれの行こう為いの恐おそろしさに打ち震ふるえる幼おさないエルフの少年が茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　銃じゆうの照しよう星せいの先には怯おびえきった小さな二つの瞳ひとみがあった。潤うるんだ嫌いやな目の輝かがやきだった。いつも何かに飢うえ、怯えていた昔むかしの自分に似にていたからかもしれない。その瞳の中に二人のラースターが今も虜とりことなって涙なみだに溺おぼれそうだった。苦痛だった。

「早く行きなさい」

　ラースターはなげやりに言った。そして少年から目を逸そらした。視し界かいの端はしに死を待つだけのシークスの背中。しかし少年はラースターの言っていることが理解できないのか、恐きよう怖ふにひきつった表情を硬こう直ちよくさせたまま動こうとしなかった。

「聞こえないの？　いいからここから消えなさいよ！」

　ラースターは感情のままヒステリックに叫んだ。少年は驚きのあまり、びくっと体を震わせたが、すぐにためらいがちに後あとずさると、くるりと背を向けて走り出した。

　無む味み乾かん燥そうな銃じゆう声せいがコンクリート壁に幾いく重えにも反はん響きようした。残弾は三発になった。




　現地時間で四区く刻こくも終わろうというとき、急に雨が降ふり出した。二階のアルミサッシの窓まどの外では厚い雨あま雲ぐもが立ち籠こめ、冷たい雨がアスファルトやコンクリートを暗あん褐かつ色しよくの無む彩さい色しよくへと変えた。

「仲間割れ!?」

　鈴木は窓の外で段々と激はげしくなる雨の中で、数百人もがお互たがいに戦たたかっている光景を見て驚いた。剣の打ち合う音や矢や叫さけびの声が、ガラス窓をビリビリと伝わって来た。ハリウッドの戦争映画でもＮＨＫの大たい河がドラマでもない。紛まぎれもない白はく刃じん煌きらめく本物の戦争だった。しかしファンタジー系アニメによくあるバカデカイ肩けん甲こうに、肝かん心じんな所の防ぼう御ぎよがまるでなってない鎧よろいを着た戦士の姿すがたはどこにもなかった。

「傭よう兵へいと……あれは長ちよう耳じ族ぞくだな。エルフまでもここに来ていたとはね」

　アイゾンドは素そっ気けなく呟つぶやいた。

「エルフ!?　でも何でエルフがここに？」

　鈴木としては見るもの全すべてが新しん鮮せんで興きよう味み津しん々しんだった。それにさっきみたいに直接死の危険がないから安心して見ていられる。鈴木としては目の前で繰くり広げられるリアルで総天てん然ねん色しよくのスペクタクルな実戦に少々興こう奮ふんぎみだった。

「さあね。どうせ傭兵騎き士し団だんの目当てはドラッグだな。レフリームの施し設せつなら薬くすりがあるだろうっていう安あん直ちよくな発想だ」

　アイゾンドは呆あきれ顔で言った。

「あれは……あれは、わたしの部族です」

　唐とう突とつにシファーが口を開いた。

「なんだって！　本当に？」

「はい、あの青地の衣い裳しようはゾーバントに暮くらす森の部族のもの……。ですがわたし達の部族、いえどの長耳族も争あらそいを好このまないはずなのに……」

　シファーは憔しよう悴すいしきった青あお褪ざめた表情をしていた。

「これにはきっと何かわけがあるんだよ」

　鈴木はたいした慰なぐさめにもならない慰めを言った。

「理由はともかくエルフに勝ち目はないな。女子供まで戦たたかっても傭兵騎士団よりは数も装そう備びも劣れつ勢せい。保ってあと数時間ってところか」

「そんな！」

　そうこうしているうちにも鎧よろい兜かぶとで完全武装した傭兵は、長剣ロングソードや戦槌メイス、戦戈ハンマーを振ふるってエルフの女子供も容よう赦しやなく血の海の中へ屠ほふっていた。

「何とかならないのか、アイゾンド！」

「契けい約やく外がいだ。契約は君きみを守るだけのはずだ。慈じ善ぜん事じ業ぎようではないんでね。それにこちらから攻こう撃げきを仕し掛かければ、こちらの存在を知られてしまう。危険だ。でも別べつ途と料金を払はらってくれるんなら話は別だが」

「それでもいい、別料金でも何でも払うから早く！」

「いくら出すんだ？」

「一万！」

「話にならないな」

「わかった。五ま……いや、十万だ！」

　もう背せに腹はらは代かえられない。鈴木にとっては大おお盤ばん振ぶる舞まい。出しゆつ血けつ大サービス。清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降おりる思いだった。

「だったら竹コースだな」

　そう言ってアイゾンドはがらっと窓を開けると、バックパックから取り出した手榴弾ハンドグレネードのピンを抜ぬいて数秒待つと、まるで公園のハトに豆でも撒まくように次々に六個を投げた。

　そして当然の爆ばく発はつ。手榴弾はちょうど傭兵の密みつ集しゆうする所の頭上で炸さく裂れつして無数の鉄てつ破は片へんを降ふり注そそぎ、傭兵の甲かつ冑ちゆうを軽々と貫つらぬいた。

　鈴木は鼻はなを刺し激げきする硝しよう煙えんの臭においが室内まで漂ただようのを感じた。しかしアイゾンドはそれ以上何もしようとしなかった。

「これで終わり？」

「そうだ」

「そりゃないだろ！　十万も払ってそれだけかよ。ボッタクリだ！　そんなのは誰だれだってできるぞ」

「手しゆ榴りゆう弾だんが一個二万円で五個。それに一個をサービスして計六個。良心的な明めい朗ろう会計だ。それにこれだけでも百人以上は殺さつ傷しようして無力化している。これでも不満ならあとは自分でやりな」

「ひゃっ、ひゃくにん!?」

　そう言われて鈴木が窓の外に首を突き出して覗のぞき込んだ。黒こつ褐かつ色しよくの煙けむりが晴れるに従したがって、その凄せい惨さんな光景が次し第だいに明らかになった。黒い鉄てつ屑くずと赤い肉にく塊かい。その周しゆう囲いでアリクイに襲おそわれた蟻あり塚づかのシロアリみたいに右う往おう左さ往おうし慌あわてふためく傭兵の無ぶ様ざまな様よう子す。

「こんな……酷ひどい……ウゥッ」

　鈴木は突とつ然ぜん強い吐はき気に襲おそわれた。人間の内ない臓ぞうなどの脂し臭しゆうだった。その場でうずくまってしまった。胃い酸さんの酸すっぱいものが喉のど元もとまで上がって来て、口を覆おおった両手の指の隙すき間まから、昼に食べた中ちゆう華か丼どんが消化された嘔おう吐と物ぶつとなって床ゆかに垂たれ落ちた。

　しかし意外にもアイゾンドはおろか、シファーもこの吐き気を催もよおす脂臭の強きよう烈れつな臭しゆう気きには全まつたく平気な様子だった。日本人には堪たえられない匂においでも、戦争の身み近ぢかな世界の住人は脂臭や死臭に馴なれてしまっているのだろう。

「しっかりしてくれよ。十万円で殺してくれと言ったのはおまえだ。これはおまえが望んだことなんだ」

「殺してくれとは言ってない。どうにかしてくれと言っただけだ」

「責任逃のがれか。あの場合、どうにかするってことは殺すということだ。それは承しよう知ちの上だったろ」

「そ、そ、そんんあことは……そんなことはない……」

「早く立て。くだらない自じ己こ正当化に付き合ってる暇ひまはないんだ。すぐにも傭兵がここを嗅かぎつけて来るぞ、って言った先からお出ましだ」

　アイゾンドはＨ＆Ｋヘツケラー　コツホ・ＭＰ５サブマシンガンを一連れん射しやした。鈴木の頭越ごしに真しん鍮ちゆうの薬やつ莢きようが弾はじけ飛ぶ。一〇メートル先の階段から上がって来たばかりの傭兵達がレーザーポイントサイトで捕ほ捉そくされてはばたばたと斃たおされた。

　それでも容よう赦しやなく傭兵は次から次へと殺さつ到とうした。

「なぜこうも威い勢せいよく出て来れるんだ？　普ふ通つうなら今いま頃ごろはフラッシュバックで正しよう気きを保たもつこともできないはずだぞ」

　嫌いやな予感を抱いだきつつ、懲こりない傭兵達を相手にアイゾンドは九ミリ弾だんをばら撒まいた。そしてアイゾンドは傭兵達の身体からだに起きている異い変へんに気が付いたのだった。

「莫ば迦かなっ！　〈冥きものどもエヴイル・ワン〉だと。何でこんな所に……」

　どの傭兵も灰はい色いろがかった血けつ色しよくの悪い皮ひ膚ふは濡ぬれた質感を帯おびていた。妙みように細長く節ふしくれだった関かん節せつの四し肢しは着用している鎧よろいの丈たけとは、明らかに不ふ釣つり合あいなまでの長さだった。そしてその醜みにくいアンバランスな四肢と湾わん曲きよくした脊せき椎ついの身体からだを、不ぶ器き用ように跳はねて前に飛び出して迫せまるのだ。

「イヤーッ。なんなの、アレ？」

　シファーも傭兵の奇き怪かいな変化に気付いた。

「きりがない。おい、そこの女！」

「……は、はい！」

　躊躇ためらいがちにシファーが返事した。

「いいか、今度、できるだけあいつらを引き付けてから掃そう射しやする。それに合わせてそこの腑ふ抜ぬけを引きずってでも連れて一気に走れ。Ｎ１区画の隔かく壁へきはすぐそこだ。そこまで走れるな？」

「やってみます！」

「よし」

　アイゾンドは素す早ばやく弾倉受マガジンキヤツプを外はずしてＳＭＧサブマシンガンの弾倉マガジンを交こう換かんした。予想通り、そのわずかな間かん隙げきを縫ぬってわらわらと剣けんを振ふり立てた十数体が一気に飛び出した。まるでびっくり箱ばこの中身だ。心しん臓ぞうに悪い。

　半なかば化ばけ物ものと化した傭兵の動きそのものは不器用だったが、跳ちよう躍やく力りよくと素早さは驚きよう異い的だった。アイゾンドは思わず後あとずさった。先頭の傭兵が大剣をアイゾンドの頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さいせんと振り下ろした。だがそこをその無表情な蛙かえるのような顔がん面めんにフルオートで、九ミリパラべラム弾だんを三発撃うち込まれ、逆に頭を吹ふき飛ばされた。続く傭兵も同じ運命を辿たどる、そしてその次の傭兵も……その次も……。

「今だ、走れっ！」

　アイゾンドの掛け声にシファーは鈴木の肩かたを抱かかえるようにして二人で走り出した。銃じゆう撃げきは止やまなかった。ＭＰ５の弾たまが切れると、すかさず散弾銃シヨツトガンをぶっ放ぱなした。一気に数体が身体中に無数の散さん弾だんを受けて、後ろに吹き飛ばされる。

　アイゾンドも、怪物がこの攻こう撃げきに怯ひるんだ隙すきに走り出した。傭兵達は執しつ拗ように追いかけ始める。化け物だけに敵の方がわずかに速い。このままではすぐに追いつかれるのは目に見えていた。走りながらアイゾンドは前方に曲がり角かどを見付けると、手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜ぬいた。そのまま角を左に曲がると同時に後方へ手榴弾を転ころがす。

　アイゾンドのすぐ脇わきを強きよう烈れつな爆ばく風ふうが通り過ぎた。爆発音に混まじって聞こえるガラスの割れる音と絶ぜつ叫きよう、悲ひ鳴めい。

　そして誰だれも追いかけて来る者はいなくなった。しかしすぐにでも新たな追おつ手てが来るのもわかりきっていた。もう奴やつらには自分達の存在がバレてしまっているのだ。アイゾンドは鈴木達へと合ごう流りゆうすべく走った。間もなく二人を見つけた。

「僕のＩＤカードじゃ、ここに入れない。もう僕達はダメだ。いやだ。死にたくない。日本に帰してくれ。僕は絶対、畳たたみの上で死にたいんだーっ！」

　会うなり鈴木はすっかり狼ろう狽ばいしきっていた。鋼こう鉄てつ製せいの隔かく壁へきには〈関係者以外立入禁止　ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ〉の文も字じと黄色い扇せん風ぷう機きのマークのような放ほう射しや線せん汚お染せん危険を示しめす表ひよう示じが大々的に描えかれていた。隔壁の隣となりには、カードリーダーと一体になった暗あん証しよう番号用の液えき晶しようコンソールパネルがあった。その下の床ゆかには放ほうり出された磁じ気きカード兼けん用ようの社しや員いん証しよう。カードには半分眼めをつぶった顔の鈴木の写真が貼はり付けられていた。

「だろうな。一いつ般ぱん人じんが入れるところじゃない。まして左さ遷せんされるような平ひら社員風ふ情ぜいが入れるわけもなかったか」

　アイゾンドは至し極ごく冷れい静せいだった。

「さ、最初からわかってたのか？」

「予想はしていた」

「なんだとっ！」

　鈴木は感情の昂たかぶるままにひ弱な腕うでで、アイゾンドに摑つかみかかろうとしたが払はらいのけられた。

「そう憤いきどおるな」

「じゃあ、これからどうする気なんだよ！　いい考えでもあるのか？」

「そこにいるのは長ちよう耳じ族ぞくだということだ」

「シファーがどうしたって言うんだ？」

「長耳族ならある程度の魔法が使えるはずだ。例たとえば開かい錠じようの魔法とかな」

　アイゾンドはシファーに視し線せんをずらした。

「えっ！　わたし？」

　シファーはきょとんとしてアイゾンドを見つめ返した。

「まさかシファーに？　これは電でん子しロックだぞ。最新のセキュリティ・システムが魔法なんかで開くもんか！」

「魔法は科学よりも劣おとっていると言うのはレフリームの傲ごう慢まんだ。どうせこれで開かなければそれまでだ。あとはあの蛙かえる人間の餌え食じきになるだけだ」

「そんな……」

　鈴木はシファーを見た。ちょっと困こまり顔をしているが、それでもいつも通りおっとりと構かまえている。鈴木は再ふたたび絶ぜつ望ぼうの縁ふちに立たされた思いだった。

「わたし、自信ありませんけどやってみます！」

　何かを決心したかのようにシファーが力強く言った。

「なるべく急いでくれよ。こっちも客きやく人じんのお出で迎むかえだ」

　そう言うなりショットガンが咆ほう哮こうした。奇き声せいとも悲ひ鳴めいとも言えない断だん末まつ魔まの叫びをあげながら背せ筋すじをのけぞらせて二体の化ばけ物ものが吹ふき飛ぶ。

「応戦しろっ！」

「……は、はい」

　鈴木はアイゾンドに言われて焦あせりながら、上うわ着ぎの中に突つっ込んでいたコルトを取り出そうとした。しかしポケットの縁ふちに引っかかってまごついた。やっと銃じゆうを構えることができたときには、シファーは既すでに右手を電子ロックに翳かざして呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っていたし、アイゾンドも手早く十人近くを片かた付づけていた。

　狙ねらいもそこそこに鈴木は眼をつぶって銃爪トリガーに人差指の力を加えた。

　──だが弾たまはおろかうんともすんとも動かない。もう一度銃爪トリガーを引こうとするが引くことすらできない。

「セーフティを外はずせ」

　もたつく鈴木に苛いら立だったアイゾンドが一人を血ち祭まつりにあげながら叫さけんだ。

「えっ、セーフティ？」

「安あん全ぜん装そう置ちだ」

　そう言われても銀ぎん玉だま鉄てつ砲ぽうとはわけが違ちがう。鈴木はどこに安全装置があるのかさえわからず、銃をあたふたといじくりまわすのが精せい一いつ杯ぱいだった。それでも何度かアイゾンドの罵ば声せい混まじりの説明で、いじっているうちにセーフティが偶ぐう然ぜんにも外れた。

　どうせ弾は出ないだろうと思って引いた銃爪トリガーがすんなり落ちる──銃声と共に銃身バレルが荒あら馬うまのごとく勢いきおいよく跳はね上がった。

「痛っ！」

　肩かたに激げき痛つうが走った。反動が想像していたよりもずっと凄すごい。弾はどこに飛んだのかもわからなかった。これで本当に狙ねらえるのかと思うほどだ。しかし鈴木は躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはなかった。

「当たれーっ！」

　今度は両手でしっかりと拳けん銃じゆうを保ほ持じして銃じゆう口こうを突き出し、襲おそいかかって来る化ばけ物めがけて銃爪トリガーを引いた。しかし反動で跳ね上がった銃身に、弾は明後日あさつての方向に飛んで行って天てん井じようの蛍けい光こう灯とうを粉ふん砕さいした。

「どこを狙ってんだよ」

　アイゾンドが罵ば倒とうした。

「初めてなんだからしょうがないでしょ！」

　鈴木も逆ギレ状態で怒ど鳴なり返した。テレビ画面の中のゾンビを光こう線せん銃じゆうで撃うつのとは、雲うん泥でいの差だ。もうなりふり構っている余よ裕ゆうはなかった。

「──鋼はがねの錠じようによりて堅かたく閉とざされし門よ。我われの求めに応こたえ汝なんじの扉とびらを我が前に開け放はなち給たまえ。我が言こと霊だまは黄おう金ごんの鍵かぎとし、その錠を解とく者なり」

　怒ど声せいと銃声の飛び交かう中、ようやく静かにしてゆっくりと呪文が終わった。

　しかし反応はなかった。

「ダメです。開きません」

　しかしそれは無情な結果に終わった。

「どうするんだよ。こんなところで怪かい物ぶつの餌え食じきになるなんてやだよ～」

　鈴木に泣きが入った。我を忘れて銃を撃つのを止やめて、隔かく壁へきの分ぶ厚あつい扉を思いきり何度も叩たたいた。

「開けてくれ～！　開いてくれよぉ～」

　大量の涙なみだと鼻はな水みずを隔壁にべっとりと付けながら、鈴木はひたすらすがりついた。

　と、そのときカチッと微かすかな金きん属ぞく音おん。そして突とつ然ぜんのけたたましいブザー。自動で開放されて行く隔壁。その奥おくにもある何重もの隔壁が次々と開いて行った。

「さっ、早く！」

　鈴木は呆あつ気けにとられていた。シファーがいつまでも突つっ立っている鈴木の手を取って、中へと進んだ。アイゾンドも掃そう射しやを加えつつ隔壁の奥へと進むと、最終隔壁の横にあったコンソールで内部から隔壁を閉じた。それでも入り込んでこようとする化け物もあったが、再ふたたび閉まる重い隔壁に挟はさまれてバキバキと骨を砕くだかれて両断された。

「ふうっ、助かった～」

　鈴木は壁へき面めんによりかかるようにしてその場にへたりこむと、安あん堵どの溜ため息いきをついた。鈴木の心に死の恐きよう怖ふ、戦争の恐怖が実体化していた。放心状態で手と足の震ふるえがどうしても止まらなかった。隔壁の外側ではこの分ぶ厚あつい隔壁を通してしきりに叩たたく音が聞こえていた。この隔壁がそう簡かん単たんに破られることはないとわかっていても不安になる。

　それにしてもなぜ隔壁は開いたのか鈴木には不ふ思し議ぎだった。偶ぐう然ぜん。一念天にも通ずとはこのことなのか。隔壁はまるで鈴木の意い思しに反応したかのようでもあった。

　それはともかくアイゾンドの方もまた、相あい次つぐ戦せん闘とうの連続で著いちじるしく弾だん薬やくを消しよう費ひし尽つくしていた。これでＭＰ５の九ミリ弾だんと散弾銃シヨツトガンの12番ゲージ装そう弾だんもなくなっていた。残る火か器きはアイゾンドのマシンピストルのイングラムＭＡＣ11と鈴木のコルト・ガバメントもどきだけだ。

「歩けるか？」

　アイゾンドは座すわり込んで大おお粒つぶの汗あせを流し、息を切らしているシファーに声をかけた。

「……ええ」

　シファーは立ち上がった。しかし元気そうに振ふる舞まうシファーだったが、誰の目にも腕うでの怪け我がと魔法の使用で肉体的にも精神的にも疲ひ弊へいしきっているのがわかった。もしかしたら熱もあるかもしれない。

「もう少し休んだ方がいいよ。もう奴やつらは追って来られないんだから」

　鈴木はシファーを気き遣づかって優やさしい言葉をかけた。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　シファーは覚おぼ束つかない足取りで歩き出した。しかしその意志は堅かたく鈴木の言う通りには従したがわなかった。迷めい惑わくをかけてはいけない。そんなシファーの健けな気げな気持ちの表あらわれだった。鈴木とアイゾンドはそんなシファーの気持ちを汲くんで一いつ緒しよに通路を奥おくへと進んだ。しかしそれは更さらなる隔かく壁へきによって終わりを告つげていた。

「また扉とびらか」

　鈴木は溜息混まじりに呟つぶやくとちらっとシファーの様よう子すを見た。もう一度魔法を使うどころか立っているだけでもやっと、という感じだった。

「どうするんだ？　もうシファーには無理だぞ。それにこの中には高レベルの放ほう射しや性せい廃はい棄き物ぶつがある。放射能がどのくらいなのかはわからないけど危険過ぎる。ここでこのまま自衛隊かディグリト軍の救きゆう援えんを待った方がいいよ」

　鈴木はアイゾンドに向かって意見した。しかしアイゾンドは鈴木を無む視しして壁かべのコンソールに触ふれた。

　微かすかな電気動力の唸うなりを伴ともなって静かに隔壁は開いた。そしてこの隔壁の先に広がる異い様ような光こう景けいを目まの当たりにして鈴木は目を見張ることしかできなかった。




　ここでも怪かい物ぶつ化かした傭よう兵へい騎き士し団だんを相手に苦く戦せんしている一団があった。白と水色のストライプのマントを身に着つけたヴィース麾き下かの神しん衛えい騎士達だった。

　当初、長ちよう耳じ族ぞくと傭兵騎士団とが争あらそう戦場に駆かけつけた神衛騎士は、人とは思えぬ傭兵達に襲おそわれて仕し方かたなしに応戦した。しかし数に勝まさる傭兵軍にすぐに包ほう囲いされてしまった。そこでヴィースの決死の判はん断だんで、怒ど濤とうの勢いきおいの一いつ点てん突とつ破ぱで血けつ路ろを開き突とつ貫かんを敢かん行こう。五名の戦死者を出しながらも包囲を脱だつして、今度は傭兵軍と対たい峙じしている長耳族と接せつ触しよくすることができたのだった。

「おお、軍ぐん監かん殿どのではないか」

　族ぞく長ちようの旗はた印じるしである黄おう金ごんの七しち芒ぼう星せいをあしらった鉾ほこの下、数百人規き模ぼの長耳族の一隊の中からライアルが前に進み出てヴィースに呼びかけた。

「ライアル、これはどういうことだ。戦場には不ふ参さんの上、このようなところでいったい何をしているのだ？」

　ヴィースは駒こまをライアルに寄せながら、眉まゆ根ねに不ふ快かいを刻きざんで大だい音おん声じようで問い質ただした。

「それはそちらとて同じこと。あの傭兵どもはサーバスト軍の麾下となっていたはず。その輩に盟めい約やくを交かわした我われ等らを襲おそわせるとは言ごん語ご道どう断だん、いかなることか！」

　ライアルも声を荒あららげた。途と端たんに馬上の神衛騎士と長耳族との間に殺さつ気きが漲みなぎった。

「あの傭兵の行こう為いは我が軍の意に反したことで、私の預あずかり知らぬところ。敵てき陣じんの後こう背はいを奇き襲しゆうさせるべく出しゆつ撃げきさせたものを命令を無む視しし、サーバストを裏うら切ぎったのだ。そしてあろうことか我等に対してまで刃やいばを向けたのだ」

「ふんっ、それが例たとえ真実とて、こうして裏切りにあったのも、かような輩やからを陣じん営えいに加えた軍監殿の責任ぞ！」

　ライアルはヴィースの非ひを責せめた。

「言葉を慎つつしまぬか！　我等にとっては謀む反ほんを為なしたのはそちらの部族とて変わらぬのだぞ」

　ライアルのあまりに一方的な暴ぼう言げんに堪たえかねて後ろに控ひかえていたアスロが窘たしなめた。

「しかし今はこんなことを論じている場合ではあるまい。あの異い形ぎようの化ばけ物ものと化かした傭兵をどうするかが問題なのだ。奴やつらのためにわしらの同どう朋ほうの被ひ害がいは甚じん大だいだ。このままではそちら共々全ぜん滅めつの憂うき目に合わないとも限らんぞ」

　ライアルは全まつたく動じることなく話を切り換かえてきた。

「そうだな。あのような存在は我々とて予期し得なかったことだ。こちらとしてもこのわずかな手て勢ぜいでは、いくら精せい鋭えい揃ぞろいの神衛騎士とてきりがない。ここはひとまず新たに意を同じくして共に戦うしかあるまい」

「だがわしらは部族の教きよう義ぎを守るため、この母なる地を守るために戦うのだ。単にディグリト侵しん略りやくを目的としたサーバストとは志こころざしが違ちがう！」

「この地は我等が崇あがめ奉たてまつる主神セクトの聖せい地ちでもある。この度たびの戦いくさはウェウス断だん章しように記しるされしこの地に眠ねむる秘ひ蹟せきの探たん索さくにある。断じて侵略戦争ではない、見み損そこなうな。それに当面の目的としてあの化け物どもを駆く逐ちくするにお互たがいの異い存ぞんはないはずだ」

「よかろう。ここで異論を唱となえても詮せん無なきこと。ここはそれしか道があるまいて。軍監殿にわしら部族の命めい運うんを任まかせようではないか」

　ライアルは若じやつ干かんのわだかまりを残しながらも、逼ひつ迫ぱくする脅きよう威いを前にして納なつ得とくせざるを得なかった。それはヴィースも同様だった。

「では、ここでは地の利が悪い。何としてもここより幅はばの狭せまい場所に陣を張って、敵の正しよう面めんを狭せばめれば、敵の数がいかに多かろうとも一度に戦たたかえる人数は限られる」

「賛さん成せいだな。すぐにでも離り散さんしてしまった同志を糾きゆう合ごうしつつ陣を整ととのえようではないか」

　ライアルは部族の気き勢せいを高めるのだった。




「いったいどうなってんのよ！　外はずれた履帯キヤタピラがまだ直らないですって？　どういうことよ！」

　京子の金かな切きり声が一段と狭い車内に響ひびき渡わたった。

「ですから無理とは……ただ駆く動どう輪りんの歯車が石を嚙かんでしまいまして……もう二時間もあれば必かならず……」

「五分で終わらせなさい！」

「そ、そんな無茶な……」

　二号車の車しや長ちようの言いわけが無線で流れてくる。かれこれ三〇分以上こんな交こう信しんが続いていた。

　未み確かく認にんの騎き兵へい部隊への偵てい察さつのために急きゆう遽きよ、京子によって編へん成せいされた陸りく自じの六〇式自じ走そう一〇六ミリ無む反はん動どう砲ほう二輛による威い力りよく偵察隊は二号車の脱だつ落らくで、京子の搭とう乗じようする一号車だけが先行してゾーバントの森を進んでいた。

「もういいわ！　この役立たず」

　京子は憤いきどおりにまかせて交信をぶち切った。二号車の復ふつ帰きは絶ぜつ望ぼう的てきなわけで戦力はわずかにこの軽戦車もどきが一輛と京子を含ふくむ搭とう乗じよう員いん三名だけとなった。これで何ができるとはわからなかったが、それでも京子は廃はい棄き物ぶつ処しよ理り施し設せつへと自走砲を急がせた。

　二〇分後順調にもうだいぶ日が傾かたむいて真まっ暗くらな森を、抜ぬけると、廃棄物処理施設の入り口を通過することに成功した。

「中田三さん尉い、あれは……」

　操そう縦じゆう手しゆの佐さ々さ木き三さん曹そうが急ブレーキを踏ふんだ。

「どうした？」

　京子がおもむろにハッチを開けると、なぜか新にい島じま名めい物ぶつクサヤに似にた臭においがぷ～んと漂ただよってきた。

「へぇ～やってくれるじゃないの」

　京子の額ひたいに浮うかんだ青あお筋すじがぴくぴくしていた。荒こう涼りようたる視し界かいに広がったのはアスファルトの上の夥おびただしい数の死し骸がいだった。車長ハッチから身を乗り出した京子は〈都みやここんぶ〉の最後の一枚を前歯で引き抜くと、空から箱ばこを握にぎり潰つぶして路上に投げ捨すてた。そして口の中に広がる酸すっぱい吐はき気を酸っぱい都こんぶと一いつ緒しよに吞のみ込んだ。

「ここは治ち外がい法ほう権けんなのよ。これは明らかに我わが日本国に対する侵しん略りやく行こう為いよ！　ここはまず現状をよく確かめた上でしかるべき対応を考えないとね」

「しかるべき対応と言いますと？」

　心配そうな顔付きで伊藤一いつ士しが見上げた。

「専せん守しゆ防ぼう衛えいに決まってるでしょ。やられたらやり返すのよ！」

「危険ですよ。こっちは三人しかいないんですよ」

　佐々木三曹と伊藤一士はあまりの惨さん状じようを前にしてしりごみした。

「なにふざけたこと言ってんのよ！　このまま黙だまっているわけにはいかないでしょ。勝かつ手てに日本の管かん轄かつ下かの敷しき地ち内ないに入って勝手に死んで。誰だれが後あと片かた付づけすると思ってんの。十中八九、うちらがこの炎えん天てん下かでぐっちゃぐちゃの腐ふ乱らん死体を掃そう除じしなきゃいけないのよ！」

「もしかして、それだけのために……」

「そうよ！　どうせ片付けをやらされるんなら迷めい惑わくかけるだけかけてトンズラされる前に一発かましてやりたいじゃないっ！　ほら、これは命令よ。出して」

　気乗りしなかったが佐々木は渋しぶ々しぶとアクセルペダルを踏むのだった。







　第Ⅵ章　狂きよう気きの宴うたげ







　何と例たとえればいいのだろうか。鈴木の乏とぼしい知ち識しきの中で最もつとも近いのは、アントニオ・ガウディ設せつ計けいのサグラダファミリア教会だった。もちろん鈴木は教会の名前など知るよしもない。そんな教きよう養ようは持ち合わせていない。単にスペインにある奇き怪かいな建たて物ものという認にん識しきに過ぎなかった。

　しかしそんな生物的な曲線の混まじり合う狭せまいのか広いのかもわからないような空間は、日常の直線で構成された幾き何か学がく的な建けん築ちく様式とは全まつたく趣おもむきを異ことにしていた。

　アイゾンドが先頭となり、この禍まが々まがしいまでの回かい廊ろうを奥おくへ奥へと進んだ。鈴木も仕し方かたなく、シファーに付き添そいながら後をついて行くしかなかった。地下水の滲しん出しゆつで天てん井じようから壁へき面めん、そして床ゆかまでもがひんやりと濡ぬれていて、気を抜ぬくとすぐに濃のう緑りよく色しよくで粘ねん質しつの粘ねん菌きんか地ち衣い類るいのようなものに足を取られそうになった。

「ここがＮ１区く画かくの中心？」

　いつしか鈴木達は坑こう道どうのような回廊から天井が、吹ふき抜ぬけになったぐらいに高い広い空間へと出た。鈍にぶい鈴木にも、ここがまさか核かく廃はい棄き物ぶつ処しよ理りを目的に建けん設せつされたところではないことぐらいすぐに推すい察さつできた。

「ここがＮ１区画の中ちゆう枢すう。そして伝でん説せつとして語られている新世界の宗しゆう教きよう体たい系けいの十三聖せい地ちの一つだ」

「でもここは放ほう射しや性せい廃棄物の処理施し設せつじゃ……」

　この期ごに及およんでも鈴木は突つきつけられた事実に狼ろう狽ばいするしかなかった。

「確かに当初の計画ではそうだった。しかしその建設作業中に偶ぐう然ぜん発見されたのがこの地下遺い跡せきだった。古代遺跡の発見は建設計画を基き幹かんから変えさせたのだ」

「古代遺跡!?　そ、そんなファンタジー小説にありがちな展てん開かいが信じられるわけないだろ」

　鈴木は非日常的に遊ゆう離りした頭の中身を必ひつ死しに常じよう識しきにつなぎ止めようとした。

「信じようが信じまいがこれは事実だ。たとえそれがあんたの認にん知ち力を越こえるものだとしてもな」

「僕ぼくの頭が悪いのは認みとめるよ。だから教えてくれないか？　何を企たくらんでいる？　僕達に何を隠かくしているんだ？」

　鈴木の声は壁面に反はん響きようして幾いく重えにも響ひびき微び妙みようなずれを生じた。

「──窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむか」

　アイゾンドは及および腰ごしに尻しりを突つき出した格かつ好こうでガバメントを構かまえる鈴木を見た。

「知っていることを全部話すんだ！」

　拳けん銃じゆうを握にぎる両手は小こ刻きざみに震ふるえていた。照しよう準じゆんがしっかり定さだまらない。

「ご主人様、止やめて下さいっ！」

　振ふり絞しぼるような声でシファーが叫さけんで鈴木の腕うでにすがりついた。

「どいてくれ！」

　鈴木はむげにシファーを払はらいのけた。シファーが倒たおれこむ。鈴木の眼がん光こうはいつもの軟なん弱じやくな男のものではなかった。

「断ことわったら？」

　アイゾンドはまるで臆おくさなかった。

「──撃うつ！」

　鈴木の眼めはいつになく真しん剣けんだった。いくら凡ぼん人じんだろうともやるときはやる。今こそ自分を変えるチャンスだった。

「撃てないな」

　アイゾンドはいつものように感情を表おもてに出さなかった。

「凄すごい自信だな。本当にそう思っているのか？」
















　鈴木は刑けい事じドラマを参考にすごんでみせた。

「さあね」

「こっちは本気だぞ！」

「わかった。少しはおまえにも知る権利はあるだろう」

　アイゾンドはゆっくりと床ゆかに銃を置いた。

「……話がわかるな」

　鈴木の緊きん張ちようがどっと解とけた。勇気を振ふり絞しぼってはみたが、もしアイゾンドが銃を捨すてずに撃ってきたら死ぬのはまず間ま違ちがいなく自分の方だったろう。自分の実力くらいは把は握あくしている。

　そしてアイゾンドはゆっくりと話し出した。

「この世界でなぜ魔ま法ほうが使えるのか考えたことはあるか？　たかが呪じゆ文もんを唱となえるだけで物ぶつ理りエネルギーを伴ともなう炎ほのおや雷らい撃げきを生じさせられるなど、相そう対たい性せい理論でも非ひユークリッドでも説明はつかない。しかしこの新世界では現実に起きている」

「そんなことはどうでもいい！　僕が訊いているのはここが何であり、ここで何が起きているのかだ！」

「話はこれからだ。そして新世界が発見されて以来、各国の軍事研究機き関かんは魔法の軍事利用を模も索さくしたが、地球上での実験はことごとく失敗した。地球に連れて来られた魔ま導どう士し達たちは若じやつ干かんのＥＳＰ徴ちよう候こうを示しめす程度に過ぎなかった。つまりこの惑わく星せいヘスペリアでは超ちよう自然的な力を操あやつれても、地球ではスプーン一つ満足に曲げることさえ出で来きない始し末まつだ」

「だからどうしたって言うんだ！」

　鈴木はさっきから要よう領りようを得ない話に次し第だいに苛いら立だちが募つのっていた。

「最終的に研究者達は魔導そのものの魔力は魔導士にではなく、新世界のどこかに内在していて魔導士たちはそれを単に部分的に召しよう喚かん、つまりは引き出しているに過ぎないとの結論に達した」

「ごもっともな学説だな。だからさっきから言ってるように、それが何なんだ？」

「だったらこの地下数百メートルにも達する地下迷めい宮きゆうのような建けん造ぞう物ぶつを新世界の住人の文明レベルでなしえると思っているのか？」

「ヤオイさんみたいに超ちよう古代文明とか宇宙人の仕し業わざとでも言いたいのか！」

「そうだ。古デロナトの伝でん承しようではリームと呼ばれているがな」

「リーム？」

「そう、レフリームの語ご源げんにもなっている、この世界の天てん使しのことだ。この新世界の宗しゆう教きよう体たい系けいは不ふ思し議ぎなことに、異い端たんを含ふくめてもほぼ統とう一いつした多た神しん教きようだ。どの民族もそれぞれ崇あがめるべき民族守しゆ護ごの神を持っている。だがその民族神こそが、かつてこの星を支配したリームと呼ばれた異世界の存在に由ゆ来らいすると、多くの伝承は伝えている。リームは今の天使の意味ではなく、当時は神の力を持つ者という意味だった。我われ々われがレフリーム、不完全なリームと呼ばれているようにね。つまり神は実在した。この話に興きよう味みを抱いだいている地球の国は意外と多くてね」

「まさか、単なる伝でん説せつだ！」

「剣けんと魔ま法ほうと竜りゆう、それに勇者の登場する幻想フアンタジー世界に莫ば迦かげた伝説は付きものだよ。そして得えてしてそれは真実でもある」

「違ちがうっ！　ここは紛まぎれもない現実の世界だ。今ここに僕がいる世界だ！」

　鈴木は大声を張り上げていた。

「人の言うことは素す直なおに信じるものだ」

「誰だれが貴き様さまなんかの言うことなんて信じるか！　最初から僕を騙だましてたんだからな！」

「では後ろを見ろと言っても無む駄だだな」

「ふっ、隙すきを狙ねらおうたってそうはいかない。そこまで僕はマヌケじゃないんだ」

　鈴木はアイゾンドを見み透すかすように鼻はなで笑った。しかし途と端たんに背せ筋すじに冷たい電気が走った。

「武器を捨すててうつ伏ぶせになれ」

　重く低い声が鈴木の背中越ごしに響ひびいた。

　鈴木はゆっくりと目め線せんだけでシファーを追った。そこでは口を手甲ガントレツトをした手で塞ふさがれたシファーが長剣ロングソードを首くび筋すじに当てられながらも必ひつ死しに眼めで鈴木に訴うつたえかけていた。

　数は四、五人。いずれも白と水色のストライプのマントを羽は織おった騎き士しだった。勝ち目はない。せめてもの救すくいはあの蛙かえる顔がおの化ばけ物ものではないことだ。

　鈴木は黙だまって言われるままに、所々に水みず溜たまりができている床ゆか石いしにうつ伏せになった。石は氷みたいに冷たく、水溜りのヘドロのような臭しゆう気きの汚お水すいに思わず顔を逸そらした。だが後ろにいた騎士に顔を踏ふみつけられて口の中に汚水が流れ込んでむせた。

「ヴィースの手の者か。ちょうどいい、ヴィースも来ているな」

　アイゾンドは足元に置いたマシンピストルを拾ひろい上げようと腰こしを屈かがめた。その手元で床石にパッと火花が散った。

「動くな！」

　太矢ボルトの鉄てつ鏃ぞくの起こした火花だった。アイゾンドは手を伸のばす動きを止めて前を向くと、弩いしゆみを構かまえたアスロの姿すがたを認みとめた。

「手て荒あらだな」

　アイゾンドは銃じゆうを拾うのを諦あきらめて立ち上がった。

「調子に乗るなよ。いくら閣かつ下かの知り合いとて手て加か減げんはしないからな」

　アスロは隣となりにいた神しん衛えい騎き士しにアイゾンド達を拘こう束そくするよう命じたのだった。




　湿しめった縄なわで後ろ手に縛しばられた鈴木達は背中を神衛騎士に小こ突づかれながら階段を下へ下へと歩かされた。既すでに数十階分は降おりただろう。まるでサンシャインビルのてっぺんから下くだっている気分だった。それでも下へと降りる地下階段の仮か設せつ照しよう明めいとして点々と灯ともる薄うす暗ぐらいカンテラの三〇ワット電球が、鈴木の心こころ許もとない心しん理り状じよう況きようのようであり、電球はまだまだ下へと続いていることを示し唆さしていた。下へ降りるほど湿しつ度どがじめじめと増まして、ワイシャツが吸きゆう収しゆうしきれない珠たまの汗あせが背筋を伝つたって流れた。昔むかしからＲＰＧのダンジョンさえも嫌きらいだった。これで更さらに嫌いになることは請うけ合いだ。

「あの～、どこまで降りるんですか？」

　マヌケな質問だった。後こう頭とう部ぶをきつく叩たたかれたのが、その答えだった。正しよう直じきな話、最もつとも心配なのは自分の命で、その次に心配だったのは衰すい弱じやくの激はげしいシファーのことだった。だが後ろを歩いているシファーのことは窺うかがい知れない。振ふり向けば殴なぐられるのでそれもできなかった。

　そんな長い階段もようやく終わりを告つげた。もしまだ階段が続いたとしてもこれ以上は下へは降りられなかった。なぜならこの階さえミニスカート丈たけくらいまで浸しん水すいしていた。

　この一応の最下層をまたしばらく進んだ先の高い広間に、既すでに五人ばかりがやはり黒こく緑りよく色しよくに汚お濁だくした水の中に浸つかっていた。周しゆう囲いは松明たいまつの明かりだけでは暗く、広い遺い跡せきの空間の端はしまでは見通せなかったが、上の階と同じく生理的に嫌けん悪お感かんを生じさせさえする建けん築ちく様式だった。

「閣かつ下か、遺い跡せきの上層階で発見した三名を連れん行こうしました」

　アスロは膝ひざ上うえまで浸かる水をかき分けて申しん告こくした。

「そうか、それで他ほかの者達はどうしたのだ？」

　ライアルが訊きき質ただした。

「現在も傭よう兵へい部隊と防戦を展てん開かい中だ。しかしこのままではそう長いこと持ち堪こたえるのは無理だな……」

「ならば事を急がねばな」

　アスロの報告にヴィースは落ち着ついた声を響ひびかせた。そして松明に照てらし出された三人の貌かおに眼めを細めた。

「やはり来ていたか。だがこんなに簡かん単たんに捕つかまるとは思っていなかったがな。私の知っているのはその程度の男ではなかったのでね」

　ヴィースはアイゾンドに近付いて鎖くさり鎧よろいに包つつまれた指先でアイゾンドの頰ほおをそっと撫なでた。

「俺は見かけ通りの俺ではない」

　アイゾンドは貌色一つ変えなかった。

「この男、先ほど捕とらえます直前になかなか興きよう味み深ぶかいことを口走っておりましたゆえ、閣下の御おん前まえにこうして連れて参まいりました」

　アスロがローブマントの銀製の留とめ具ぐを親指と人差指で弄もてあそびながら進言した。

「興味深いことだと？」

「何でもリームがどうかとか」

「なぜその名前を……」

　暗がりの中でさえヴィースの表情が一いつ変ぺんするのがわかった。

「やはりおまえもリームのことを知っていたんだな。どこでそれを知った？」

「聖せい奥おう殿でんの蔵ぞう書しよの中の魔ま導どう書しよの写しや本ほんだ……」

　ヴィースはうろたえ気ぎ味みに少し声をうわずらせた。

「おかしいな。その名は封ふう印いんされし禁きん書しよにのみ記しるされしもの。禁書は黎れい紀き二三四一年、時のサーバスト教きよう王おうアストレガⅣ世が全すべて焚ふん書しよに処しよした。しかも現在出回っている禁書の写本の殆ほとんどが偽ぎ書しよ。征せい服ふく者しやリームの名などあるわけがないし、この遺い跡せきのことも知ることはなかったはずだ」

「推すい測そくの域いきを出ないな。馬ば鹿からしい」

「ではこの詩し篇へんはどうだ。『白き昼の後に黒き夜が続く。いずれ人なる者の時間も刻ときの中にその終しゆう焉えんを迎むかえん。そして人ならざる者がかつて支配し地を再ふたたび統すべん』」

「なぜそれを！」

「自分で作った写本だ。当然だろう。レフリームの贋がん作さく作成技術は優ゆう秀しゆうでね。新しい絵かい画がさえ様さま々ざまな薬やく品ひんを使えば何百年も前の絵画に仕立てることも可能なんだよ」

「ではまさか……」

「サーバストの神しん官かんどもが真しん贋がんを見み極きわめることは不可能だったのは当然だよ。それにあんたもね。だいたい四千年も前の石せき版はんの古デロナト神聖文字ヒエログリフが、後こう世せいの翻ほん訳やく写本が書かれた時代に解読できているはずがなかろう。解読は一年前にようやく成功したんだからな。しかし安心しろ。内容は全すべて本物だ」

「騙だましたと言うのか」

「全すべては予定調和の中にあったんだよ」

「そんなことがあるはずは……ない」

「ならばなぜここに来た？　この私が作らせたウェウス断だん章しように記しるされていたゾーバント遺跡を目め指ざして十万を越こす大軍を率ひきいてやって来たのではないのか。戦たたかいの犬はもう放はなたれていたんだよ」

　ヴィースは強く唇くちびるをかみしめたまま黙だまってしまった。

　しかし先さき程ほどからのこのやりとりを鈴木はさっぱり理解できていなかった。聞き慣なれない言葉が交こう錯さくしていた。ただ一つわかったのは、やはりアイゾンドには陰いん謀ぼうがあったことだった。自分の知らないところで何かが起こっていると思うと、なんとも得え体たいの知れない気持ち悪さが込こみ上げてきた。

「軍ぐん監かん殿どの、こんな者の戯ざれ言ごとに何を躊ちゆう躇ちよされているのだ。あの化ばけ物ものどもがいつやって来るとも限らんのだ。一いつ刻こくの猶ゆう予よもないぞ！」

　沈ちん黙もくを破るようにライアルが厳きびしく一いつ喝かつした。

「わかっているっ！」

「ならば直ただちに行動を！　こうしている間にも同どう朋ほうの尊とうとい血が流されているのだぞ。それとそこの娘むすめは我われ等らが同族ではないか。かなり衰すい弱じやくしているようだ。その娘は解かい放ほうして頂いただきたい」

「よかろう。アスロ、放はなしてやれ」

　ヴィースは少し考えた後、アスロに縄なわを解とかせた。しかし立っているだけでも精せい一いつ杯ぱいだったシファーは縄を解くとバランスを失うしなってよろめいてしまい、アスロが胸むねで受け止めた。

「副官、こちらに。わしが治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけよう」

　ライアルは自分からアスロに抱だきとめられたシファーに近付くと、両手を腕うでの傷きず口ぐちと額ひたいに翳かざして呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

「……ありがとうございます」

　弱々しい声でシファーは礼れいを述のべた。

「黙だまっていなさい。自分で思っている以上にこの身体は弱っているぞ。しかしよくここまで堪たえたな。歩くのさえやっとであったろうに」

「行くぞ、ライアル！」

　ヴィースが松明たいまつを片手に急せき立てた。

「わかった。先に行ってくれ。この娘に治癒魔法を施ほどこしてからすぐ行く」

　ライアルはアスロからシファーをそっと抱き寄せながら言った。立ち去り際ぎわにヴィースはシファーにそっとローブマントをかけ、麾き下かの騎き士しとアイゾンド、鈴木を連れて更さらに漆しつ黒こくの闇やみに包つつまれた奥へと進んだ。

　松明の揺ゆれる炎ほのおを頼たよりに進むに連れて、次し第だいに水位は高くなっていった。水面は鈴木の腰こしの下まで達していた。地下水は熱気のあるじめじめした空気とはうって変わってかなり冷たかった。

　足の指の感かん覚かくはもう麻ま痺ひして刺さすような痛みしか感じない。他ほかの連中も同じはずなのだが誰だれもそんな素そ振ぶりすら見せる者はなく、両の瞳ひとみに小さな炎を映うつしていた。

　それにしても新世界に留とどまったのは間ま違ちがいだった。こんなことになるとは。確かに赴ふ任にんする前は太たい古この秘ひ宝ほうを探さがしたりとか邪じや神しんの復ふつ活かつを阻そ止ししたりの大だい冒ぼう険けんを期き待たいしていたこともあった。だが現実に直面して思い知らされたことがあった。自分には、そんな困こん難なんを切り抜けるだけの力も運もなかったのだ。僻へき地ち手て当あて込みで手取り一五万一千三二二円の月給取りの勇ゆう者しやなど存在しないのだ。分ぶん不ふ相そう応おうは身の破は滅めつを招まねく。後こう悔かい先に立たずだ。

　そんなことが頭の中をぐるぐる巡めぐっているとき、ふと目め線せんが凛り々りしくも美しい銀ぎん髪ぱつの女将しよう軍ぐんを捉とらえた。

「いかに貴き様さまが仕組んだことであろうと、こうなってはどうすることもできまい。とんだ誤ご算さんだったな。秘ひ蹟せきも勝利も最も早はや、我われ等らの掌しよう中ちゆうにあるも同然なのだからな」

「果はたしてそうかな。手にするまで油ゆ断だんはしない方がいいぞ」

　ヴィースはアイゾンドと会話をしていた。

「負け惜おしみを。やはりセクト神の御ご加か護ごに正せい義ぎの光は耀かがやくのだ」

「正義か、くだらない。『汝なんじは旧支配者リームを暗黒と邪じや悪あくなる者として知り、呪のろうべき旧支配者は星を汚お濁だくする定じよう業ぎようにあるを心に留とどめよ』ウェウス断章の一いつ節せつだ。この世界で崇すう拝はいする全すべての神々が邪じや神しんなのだ。その神にどうして正義があると言うのだ？」

「邪神だろうと悪あく魔まだろうと我等を、民たみを救すくってくれる者こそ神なのだ。偶ぐう像ぞうに過ぎない神ならば私には必要ない！」

　感情をむき出しにしてヴィースは激げつ昂こうした。

「閣かつ下か、あれを！　あそこに何かあります！」

　そのとき不意に一人の騎き士しが声を張り上げた。指差す先には光に反射する水面の中に浮うかぶ漆しつ黒こくの影かげがあった。

「あれこそが秘ひ蹟せきなのでは！　自分が確かめてきます」

　その騎士はその逸はやる気のままに両手で水を搔かき分けながら足早に進み出た。

「よせっ！」

　ヴィースの制止は搔き分けるときの水みず飛沫しぶきの音と昂たかぶる心で、騎士の耳には届とどかなかった。

　黒くろ水すい晶しようの透とう過か光こうの輝かがやきと金きん属ぞく音おんの冷たい光こう沢たくのある物質で出で来きた石せき柱ちゆうが、三〇センチ程ほど漆黒の水面から顔を覗のぞかせていた。

「閣下、やはりこれこそが我々の捜さがし求めし秘蹟に間ま違ちがいないですっ！　この色といい形といい閣下の詠よまれた詩し篇へんにある通りです」

　騎士がそう言いながら自じ慢まんげに触ふれた刹せつ那な、騎士の露ろ出しゆつした身体から青白い閃せん光こうがほとばしり、騎士の皮ひ膚ふに黒こく紫し色しよくの腫しゆ瘍ようが表ひよう出しゆつし始めると急速に肥ひ大だいしていった。甲かつ冑ちゆうが弾はじけ飛び衣い服ふくが裂さけ腫瘍は脹はれ上がった。

「どうしたっ！」

　アスロが憔しよう悴すいしながら叫さけんだ。

「……アウォフオン……グッ……」

　騎士は言葉にならない獣けもののような呻うめきを周囲に反はん響きようさせた。浮うき出る血けつ管かんや背や腹からは翼つばさ状じようの物や触しよく腕わんらしき物が突とつ出しゆつし、腕は鱗うろこに覆おおわれた鉤かぎ爪づめが形成され始めた。今や騎士は水の中に半はん没ぼつしながら水面下で怪かい物ぶつへと変へん貌ぼうを遂とげつつあった。

　鈴木は茫ぼう然ぜんと事じ態たいを傍ぼう観かんしていた。一人の人間が、無む節せつ操そうに対ついにもならずに生じた蝙蝠こうもりの翼のような鰭ひれのような物と無数の触腕のある単なる肉につ塊かいへと変化する様さまは恐きよう怖ふと嫌けん悪お感かん以外には何も感じなかった。末まつ端たん部分はまるでドレの版はん画がにあるダンテの神曲ラ・コメデイアのキリスト教的な悪あく魔まの姿すがただった。しかし中ちゆう枢すうである胴どう体たいであった部分はぐずぐずした今にも崩くずれ落ちそうな腐くさった肉の塊かたまりが大きな脈みやくを打っていた。

「だから止めたものを……。しかしこれで間ま違ちがいなく秘蹟であることが確かめられたな」

「部下の犠ぎ牲せいを悼いたまないのか？」

　アイゾンドが見るもおぞましい光景を目にしながら訊きいた。

「これは信しん仰こうに関かかわる大だい事じ。多少の犠牲は覚かく悟ごの上だ。それに既すでに多くの犠牲を払はらっている」

　冷れい静せいに見つめるヴィースの視し線せんの中で、みるみる肉塊はアイスクリームのごとくどろどろと水に溶とけた。

　ヴィースは何事もなかったかのごとく誘さそわれるようにして歩き出した。秘蹟の方ほう柱ちゆうの周まわりの水面は、人の脂し肪ぼうが油ゆ膜まくとなってわずかに主張しているだけだった。

「そこまでよ！」

　鈴木は聞き覚おぼえのある女の声に振ふり向いた。ライアルとシファーのうなだれた姿があった。

「シファー？」

　シファーはまだライアルに上じよう腕わんを支ささえられている。そのライアルの表情もどこか硬く強こわ張ばって不自然だった。

　──二人の後ろで別の人影が動いた。

「誰だれだ！」

　凛りんと張ったヴィースの声が鋭するどく響ひびき渡わたった。

「よくここまで来れましたね。でもここで終わり」

　騎き士しの一人が松明たいまつを翳かざした。二人の奥おくに壮そう麗れいな甲かつ冑ちゆうに身を包つつんだ小こ柄がらなブロンドの少女のあどけない貌かおが揺ゆれる炎ほのおに照てらし出された。

「子供ではないか。おとなしく立ち去ればよし。さもなくば子供とて容よう赦しやはしないぞ」

　騎士は松明を左手に持ち替かえて睨にらみを利きかせた。右手は剣けんの柄つかに添そえている。

「蛮ばん族ぞくどもがいい気になりおって」

　少女は憎にく々にくしげに言い放はなった。この言葉に騎士は過か敏びんに反応した。

「図ずに乗りおって！　ならば自みずからの死をもって悔くいるがいいーっ！」

　叫さけぶが早いか剣を抜ぬき放はなって物もの凄すごい勢いきおいで水みず飛沫しぶきを立てた。

「愚おろかな……」

　澱よどんだ空気を震ふるわせる銃じゆう声せい。さざめく水面。騎士は額ひたいに真しん紅くの穴あなを穿うがたれると、いくばくかの水すい泡ほうと共に没ぼつした。

「無常ね。剣の時代は終わったの」

　細い硝しよう煙えんの筋すじの流れるトカレフを握にぎり締しめた少女はシファーとライアルを銃じゆう口こうで押おし出すように歩かせた。

「ディグリトの毒蛇エキドナ……」

　アスロの背せ筋すじが凍こおった。たかが一人の少女に。ラースターⅢ世、冷れい酷こく無む比ひなる王女の名前だった。

「これ以上の我わが領内での傍ぼう若じやく無ぶ人じんなる振ふる舞まいは控ひかえてもらいます」

　兜かぶとはなく、鎧よろいも傷きずが目立っていた。しかしそれ以上にその蒼あお白じろく映うつる貌かおはまるで感情のない人形のようだった。それだけに畏い怖ふの感情を抱いだいたのかもしれない。

「それは出来ぬ相談だな。こちらとしても犠ぎ牲せいを払はらい過ぎた。今いま更さら退しりぞくことなど出来ぬ。それにこれは信しん仰こうなのだよ。秘ひ蹟せきは必かならずや貰もらい受ける」

「信仰──狂きよう信しん者じやが。不用意に触ふれただけで、遺い伝でん子しレベルで無む残ざんに犯おかされ、膿うんだ肉にく腫しゆと化した人の姿すがたを見ても、まだそのようなことを。この遺跡は、サーバスト人ごとき劣れつ等とう民族の手に負おえるものではないことがわからぬのか」

「ええ、わからないわ。私に課かせられたのは秘蹟の回収のみ」

　ヴィースは一歩も退ひかなかった。

「これ以上の狼ろう藉ぜきを続けるならば、サーバストの主要十都市に向けた労働ノドン改かいミサイルを発射します。弾だん頭とうにはインフルエンザウィルスを搭とう載さいしている。免めん疫えきのないサーバストの民たみならば百万人は死ぬことになる。それでもよいのか？」

　ラースターは黒い小型のスイッチボックスを見せた。その昔むかし、レーガン大だい統とう領りようの暗殺未み遂すい事件で大統領のポケットから転ころげ落ちた核かくミサイル発射のリモコンによく似にていた。

「ミサイル？　だからなんだと言うのだ。それが何か知らぬが、百万だと？　そんな見え透すいた噓うその脅おどしが私に効くと思っているのか？」

「愚おろかな。無知とは恐おそろしいものですね」

「何とでも言うがいい。私はそんなハッタリには騙だまされはしないわ」

　ヴィースは冷れい静せいだった。しかしラースターの瞳ひとみに漲みなぎる殺さつ気きは本物だと鈴木は直感した。ラースターは本当に生物兵器を投とう入にゆうする気だと。ラースターならやりかねない。

　しかしヴィースは事ことの重大さを理解していなかった。無理もないことだが、鈴木は身の毛もよだつ戦せん慄りつを感じないわけにはいかなかった。

「軍ぐん監かん殿どの、もう諦あきらめられよ。神が造つくりし道具を、同じ神に造られし人が操あやつることなど所しよ詮せん叶かなわぬこと。我が一族がこの地を目め指ざしたのも人間がこの地を荒あらすことを止めるためだったのだ。人が神の業わざを使えば、それは滅ほろびの道あるのみ。軍監殿ほどの聡そう明めいな御ご仁じんが理解できぬはずはなかろう」

　間に入ったライアルが声を詰つまらせながらも必ひつ死しに訴うつたえかけた。

「人間が滅ぼうと私には関係ない。それが神の御ご意い志しなら」

　ヴィースの冷たい灰はい色いろの瞳がシリウスのごとき光を湛たたえた。

「やっ、やめろっ！　何をする……」

　顔がん面めん蒼そう白はくになったライアルのひきつった悲ひ鳴めいが空気を裂さいた。

　銀ぎん髪ぱつが艶つややかに揺ゆれた──七、八、九発……。閃ひらめく跳ちよう弾だん。肉に喰くい込む鈍にぶい音。ヴィースの手の中でベレッタが全弾を吐はき出した。

「ウッ……ッ」

　狙ねらいの定さだまらぬままにラースターに向けて発はつ射しやされた弾だん丸がんは、ラースターの前にいる二人にも容よう赦しやはなかった。ライアルを庇かばおうと飛び出すシファー。

　無情にも一発の弾丸はシファーの体を掠かすめてライアルの胸むねを朱あけに染そめた。瞳どう孔こうを開いたままのライアルを抱だき止めるシファー。しかし腕うでに力が入らずにずるずると水の中に沈しずんでゆくライアル。

「いやああーっ」

　シファーの悲鳴が何度も木こ霊だまする。

　しかしラースターは、悲鳴などにはまるで無関心そうに、ぼんやりと銃弾に穿たれた傷を眺めていた。

　重力に引かれて自分の上じよう腕わんから滑なめらかに伝つたい落ちる鮮せん血けつは、黒く澱よどんだ水と混まじり合い清せい濁だくに逡しゆん巡じゆんする生命いのちの色を映うつし出している。

「そうね。あなたの言う通り剣けんの時代は終わったのよね」

　ヴィースは優ゆう越えつ感かんに浸ひたった嘲あざけりを浮うかべた。掌てのひらの中で弾倉がスライドして水面に小さな波は紋もんを奏かなでた。

　傷きず口ぐちから流れる血を指に絡からめ取るとラースターは自分の貌かおになすりつけた。三本の指の痕あとが頰ほおに赤くこびりつく。

「ふっ、おもしろいものね。自分の身体からだをいくら切り裂さかれようと何も感じなかったというのに、自分のものではないこの身体はこうして赤い血を流して痛みを感じるのね……」

　何かに憑つかれたような乾かわいた笑えみが漏もれた。

　そしてラースターはさっきのミサイルのスイッチをゆっくりと静かに押おすと、そのまま手を離はなした。スイッチボックスは音も立てずに水面下に消えた。

「とうとう気でも狂くるったか？」

　ヴィースは愉ゆ快かいそうにラースターを見た。しかしスイッチのことには気付いていなかった。確実にサーバストを死で覆おおい尽つくすその最初の瞬しゆん間かんを。

「この呪のろわれた身体が狂わせるのかもね。父を殺したときよりも母を殺したときよりも、そして兄を切り刻きざんだときよりも……こんなにも心の底から喜よろこびがこみ上げてくる恍こう惚こつ感かんはなかったわ」

「それでは国王暗あん殺さつは王女が……」

　アスロは驚きよう嘆たんの言葉を漏もらした。

「暗殺は貴き様さまがやったのではないの？」

　ヴィースがアイゾンドの眼めを見た。しかしアイゾンドは首を横に振ふった。

「どうして国王を、両親を殺したの？」

「死に値あたいした。それだけのこと。そしてあなたも──」

　ラースターはヴィースの左胸にトカレフの銃じゆう口こうをゆっくりと向けた。

「さてそれはどうでしょう。死ぬのはあなたの方かもね。ねぇ、大たい佐さ！」

　ヴィースの目め配くばせに騎き士しの一人が反応した。

「そうですな」

　その騎士は精せい悍かんな顔立ちの中年の男だった。そして濡ぬれて重くなったマントの中から鈍にぶく光る銃じゆう身しんを覗のぞかせた。

「これで立場は対たい等とうね」

　──瞬間、ラースターの手元で三発の銃口焰マズルフラツシユが瞬またたいた。

　胸きよう甲こうを貫つらぬく衝しよう撃げきに大きくのけぞるヴィース。

「閣かつ下かっ！」

　アスロが駆かけ寄った。しかしヴィースは軽く頭を振ふると、何でもなかったかのようにまたラースターを一いち瞥べつした。鎧よろいを貫く二発の弾だん痕こんは確実に心しん臓ぞう近くを抉えぐっていた。

「防ぼう弾だんケプラー……そういうことか」

　何もかも悟さとったかのようにラースターは呟つぶやいた。

「邪じや神しんであろうとレフリームであろうと救すくい主ぬしこそが神なのよ」

「それで、交こう換かん条件、この遺い跡せきの秘ひ蹟せきを売る代だい償しようは？」

「ここで死ぬ者には関係ないこと」

　ヴィースは淡たん々たんと言い放はなった。瞳ひとみはまるで氷のようだった。

「あなたが悪いんですよ、ラースター殿でん下か。これまで通り我わが国と共同でゾーバント遺跡研究を行おこなっていれば、こうはならなかった。我々も国こく連れん軍ぐんに参加していた同どう胞ほうを失うしなうこともなかった。欲よくをかいて研究者達を買ばい収しゆうして独自に遺跡の技術を独どく占せんしようとした報むくいなんですから」

「閣下、どういうことですか？　まさか秘蹟をレフリームに！」

　アスロは耳を疑うたがった。困こん惑わくした表情でヴィースに詰つめ寄った。

「見ての通り」

　今度はアスロの眼の前で大佐と呼ばれた男は言った。四人の騎士の中の二人がうろたえを見せるもう二人の鼻はな面づらを撃うち抜ぬいた。その騎士の一人はすぐにラースターを拘こう束そくした。

「彼かれ等らの国がこの秘蹟を高く買ってくれるわ」

「どうしてです？　それでは国家への裏うら切ぎりになるではないですか！」

「どうせ本国の神しん官かんどもに秘蹟を与あたえても、自みずからの権力を貧まずしい民たみに示じ威いするだけの偶ぐう像ぞうにしかならないのよ。でも金かねは違ちがう。国と民を豊ゆたかにすることができる。そのためなら悪あく魔まだろうとレフリームだろうと利用するだけよ」

「そうかもしれません。しかし事ことは信しん仰こうに関かかわること。神に背そむくわけにはいきません！」

「神か……。そんなものは人が勝かつ手てに創つくり上げただけのもの。リームといえどレフリームと同じく異い界かいの住人。最初から神なんていなかったのよ」

「そ、そんな。それでは自分を騙だまし……ウッ」

　悲ひ愴そうに満ちた言葉を言いかけてアスロはヴィースの持つベレッタの銃じゆう杷はで後こう頭とう部ぶを強く打ち据すえられて、激はげしく水音を立てて昏こん倒とうした。かろうじて残る意い識しきで仰あお向むけになって微かすかに息だけはしていた。

「さあ、大佐。これで秘蹟は合がつ衆しゆう国こくのもの」

「ああ、だが触ふれただけで肉団子ミートボールになるのではたまったものではないな。どうだ、ドクター、わかるか？」

　ドクターと呼ばれたのは残る騎士の一人だった。

「ウェウス断だん章しようの秘蹟に関する一いつ節せつで『人と為なす一いつ対ついの理ことわりを並ならべ換かえ我われ等らの眷けん属ぞくとせん』とあります。〈一対の理〉とは、おそらく遺い伝でん子しの塩えん基き配はい列れつだと推すい測そくされます。ただ〈我等〉がリーム自身のことだとしても〈眷属〉がどのようなものかはわかりませんが、先ほど秘蹟に触れた者が、秘蹟が人のＤＮＡに作用して眷属へと変へん態たいする過程で、何らかの理由で肉体が耐たえきれずにあのような現げん象しようが起きたのではないかと。おそらくはあのときの青白い光も放ほう射しや線せんを多量に含ふくむ光。放射線が人体の特に遺伝子に影えい響きようを及およぼして、あのようなことになったのではないかと思われます」

「遺伝子を組み換かえて眷属にすると言うのか？」

「はい。ですがあの光量から察すればＤＮＡの破は壊かいといった方が適てき切せつでしょう。ガイガー計数管カウンターがないので、はっきりしたことは言えませんが、年間被ひ爆ばく許きよ容よう量の五〇ミリシーベルトを遥はるかに越こえている恐おそれもあります。しかしそれが秘蹟の本ほん来らいの目的ではなく、真の目的は〈神の叡えい智ち〉にあるとされています。この〈神の叡智〉なるものが何であるのかはそれ以上の詳くわしい記き述じゆつがウェウス断章にもないのではっきりしません。だいたいこの巨きよ大だいな地下施し設せつが新世界の魔ま導どうに関して深く関係していることまでは判明していますが、それ以上のことは皆かい目もく見けん当とうがつきません」

　合衆国!?　鈴木にはその言葉が強く耳に残った。大佐とドクターは英語で会話していたので何を話しているのかまるでわからなかったが、ヴィースの発した合衆国を表あらわす単語は、外がい来らい語ごとしての英語の〈United States〉だった。合衆国と言えば世界に二つ。アメリカ合衆国とメキシコ合衆国だ。常じよう識しきとして考えてこの場合、合衆国とはサボテンとタコスの国ではなく自由の女め神がみとハンバーガーの国のことだろう。

　でもどうして米べい軍ぐんがここに？　しかもサーバスト騎き士しに変へん装そうして。それに一いつ見けんするとチンケな記き念ねん碑ひにしか見えない、こんな物ぶつ騒そうなものがうちの会社の施設のど真ん中にあったのか？　このことを会社は知っていたのか？

　会社は遺い跡せきのことを知っていて隠かくしていたことだけは確かなのだろう。それ以外は全まつたくもって鈴木の常識の範はん疇ちゆうを大きく越こえていた。

　そのときだった。ブツリ、両手首で鈍にぶい感かん触しよくがあった。ぎょっとして隣となりを見るといつの間にかアイゾンドが背はい後ごにいた。

「助けるのはここまでだ。あとは逃にげるなり殺されるなり好きにしな」

　アイゾンドは鈴木の耳元で囁ささやいた。アイゾンドはどうやら暗くら闇やみと水に乗じて、隠かくしナイフか何かで既すでに自分の縄なわを切っていたらしい。しかも奪うばい取られたマシンピストルもいつの間にか殺された騎士の死体からちゃっかり回収していた。

「あ、ありがと……」

　鈴木が礼を言いかけたとき──

「この遺跡を建けん造ぞうした文明は、今の地球を遥かに凌りよう駕がしていた種族によるものだ。今の人類の制せい御ぎよしきれるものではない。諦あきらめるんだな」

　アイゾンドのこの言葉に大たい佐さ以下四人の視し線せんが集中した。

「フッ、そうか。ウェウス断章を解読した張ちよう本ほん人にんにして、ロシアン・マフィアに成なり下がった[image: К][image: Г][image: Б]カーゲーベーの手先か。いろいろと名前を変えてはいるようだが、確かアーカム研究所では崔ツイ研究員でしたな。ならばこの秘ひ蹟せきを制御する方法も知っているんだろ？」

「研究はまだ秘蹟の本質に迫せまることには殆ほとんど手付かずのままだよ。だからこそあんた達は秘蹟を回収しに来たんだろ」

「いいから知っていることは全部話しな」

　日焼けした赤しやく銅どう色いろの皮ひ膚ふをした大佐が鋭するどく睨にらみつけた。

「いいだろう。知っているだけのことは話そう。まずこの秘蹟と呼ばれるモノリスの主成分は九九パーセント石せき英えいの結けつ晶しよう、つまり単なる水すい晶しようだ。しかしなぜ人間が触ふれると、このモノリスは発はつ動どうするのかは全まつたくの不明だ。ただ遺い伝でん子しに反応すると考えられている。それは地球人でもデロナト人でも同じだ。実験で何人もの犠ぎ牲せい者しやを出して証しよう明めい済ずみだ。しかし唯ゆい一いつ、触さわっても変形せずに反応が違ちがうタイプの者もいる。その者だけがこの秘蹟を扱あつかえることがわかった」

「それはどんな奴やつだ！」

「エルフだ。秘蹟に触れてもエルフの体たい細さい胞ぼうのＤＮＡに影えい響きようは見られなかった。エルフだけが秘蹟の中の〈神の叡えい智ち〉を操そう作さできる」

「エルフが〈神の叡智〉をだと！」

「それこそがこのモノリスの真の存在理由。秘蹟とはかつて地上を支配したリームのあらゆる知ち識しきと記き憶おくが封ふうじ込まれたデータベースと考えられる。そしてエルフが秘蹟に触ったときに、エルフは〈媒ばい體たい〉となり、秘蹟内に記憶された膨ぼう大だいな情報量が脳のうの中に直接流りゆう入にゆうする。その〈媒體〉となったエルフの中に流入した情報、それこそが完全なる〈ウェウスの書〉だ」

「ではウェウスは……」

「そう。それを手に入れた者は神の業わざを持つことになるという古いにしえの伝でん承しようとなった〈ウェウスの書〉とは、書しよ物もつではなくエルフの記憶の中。あなた達にはどうすることもできないのです。残念でしたわね」

　今まで無む言ごんだったラースターが超ちよう然ぜんとした平へい静せいさで言った。

「そうかな。ならば簡かん単たんなこと。秘蹟のデータをエルフにコピーして持ち帰ればよいだけのこと。都つ合ごうよくエルフもいることだしな」

　大佐はシファーを見てほくそ笑えんだ。

「チャーリー、その女を連つれて来い！」

「ハッ！」

　ドクターではないもう一人の騎き士しは衰すい弱じやくしきっていたシファーの腕うでをぐっと摑つかんで引き寄せた。

「いやっ、離はなして！」

　髪かみを振ふり乱みだしシファーは最後の力を振り絞しぼって抵てい抗こうした。

「やめろっ！」

　鈴木の言葉は虚むなしく響ひびいた。チャーリーが鳩尾みぞおちに拳こぶしを一発入れるとシファーはぐったりとなって、そのまま秘蹟の前まで引きずられて行った。

「大佐、連れて来ました」

　大佐はシファーの顎あごを指で押おし上げると半なかば意い識しきが朦もう朧ろうとして虚うつろな眼めを見た。

「よし、いい子だ。さっそくデータ・ディスクになってもらおうか。名めい誉よなことだぞ。栄えい光こうの合衆国の未み来らいを担になうのだ。さあ、ここに手を置くんだ」

　シファーはもう何ら抵抗することなくぐったりとして、されるがままになっていた。

「ヤメローッ！」

　鈴木はこんなことを叫さけぶなんて自分でもわけがわからなくなった。普ふ段だんの自分なら腰こしを抜ぬかすのがせいぜいなのに。叫んだ後からじわじわと自分の無む謀ぼうさに思わず二、三歩後あとずさっていた。

「イエローモンキーがいい度ど胸きようだな！　日本は黙だまってアメリカの言うことを聞いていればいいんだよ。向こうに行ってな。日にち米べい安あん保ぽのよしみだ。後で楽に殺してやるよ」

　大佐は面めん倒どうくさそうに脅おどしつけた。

「いやだっ！　シファーは誰だれにも渡わたすもんか！」

「大佐、このエルフはこいつの女なんじゃないですか？」

「ほう、女のためにいきがるとはな。だが犬とジャップにそんな権利はないんだよ！」

「いいからシファーを放はなせ！　これ以上何かしてみろ。ただでは済すまさないからな！」

　こんな一世一代のときでも鈴木には気の利きいた文もん句くの一つも浮うかばず型通りの台詞せりふしか出なかった。

「聞き分けのない奴やつだ。どうやら早死にしたいらしいな、チャーリー」

「そうらしいですね。ちょいと自分が相手になってやりますよ」

　チャーリーはシファーをドクターに預あずけて、鎧よろいの下からコンバットナイフを抜ぬいた。どうやらチャーリーは長ちよう剣けんがお気に召めさないらしい。

　鈴木も撃うち殺された騎士の持っていた松明たいまつの棒ぼうを拾ひろい上げた。このときほど中学の体育の授業で柔じゆう道どうではなく剣けん道どうをやっていればよかったと思ったときはなかった。

「ど、ど、どっからでもかかってこいや！」

　完全に腰こしがひけていた。

「じゃあ遠えん慮りよなくそうさせてもらうぜ。俺おれは喉のど笛ぶえを切ったときのヒューヒューという音が好きなんでね。じっくり聞かせてもらうぜ」

　相手はプロ。しかもナイフと棒きれ。かなうわけがない。それでもそれほど恐きよう怖ふは感じなかった。シファーを守りたい一心だけが自分の身体を突き動かしていた。

「ヤ～あーッ！」

　間まの抜けた掛かけ声。黙だまってやられるのを待つわけにはいかない。鈴木は自みずから棒を振り上げ向かって行った。しかしその眼めは固くつぶられていた。

　案あんの定じよう、棒は空くうを切った。やられた！　鈴木は直感した。だが喉のど仏ぼとけは痛くないし身体のどこにも痛みは感じられない──と銃じゆう声せい？

　様よう子すを窺うかがうようにして薄うす目めを開けた。何も見えない。真まっ暗くら闇やみだ。

「頭を下げろっ！」

　闇の中からの声に頭を無理矢理、水の中に突っ込まれた。気き管かんに水が入ってむせた。

　──途と端たんにそこは跳ちよう弾だんの流りゆう星せいの舞まうプラネタリウムとなった。

「殺せっ！　チャーリー、生きて帰すな！」

　大たい佐さの赫かつ々かくとした怒ど号ごうと罵ば声せい。幾いくつもの銃声が何重にも反はん響きようした。

「頭を下げろって言ってるだろ！」

　また力ずくで水の中に沈しずめられた。今度も水を飲んだ。しかしどうやって息をしろというんだ。銃口焰マズルフラツシユの瞬またたく光に浮うかんだアイゾンドの姿すがたと無気力に水に浮いているチャーリーの顔が一いつ瞬しゆんだけ見えた。

「チャーリーもくたばったか。どこ行きやがった、出て来い糞くそ野や郎ろうっ！」

　大佐は銃をでたらめに撃うちながら、スラング混まじりの英語をがなり立てた。鈴木にも正確に聞き取れないが、雰ふん囲い気きで何を言ってるのかはおよそ察しがついた。

「松明たいまつは全部撃ち落とした。出口は真ま後うしろだ。できるだけ頭を水の中に沈めて逃にげろ」

　アイゾンドが腰を落として身を潜ひそめながら言ってきた。

「でもシファーは？」

「諦あきらめろ。運が悪かったんだ」

「そんな……僕は……やっぱり……」

　鈴木はシファーを救すくい出そうと、次の瞬間、思いもかけないような行動に出ていた。大佐の銃から出る銃口焰マズルフラツシユめがけて飛び出していた。気分は英えい雄ゆうだった。非日常的という毒どつ気けに曝さらされた鈴木に錯さつ覚かくを起こさせていたのかもしれない。Ｂ級アクション映画のヒーローよろしく銃じゆう弾だんは当たらないと本気で確信していた。

「チッ、甘あまいんだよ！」

　アイゾンドは顔を渋しぶくするとイングラムで援えん護ご射しや撃げきした。

　今度は大佐もアイゾンドの位置を銃口からの焰ほのおで確かく認にんし、相そう互ごに火か線せんが交こう錯さくする中、独ひとり鈴木はシファーの元へと走った。

「畜ちく生しようがっ！　こんなときに弾詰まりジヤムしやがった！　ふざけやがって！」

　大佐はベレッタまでも投げつけた。

「ええい、ここまでか！　ドクター、どこにいるっ！」

「こ、ここに……」

　か細い声が聞こえた。

「なんとしても〈ウェウスの書〉は持ち帰るぞっ！　あの女を秘ひ蹟せきに触さわらせろ！」

「ですがこのような状じよう況きようではいささか……」

「黙だまれっ！　これは命令だ！」

「……わ、わかりました」

　躊ちゆう躇ちよしながらもドクターは握にぎっていたシファーの手首を摑つかむと、水すい晶しようのモノリスの表面へと押おし当てた──

　──閃せん光こう。青白い光が奇き怪かいな壁へき面めんに覆おおわれた空間を盈みたした。

「た、大佐ぁうわああああああああーっ」

　ドクターさえもが夜や光こう虫ちゆうのような光を体内から発した。不ぶ気き味みな変へん態たいを遂とげんと全ぜん細さい胞ぼうのＤＮＡが組み替かえられた。ぶよぶよと膨ふくらむ全身にあの小さな翼つばさや触しよく腕わん。大きく突とつ出しゆつした眼がん球きゆうに皮ひ膚ふと内ない臓ぞうが逆ぎやく転てんして脈みやく打うつ血けつ管かんや臓ぞう物もつが吐と露ろされた。醜しゆう悪あくな肉につ塊かいは光を放はなつシファーをみるみる吞のみ込んで、ついには無む垢くなる姿すがたは覆おおい隠かくされた。

　ドクターだった肉塊はすぐに光を失ったが中のシファーの放はなつ強い光が赤黒い肉にく壁へきを透とう過かして輝かがやいていた。肉壁はもう組そ織しきが崩ほう壊かいを始め、悪あく臭しゆうを放ちながらどろどろと腐くさり出した。

　腰こし丈たけまであった水位がぐんぐんと下がり始めるのと同時に眩暈めまいで意識が飛んでいくのを感じた──







　第Ⅶ章　降こう臨りん







　水位は、いつの間にか踝くるぶしが浸つかる程度までに退ひいていた。スーツもワイシャツも、近ちか頃ごろ気になりかけている髪かみの毛も、全すべて嫌いやな臭においの水にべっとりと濡ぬれて、鈴木は無ぶ様ざまに転ころがっていた。

　秘ひ蹟せきのモノリスだけが妖あやしく茫ぼうっと青い燐りん光こうを放はなっている。眼鏡めがねのレンズに付いた水すい滴てきが光を反射して目の前がキラキラしていた。

　まだ頭がぼんやりする。放ほう射しや能のうのせいかもしれない。長なが居いするのはやばそうだ。白くふやけた屍し体たいが幾いくつか視し野やにある。頭を動かそうとしても頭ず蓋がいと脳のう膜まくの間に痛みが走って動かせなかった。

「気が付いて？」

　目め線せんを上げると少女の顔だった。その手にはアイゾンドのイングラムが黒く重圧感を誇ほこっていた。

「──シファー」

　鈴木は不安感に苛さいなまれていたために反射的にラースターにしがみついていた。半なかば気が動どう転てんしていた。

「ええいっ、寄るな！　無ぶ礼れい者ものが！」

　ラースターは力いっぱい鈴木を突つき飛ばした。もんどり打ってひっくり返って、鈴木は誰だれかにぶつかった。大たい佐さとヴィース、それにアイゾンドだった。どうやら全員気を失うしなっていたらしい。鈴木がぶつかったショックで全員が意い識しきを取り戻もどし、めいめいに起きあがった。

「私達をどうするつもり？」

　ヴィースが勢いきおいのまま前に踏ふみ込んだ。が、足元に銃じゆう弾だんが跳はねて踏み止とどまった。

「おとなしくすることね。生かすも殺すも私の意のまま。この忌いまわしい存在は何一つあなた達の自由にはさせない」

「忌まわしいだと？　よくもまあ、そんなことが言えるな。秘蹟によって今までどれほどの外がい貨かを我わが国から吸すい上げて来たと思ってるんだ！」

　大佐が悪あく態たいをつく。次の瞬しゆん間かんに大だい腿たいに一発撃うち込まれた大佐は、悲ひ鳴めいをあげてのたうちまわった。

「そのアメリカが我が血を抜ぬき、身体からだ中を切り刻きざんでは弄もてあそんだのだ」

　ラースターは鎧よろい着ぎの胸むな元もとを引き千ち切ぎった。大きくはだけて、鎖さ骨こつから胸元が露あらわになった。美しい白い肌はだ。しかしそこには毒どく々どくしい蜈蚣むかでが這はっているような幾いく条すじものおぞましい縫ほう合ごう痕こんが縦じゆう横おうに走っていた。

「見るがいい、この身体からだを。メスを入れられていないところなどないほどに刻きざまれた、この身体を。全すべては生せい来らいの不ふ具ぐであった兄あに王おう太たい子しのため。次じ期き国王たる兄王太子の単なる部品取りのために生まれただけに過ぎない身体の残ざん骸がい。移い殖しよくに継つぐ移殖。七歳のときの肝かん臓ぞう移殖から腎じん臓ぞう、心しん臓ぞう弁べん、膵すい臓ぞうと、その度たびにこの身体は切り刻まれ内ない臓ぞうを剔えぐり取られた。ぽっかり開いた身体には代かわりに長ちよう耳じ族ぞくからの代だい替たい臓ぞう器きを詰つめこまれてね。わかるか、この身体の半分は自分のものではないのだ。それも拒きよ絶ぜつ反応を抑おさえるがために年に百体を越こす長耳族の胎たい児じの細さい胞ぼうを消しよう費ひしなければ生きることさえできぬのだ」

「それを怨うらんで両親と兄を殺したと言うのだな」

　アイゾンドが咎とがめるように言った。

「違ちがう。私は兄王太子の中に閉とじ込められた私の身体を解放しただけ。醜みにくい肉の牢ろう獄ごくから自由となった私の身体は実に美しかったわ。血はどこまでも真しん紅くで、みんな歓かん喜きに盈みちていたのよ」

　恍こう惚こつの表情を浮かべたラースターはゆっくりと語った。狂きよう気きと倒とう錯さくに染そまったラースターは女め神がみのように美しかった。

「狂くるってやがる！」

　大たい佐さが足の激げき痛つうに息を切らしながら呟つぶやいた。

「もう、私を蝕むしばむ者は誰だれもいない。自由の身。何なん人ぴとも私の邪じや魔まはさせない。この遺い跡せきの遺のこされた技術さえあれば、レフリームとて、私の前に跪ひざまずくのよ」

「滑こつ稽けいな。新たなる支配者にでもなろうとでもいうの。我われ等らの世界だけでなくレフリームをも支配しようなんて。辺へん境きようの弱小国が世界帝てい国こくの覇は王おうとはまるで夢物語ね」

　ヴィースの口の端はしから侮ぶ蔑べつ的な笑みがこぼれた。

「誰が世界征せい服ふくなどと言って？　人は万ばん物ぶつの霊れい長ちように昇のぼりつめたときから、神なる自然の律りつに従したがって戦争という、お互たがいに殺し合う崇すう高こうな行こう為いを獲えたのだ。草そう食しよく動物は肉食動物に捕ほ食しよくされることで個体数を調ちよう節せつし、肉食動物も餌えさの量で個体数が調節される。しかし人は違う。自みずからの手により、戦争と言う手段を繰くり返して、自らの個体数を決定する権利を獲たのだ。いわば神から滅ほろびの手を委ゆだねられた唯ゆい一いつの被ひ造ぞう物ぶつ。だが、レフリームは堕だ落らくした。自ら創そう造ぞうした核かくという神しん槍そうに慄おののき、偽ぎ善ぜんによって戦争を忌いみ、かつ疫えき病びようさえも駆く逐ちくして自らの個体数を律から大きく狂わせたのだ。地球の人類の許きよ容よう数すうは二億おく、それが今や六〇億を越こえているのだ。私は再ふたたびこの世界を律に戻もどすだけのこと」

「戦争が崇高な行為だって！　そんなことは絶対に違う！　平和は人類にとってかけがえのない大切なものだ」

　鈴木は叫さけんでいた。そのことは新世界に来てから痛いほどに実感していた。あの日本の平和を。

「それは人という一種族だけの価か値ち観かんに過ぎない。ならば見るがいい、今や増ふえ過ぎたレフリームは何をしている。名もなき多くの種しゆを一日に数十種もの生物を絶ぜつ滅めつに追い込んでは、生せい態たい系けいを蝕むしばみ、破は壊かいし尽つくしているではないか。人だけの傲ごう慢まんと保ほ身しんによって他ほかの全すべての生物を苦しみに陥おとしいれているのだ。それが自然の律を乱みだして自じ滅めつの道を辿たどっていることとも知らずに。万ばん物ぶつは常つねに流る転てんし渾こん沌とんの中にこそなくてはならない。常に渾沌にあることこそ種としての人の運命」

「そんなことはない！　間ま違ちがっている！　そんなことのために多くの人を……シファーを殺していい理由にはならないぞ！」

　またもや鈴木が叫んだ。

「愚ぐ者しやには所しよ詮せん理解し得ないこと」

「ああ、僕は悧り巧こうじゃないさ！　だからこそ僕にとってはそんなことよりもシファーと平和に暮くらしたかったんだ！」

「シファー？　ああ、あの奴ど隷れいのことか。くだらぬな。それにもう手て遅おくれだ」

「どういうことだ？」

　鈴木は問い質ただした。すると突とつ然ぜんアイゾンドが口を開いた。

「モノリスに記き憶おくされている秘ひ蹟せきの全情報量は天てん文もん学がく的な量だ。それは到とう底ていヒトの脳のう一つに収おさまりきれるものじゃない。実験での平へい均きん安あん全ぜん閾いきは三四〇ミリ秒。これで吸きゆう収しゆうできる情報は全体の百億分の一にも満たないだろうがな」

　アイゾンドが抑よく揚ようのない声で語った。

「三四〇ミリ秒？」

「〈媒ばい體たい〉となったエルフが正常の範はん囲い内ないで情報を受じゆ容ようできる時間だ。つまりモノリスに接せつ触しよくしていられる限界。もしそれを越こえれば──」

「越えれば？」

「──精神崩ほう壊かいを来きたすことになる。流りゆう入にゆうする膨ぼう大だいな情報の奔ほん流りゆうが、脳内であたかも大だい洪こう水ずいを起こすようなものだ。脳のう細さい胞ぼうのシナプス結けつ合ごう能力の遥はるか限界を超こえて溢あふれ出す情報の嵐あらしに、ニューロンの過反応で正しよう気きを失うしなって廃はい人じんになってしまう。ただ普ふ通つうの廃人と異ことなるのは秘蹟の全情報、もしくは大部分の情報が、大だい脳のう新しん皮ひ質しつはおろか大脳辺へん縁えん系けいや小脳に達する部位までにも蓄ちく積せきされていることだ。しかし脳のう波は検査でそのことが確かく認にんできても、脳内の言げん語ご中ちゆう枢すうさえも破は壊かいされて、言葉もわからない者から内容を聞き出すことは不可能だがな」

「じゃあ……シファーは？」

「残念だが少なくともあの娘むすめは、それ以上、秘蹟に接触しているはずだ。彼女は〈神の叡えい智ち〉を得た代かわりにヒトであることを失ったわけだ」

「そ、そんな……そんなことが。シファーは無関係だったんだ。それなのに、巻き込まれただけなのに……」

「運命の車輪の回かい転てんは常に非ひ情じようなものだ」

　アイゾンドは冷ややかに言った。

「それだけで片かた付づけるのか？　人が何人も死んでいるんだぞ！　ほんとにそれだけのことなのかよぉっ！」

　鈴木はアイゾンドに思いきり摑つかみかかった。

「死は生いけるものの常じよう業ごう。いつか死ぬべき者が死んだだけのこと。何を気にする必要があるんだ。それにこの戦争を仕組んだのも全すべてはあんたの会社の決定事じ項こうだ。私は単に雇やとわれただけさ」

「うちの会社に？」

　鈴木は呆あつ気けにとられて口をぽかんと開けてしまった。

「正確にはあんたがここに赴ふ任にんした直後に、会社更こう生せい法ほう申しん請せい寸すん前ぜんだったタヌキ食品を系けい列れつ傘さん下かとして買ばい収しゆうした親会社の意い向こうだがな」

「そんな、うちの会社がそんな……」

「本当さ。倒とう産さん寸前のタヌキ食品の負ふ債さいを全すべて肩かた代がわりしたんだよ。でなければ、あんたは今いま頃ごろ、退たい職しよく金きんもないままハローワークに並ならんでたろうよ」

「でもなんでそんなことを？　偽にせの本まで作って戦争まで起こす必要がどこにあるんだ！」

「あんたはこの遺い跡せきが何なのか知らないからそんなことが言えるんだよ」

「ここがそんなに重要だって言うのかよ！　戦争を仕し掛かけて、こんなにたくさん犠ぎ牲せい者しやを出してまで守るような、そんな大切なものなのかよ！」

「そうだ。この遺跡はこの新世界の魔ま導どうの源げん泉せんなんだからな。魔導士は精神感かん応のうによって、この遺跡から魔導を召しよう喚かんしていたに過ぎないのさ。そしてあんたの親会社である大だい東とう亜あエンタープライズ公こう司しは、この新世界でも衛えい星せい通信事じ業ぎようの展てん開かいを計画した。しかし魔導士が魔導を召喚するときのエネルギーが、大たい気き層そうでは強力な電でん磁じ波はとなって電でん波ぱ障しよう害がいを引き起こすことが判明した。だがそれがわかったときには既すでに巨費を投じてＨ２Ｍｋ[image: Ⅱ]マークツーロケットで低てい軌き道どう衛えい星せいを打ち上げた後だった。今も無む為いに軌道をぐるぐると回ってるよ。後あと戻もどりはできない。だからこの遺跡を凍とう結けつさせなければならなかったんだよ。そうでもなければ何のメリットもないタヌキ食品を買収するはずがないだろ」

「じゃあ何でサーバストに戦争を仕掛けるような真ま似ねを？　この遺跡だけを止めればよかったじゃないか！」

「反レフリームテロリストＡＲＡの資し金きん源げんはサーバストだからだ。現地での円えん滑かつなビジネスのためにも、サーバストは弱体化させる必要があった。それとディグリトは不法なエルフの臓ぞう器き取り引きで、系列会社の臓器移い殖しよくコーディネート部門のシェアを脅おびやかした報むくいだ。だがまさか米べい軍ぐんまでが乗り出して来ているとは予想外だったが」

「そ、そんなくだらないことのために何人が死んだと思ってるんだ……」

「そうか、くだらないか。それもそうだな。しかしそこから得た利り益えきを給料として生活しているのは、俺おれもあんたも同じだよ」

「一いつ緒しよにするなっ！」

「それは結けつ構こうだが、女のことはもういいのか？」

　アイゾンドの言葉に、鈴木は血けつ相そうを変えて秘ひ蹟せきに駆かけ寄った。かつてドクターと呼ばれたアングロサクソン系とおぼしきアメリカ人は、ゲル状の肉につ塊かいと化していた。鈴木は必ひつ死しになって肉のヘドロの堆たい積せき物ぶつを搔かき分けた。指と指の間に気き色しよく悪わるいねっとりとした感かん覚かくがあると同時に、人の脂あぶらの悪あく臭しゆうが鼻はなを突き上げた。

　いたっ！　人のような感かん触しよくがあった。鈴木は一いつ刻こくも早くシファーを助け出そうと懸けん命めいにそして丁てい寧ねいに腐ふ肉にくを搔き分けた──がしっ。手首を摑つかまれた。

「ひぇぇ～っ！」

　肉のヘドロの中から一本の腕うでが伸のびた。鈴木はオカマの雄おん鶏どりみたいな悲ひ鳴めいをあげて尻しり餅もちをついた。手首には摑まれた跡あとに赤黒い肉にく片へんがべっとりと付ふ着ちやくしている。

「……シファー？」

　鈴木が眼を円まるくしていると、腐肉塗まみれの人間が無む言ごんのまま立ち上がった。シルエットは人間だがそれ以上はなんの判別もつかない。全身を覆おおう腐肉がどろどろと流れている。

「こ……の感覚……深しん淵えんな……俺は……今までの俺はいったい……」

「──シファーじゃないっ！」

　直感的に鈴木は慌あわてて尻餅をついたままの尻を擦すって後あとずさった。

「シファーだと？　俺はシファーなどではない。俺は……我われは偉い大だいなる存在の末まつ裔えいにして造つくられし者。永えい劫ごうの死の夢ゆめの眠ねむりを越こえて……今や夜明けの時……曙しよ光こうは輝かがやき冥くらき朝を迎むかえん」

　一言一言思い出すような途と切ぎれ途切れの口く調ちようだった。

「アスロか？　アスロなんだな」

「閣かつ下か……」

「そうだ、アスロ。そうか……貴方きさまも半分は長ちよう耳じ族ぞくの血を引く者……秘ひ蹟せきから〈神の叡えい智ち〉を手に入れたのね……しかしどうして貴方が？」

「でかしたぞ、小こ僧ぞう！　これで〈神の叡智〉は我わが合衆国の物だ！」

　ようやく殆ほとんどの腐ふ肉にくが垂たれ落ちて粘ねん質しつの液に包つつまれたようなアスロが現あらわれた。

「……我が眠りを妨さまたげ呼び覚さましたるは不ふ具ぐなる我われ等らが眷けん属ぞくか……あはははっ、やはり思った通りだ。俺おれは賭かけに勝ったんだ。一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて秘蹟に触ふれた。俺の身体に流れる長耳族の血により俺は……俺は神しん秘ぴにして大いなる力を手に入れたんだ。なんという知ち識しきだ。頭の中からまるで泉いずみのごとく溢あふれて来る。森しん羅ら万ばん象しよういかなることも最も早はや知らぬことは一つもないぞ！」

　厳おごそかな口調から一いつ変ぺんしてアスロは甲かん高だかく哄こう笑しようすると、自みずからを自じ賛さんした。

「アスロ！　何をしているの？　こっちよ！」

「……ヴィース閣下……自分は閣下を尊そん敬けいし信じていました。閣下の理念は必かならずや貧ひん困こんに苦しむ民たみを救すくうものだと信じていたんです。そのために自分なりに精せい一いつ杯ぱいの努力を尽つくして来たつもりです。でもそれはいとも簡かん単たんに裏うら切ぎられました……あなたはレフリームに迎げい合ごうした反はん逆ぎやく者しやだ」

「それは違ちがうの、アスロ。これからは辛つらいことだがレフリームとの最低限の協調を図はからなければ我々は生き残ることは出で来きないわ。だがそれはレフリームに隷れい属ぞくすることではない。そして現在のサーバストや多くの国々の政治は腐ふ敗はいしきっている。それを改かい善ぜんさせるためにもレフリームを利用しなければならなかったのよ！」

「だがあなたは、その真実を話してはくれなかった。それはあなたを信じて死んだ多くの将しよう兵へいへの裏切り……決して許されない。あなたが憎にくい。憎くて憎くて、そのために、それだけのために俺は一いち縷るの望みに賭けて秘蹟に触れたのだ」

「違う。もし事ことが露ろ見けんすれば、被ひ害がいは貴方にまで及およぶ。そのことを避さけるために……」

「もういいっ！　今となってはもうどうでもいいことだ。俺はこの通り秘蹟を自みずからの内に取り込んだのだ。もうレフリームだろうと敵てきではない。なんと素す晴ばらしい。神だ……正まさしく神なのだ。俺が心から敬うやまい崇すう拝はいし全すべてを捧ささげてやまなかった神となったのだ。もう誰に頼たよることもないんだ。今こそ我が力によって、この世界の貧困、疫えき病びよう、戦争、そしてレフリームの侵しん略りやくも、全ての禍わざわいから我が名の元もとに万ばん民みんを至し福ふくに満ちた光の王国へと導みちびくのだ」

　アスロは虚うつろな眼めに陶とう酔すいの色を漂ただよわせていた。

「神!?　何を言ってやがる。しっかりしろ！　貴様は合衆国にとって大だい事じな財産なんだぞ！」

「小賢しい。できそこないの眷けん属ぞく風ふ情ぜいが。何なん人ぴとも我が神意に叛そむくことはできぬ。もう俺は昔むかしの俺ではない……我こそが神……全知全能にして偉い大だいなる天てん上じようの冠かんむりを戴いただく者……曙しよ光こうの光の矢に闇やみは、赤き血に天てん空くうを染そめて神の降こう臨りんを祝しゆく福ふくする……まずは貴様だ。元げん素そに還かえるがいい」

　アスロは仮か面めんのような無表情のまま言葉を発すると同時に掌てのひらをかざした。

　瞬しゆん時じに大たい佐さが蒸じよう発はつした。大量の熱量によって発生した白い熱ねつ煙えんが周しゆう囲いに充じゆう満まんする。

「何と偉大にして強大な魔ま導どうだ。こんなにも絶ぜつ大だいな魔導を易やす々やすと操あやつれるとは……おお、我が忠ちゆう実じつなる眷属が来る。残りし者は我が生いけ贄にえとなり我が僕しもべの手に屠ほふられよ。だが閣かつ下か、あなたは別だ。俺をその手で優やさしく愛あい撫ぶしてくれたときのように、我はあなたをこの手で葬ほうむり去ろう」

　立ち籠こめる煙けむりが晴れ始めたとき、煙と煙の垣かい間まに鈴木は見た。精せい気きが抜ぬけきって灰はい色いろがかった瘦やせた頰ほおに突とつ出しゆつした円まるい眼がん球きゆうだけが爛らん々らんと光るアスロの姿すがたを。以前の面おも影かげはなかった。これが本当に神の姿なのだろうか？

「光こう栄えいね。神が御おん自みずから手を下くだすとは」

　ヴィースはその姿を見た瞬しゆん間かんに少し戸と惑まどいを見せた。しかしすぐに平へい静せいを取り戻もどすと、臆おくすることなく皮ひ肉にくめいた言葉を吐はいた。それは自じ嘲ちよう的だった。

「あの変へん貌ぼう、二重人格徴ちよう候こう……やはり秘ひ蹟せきの中の残ざん留りゆう思し念ねんに憑つかれたか」

　アイゾンドがぽつりと独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「で、それでどうすればいいんだ？」

　鈴木は心配そうに訊きき返した。

「さあな」

　アイゾンドはあっさりと応こたえるだけだった。

「そんな……」

　鈴木は今度こそ間ま違ちがいなく、死の予感を感じてならなかった。

　そんな鈴木の絶ぜつ望ぼう感かんを見み透すかして嘲あざ笑わらうかのような、心の底から込こみ上げる嗤わらい声が響ひびいた。

「ふふ。神とは傑けつ作さくね。たかが旧支配者リームの記き憶おくを持っただけで何ができるというの」

　ラースターだった。ラースターはマシンピストルの照しよう準じゆんをしっかりとアスロへ向けていた。

「神を殺そうとでも思っているのか。たかが我われ等らに造つくられた蛋たん白ぱく質しつの人形の分ぶん際ざいで。おもしろい。神しん罰ばつの恐おそろしさ、目にもの見せてくれるわ！」

　アスロが言い切らないうちに空から薬やつ莢きようが金きん属ぞく音おんを立てて落ちる。ラースターの指が銃爪トリガーを引き絞しぼったままフルオートで発射した銃じゆうの反動に、右みぎ腕うでが陸に上がった魚のように跳はねた。瞬またたく間まに全ぜん弾だんを撃うち尽つくし、弾だん倉そうが空からになると腕は銃を握にぎったままわずかに溜たまった水みず溜たまりの中で動きを止やめた。

　だがアスロはにたりと不ふ敵てきな笑みを浮かべた。放はなたれた魔ま導どうは光こう刃じんとなって銃を撃うつラースターの腕を二の腕から鋭えい利りに切せつ断だんしていた。銃が火を噴ふいたのは、腕を斬きり落とされたあとだった。

　夥おびただしい鮮せん血けつが溢あふれて、ラースターの鎧よろい着ぎを、身体からだを、影かげを真しん紅くに染そめてゆく。そしてラースターは蒼そう白はくの貌かおを苦痛に歪ゆがめると跪ひざまずくように崩くずれ落ちた。

「あっははははは。思い知ったか。これぞ偉い大だいなる神の御み業わざだ」

　虚うつろな高笑い。狂きよう気きの叫さけびだった。

「まだだ……まだやれる……たかが片腕。いつでもくれてやるわ……」

　息を切らし途と絶だえ途絶えの声で言いつつ、ラースターは逆さか手てで刀かたなを不ぶ器き用ように抜ぬくと地面に突つき立て、渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって立ちあがった。

「無理だよ。死んじゃうよ……」
















　鈴木は必ひつ死しに止めたが隻せき腕わんのラースターには聞こえなかった。今、ラースターを突き動かしているのは執しゆう念ねんだけだった。

「まだわからぬのか。哀あわれな。だが自みずからの造つくりし物を再ふたたび無に戻もどすことに何の咎とががある」

「いまさら惜おしむ生命いのちでもないわ……だが神を僭せん称しようする愚ぐ昧まいな輩やからに屈くつするほど落ちぶれてはい……な……い」

　ラースターは刀を左腕だけで構かまえた。しかしあまりの失しつ血けつに膝ひざから崩れ落ちた。もう身体からだがいうことをきかなかった。

「たわいもない。それで終わりか？　創そう造ぞう主しゆへの反はん抗こうがいかに愚おろかであるか思い知ったか。さてヴィース閣かつ下か、今度こそあなたの番だ」

　アスロがヴィースをじっと蛇へびのように見つめると、その邪じや眼がんの視し線せんに打たれて、ヴィースは意い識しきを喪そう失しつして昏こん倒とうした。

　そのときだった。

　ドォォッスーン！　鈴木の迷まよいを破って何かが落ちるような大だい音おん響きようと共に遺い跡せき全体が大きく揺ゆれた。

　機き関かん銃じゆうの小こ刻きざみな律りつ動どう音おんとキュルキュルと特とく徴ちよう的な音が近付いて来るではないか。やがて暗くら闇やみから姿を現あらわしたのは六〇式自じ走そう一〇六ミリ無む反はん動どう砲ほうだった。戦車は後ろ向きにかなりのスピードで疾しつ駆くしていた。そして上部のハッチには機き関かん銃じゆうを乱らん射しやする京きよう子この姿があった。それはまるで西部劇で危き機き一いつ髪ぱつのところでアパッチ族をやっつけにラッパの音も高らかにやって来る騎き兵へい隊たいよりも都つ合ごうのいい登場だった。

　鈴木の目の前まで履帯キヤタピラを鳴らして猛もう然ぜんと突っ込んで来ると、急制動に車体を軋きしませながら五、六メートル横よこ滑すべりして停止した。

　やった！　助かった。鈴木は緊きん張ちようの糸が弛ゆるんだ。ピンチになった科か特とく隊たいがウルトラマンを見たときの気持ちがよくわかった。しかしこの時点でシファーのことはすっかり忘れてしまっていることにはまるで気付かなかった。

「どうなってんのよ！　あんたんとこの会社は。いつからお化ばけ屋や敷しきに商しよう売ばい換がえしたのよ！」

　京子の第一声は鈴木に向かっての文もん句くだった。

「そんなこと言ってる場合じゃないんですよ！　もうこっちは大変なことになっているんですよ。ここは魔ま導どうの遺い跡せきらしくて、だから〈神の叡えい智ち〉を得たのは、その情報量が多いから、それで化け物になってしまって……」

　慌あわてふためいてしまって、要よう領りようを得ない内容を早口にまくしたてる鈴木を横目に京子は我われ関かんせずで〈フィリックスくんガム〉の包つつみ紙を取ると口に放ほうり込んだ。そしてクジの紙かみ帯おびを見た。

「え～っ、またハズレなの！　ついてないわね」

　と勝かつ手てに独ひとり言ごとで文句を言っていた。どこから見ても真しん剣けんに聞いている様よう子すはない。

　そして急にはっとしたかと思うと、三さん脚きやく銃じゆう架かの付いた七四式車しや載さい機関銃を暗くら闇やみにダダダッと一連れん射しやした。弾たまの吸すい込まれた方から怪け鳥ちようの鳴き声のような叫さけび声が聞こえて来た。

「え～っ、もう追いついて来ちゃったの～」

「だからやめようって言ったじゃないですか」

　自じ走そう砲ほうの中から若い男の嘆なげきが聞こえた。

「うっさいわね！　そんなこと言ったって始まらないでしょ！　いい加か減げんに観かん念ねんしなさいよ。男でしょ！」

「あの～、何が追いついて来たんでしょうか？」

「黙だまって！　来るわよ！」

　直後だった。鈴木の靴くつの先に槍やりが突つき刺ささった。ワンテンポ遅おくれてよける鈴木に、槍の刺さった靴だけが逃にげ遅れた。

「さあ、おいでになったわよ！」

　京子はガムを咬かみながら機関銃を構えなおした。

　黒い闇の中から無数に跳はねる黒い影かげ。生き物だ。しかも人間の動きではない。同時に機関銃がけたたましい銃声を立てながら黒い影を水平に薙ないで掃そう射しやした。また幾いくつかの悲ひ鳴めい。

　しかし機関銃で片付けるにはあまりにも数が多過ぎた。弾だん幕まくの間をすり抜ぬけて一体が目の前に踊おどり出た。

　蛙かえるのような容よう姿しと粘質の皮ひ膚ふをした長細い手足の奇き態たいの兵士。

「──傭よう兵へい騎き士し」

　死んだ魚のような眼めが鈴木を見み据すえ、水みず搔かきのある手で剣けんを振ふりかざす。

「グギウェーッ」

　すかさず京子の機関銃がどてっぱらを射いぬいた。

「わわわわわっ！」

　化け物は悶もん絶ぜつして斃たおれはしたが、化け物を貫かん通つうした七・六二ミリ弾だんはどれも鈴木のすぐ脇わきをすり抜けて着ちやく弾だんした。ダンスとも足あし踏ぶみともつかない足取りで鈴木はバタバタした。

「ちょっとぉ～、うろちょろしないでよ！」

「そ、そんな～。そっちこそ危ないじゃないですか」

　もし本当に撃うち殺された日には化け物に殺されるより浮うかばれない。それにしても目が霞かすんで周しゆう囲いがぼやけている。

「あっ、め、眼鏡めがね、眼鏡……」

　眼鏡がないことに気付いた。そういえばさっきの銃弾の一発が顔の近くをよぎったときに変な痛みがあった。そのとき眼鏡が吹ふき飛ばされたのだ。

　途と端たんに視し界かいがなくなる。近きん視しに乱らん視し、視力は両眼とも〇・〇六なのだ。見えない！

「ほら、どんどん来るんだから。砲ほう手しゆ、一発かまして！」

　京子は鈴木の言うことなんか全まつたく聞いていなかった。

　ポムッ。唐とう突とつに鈍にぶい音がしたかと思うと二連装の一〇六ミリ無む反はん動どう砲ほうの一門が膨ぼう大だいな白はく煙えんをあげた。

　着弾──数十メートル先で爆ばく発はつが起こる。壁かべか天てん井じようの一部が崩ほう落らくして土つち煙けむりが爆ばく風ふうに乗って流ながれて来た。煙だらけだ。

「これで少しは時間が稼かせげそうね……で、他ほかに逃にげ道ってあるの？」

「ゴホッ、コホ。知らないですよ……って助けに来てくれたんじゃないんですか？」

　鈴木はようやく眼鏡を拾ひろい上げながら、爆ばく煙えんと土煙に咽むせながら訊きき返した。

「そんなわけないでしょ！　ここにあんた達がいるなんて知るわけないんだし。ただ逃げ回ってたらここまで追い詰つめられちゃったのよ」

「……やっぱり」

　人生とはこんなものだろう。鈴木はここに来て何かを達たつ観かんしてしまった思いだった。たいていの場合、映画のピンチは上う手まく切り抜けられるようにシナリオで決まっているが、現実のピンチは失敗に終わるように運命で決まっているのだ。

「やっぱりって何よ！」

　ここで初めて京子はようやく周囲を見み渡わたした。腕うでを斬きられて倒たおれている生なま意い気きなお姫ひめ様さま。日和ひより見み主義に徹てつしている鈴木の用よう心じん棒ぼう。それに見るからに性格の悪そうな銀ぎん髪ぱつの女に顔色の悪い青年。後は屍し体たいがゴロゴロゴロ……。

「あら、もしかしてこっちも修しゆ羅ら場ばってたの？」

　おどけた感じで京子が訊いてきた。なんてお気楽な人なのだろう。

「そんなところですよ」

　もう鈴木もやけになっていた。

「ほう、我わが造つくりし下げ僕ぼくたる眷けん属ぞくが廃はい棄き処しよ分ぶんにした欠けつ陥かん眷属のお前達にこれほどてこずるとはな。やはり欠陥眷属の遺い伝でん子しを修正されただけの不完全な〈冥くらきものども〉では役不足だったようだな。それでは最大級の魔ま導どうで全員を冥めい府ふに落としてやろうではないか」

「誰だれ？　あの態たい度どのでかい青びょうたんは？」

「だから僕の話を聞いてなかったんですか？　あれが〈神の叡えい智ち〉の人ですよ」

「はっ？」

　京子は眉まゆ根ねをしかめた。

「要は敵てきってことね？」

　この人は完全に状じよう況きようを把は握あくしていない。鈴木は呆あきれた。

「そう言われてしまえばそれまでですけど……」

「やっぱりね！　あたしの勘かんって当たるのよね～」

　それにしても物事をあまり深く考えない人だ。そういえば小学生の頃ころからそんな感じだった。

　それで何をするかと思うと、嬉き々きとしながら京子は二〇キロ以上もある機き関かん銃じゆうの銃じゆう口こうをアスロに向ける。

「レフリームが、何をする気だ？」

　アスロが一いつ瞬しゆんたじろぐ。しかし京子は有う無むを言わさず、毎分一千発の連射速度で瞬しゆん時じに大量の弾だん丸がんをアスロに向かって撃うち込んだ。

「ふう、ちょっといつもより余よ計けいに撃っちゃった！」

　京子は額ひたいに浮うかんだ汗あせを拭ぬぐった。硝しよう煙えんの鼻び腔こうを刺し激げきする臭においが漂ただよっていた。アスロは蜂はちの巣すになっているはずだった。

「あっ……」

　鈴木は絶ぜつ句くした。アスロの身体からだには風かざ穴あな一つ空あいてはいなかった。神の力を得た男に機関銃など通用しないのだ。鈴木は顔がん面めん蒼そう白はくで、ぶるぶる震ふるえていた。

　しかし全まつたく対たい照しよう的に京子は嬉々としていた。

「やっぱり効きかないわね。そうこなくっちゃ！　無む反はん動どう砲ほうの砲ほう身しんを奴やつに向けて」

　京子の命令で、自じ走そう無反動砲が履り帯たいを鳴らして旋せん回かいを始めた。砲が固定されている六〇式は車体ごと旋回させなければならないために多少もたつく。

　それでもアスロは余よ裕ゆうだった。

「そんな原げん始し的な武器で神である我われにかなうと思ってか」

「やってみなくちゃわからないでしょ」

　照しよう準じゆん調ちよう整せいを急がせながら京子は意い気き揚よう々ようと言い放はなった。かなり自信があるらしい。どこから出てくる自信なんだか、鈴木には理解できなかった。

「そんな無む駄だなことを待つ時間も惜おしいわ。今すぐに全員を冥めい府ふへと送ってやる。我の最大級の魔ま導どうでな」

　アスロはそう言うと、気を集中し始めた。

「ちょっ、ちょっと待ってよ。それって反はん則そくよ！」

　急に京子が焦あせった。しかし今いま更さら慌あわてたところでどうにもならない。やはりこうなる運命だったのだ。短い人生だった。鈴木はもう諦あきらめかけていた。唯ゆい一いつの願いは苦しまずに死ぬことだけだった。誰だれしも痛いのは厭いやなものだ。

「急いで！　早く！」

　京子が叫さけぶ。

「駄だ目めです。間に合いません」

　操そう縦じゆう手しゆが悲ひ鳴めいをあげた。

「もう無理ですよ。死に際ぎわぐらいおだやかでいましょうよ」

　鈴木が妙みように落ち着ついた声で言った。もう頭の中は真っ白である。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　ちょっと、あんた、なに諦めちゃったような顔してんのよ。あんたもちょっとは抵てい抗こうぐらいしてみなさいよ！」

　京子は自走砲から降おりると、鈴木の胸むな倉ぐらを摑つかんで揺ゆすった。しかし腑ふ抜ぬけた鈴木の首ががくがくと、張はり子この虎とらのように力なく揺れただけだった。

　アスロの気は小さく呪じゆ文もんを唱となえるごとに、どんどんと漲みなぎり始めている。

「もおっ、おしまいだぁー！」

　動どう揺ようして取り乱みだした砲ほう手しゆが運転を放ほう棄きして逃にげ出すと、つられて操縦手までも自走砲から這はい出して逃げようとした。しかしあまりの慌てぶりに狭せまい車内から巧うまいこと逃げられずに一人で勝かつ手てに騒さわいでいた。

「呪文は完成した。これで終わりだ。死ね──」

　鈴木は覚かく悟ごして目をつぶった。一秒、二秒、三秒……しかし何も起こらなかった。

　鈴木は不ふ審しんに思ってそおっと眼めを開けて見た。

　そこにはアスロがいた。しかし魔導を発はつ動どうさせたのか、その姿すがたは青い燐りん光こうを身体からだの中から発していた。苦しんでいる？

「ウゥアアッ……」

　確かにアスロは藻も搔がき苦しんでいた。首くび筋すじに爪つめを立て搔きむしっているではないか。

「ど……どうしたんだ……俺は……苦っ……」

　今までの人を見み下くだした余よ裕ゆうの表情は消え失うせ、苦く悶もんの皺しわが深く刻きざまれた。爪が突つき立てられ、ずる剝むけになったピンクの皮ひ膚ふは犬の舌したのようにだらりと垂たれ下がり、どろどろと血が流れた。しかしアスロはより激はげしく自らの肉体を狂ったように引き裂いた。人間の鈍にぶい爪は、肉を引き裂くよりも多くの血を飛び散らせた。

　それでも苦痛は楽になることもなく、アスロはのたうち回って転ころがると、ついには四つんばいになって、嗚お咽えつと共に激はげしく嘔おう吐とした。胃いの中の吐と瀉しや物ぶつには赤いものも混まじっていた。

　いきなりアスロの胸きよう部ぶから喉のど元もとにかけての部位が異い様ように大きく盛もり上がった。両の鎖さ骨こつも砕くだけて、ぱんぱんに腫はれ上がった皮膚に網あみ目め状じようの静じよう脈みやくが青く浮うかんでいる。

「うっ、うああっ」

　アスロ自身が最もつとも驚おどろいていた。膨ふくれ上がる自分の肉体を手で必ひつ死しに抑おさえ込もうとするが、どうにもならない。膨ぼう張ちようは直径三〇センチ程ほどの半球状にまで達した。

「来……来るなーっ！」

　アスロが絶ぜつ叫きようした刹せつ那な、皮膚はついに耐たえかねて鳳ほう仙せん花かの実のように弾はじけた。

　そして中からは羊よう膜まくのような透とう明めいの薄うすい膜に包つつまれた何かが現あらわれた。膜は半なかば破れて血に塗まみれてぬらりと不ぶ気き味みな光こう沢たくを放っている。その膜に包まれて透すけて見えるその中身は　──人頭だった。

「お……おのれ、この期ごに及およんで……」

　アスロは圧あつ迫ぱくされて潰つぶれた喉のどから嗄しわがれた声を絞しぼり出した。しかしアスロの首は不自然に傾かしいでいた。

「あ……あれは……」

　鈴木はある確信を持った。

「シファー……」

　生まれたての嬰えい児じのように汚よごれた頭部に見える金色の長い髪かみは、シファー以外には考えられなかった。その首は、まるでアスロの首とすげ代かわってしまったかのようでもあった。今やアスロの首はだらしなく項うな垂だれて涎よだれを垂らし、逆にこびり着ついている付ふ属ぞく物ぶつのようだった。

「どうして……？」

　それでも鈴木は信じたくはなかった。

「融ゆう合ごうか。そういうことか」

　アイゾンドは一人で勝かつ手てに納なつ得とくしていた。

「融合？」

「どうやら二人がほぼ同時に秘ひ蹟せきに触ふれたために身体が物理的に融合したらしいな。それにしてもこんな手があったとはな。これで秘蹟に長時間触れることができたとはね」

「じゃあ、あれは本当にシファーなのか？」

「あまりいい化け粧しようとはいえないが他ほかに誰だれに見える？」

「それは……」

　口ごもってしまう鈴木。その人頭にある両の瞳ひとみは鈴木をしっかりと見つめている。

　そして金きん髪ぱつの首は重い口を開いた。

「アァッ……」

　単なる嗚お咽えつのような一声だった。

「シファーっ！」

「ご……主人さ……ま」

「そうだ。僕だ！　わかるんだなっ！」

「は……い」

「苦しくないか？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はや……く……早く、わたしを……」

　かすれるような小さな声。鈴木はもう一度、訊きき返した。

「わたしを……殺して……時間がない」

「そんなことできるわけないだろっ！」

　鈴木は強く反発した。変わり果はてた姿となったってシファーを殺すなんてことはできなかった。

「もう、いつまでも彼を抑おさえ続けられな……早くこの首を撃うって」

　シファーは喘あえぎながら語ごを継ついだ。そしてもう一つのアスロの首が再ふたたび血けつ管かんをぴくぴくと痙けい攣れんさせて反応を示しめし始めていた。

「早く楽にしてやれ。これが彼女の最さい期ごの望のぞみなんだ。せっかくおまえを救すくうために想像を絶する苦しみを味わいながらも、あの男との融ゆう合ごうを拒きよ否ひしているんだ」

「でも……」

「このまま融合されれば、もう彼女の意い識しきは完全に乗っ取られて消えてしまうんだ。彼女の意識があるうちに殺してやれ」

「はい」

　京子が何かを鈴木に放ほうってよこした。鈴木は何とはわからずに両手で受け取ると、それは拳けん銃じゆうだった。

　手の中のずしりと重く冷たい拳銃を見つめながら鈴木は迷まよっていた。この煮にえきらない態たい度どにアイゾンドが口を開いた。

「おまえがやらなければ、こっちで始し末まつする」

「早く撃ってっ！」

　京子も急せかす。

　鈴木は言われるままに銃をシファーの眉み間けんに向けた。しかし銃爪トリガーをどうしても引けない。照門リアサイトと照星フロントサイトとの交まじわる先に見えるシファーの顔が涙なみだで霞かすんで見える。

「お……お願い……はやく、もう…………やめろぉぉっっ」

　突とつ然ぜん、シファーの声質が途と中ちゆうで低く唸うなるような声に変わった。

「シファー？」

「この身体からだをいつまでも好きにさせるものか」

　今度、言葉を発したのはアスロの口からだった。

「もうやめましょう……わたし達はこの世界に存在してはいけないんです……だから、もう静かに──」

「黙だまれ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れっ！」

　アスロは自みずからの首を抱かかえ込んだ。そして何かを振ふり切ろうとするのか、二、三度、頭を振ると、糸で操あやつられた傀儡くぐつのような緩かん慢まんな足取りで、呪じゆ文もんを口の中で呟つぶやきながら鈴木達に迫せまった。

「虫けら共どもが小こ賢ざかしいんだよ！　こうなったら全員、一いつ瞬しゆんのうちに殺してくれるわ。今度こそ我わが最大の呪文でな。死ねぇ」

　アスロの両りよう腕うでに光が輝かがやき凝ぎよう縮しゆくし始めた。その光量は召しよう喚かんしようとしている魔ま導どうの威い力りよくを如によ実じつに示していた。鈴木は銃じゆうを構かまえたまま恐きよう怖ふで足がすくみ、足に根が生はえたように一歩も動けない。

　鈴木は堅かたく眼をつぶった。

　眼を閉じる瞬しゆん間かんに見たシファーは淋さびしげな瞳ひとみで鈴木をやさしく見守ってくれていた。

「──ありがとう……」

　鈴木にはそう言っているように見えた。その額ひたいに銃じゆう創そうを穿うがって。

　鈴木の頰ほおを伝って水面に落ちた小さな波は紋もんだけが広がった。時が止まったような静せい寂じやくが流れた──

　そして束つかの間まの静寂が破られた。それは傾かしいだアスロの首の嗤わらい声によって。

「効きかぬなあっ！　残念だったな。遅おそかったんだよ。もう、あの女は完全に取り込んだ。融ゆう合ごうだ。もうこの身体は正しよう真しん正しよう銘めい、我がものとなったんだよ」

　アスロには微み塵じんもダメージはなかった。爛らん々らんとした双そう眸ぼうはいよいよ狂きよう気きを帯おびている。

「さあ、これで本当に最さい期ごだ。みんな消えうせろおぉぉぉっ！」

　アスロの怒ど号ごうに一気に魔導が解放された。全身に痛みさえ感じるほどの眩まばゆいばかりの輝き光こうが閃ひらめく──

「こうなったらダメモトよ！」

　京子は無む駄だだとはわかっていながら機き関かん銃じゆうを手にすると、もう一度、光の中心に無数の機関銃弾だんを浴あびせた。重じゆう機関銃のけたたましい銃声が耳をつんざいた──

　光は闇やみへと戻もどった。

「な……なぜ……魔導が発はつ動どうし……な……い」

　四し肢しの所々が吹ふき飛んで蛆うじ虫むしのように床ゆか石いしに血ち塗まみれで這はうアスロの姿すがたがあった。胴どう体たいも内ない臓ぞうが飛び出し搔かき回し尽つくされていた。

　今までできる限り傍ぼう観かんしていたアイゾンドがアスロに近寄って行った。

「エラーだよ。つくづく運のない男だな。魔導自体はこの遺い跡せきによって創つくり出されている。だがこの遺跡は老ろう朽きゆう化かの上に発はつ掘くつやら何やらで取り外はずしたり壊こわされたりした箇か所しよも多い。そのために中には発動不良を起こす魔導もあるとはわかっていたが、よりによってその発動不良の魔導を選んだとはな。神も運がなければ脆もろいものだな」

「俺おれは……こんなところでは死ねない……のだ……俺は、俺は貧ひん困こんと差別のない平和な世界を……この手で造つくらなけれ……」

「最初から夢ゆめだったんだよ。もう少し寝ねてな」

　骨の砕くだける音。アイゾンドはブーツでアスロの頭ず蓋がい骨こつを踏ふみ潰つぶした。白い脳のうの柔やわらかな感かん触しよくは儚はかない夢のようだった。

「なんか呆あつ気けなかったわね。普ふ通つう、ここでもう一度くらいしつこく『こんな攻こう撃げき、効かぬわぁっ！』とか叫さけんで欲ほしかったわね。そしたら今度こそ無む反はん動どう砲ほうで派は手でにやっつけようと思ったのにぃ、でもそれなら最初から無反動砲にするんだったわ！」

　京子が独ひとりで勝かつ手てにぶつくさ不平をたれながら、エンジンに火を入れた途と端たん、自じ走そう無反動砲が急発進した。

　ガラガリガリッ。何かと衝しよう突とつした物もの凄すごい派手な音が響ひびき渡った。

「もおっ、何なのよ、こんな所に！　邪じや魔まじゃないの。この光ってる石は何なの？　もうこんなのに乗り上げると、キャタピラが外はずれやすくなるんだから！」

　京子が不ふ思し議ぎそうに履り帯たいの下した敷じきになって砕くだけ散った全すべての元げん凶きようだった秘ひ蹟せきを覗のぞき込んでいた。

「あっ……やっぱり自じ衛えい隊たいって強いんだ」

　鈴木は改あらためて感心していた。







　終章







　おかげさまでその後、中なか田た京きよう子この単なるストレス発はつ散さんの場となってしまった遺い跡せきからは、命からがら脱だつ出しゆつできた。詳くわしいことは眼鏡めがねが割れてしまい、よく見えなかったのでわからない。しかしあのときのけたたましい銃じゆう声せいは今でも耳の奥おくでガンガン響ひびいている。

　現在、鈴すず木きは例の遺跡の放ほう射しや能のうを浴あびてしまったため、ガナザート王おう国こく赤せき十じゆう字じ病院で治ち療りよう中の身の上である。病院の居い心地ごこちは大変よい。ただし三日前に隣となりのビルが魔ま導どうテロで爆破され、そのあおりで病室の窓まどガラスが割れて吹き飛んでしまっていることを別にすれば。まあ、たいした怪け我がもなく間まもなく退たい院いんできるそうなので本当によかった。国こつ境きようなき医い師し団だんの先生方には大変感かん謝しやしている。保ほ険けんもおりるらしいのでひとまず安心している今日きようこの頃ごろである。

　いま思えば何だったんだろうと思う事件だった。

　結局、ディグリトとサーバストの他ほかに大だい企き業ぎようと米べい軍ぐんの陰いん謀ぼうまで加わった今回の戦せん役えきは、サーバストの禁きん断だん呪じゆ文もんと追い打ちをかけたディグリトが〈神の息吹いぶき〉と呼んでいた毒どくガス兵器で十万人以上が戦死した悪あく夢むとなってしまった。

　加えてラースターが報ほう復ふくとして放はなったインフルエンザウィルス化学弾だん頭とうミサイルもサーバスト三国の実に七〇パーセント、一千万人近くの罪つみもない人達を死に追いやってしまった。現在もワクチンの配はい布ふやら食しよく糧りよう援えん助じよにＷＨＯ（世界保ほ健けん機き構こう）や赤十字、ユニセフなどが積せつ極きよく的てきに活動しているそうだ。これで事実上サーバスト連れん合ごう王国は消しよう滅めつしてしまったので、現在は国こく連れん暫ざん定てい政せい権けんの元もと、これ幸さいわいに新世界初の民主主義国家の実現をと、現地住民の意見も聞かないままに、国連の一方的な指し導どうで近々普ふ通つう選せん挙きよが行おこなわれるとのことである。

『希望の光　新世界に民主国家誕たん生じよう』一週間遅おくれで届とどく日本の新しん聞ぶんは巨人の連れん敗ぱいニュースと一いつ緒しよにそう伝えていた。

　鈴木の手元には先日、社の方から送られて来たＢ５用紙に〈奨しよう励れい賞しよう〉と書かれた賞状と労ろう災さいの認にん定てい証だけが残った。人生、このくらいで満足しなければならないのかもしれない。なにしろ、あの状じよう況きようで生命いのちが助かったのだ。生きているだけ儲もうけものなのだろう。そう思わなければやってられない。

　あの遺い跡せきでの出で来き事ごとは当事者でありながら、どこか異い邦ほう人じんだった。あの中でそれぞれが自分の生命までをも賭かけて守ろうとした信しん念ねんや正せい義ぎとはいったい何だったんだろうと。自みずから信じる正義同士がぶつかり合ったとき、ただ殺さつ戮りくだけが生じた。それで誰だれが正しかったと言えるのだろうか？　鈴木にはどうしてもあのような情熱を燃もやしていた人達は理解できそうにもなかった。その昔むかし、『太陽が眩まぶしかったから』という理由で殺人を犯おかした人がいたそうだが、その犯人の気持ちの方が、まだわかるような気がする。

　そんな入院生活のある日、面会人がやって来た。

　中田三さん等とう陸りく尉い。京子だった。

「どお？　けっこう元気そうじゃない。はい、これお見み舞まいね」

　そう言って鈴木にぞんざいに渡わたしたのはビニール袋ぶくろいっぱいの駄だ菓が子しだった。

「あははは……ありがとう」

　あまりうれしくなかったが、とりあえずお礼を言った。

「それで今日はどうしたんですか？　僕ぼくなんかの所にわざわざ来るなんて」

「まあね。今日の夜に日本に帰国することになってね。それでね」

　京子はちょっとはにかんだように言った。

「へえ、一人だけで？」

「ううん。この前の戦せん闘とうで人死にが出ちゃったからね。それも一人や二人じゃなくて九六人もでしょ。それで派は遣けんを国会で強きよう行こうした与よ党とうが野や党とうに叩たたかれて内ない閣かくの支し持じ率りつもまっさかさま。それで急きゆう遽きよ、全地ち域いきのＰＫＯは撤てつ退たいってわけ」

「そっちも大変だね」

「まあね。これでＰＫＦの凍結解除も、あたしの出しゆつ世せもパーよ。当分は市いちヶが谷やで内ない勤きんでしょうね。それよりあのお姫ひめ様さまが病院からいなくなったの知ってる？」

「えっ！　お姫様ってラースターのこと？」

　寝ね耳みみに水だった。確か今回のことで国連軍によって厳げん重じゆうに監かん視しされていたはず……。

「当たり前でしょ。なんでもディグリト帝てい国こく解放戦線っていうゲリラが連つれ出したらしいわよ。あくまでも噂うわさだけど、旧ナチス幹部と接触して南米のコロンビアに潜ひそんでるってさ」

「誰からそんな話を？」

「あんたの用よう心じん棒ぼうよ。何て名前だっけ？　まあいいわ。それにしてもあいつは普ふ段だんは昼ひる行あん灯どんなのね。街まち中なかで会ったんだけど、全然気付かなかったわよ。それでさ、なんでも次の仕事が入ったから、あんたによろしくですって。それであいつの給料の一五万円、私が立て替かえさせられたんだからね」

　でも契けい約やくは月に一万円で手しゆ榴りゆう弾だんの件は十万円、全部で一一万円のはずじゃ……アイゾンドのやつ、大企業のエージェントのくせにぼったくりやがった。

「えっ、じゃあ今返すよ」

　鈴木はアイゾンドに内心腹を立てつつ、ベッドサイドの引出しの中から財さい布ふを取り出そうとした。

「いいわよ。どうせそんな一五万なんて大金があんたの財布に入ってるとも思えないし。すぐ日本に戻もどるんでしょ？　そのときに利り子しとして食事でもおごってもらうわ。あたしの電話番号はさっきのお見舞いの袋の中にあるから。それでそのときは卒そつ業ぎようアルバムも一いつ緒しよにね。ほんとにクラスメートだったのか、証しよう拠こにね。それじゃ、また」

　京子は照てれを隠かくすようにすぐに後ろを向くとそそくさと部へ屋やを出て行った。

　あれはもしかして僕に……。そう考えただけで病室の中で一人顔を紅あからめてしまう鈴木だった。

　こうしてまたいつもの日常の待っている日本での生活へと戻り、いつの間にか馴な染じんでゆくのだろう。それが平へい凡ぼんな自分にとって最もつともふさわしい居場所なんだ。

　平へい均きん的日本人万ばん歳ざい！

　小市民万歳！

　だが、あのとき銃じゆうを撃うったのは、シファーのためだったのか、それとも唯ただ、自分自身を守るためだけだったのだろうか。今もそれはわからない。

　夏の午後のそよ風がやさしく鈴木の頰を撫なでた。

　いつもシファーの髪をなびかせていたあの風が。







　あとがき







　この度は、お買い上げありがとうございました。『覇壊の宴』は、楽しんでもらえましたか？

　さて、この作品が僕の処しよ女じよ作さくとなったわけですが、原稿を書いている段階では、まさか本当に受賞して、このように出版されるなどとは夢にも思ってなかったので、正直な話、読者のことはあまり考えていませんでした。だからこの作品には僕の趣しゆ味みが色いろ濃こく出ています。

　その趣味というのは、この作品を読んでくれた人なら、もうおわかりかもしれませんが、射しや撃げきに乗じよう馬ば、それにフェンシングやアーチェリーなんかだったりします。だからこそ作品の中で、あれだけ無数の銃じゆう弾だんや矢が飛び交い、騎き兵へい隊たいが突とつ撃げきしていたわけです。ですから原稿を書くときに、これら趣味を通して得た経験や知識がどれだけ役に立ったことか言うまでもありません。実際に銃を撃ったときの反動や矢の威い力りよく、馬に乗ったときの感覚など実際に、体験してみないとわからない微び妙みような感覚。そういったものがいくらかでも読者のみなさんに伝えることが出来ていたら幸いです。

　ですが大学時代にはこんな変わった趣味を持ったことを後こう悔かいしていた時期もありました。だいたいクレー射撃なんでやっているのは、はっきり言って、どこを見てもおじさんばかりなのです。ああ、もし普通にテニスかスキーのサークルでも入っていれば、かわいい女の子もいっばいで、もっと大学生活をエンジョイ出来たのに。何が哀しくて、おじさん達に囲まれて鉄砲なんか撃っているんだろう。服は硝しよう煙えん臭くさくなるし、銃の反動をまともに受けて頭は痛くなるし、まるでいいことなしだよなんて思いつつも、黙々と飛行標的クレーターゲツトを狙って撃ち続け、なんとか全日本学生大会で四位。でもやっぱりもてず、社会人になってからも自分が住んでいる区でもない東京の某区の代表選手として、うな丼一杯で都大会に出る傭兵になっている始末です。

　ですがこうして『覇壊の宴』を通して、あの頃からの僕の鬱うつ屈くつしていたものが昇華できたような気がします。原稿を書いているときも本当に楽しかったです。もちろんつらいときもありましたが。しかしそうしたことを乗り越えての結果、幸運にもこの『覇壊の宴』が予想以上に高く評価されて、賞に選ばれた時は本当に嬉しかったです。

　もしこの作品が落選していれば、僕は小説家の夢を諦めていたと思います。だいたい小説家になるなんて友達に言ってもポルノ小説でも書いているんだろうと莫ば伽かにされるし、もちろん家族には言いませんでした。なにせ弟がＴ大学を首席で卒業して公務員試験もトップ合格している中で、長男の僕が実は小説家を目指しているだなんてことは口が裂けても言える状況ではないですよ。きっと「莫伽なこと言ってないで、真面目に働けっ！」と怒られていたか、笑って流されたかのどちらかだったでしょう。親というのは、得てして安定した生活を子供に求めるものなんでしょうね。読者のみなさんにも多かれ少なかれ経験があることでしょう。

　だから『覇壊の宴』を評価して頂いた審査員の方々には大変感謝しています。これで晴れて家族にも小説家になると言うことができました。実際は、「受賞したから」とか言って事じ後ご承しよう諾だく同然でしたけど。

　そう言う経緯からも、この『覇壊の宴』と言う作品は僕にとって、現段階の僕の集大成であって、人生の転機となった特別な作品となりました。そしてこの本が僕の小説家としての第一歩なのです。

　今後、僕の小説家としての目標と言うか、大いなる野望は七〇歳くらいで文化勲章を叙勲することです。なぜかと言うと弟の就職先が文ぶん化か勲くん章しようの選考を管かん轄かつしているので、兄弟のコネでなんとかならないものかと……野望のわりにはセコイ考えですね。まあ七〇歳までには、どうにか叙じよ勲くんに見合うような大物作家になることを目指します。まあ、夢は大きい方が良いでしょう。

　どうも気の長い話をしてしまいましたが、なにはともあれ、これから大いに頑張りますので、どうか応援のほどををよろしくお願いします。




　一九九九年一二月


日ひ 昌よし　晶あきら　　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　






『覇壊の宴』楽しんでいただけましたか？

　まだ読んでいない人のために簡単に紹しよう介かいすると、ごく普通のサラリーマン鈴木君がファンタジー世界で国家間の政治的争いに巻き込まれ右往左往しながら活躍する──そんなストーリーです。

　こういう現代人がパラレルワールドでの事件に巻き込まれるというのはＳＦやファンタジーではよく扱われるテーマで、名作・傑けつ作さく・怪かい作さくと硬こう軟なんとりまぜて沢山の小説が存在します。

　ですが、〝主人公が平凡を通り越してもはや腰抜け〟で、〝社命として異世界にやってきた〟となると、これまでの作品とはちょっと趣おもむきが違ってきます。

　おまけに異世界で鈴木君が出で逢あうキャラクターたちは、どいつもこいつもひと癖くせもふた癖もある奴らばかり。

　一見儚はかなげな美び貌ぼうのお姫様に見えて、実は政治・軍事両面において抜ばつ群ぐんの力量を発はつ揮きする狂気の王女ラースター。どんな時でも飄ひよう々ひようとしており、小馬鹿にしたようなしゃべり方で人を不快にさせる、謎の実力者アイゾンド。駄だ菓が子しを囓かじりながら、あっけらかんと戦車砲をぶっ放す自衛隊の女じよ傑けつ・中田京子三尉。個性豊かな連中が、それぞの思惑おもわくで動き、物語を動かしていく──。

　陰謀渦巻く宮廷、軍ぐん靴かの音が響き渡る戦場、そして古代神の残した遺産の眠る遺跡と舞台を移しながら繰り広げられる群像劇！　いやー、こいつは面白い！

　ご存じの方もいると思いますが、この作品は第11回ファンタジア長編小説大賞において準入選を獲得しました。今回は大賞に選出された作品がありませんでしたので、九九八編という多数の応募作の中で最高の評価をうけたことになります。

　ところがこの作品の面白さを一言でいおうとすると、これがなかなか難しい。

　編集部でも様々な評価が乱れ飛びました。曰く

「戦争のシーンに迫力があってよい。騎馬対戦車というシチュエーションも往年の名作『戦国自衛隊』を彷ほう彿ふつとさせて燃える！」（軍事マニアの編集者）

「鈴木君とシファーの新婚さんみたいなほのぼのラブラブシーンが最高っす！」（ラブコメ好きの編集者）

「やっぱラースター王女でしょ！　あの気高く残ざん忍にんなところがたまらない！」（ちょっとマゾが入っている編集者）

と、みんな好きなポイントが違うのです。同じ作品を読んでいるのに、なぜこんなにも見ている部分が違うのでしょうか。

　その理由として考えられるのは、この作品の作り込みの細かさにあります。

　ファンタジーはもちろん空想の世界での物語なわけですが、その設定がただ寄せ集めや、奇き抜ばつさを狙っただけの出で鱈たら目めでは本当の面白さは生まれてきません。

　剣と魔法の世界と現代の地球が出逢ったらどうなるか？　魔法と科学を同じテーブルにのせたときの力関係は？　政治・経済がそれぞれどのように影響しあい、どのようなバランスで新しい秩序が生まれるのか？　この作品ではそれらが非常によく考えられ、練り込まれています。

　またキャラクターたちも同じことが言えるでしょう。それぞれのパーソナリティを形成するために必要な生い立ちや経験など、作品内で語られてはいませんがバックボーンが実に細かく設定されています。ですから、どのキャラクターも存在感抜ばつ群ぐんで〝私が本当の主人公だ！〟とばかりに強く自己主張し、主人公の鈴木君を喰ってしまうのもしばしばです。

　つまり主人公も脇役も、みんな同じだけのボリュームで書かれているわけです。それが読む人間によって面白いと感じるところが違ってしまう原因ではないでしょうか。そして皆さんも、それぞれの『覇壊の宴』の楽しみ方を見つけて頂ければと思います。

　ですが、これだけの大量な設定ををわずか三五〇枚程度の原稿用紙に納めるのはやはり無理があることも事実です。一つの物語として考えた場合、どうしても説明不足な部分が残ってしまう。それが大賞を逃した原因でもあります。

　しかし、それでもこの作品がパワーに満ちた物語であることに変わりはありません。またその不完全さこそ、作者の今後の可能性を現しているとも言えるでしょう。

　そう、著者の日昌晶の小説家としての歩みはこの作品から始まるのです。

　そして小説家を育てるのはひとえに読者、つまり皆さんの暖かい声援にかかっています。

　さあ、友達に勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　応援の手紙を書こう！










覇は壊かいの宴うたげ








日ひ昌よし　晶あきら
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